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			ドラゴン・イェーガー～狩竜人賛歌～②

			井藤きく

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・青木青虫（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			序章　竜を狩る前に

			　

			第１章　少年と少女は発つ

			　

			第２章　少年と少女は話す

			　

			第３章　少年と少女は鍛える

			　

			第４章　少年と少女は跳ぶ

			　

			第５章　少年と少女は越える

			　

			第６章　少年は少女に告げる

			　

			終章　少年と少女は、次なる段階へ昇る

		

	
		
			序章　竜を狩る前に

			　

			　その男は強かった。

			　淡く緑に光る長剣を振るい、次々と竜をなぎ倒していく。その姿は、光を失っていた少年の瞳に、少しだけ色を与えた。

			「狩竜人(かりゆうど)、なんですか？」

			　与えられた食事も取らず、ただ呆(ぼう)然(ぜん)としているだけだった少年が、男の戦う姿を見て初めて口を開く。狩竜人(かりゆうど)は、少年の憧(あこが)れだった。

			「竜の狩り方は教えてやる。その代わり、俺についてこい。食事も取れ、死ぬぞ」

			　男は、問いに対して肯定も否定もせず、そう短く言葉を返す。少年はそれを肯定と受けとり、少しだけうなずくと、差しだされた食事を両手で口にかきこんだ。

			「名前は？」

			「え……あ、えっと、エルミストです」

			　男はその名を聞くと、少し考えこむ。

			「エルにしろ。その名は、あまり良くない」

			　わけがわからないままに、少年はうなずく。ただ、自分の名前があまり好きではなかったので、嫌がることなく受けいれた。そして、無口な少年とそれ以上に無口な男は、ともに暮らしはじめた。

			　エルは何ヶ月ものあいだ、ただ食事を与えられるだけの生活を送った。食事はひどく雑な作られ方をしており、美(う)味(ま)いとは言えないものだったが、量だけは多かった。

			　そして時折、男はエルに治療が必要だと、その小さな体に理力を流した。それはひどく気分が悪くなるもので、エルは嫌だったが、食事を与えてくれる男の言うことに逆らう気にはなれなかった。

			　食事と治療を重ねていくうちに、エルはやせ細っていた自分の体に、徐々に力が蓄(たくわ)えられていくのを感じた。

			　体が少し大きくなったところで、男はエルに狩りを教えるようになった。竜ではなく、鳥や獣(けもの)を獲るための狩りだ。教えるといっても、相変わらず男は無口だったので、エルは見様見真(ま)似(ね)で覚えていく。

			　食事と治療、そして狩りを覚えたエルは、さらに体の力が増していくのを感じた。

			　ただ、なかなか狩竜は教えてくれなかった。勝手に戦うことも、禁じられていた。

			　エルは竜が憎かった。竜を殺せるなら、自分がどうなってもよかった。その気持ちを、エルは拙(つたな)い言葉で男に伝えた。

			　すると男は狩竜ではなく、字を教えてくれるようになった。なぜかはわからなかったが、エルはそれが楽しみになった。その好奇心が、少しだけ竜への憎しみを薄れさせたのだった。

		

	
		
			第１章　少年と少女は発つ

			　

			　エルとソフィアは前日に続き、ゴディオンの鍛(か)冶(じ)屋に来ていた。

			　この日はガイツも一緒だ。黒(こく)藍(らん)鉱(こう)という金属は、狩竜人(かりゆうど)でも目にする機会がない。知りたがりであるガイツも、その珍しい金属には興味があった。

			「高いぞ。28万エニィだ」

			　店に着くと、早速ゴディオンが値段を告げる。黒(こく)藍(らん)鉱(こう)の長剣は、その金属の希少さと打ち直す手間賃が合わさり、とてつもなく高額だった。

			　値段を聞いたエルの表情が固まる。逆にソフィアは、顔をほころばせた。

			「よし、買えます！」

			「よっしゃ売った！」

			「よくない待って！」

			　買うと言ったのはもちろんソフィアで、待ったをかけたのはエルだ。

			「なにを待つのよ、28万でしょ？　買えるじゃない。レイダークの報(ほう)酬(しゆう)がほとんど残ってるんだし」

			　エルとソフィアは、稼(かせ)いだ金を半分ずつ分け合っている。常に一緒にいることもあり、お互い財布の中身は筒(つつ)抜(ぬ)けだ。

			「いや、それは駄目だよ。28万って、ほぼ全財産じゃない。しかも、ソフィアの金まで全部合わせての」

			「そうだけどさ、２人で稼(かせ)いだんだから、別にどっちが使ってもいいじゃない」

			「駄目！」

			　珍しく、エルは強い口調だった。ソフィアは一瞬、驚いて黙る。

			　灰(かい)翼(よく)竜(りゆう)ヤルガタインとの戦いで折った鉄剣は、本来なら２人で折半する金を使って買ったものだった。大人しく口数も少ないエルにも、男としての矜(きよう)持(じ)はある。また同じように頼るのは、どうしても嫌だったのだ。

			　しかし、剣は欲しい。その異常なまでの重さで、武器には向かないと言われている黒(こく)藍(らん)鉱(こう)。だが、エルは自分の手に合っていると確信していた。

			「ゴディオンさん、最初に半分だけ払って、残りは何回かに分けてもらうってことはできませんか？　全額一括は、ちょっと無理なので……」

			　エルは少し悩んだあと、小声でそう提案する。しかし、そこにソフィアが口出しする。ちょっと強く言われたくらいで、彼女が引っこむわけもなかった。

			「いえ、ゴディオンさん、大丈夫です。ばばんと全額、払っちゃいます」

			「だ、だから駄目だって」

			「だからなんで駄目なのよ？　払えるんだから、全部払っちゃえばいいじゃない」

			　それは駄目だ、いやそれでいいと、互いに譲らない２人。小さな鍛(か)冶(じ)屋の中で、言い争いが始まる。

			　ゴディオンとしては、分割だろうと一括だろうと、実はどちらでもよかった。黒(こく)藍(らん)鉱(こう)の剣を打てることは、金に代えられない価値がある。

			　ただ、若い２人が微笑(ほほえ)ましい喧(けん)嘩(か)をしているので、それを見守ることにした。

			「久しぶりだな、ガイツ。そろそろお前も、武器の新調か？　お前の武器を打ってから、もう随(ずい)分(ぶん)経っただろ」

			　ガイツも、ゴディオンの鍛(か)冶(じ)屋で世話になっている狩竜人(かりゆうど)だ。ゴディオンは武器と金属を愛するあまり、時折変質者となるが、腕は確かだと評判でもある。鍛(か)冶(じ)屋の多いフェネラルにおいても、その評価は高い。

			「いや、俺のはまだまだ使えますから大丈夫です。協会付きなんて、座ってるだけの日も多いですしね」

			「なんだ、もう隠(いん)居(きよ)したようなこと言いやがって。せっかくの腕が泣いてるぞ」

			「あ、でも実は……そろそろ協会付きを辞める予定なんです。それで、あの２人の戦団に加わろうかと思ってまして」

			「ほう！　ついにフェネラル期待の、光の狩竜人(かりゆうど)がお目覚めか。今話題のあの２人に、お前が加わりゃあ無敵だな」

			　ゴディオンの軽口に、ガイツは顔をしかめる。

			「その呼び方は勘(かん)弁(べん)してください……調子に乗ってた頃を思いだすと、恥ずかしいんで」

			「がっはっは。お前、すっかり丸くなっちまったなあ。ちょっと前まで、すげえ生意気だったくせに」

			　かつてガイツはフェネラルだけではなく、他の街まで名が知れ渡るほどに期待された狩竜人(かりゆうど)だった。竜の視界を塞(ふさ)ぐことができる。それだけで、光球使いは相手を選ばずに活躍できたからだ。

			　竜の視力と嗅(きゆう)覚(かく)は、人と比べものにならないほど優れている。特にその広い視野は厄(やつ)介(かい)で、もし人が竜を見つけた場合、すでにこちらも見つかっていると考えなければならない。

			　戦えない者が竜に出くわしてしまったら、息を殺して身を隠すよりも、走って逃げたほうが生き残る可能性が高い。竜は目に頼って獲物を探す生物であり、陽が沈むと活動を止めるのも、夜目が利かないせいだ。

			　だからこそ、単純な目潰しが有効だった。しかし、有効な技だとわかっていても、光球は誰もが使えるようになるわけではない。

			　まず放出理力を非常に細かく操作する必要があり、それができるかは生まれつきの体質によるところが大きい。大きな理力を持つ者でも、それを緻(ち)密(みつ)に操れるかはまた別の話だ。

			　なおかつ、才能だけ持っていても、簡単には使えるようにならない。

			　光球は、理力を熱に変えて放出する技術の応用だ。扱(あつか)いを誤ると、理力は光になる前に、自らを焦(こ)がす炎になってしまう。そうならないためには、理力を感覚ではなく理論で覚えなければならない。体のどこに理力が流れ、どこに集まるのかなど、人体の仕組みから理解する必要があった。

			　放出理力が得意であること。理力学を修めていること。

			　その２つがあって、初めて光球は生みだせる。そしてなにより、一瞬の油断も許されない竜の近くで、理力を緻(ち)密(みつ)に操る冷静さと判断力を保つ必要がある。安全な場所でしか使えない光球では、狩竜の際に役立たない。

			　ガイツは、それらをすべて兼ね備えた希(け)有(う)な狩竜人(かりゆうど)だった。

			　認可を受けた直後から、ガイツは熟(じゆく)練(れん)の猛(も)者(さ)たちと肩を並べて戦ってきている。光球を使えるだけではなく、武器を振っても新人離れしていた。その勇(ゆう)敢(かん)さと冷静さで、あっという間に段位を駆(か)け上がり、ガイツは認可を受けて１年と６ヶ月で20段に到達した。

			　それは当時の、20段到達最年少記録だった。だが、最短で駆(か)け上がってから５年。ガイツはその後まったく昇段していなかった。

			「決まりました！　一括払いでお願いします。早速、打ってもらえますか？」

			　ガイツとゴディオンの横で、ずっと言い争っていた２人に決着がつく。結局はエルが言い負かされ、剣は個人ではなく戦団として買うことになった。頭の回転はともかく、口数と気の強さで、エルがソフィアに勝てるわけがなかった。

			「ガイツさん、なんとか言ってくれませんか？　僕の武器なのに、ソフィアの財布からっておかしいですよね」

			　高らかにソフィアが勝利宣言しても、エルはまだ食いさがる。剣は欲しいが、ソフィアが半分払うというのは、どうにも気分が良くない。

			「まだ言ってるの？　しつこいわね。私がそうしたいって言ってるんだから、それでいいじゃない」

			「お前ら２人が稼(かせ)いだ金だからな。俺が口出しするのはやめておこう。正式に加入したら、戦団の金(きん)銭(せん)管理にも口出しするつもりだがな」

			　同じ男として、女の財布に頼るのに気が引けるのはわかる。そう思ったガイツだが、特にエルの味方はしなかった。

			　ようやく決まったかと、ゴディオンが黒(こく)藍(らん)の剣を持ってくる。持ち手の太さや剣の重心など、エルと相談の上で細かく決める必要があった。

			　エルの右腕は、まだ完治していない。右手はそえるだけにして、左手１本で剣を振りながら、ゴディオンに要望を伝えていく。

			　黒(こく)藍(らん)鉱(こう)の武器の使い手など、イリシア中を探しても他にいるのかどうか不明だ。目の前にその剣がある以上、少なくとも過去に使う者が１人はいた。それくらいしかわからないほど、武器としては珍しい。ゴディオンも慎重にじっくり時間をかけ、エルの要望に耳を傾ける。

			　ガイツも、その名前と重い金属だという特徴くらいしか知らなかった。黒(こく)藍(らん)鉱(こう)を実際に見るのは初めてで、黒い長剣に興味を持つ。

			「エル、ちょっと持たせてくれないか？」

			「はい、どうぞ」

			　ガイツの要望に、エルは気軽に応える。

			「すっごい重たいですよ。気をつけてくださいね」

			　ソフィアの忠告に、ガイツは馬鹿にするなといった顔をした。

			　ガイツは光球だけの狩竜人(かりゆうど)ではない。背が高いために細く見えるが、非力ではない。状況に合わせてどんな武器でも使いこなす、万能と呼べるほど器用な狩竜人(かりゆうど)だ。

			　しかし、何気なく片手で剣を受け取った瞬間、ガイツはよろめきそうになった。見栄っ張りなガイツは、我慢して平気なふりをしたが、その内心は剣の重さに相当驚いていた。

			　自分では片手どころか、両手で持っても満足に扱(あつか)えそうにない。それに比べてエルは、これを片手で振れる。その差に思わず嫉(しつ)妬(と)してしまう。

			　だが、ガイツはいつもの涼しげな表情を崩し、顔をほころばせた。嫉(しつ)妬(と)や羨(せん)望(ぼう)などという思いが、自分に残っていたことが嬉しかったのだ。

			　ガイツの立ち位置は中途半(はん)端(ぱ)だった。フェネラルの街では、協会職員にも他の狩竜人(かりゆうど)にも、充分頼りにはされている。しかし、ゴディオンが言ったような、大きな期待を背負わされた狩竜人(かりゆうど)ではなくなっていた。

			　昇段しなくなってから５年。向上心を失っている自分に気づきながらも、ガイツはなにも変われなかった。今確かに、そこから自分は抜けだしたと感じられた。それは、まだ金のことで言い争っている、自分より若い２人の狩竜人(かりゆうど)のおかげだった。

			　

			「さて、金のことで口は出さんが、他のことは口を挟んでいくぞ」

			「はーい、じゃんじゃん挟んでください」

			「お願いします。僕とソフィアだけだと、具体的に話が進まなくなってたので」

			　孤(こ)児(じ)院(いん)に帰ってきた３人は、今後について話しあう必要があった。

			　白(はく)緋(び)の女神の目標は、南の大地に向かうこと。そこにたどり着くためには、どうすればいいのか。ようやくエルとソフィアは、そのことで頼れる狩竜人(かりゆうど)を仲間にできた。

			「ガイツさんってハイウェスラルに行ってたんですよね？　ヴィスタから聞きましたよ」

			「ああ、４年前に少しだけだがな」

			　イリシア大陸で最も南に位置する街、ハイウェスラル。多くの強い竜種が現れるその街は、多くの強い狩竜人(かりゆうど)が集まる場所だ。

			「やっぱり、早く昇段するためにですか？」

			「それもある。俺は４年前の時点で20段だったから、フェネラルにいても昇段の機会は少ないと思ってな。それでここを出た」

			　段位は20段以上ともなると、多少のことでは上がらなくなる。

			　もしそれ以上を目指すならハイウェスラルか、もしくはエルが生まれた場所、炎(えん)竜(りゆう)の村とも呼ばれるレズレンに所属するのが手っ取り早い。どちらにせよ、大物を狩れる実力者であることが前提だ。

			「ただ、それよりも顔を売ることが１番の目的だったな」

			「顔を売る、ですか？」

			「そうだ。南に行くためには経験も昇段も必要だが、それだけでは足りん。段位なんて、所(しよ)詮(せん)は目安でしかないからな。それよりも、他の狩竜人(かりゆうど)や協会職員に、腕を認められることが重要だ。南方遠征団の選抜は、協会職員と国の偉いさんが関わってくる。でも、その連中は実際に狩竜人(かりゆうど)の戦ってるところを、直接見る機会は少ない。

			　じゃあ、どういう基準で選ぶかといえば、有名どころの狩竜人(かりゆうど)に評判を聞いたりするんだ。だから、他の狩竜人(かりゆうど)たちと積極的に組んで実力を見てもらうことが、遠征団選抜への近道になる」

			　ハイウェスラルより南の大地は、基本的に立ち入りが禁止されている。国と協会の許可なく入れば、それは罪となり、厳しく罰せられる。

			　その許可を得られるのは、主に『南方遠征団』という調査団に選ばれた者たちだ。

			「へえ、そうなんですか。遠征団募集の紙は見ましたけど、25段以上って条件と、あとは大型をいくつか狩ってる実績が必要ってことくらいしか、書いてなかったなあ」

			　呑(のん)気(き)なソフィアの言葉に、ガイツはため息をついた。

			「お前な、ちょっと南を舐(な)めすぎだ……狩竜にしてもそうだが、事前に情報を集めるということをしろ。まあいい、説教はまた今度だ」

			　ガイツの話は、だいたい長い。説教という自覚はあるのだなと、エルとソフィアは思った。

			「まず25段という条件だが、あれはあくまで基準でしかない。協会も、段位だけで実力が測れるとは思ってないからな。お前らだってそう思うだろ？」

			　エルとソフィアは、不思議そうに顔を見合わせる。

			「待て、なんで不思議そうな顔をする？」

			　ガイツからすれば、エルとソフィアこそ、段位で実力を測りきれない最たる狩竜人(かりゆうど)だ。実績が足りないだけで、他の15段よりは間違いなく強い。当然本人たちも、そう感じているだろうと思っていた。

			「いや、そんなことはないかなって。段位が上の人は、やっぱりちゃんと理由があるんだなって、最近になって思いました。ガイツさんの光球とか、すんごい便利だし」

			「狩竜人(かりゆうど)に成りたての頃は、僕もそう思ってたんです。段位って、当てにならないかもしれないって。でも、フェネラルに来てからは、ダンビスさんとかウィクラスさんとか、段位が高い狩竜人(かりゆうど)は、やっぱりすごいなって感じるようになりました。戦うだけじゃなくて、冷静に指示を出したりとか、僕には真(ま)似(ね)できませんから」

			　自分たちとは違う方向の強さと、自分たちには真(ま)似(ね)できない形での貢(こう)献(けん)。ただ竜に武器を突きたて、血を奪うだけが狩竜人(かりゆうど)ではない。フェネラルに来てから、２人はそう学んだ。

			「ま、まあそうだな……確かにそうだ」

			　なんとも純粋な答えが返ってきて、ガイツは困った。

			　自分を必要以上に大きく見せようと、見栄を張る狩竜人(かりゆうど)は多い。段位を稼(かせ)ぐことだけに躍(やつ)起(き)になり、中身が伴(ともな)っていない狩竜人(かりゆうど)もいる。若い狩竜人(かりゆうど)は、特にそういう傾向にある。４年前まではガイツ自身も、多少そういう面を持っていた。

			「ただ、そのうちわかるだろうが、エルが最初に感じたことも間違いじゃない。段位は当てにならんことも多い。俺も人から聞いた話でしかないが、ハイウェスラルより南は、とんでもなく過(か)酷(こく)な土地だそうだ。だから、その人選も実力を見極めた上で、慎重に行われる。

			　長い時間をかけて25段になった年(とし)嵩(かさ)の狩竜人(かりゆうど)と、まだ若く段位は上がってないが、周囲から評価の高い20段の狩竜人(かりゆうど)だったら、選ばれるのは後者だ」

			　エルとソフィアは、なるほどという顔でうなずく。こんな単純なことで感心されるのかと、ガイツはさらに心配が増える。

			「じゃあ、やっぱりハイウェスラルに向かったほうが良さそうですね。僕たちも15段になれましたし」

			　ハイウェスラルで狩竜をするためには、最低15段に達している必要がある。まず２人が15段を目指したのは、そのためだった。それ未満の段位でハイウェスラルに行っても、協会に門前払いされるだけだ。

			「あ、でもガイツさん。協会付きの仕事は大丈夫ですか？」

			「それなんだがな、やはり責任もあるし、すぐには辞められん。ただ、後任の狩竜人(かりゆうど)は１ヶ月くらいで準備ができるそうだ。悪いがそれまでは待ってくれるか？」

			　ガイツはすでに、協会付きを辞する旨(むね)を伝えてあった。それは白(はく)緋(び)の女神に入る前に、決めていたことだった。もう１度、南行きの夢を追いかけるという決意は固い。

			「もちろんです。僕の剣もまだ時間がかかりますし、準備が全然できてませんから。いいよね、ソフィア？」

			「もちろん。まだ半年くらいは、15段なんて無理だろうって思ってたんですよ。急展開でどうしようって感じなんで、ガイツさんもゆっくりでいいですよ」

			　どうしたらあの実力で、15段まで半年もかかると思えたのか、ガイツは聞いてみたくなる。しかし、説教をしたくなりそうな予感がして我慢した。教えたがりのガイツにとって、２人は良い生徒なのかもしれない。

			「そう言ってくれると助かる。できるだけ時間を取って、こっちにいるうちに戦い方も確認していこう。まだ狩竜に一緒に出たのは、２回だけだしな。あとは、目的地をどこにするかだな。すぐにハイウェスラルに行くのもありだが、15段になったばかりだと、任せてもらえる仕事が少ないかもしれん。昇段機会を得るために、最初はエルの故郷に向かうのもありだ」

			　エルの表情が、少しだけ変わった。

			「レズレンですか？　でも、あそこはレイダークは多いですけど、それ以外はあまり強い竜が出るわけじゃないですよ？」

			「そうらしいな。だが、そのレイダークが安定して狩れることが重要になる。それくらいでないと、ハイウェスラルではやっていけん。俺らは３人で１度狩っているといっても、前回はエルが怪(け)我(が)をしたからな。それではまだ駄目なんだ。だからレズレンに向かったほうが、逆に近道だと俺は思う」

			「賛成！　エルの故郷だもんね。私、ちょっと行ってみたい。エルもせっかくだし、帰省も兼ねてってのもいいんじゃない？」

			　そう言って、ソフィアが無(む)邪(じや)気(き)に笑うので、エルもつられて少し笑う。

			　自分の故郷だから行ってみたい。そう言われたことは、嬉しかった。ただ、エルは笑ったあと、隠すように少し暗い顔になる。その表情を、ソフィアは見逃さなかった。

			「よし。じゃあまずは、レズレンに向かうとするか。炎(えん)竜(りゆう)の村と呼ばれる場所がどんなところなのか、俺も興味はあったんだ。レズレン出身のエルがいるってのは、頼もしいしな」

			「はい……じゃあ、そうしましょう」

			　少し、歯切れの悪い返事。

			　エルはきっと、レズレンにはあまり行きたくないのだろう。そう気づいたソフィアだが、レズレン行きへの賛成は止めなかった。

			　ソフィアは自分のことを、エルによく話す。家族のことも育った街のことも、なんでも話す。逆にエルは、自分のことをあまり話さなかった。

			　特に、エルが師匠と呼ぶ人物に会う前のことを、ソフィアはほとんど知らない。ひどい親だったとは聞いたが、それだけだ。

			　話したくないことだとは気づいている。ただ、ソフィアはエルになんでも話してほしかった。なんでも聞きたかった。

			　信じているし、頼ってもいる。エルもきっと信じてくれているし、頼ってくれているとも感じていた。それでもソフィアは、もっと信じてほしかった。もっと頼ってほしかった。

			　

			　ヤルガタイン戦から10日。そのあいだ、エルとソフィアは狩竜に出なかった。医師であり、孤(こ)児(じ)院(いん)の責任者であるモンバルトから、エルの怪(け)我(が)が完治するまで狩竜は厳禁と言われてしまったからだ。

			　おかげで２人は、体力を持て余していた。そこで動きの感覚を取り戻すために、適当な木の枝を武器に見立てて遊ぶことにした。

			　最初は軽く、しかし、だんだんと熱が入る。そのうち、木の枝でもリグトンくらいなら倒せそうなほどに、勢いは増していく。人目につく場所ならまた問題になりそうだったが、そこはさすがに２人とも学習していた。人気のない森の中で、２人は存分に枝を振りまわした。

			　剣に見立てられた枝で、エルは突きを繰りだす。それをソフィアはぎりぎりでかわし、エルの左肩を狙(ねら)って枝をなぎ払う。互いの力量は、もうわかっている。そこに一切の容(よう)赦(しや)はない。

			　ソフィアの一撃を、エルは枝を左手に持ちかえて防いだ。エルは完全なる両利きだ。左手に武器を持っても、すぐさま反撃に移ることができる。しかし、ソフィアのほうが一瞬だけ速かった。

			　なぎ払いが防がれることを予想していたソフィアは、次の攻撃に移る。半円を描くように枝を回転させ、エルの右足を払いにいく。エルは体をひねり、なんとかそれを避けるが、前に出ようとしていたところで足を狙(ねら)われ、体勢が大きく崩れた。

			　ソフィアはそれを見て、冷静に追(つい)撃(げき)をかける。今度はまっすぐ、ソフィアの枝がエルに伸びた。

			　それでもエルは諦(あきら)めず、その突きに対して凄(すさ)まじい速さで反応してみせる。細い枝の先端を、自分の枝の腹で受ける。

			　ただの木とは思えないほど、大きく乾いた音が森の中に響(ひび)く。エルの持っていた枝は突きの強さに耐えられず、真ん中で折れた。

			　そこで、２人の動きは止まる。ソフィアの表情が緩(ゆる)み、エルは悔(くや)しそうな顔をする。

			「やった、私の勝ちね！」

			　２人は暇(ひま)があるときは、鍛(たん)錬(れん)代わりにこの遊びをやっていた。何度か繰りかえすうちに、枝同士がぶつかった場合は、折れたほうが負け。相手の体に、自分の枝を当てて折ったら勝ち、という決まりができていた。

			「ようやく連敗脱出ね。これで私の15勝20敗だっけ？　まだまだ負け越してるわね」

			「くそ……最近はずっと調子が良かったのに」

			　エルは折られた枝を、悔(くや)しそうに見た。ソフィアはその顔を、嬉しそうに覗きこむ。勝ったことも嬉しいのだが、エルがそんな顔をしてくれることも嬉しかったのだ。

			　ソフィアの意地が悪いわけではない。その表情で、エルが本気だということが伝わってきたからだった。

			「最初はずっと私が勝ってたのに、なんか途中から急に勝てなくなったのよね……ねえ、まさか最初は、手加減してたとかじゃないでしょうね？」

			「い、いや。そんなことしてないって……でも、ちょっと、遠(えん)慮(りよ)はしてたかも。ソフィアは女の子だし、顔とか怪(け)我(が)させたらまずいと思って」

			「ふうん、今は怪(け)我(が)させてもいいんだ？　それとも女じゃないとか？」

			　ソフィアはわざと、すねた表情をする。今度は、意地悪をするためだ。

			「いや、違うって！　そうじゃないよ！」

			　エルは慌てて否定する。しかし、ソフィアは表情を変えない。それは、必死なエルの顔を見るためだった。普段、表情の乏しいエルだが、自分が不機嫌だと慌ててくれる。

			　意地が悪いと思っていても、それが楽しかった。

			　エルが勝ちだしたのは、２人の夢が同じだったとわかった頃からだった。お互いが、同じ方向を見ていることがわかってから。そこから、遠(えん)慮(りよ)がなくなった。

			「そ、そうだソフィア。えっとさ、服を買ってもらったから、なにか返さなきゃと思ってたんだ。欲しい物とか、あるかな？」

			　ソフィアのご機(き)嫌(げん)を、エルはとても不器用なやり方で取ろうとする。相変わらず、すねたふりをしているソフィアだが、感情が表に出やすい彼女もまた不器用だ。そんなふりが長く続くわけもなく、彼女の頬(ほほ)は緩(ゆる)む。

			「いいのよ、お返しなんて。エルの身だしなみは、私が気を遣ってあげるって言ったじゃない。エルに買いに行かせると、安物ばっかり選んじゃうんだから」

			　遠(えん)慮(りよ)なく欲しいものを言ってくれたほうが、エルとしては助かるのだが、こういうときにかぎってソフィアはなにも欲しがらない。その言葉だけで満足してしまい、嬉しそうに笑うだけだった。

			　したたる汗を拭(ふ)きながら、２人は街へと戻っていく。

			　エルの右腕は完治していることが確認できた。10日も狩竜に出なかったのは、２人にとって初めてのことだが、動きも問題ないことがわかった。あとはエルが剣を受けとれば、狩竜の準備は万端だ。

			　竜との戦いは、喜ぶべきことではない。そうは思っていても、戦いの日々が始まることを、２人は心のどこかで望んでしまっていた。

			　

			「クライオン！　偶(ぐう)然(ぜん)だね」

			「よう、久しぶりだな」

			　ゴディオンの店に向かう途中で、エルはクライオンに遭(そう)遇(ぐう)する。

			「今からゴディオンさんのとこに行くんだ」

			「ああ、知ってる、剣を受けとりにだろ？　実はお前の剣には、俺も一枚噛(か)んでんだよ」

			「え？　クライオン、鍛(か)冶(じ)もできるの？」

			「いやいや、そんなことはできんさ。まあ俺も一緒に行くから、着いてからのお楽しみだ。しかし、ちょっと会わないうちに差がついちまったなあ。一気に15段はねえだろ。俺だってかなり速い昇段だって褒(ほ)められてんのに、お前らのせいで全然目立たなくなっちまったじゃねえか」

			「いや……まあ」

			　半ば呆れるように茶化され、エルは恥ずかしそうに頭をかく。クライオンからすると、エルがなぜこんなに自信がなさそうなのか理解できなかった。

			　もし自分がエルのような活躍をすれば、とクライオンは考える。きっと調子に乗り、態度も大きくなるだろう。実際、それが許されるほどの戦績だ。

			　ただ、エルが決して嫌(いや)味(み)な性格なのではなく、あまり自己主張をしないだけなのも知っていた。１つ年下の大人しい友人が、クライオンは嫌いではなかった。

			　ゴディオンの店に到着した２人は、ゴディオンの妻、カレイラに案内されて庭のほうへと向かう。

			「おう来たか、待ちくたびれたぞ。さあ、持ってみてくれ。自信作だ」

			　エルはうなずき、胸を高鳴らせながら漆黒の剣を手にする。新たに黒(こく)藍(らん)鉱(こう)が加えられ、打ちなおす前よりもさらに重たくなっていた。だが、その重さがエルは心地良かった。

			　一見すると黒一色の剣だが、陽の光に照らされると、それは深く吸いこまれるような青に輝(かがや)く。磨(みが)き上げられた黒(こく)藍(らん)鉱(こう)が妖(あや)しく光るさまを見て、エルは鳥(とり)肌(はだ)が立った。

			「すごい……綺(き)麗(れい)だ。本当に黒だけじゃなくて、青いんですね」

			「打ちなおす前は、竜の血やら表面に余分なもんがくっついてたからな、本来の黒(こく)藍(らん)鉱(こう)はその色だ。もちろん、そいつは見た目だけじゃねえぞ。ほれ、こいつを切ってみろ」

			　ゴディオンが、太い丸太を指差す。試し切りのために、わざわざ用意したものだ。

			　エルは丸太に触れてみる。すると、まだ切られたばかりなのか、水気を多く含んでいることに気づいた。

			　乾いた木ならまだしも、濡れた木を剣で切るのは難しい。綺(き)麗(れい)に切ろうとしても、途中で刃が引っかかってしまう。それでもゴディオンの顔は、自信満々だった。

			　エルは少しずつ、剣に理力を流しはじめる。今までに何本も理力の流しすぎで剣を折ってきたため、つい慎重になってしまう。

			「大丈夫だ、遠(えん)慮(りよ)するな。お前の理力がどんなに膨(ぼう)大(だい)でも、黒(こく)藍(らん)鉱(こう)は壊れたりしねえ」

			　ゴディオンに苦笑いでそう言われ、エルはようやく思いきって理力を込めた。黒(こく)藍(らん)の剣は、少しも悲鳴を上げない。自分の理力をすべて受け入れてくれた。それだけでも、エルにとっては感動的だった。

			　力の満ちたその剣を、横たわった丸太に向かって振りおろす。

			「え!?」

			　一(いつ)刀(とう)両(りよう)断(だん)だった。あまりの手応えのなさに、思わず前につんのめってしまう。

			「なんだ……これ」

			　丸太に細工でもしてあったのかと疑うが、そんな様子もない。

			「がっはっはっ、すげえだろ！　そいつは半(はん)端(ぱ)じゃねえぜ。いやあ、参った。こりゃ俺の名前が、鍛(か)冶(じ)の歴史に刻まれたかもしれねえな」

			　ゴディオンは恥ずかしげもなく自画自賛する。

			「すごい……本当にすごい。ありがとうございます！」

			　今まで手にした剣とは、まるで違う。同じ剣というくくりで考えるのがためらわれるほどに、段違いの切れ味だった。

			「おう。そいつなら、どんな相手でも絶対に折れたりしねえと保証する。目一杯理力を込めて竜をぶちのめしてこい。ただし、扱(あつか)いにくさは半(はん)端(ぱ)じゃないぞ。黒(こく)藍(らん)鉱(こう)は硬いだけじゃない、弾性も兼ね備えてる。折れない代わりに曲がるからな。少しでも剣筋がぶれると、一気に威力が半減しちまう。今まで以上に、まっすぐ刃を立てることを心がけろ」

			　確かにエルの筋力と理力をもってしても、この剣は重いと感じていた。しかし、これを自在に取り回せるようになれば、切れない竜はいない。そう思うと、エルの胸は高鳴った。

			「くっそお、やっぱ格好良いなその剣。黒(こく)藍(らん)鉱(こう)とかずるいじゃねえか。そんなもん、誰も持ってねえよ」

			　男ならば皆、年齢や職業に関係なく、美しく強い武器に興奮しないわけがなかった。クライオンも黒(こく)藍(らん)の剣に見(み)惚(ほ)れ、その美しさを羨(うらや)む。

			　ゴディオンは多少どころか、鼻息も荒く目が血走っている。これまでは他人の打った業(わざ)物(もの)に興奮してきたゴディオンだが、自分が打った剣がその域に達したことで、感極まっていた。

			「それでな、そっちの鞘(さや)は俺と親父が作ったんだ。ちょっと剣を納めて背負ってみろ。肩(かた)紐(ひも)の調整するから」

			　竜(りゆう)皮(ひ)と金属を合わせて作られた鞘(さや)は軽く柔(やわ)らかい。専用に作られたその鞘(さや)に、剣は隙間なくぴたりと納まった。

			　エルがそれを背負うと、クライオンは掛け紐(ひも)の微調整を行い、エルの体にしっかり合わせる。

			「よし、じゃあ鞘(さや)は背中のままで、柄を持ってちょっとひねってみろ」

			「うん」

			　言われたとおりに剣をひねると、鞘(さや)の横腹が少し空いて隙間ができる。それは剣を真上に引き抜かずとも、横から取り出せる構造になった鞘(さや)だった。

			「うわっ、すごい。すごいよ、これ！」

			「最近流行りの、仕掛けつきってやつだ。鞘(さや)ごと手に持って引き抜かなくても、簡単に剣が抜けるだろ。お前は長すぎるくらいの剣を使うから、そっちのが楽だぞ」

			「ありがとう！　えっと、でもこれの代金は……なんか、高そうな気がするんですけど」

			　すでに剣の代金だけで、貯(ちよ)蓄(ちく)は使い果たしていた。さらに、買い物に行くというソフィアに、エルは残りの金をすべて渡してしまっている。

			　剣の代金をソフィアの財布から出すことを嫌がったエルだが、自分もたいがいいい加減だった。相変わらず、２人には計画性という言葉がない。

			「安心しろ、お代は叔(お)父(じ)さんから徴(ちよう)収(しゆう)済みだ」

			「え、そうなの？　あの、ありがとうございます」

			「まあ、馬鹿高い剣だからな。それくらいは、おまけしといてやる」

			　金にがめつい叔(お)父(じ)が、こんなことをするのは珍しい。そう思ったクライオンだが、確かに黒(こく)藍(らん)鉱(こう)の剣は、特別扱(あつか)いしたくなる代物だと思った。

			　

			　エルが剣を手にした頃、ソフィアはヴィスタと一緒に買い物にいそしんでいた。

			　明日からは狩竜に出るので、金は入るはず。だから今日は、財布を空にしてもいい。そんな勢いで、ソフィアは散財していく。

			　ヴィスタも最初は止めようとしたのだが、そこはやはり若い女性。今日はすべて自分持ちで買い物していいというソフィアの提案に負けて、一緒になって財布を軽くするのに貢(こう)献(けん)してしまう。

			　貧乏性のヴィスタは、物欲に負けたことを後(こう)悔(かい)しつつも、やはり友人との時間は楽しかった。

			「あのね、ヴィスタ……えっと、ごめんね」

			　あらかたの商団を見てまわり、買い物がひと段落ついたところで、急にソフィアは謝罪の言葉を口にした。一瞬、意味がわからず面食らうヴィスタだが、すぐにその理由を察した。

			「兄さんのこと？」

			「うん……」

			　ガイツはその見た目とは裏(うら)腹(はら)に、面倒見が良い。孤(こ)児(じ)院(いん)の子どもたちにとって、頼りになる身近な大人であり、良い兄でもある。

			　頼もしい仲間が新たに加わったことを、もちろんソフィアは喜んでいる。しかし、自分たちがガイツをフェネラルから連れだしてしまうようで、気になっていた。

			「それは兄さんが自分で決めたことなんだし、ソフィアが謝ることじゃないわ。それよりも、２人がいなくなるほうが問題ね。最近は力仕事とか子どもたちの遊び相手とか、すっかり２人に頼ってたから。ほんとに助かったわ」

			　ヴィスタは笑ってそう言うが、ソフィアの顔は晴れなかった。

			「それに兄さんね、狩竜人(かりゆうど)を辞めちゃうかもってくらい、落ちこんでた時期があったのよ。でも、エル君とソフィアに会ってから、顔つき変わったもん。昔とはちょっと違うけど、前より良い顔してるの。だから、感謝してるくらいよ」

			「でも……」

			　ガイツと離れることを、ヴィスタが望んでいるわけがない。それを知っているだけに、ソフィアは言葉に詰まってしまう。

			「ソフィアってさ、女の子の友達少ないでしょ？」

			「う、うん……え、なんでわかるの？」

			　唐(とう)突(とつ)に図星を突かれて驚きながらも、ソフィアは正直にうなずいてしまう。

			　最初は仲良くしてくれた友達が、だんだんと遊んでくれなくなっていった子ども時代。それを思いだして、ソフィアは怖くなる。

			「ソフィアのお家って、お金持ちなんだよね。しかも、それだけ美人でおまけにその性格。すっごく妬(ねた)まれそう。同い年の女から嫌われる姿が、簡単に想像つくわ」

			　ヴィスタは可愛らしい笑顔で、かなりきついことを言う。せっかくできた友人も、実は自分のことが好きじゃないのか。そう思うと、ソフィアは泣きそうになった。

			「あ、あのさ……ヴィスタは、友達でいてくれるよね？」

			　明るくて人好きに思われるソフィアだが、人付き合いは不器用だ。思ったことをなんでも素直に口に出してしまう性格は、良く言えば素直だが、裏目に出ることも多い。自分でも、それはわかっていた。

			　それでも、正直な気持ちを言葉にする以外、ソフィアはできない。少し潤(うる)んだ真剣な眼差しで、ヴィスタを見つめる。

			「うふふ、なんでそんなこと言うのよ。当たり前じゃない」

			「ほんとに？」

			「ソフィアは素直だけど、余計なことまで言っちゃいそうだから、それで嫌われたり、面倒臭いって思われたりするんだろうね」

			　またもヴィスタのはっきりとしたもの言いが、ソフィアに刺さる。

			「でも、私は好きよ。ソフィアみたいな素直な子って、初めて会ったわ」

			「ほん……とに？」

			「だからほんとだって。ここを出ていったあとも、たまには顔を見せてよね」

			「うん……絶対来る。帰ってくる」

			　この街を離れることが急に寂(さび)しくなり、ソフィアはぽろぽろと涙をこぼしてしまう。

			「ちょっとお、なんで泣いてるの」

			「だって……」

			　勝ち気な性格をしていても、世間知らずな17歳の少女だ。フェネラルに来たばかりの頃は、自分の居場所が作れずに、寂(さび)しさを感じていた。

			　しかし、シロノに支えられ、エルに出会い、ガイツに助けられ、ヴィスタという友人ができた。逃げだすように故郷を飛びだしたあと、たどり着いたのがフェネラルで良かったと、心から思えた。

			　涙が止まらなくなってしまったソフィアは、ヴィスタに引っ張ってもらいながら孤(こ)児(じ)院(いん)へと帰っていく。

			　３人になった白(はく)緋(び)の女神は、もうすぐフェネラルを発つ。

			　

			　９月の初め。まだきつい日差しが照りつける中を、大きな荷物を背負った３人の狩竜人(かりゆうど)が、炎(えん)竜(りゆう)の村に向かっていた。

			　すでに大街道の東の突き当たりにある街を通りすぎ、そこから少し細くなった道を、北東に進んでいた。目的の村までは、あと少しだった。

			「そういえば、ガイツさんって、なんで南を目指すようになったんですか？　ハイウェスラルを目指す狩竜人(かりゆうど)は多いですけど、それより南になると、興味ある人は少ないですよね」

			　南方遠征団に選ばれることは、狩竜人(かりゆうど)にとって大きな名誉となる。しかし、名誉でしかないとも言える。南の大地での調査は、その意義を疑問視する声が年々大きくなっており、狩竜人(かりゆうど)なら誰もが目指す場所ではなくなっていた。

			　人々を守るにしても、ただ稼(かせ)ぎたいにしても、ハイウェスラルで留まって狩竜に励(はげ)んだほうが、効率的ではないかと考える狩竜人(かりゆうど)も増えていた。

			「そうだな、両親とも竜の被害で死んだってのが、まずあったな。孤(こ)児(じ)院(いん)は物心つく前に来る子どもが多いが、俺はそうじゃなかったんだ。親が竜にやられたのが７歳のときで、当時のことはよく覚えてる。だから、小さい頃は竜ってだけで憎んだもんだ。まあそれから、本を読んで勉強したり、モンバルト先生に教わったりして、竜種根(こん)絶(ぜつ)の希望は南にあるって知ってな。それで、南の大地を目指すようになったってとこだ」

			　国と協会が少なくない資金を注ぎこみ、南方遠征団を送りだす目的は、竜種への対抗手段を見つけだすためだ。具体的には、竜種に有効な毒の発見。それがガイツの言う、竜種根(こん)絶(ぜつ)の希望だった。

			　竜種が南から侵(しん)攻(こう)を始めて６００年。人が見つけた竜に効く毒は、いまだに黄(こう)牙(が)竜(りゆう)シュブイールの牙(きば)と爪(つめ)が持つ毒だけだ。ただそれは毒といっても、死には至らせるようなものではない。ただ数秒ほど動きを止める、麻(ま)痺(ひ)毒でしかない。

			　もし、竜ですら死に追いこむ毒が見つかれば、イリシア大陸の状況は一変する。その思いで、狩竜人(かりゆうど)や学者は厳しい南の大地に挑んできた。

			　しかし、南方遠征団が発足して二百余年。毒の手がかりは、１つとして得られていない。遠征団の意義に疑問の声が上がるようになったのも、優秀な狩竜人(かりゆうど)を送りこんでも成果が挙がらないことへの苛(いら)立(だ)ちが大きい。

			　それでも、多くの人々は諦(あきら)めない。ただひたすらに、竜の恐怖から解放された平和なイリシアの復活を目指して、人々は今も南方遠征団を送りだすのだ。

			「へえ、やっぱちゃんとした理由ですね。私たちみたいに、本を読んで憧(あこが)れてってのとは違うなあ」

			「そうでもないさ。未知の大地への憧(あこが)れってのは、正直俺も持ってる。たいそうな正義感だけってわけでもないさ。俺も、『南の大地の冒険』は読んだことがあるぞ。子ども向けの本だから、誇(こ)張(ちよう)や間違いも多いらしいがな。あれを読んで憧(あこが)れる気持ちもわかる」

			　エルとソフィアの夢の元となった『南の大地の冒険』は、書かれてから２００年近くが経っている。著者は、たった１人で南の奥深くまで進み、イリシアでは英雄として語り継がれる狩竜人(かりゆうど)だ。

			　その内容は、北イリシアでは見られない壮(そう)大(だい)な風景や、強い竜との戦いが中心になっており、長く子どもたちに読まれてきた冒(ぼう)険(けん)譚(たん)である。それを読み、狩竜人(かりゆうど)に憧(あこが)れを持つようになる少年少女は多い。

			「エル、あそこになんかある」

			　ソフィアの指差した先には、細く高い塔のようなものが建っていた。

			「うん、あれが見えたってことは、レズレンまでもうすぐだ。あの見張り台に交代で人が立って、竜が来たらすぐに村まで知らせが届くようになってるんだ。レイダークが、いっぺんに何頭も出たりするからね」

			「へえ、炎(えん)竜(りゆう)の村って言われるだけあるわね」

			　大街道を外れてからは、人通りが少なくなっていた。時折すれ違う人はいるが、狩竜関係者がほとんどだった。レズレンに用があるのは、そういう者ばかりということだろう。

			　レズレンの東は、南北に連なる大きな山脈がそびえたっている。その山々の向こうに、人の住む街や村はなく、竜の楽園となっているだけだ。

			　大山脈が竜の侵(しん)攻(こう)をさえぎってくれているが、それでも山を越えてやってくる竜は一定数いるため、他の街と比べてかなり危険は大きい。そのためレズレンの村は、ハイウェスラルに次いで強い狩竜人(かりゆうど)が集まる場所だった。

			　山を越えてきた竜種が、広くイリシアに散ってしまわないよう、レズレンの狩竜人(かりゆうど)たちは竜と戦っている。イリシアの人々にとって、レズレンは重要な防(ぼう)衛(えい)拠点だった。

			　フェネラルを経ってから５日目の昼過ぎに、３人はレズレンの村へ到着した。

			　フェネラルと同じように、竜除けの効果があるサルティスの木で囲まれた場所。ただ、その数は、フェネラルよりもずっと密度が高く植えられていた。

			　サルティスの木は、もともとイリシアの北部にしか生息しない常緑樹だ。フェネラルよりも寒いレズレン近辺のほうが根付きやすく、育ちやすい。逆にそうでなければ、この辺りに集落を作ることは難しかったかもしれない。

			「あれ、思ったより人が多いわね。けっこうごちゃごちゃしてる」

			「本当だな。フェネラルと変わらないくらいじゃないか」

			　ガイツとソフィアは、物珍しそうに村の中を見渡す。フェネラル近辺では街の外にも村々に人が散って生活しているが、レズレンの近くに他の集落は少ない。それは１箇所に固まっていないと、あっという間に竜にやられてしまう過(か)酷(こく)な環境のせいだった。

			　村は賑(にぎ)やかだが、どこか殺(さつ)伐(ばつ)とした重たい空気が流れている。比較的竜の少ない街で生まれ育ったソフィアは、そう感じながら村を歩いていた。

			「先に宿を探しますか？　それとも協会に行きます？」

			「先に協会に顔を出しておこう。夕方に協会が混むのは、どこも一緒だろうからな」

			　ガイツもソフィアも知っているものと思い、協会への先導はエルに任せる。しかし、エルがレズレンにいたのは、10歳になる少し前まで。村の中に入ったのも、それ以来だった。エル自身、どれくらい村のことを覚えているのかわからなかった。

			　それでも、村の中を歩いているうちに、思ったよりもはっきり覚えていることに気づいた。ただそれは、自分の知っている景色を見て、懐かしむといった感情ではない。

			　エルが覚えている景色と、今の村の景色が違うということに気づいただけだ。様変わりした村を眺めながら、エルは幼い頃の記憶を否応なしに思いだしてしまう。できればそれは、あまり思いだしたくないものだった。

			　協会の建物は、エルの覚えている場所から変わっていなかった。フェネラルよりも小さめで、フェネラルよりもずっと新しい石造りの建物。

			　協会だけではなく、村の建物はどれも比較的新しいものばかりで、古い建物は残っていない。それは８年前、この村がレイダークに焼かれた爪(つめ)痕(あと)だった。

			　３人は協会に移動してきた旨(むね)を伝え、狩竜歴などが記載された書類を提出する。基本的に、狩竜人(かりゆうど)が街や村を移動することは自由だ。ただ、どこの協会担当地域にいるかや、拠点とする宿などは、協会に知らせておく義務があった。

			　協会職員に団長は誰かと尋ねられ、エルは久しぶりに自分が団長であることを思いだした。ソフィアもそのことを久しぶりに思いだし、ガイツは迂(う)闊(かつ)なことに聞いてもいなかったことに気づく。

			「そうだ。団長って、ガイツさんがやったほうがいいんじゃないですか？」

			　今まではソフィアと２人だけだったので、エルは自分が団長でも気にしていなかったが、今ならガイツがいる。経験のある狩竜人(かりゆうど)のほうが適任だろうと、エルは思った。

			「なに言ってんだ、お前らが作った戦団だろう。お前でいいんだよ。戦団ってのはあとから誰が入っても、中心になる狩竜人(かりゆうど)は変えないほうがいい」

			「そうよ、エルが団長でいいのよ。まあ確かに、団長とは誰も呼ばないけど」

			「でも、団長っていっても、なにもしてないし、らしいことはできないような気が……」

			　エルが考える戦団の長とは、鋼の扉のダンビスやウィクラスだ。的確に指示を出し、団員を率いる姿は、とても真(ま)似(ね)できそうにない。

			「何十人も団員を抱えるところなら別だが、俺たちは３人だけだからな。そんなに深く考える必要はない。お守りが必要な狩竜人(かりゆうど)もいないしな」

			　戦団の多くは、若く経験のない狩竜人(かりゆうど)を育てることも意識して活動している。ただ、白(はく)緋(び)の女神にそれは無理だ。個人の強さとしては抜きんでていても、エルもソフィアも１年目の狩竜人(かりゆうど)でしかない。

			「じゃあ、宿探しに行くぞ。エル、評判が良い宿とか知らないか？」

			「僕もレズレンは子どものとき以来で……宿の評判はわからないですね。でも、ここは競争が激しいから、変な宿はないはずです。評判悪いと、すぐに潰れちゃいますから」

			「なるほどな。規(き)模(ぼ)は違うが、ハイウェスラルと似たようなもんか」

			「ほんとに狩竜人(かりゆうど)っぽい人が多いわよね。フェネラルとは、ちょっと雰(ふん)囲(い)気(き)が違うわ」

			　狩竜人(かりゆうど)の他にも、ソフィアの目につく人たちがいた。やけに派手な格好をした女性たちだ。それが娼(しよう)婦(ふ)であることは、ソフィアも気づいている。どの街にも娼(しよう)婦(ふ)くらいはいるので、その存在が珍しいということではない。

			　ただ、その数があまりに多く、ソフィアは面食らっていた。

			　今も３人の横をすれ違った綺(き)麗(れい)な女性が、良い匂いのする香を漂(ただよ)わせ、エルのほうをじっと見つめている。その視線に気づき、昼日中から客引きでもするのかなと、少しソフィアはもやもやした気分になった。

			　そしてその女性は、３人が通り過ぎたあともエルから視線を外さなかった。さすがにおかしいと思ったソフィアだが、娼(しよう)婦(ふ)に目をつけられているとエルに伝えるのも癪(しやく)だった。

			　しかし、その女性は娼(しよう)婦(ふ)ではなかった。女性は驚いたように叫びながら、こちらに向かって走ってくる。

			「エルミスト！　ねえあなた、エルミストでしょ!?」

			　そしてエルの顔を覗きこむと、ぎゅっと抱きついた。

			「え!?」

			　なにが起きたのかわからなかったエルは、驚いて動けなくなる。もちろんソフィアは、もっと驚いていた。

			「え、あの……もしかして、ネイファさん？」

			「そう、そうよ！　ああ、間違いない……エルなのね」

			　ネイファと呼ばれた女性は、エルの顔を両手で愛しそうに撫(な)でる。エルよりもずっと背は低いのだが、その両手は小さな子どもをあやすような仕草だった。

			「生きてたんなら、顔くらい見せてくれてもよかったのに。８年前のとき、娼(しよう)館(かん)の皆であなたのこと必死に探したのよ？」

			「その、ごめんなさい……あんなに、お世話になったのに」

			「まあ村中が混乱してたから、しょうがないわよね。無事な姿を見れたんだから、それでいいわ」

			　涙を浮かべて話すネイファを見て、ガイツは感動の再会なのだろうと理解した。ここはエルの生まれ故郷だ。相手が娼(しよう)婦(ふ)というのは予想外だったが、知り合いの１人や２人いるのは当然だろう。

			　対してソフィアは、とても混乱していた。娼(しよう)館(かん)という言葉と、エルが世話になったという言葉が頭の中で結びつかず、呆(ぼう)然(ぜん)とするだけだった。

			「ネイファさんは、今も？」

			「ううん、３年くらい前に良い人に出会えてね。身(み)請(う)けしてもらえたの。他にも良い人見つけて、村を出ていった娘もいるけど、でもまだ、ラマイン姉さんとかポリアとかは、元気に働いてるわ。それよりあなたよ。その格好、狩竜人(かりゆうど)なんでしょ？　生きてたってだけでも嬉しいけど、こんな立派で良い男になっちゃって」

			　ネイファは確かめるように、エルの体に触れていく。

			　そこで正気に戻ったソフィアが、抱きついたまま話す２人を引き離そうと、エルの袖(そで)をつかんだ。

			「ちょ、ちょっとエル……」

			　言葉が続かず、ソフィアはぐいぐいと引っ張るだけだ。ソフィアの本気で不機嫌そうな顔に気づき、エルはネイファをそっと押す。

			「ああ、ごめんなさいね、お仲間の前で。あらまあ、すごい可愛い子ね。エルの恋人？」

			「い、いや全然違うから！　えっと……狩竜人(かりゆうど)仲間の、ソフィアとガイツさん。今日、レズレンに来たところなんです」

			　全力で否定するエルを、ソフィアはなんとか無反応でやりすごす。ここで反応したら、負けた気分になりそうだと思った。

			「そうだったの。あれ、でもエル……あなた、狩竜人(かりゆうど)に成りたてくらいの歳じゃない？」

			　元娼(しよう)婦(ふ)のネイファは、狩竜人(かりゆうど)のことに詳しい。この街で娼(しよう)婦(ふ)が取る客は、ほとんど狩竜人(かりゆうど)なので当然だった。逆に多くの娼(しよう)婦(ふ)がいるのは、多くの狩竜人(かりゆうど)がいるからに他ならない。

			「はい。今年、認可を受けられる歳になって、狩竜人(かりゆうど)になりました」

			　１年目の狩竜人(かりゆうど)が、わざわざ他の街からレズレンにやってくることはまずない。ネイファはそれも知っているので、首を傾(かし)げた。

			　ハイウェスラルと違い、在(ざい)籍(せき)するだけなら段位制限はないが、ひよっこの狩竜人(かりゆうど)が来たところで、回ってくる依頼は少ないからだ。

			「１年目って、大丈夫なの？　ああ、そっか。大きな戦団に入ってて、他にも仲間がいるのかしら？」

			「いえ、３人だけの戦団なんです。でも、僕とソフィアは15段で、ガイツさんは20段だから、多分大丈夫ですよ」

			「え……嘘でしょ？」

			　１年目の狩竜人(かりゆうど)が、達する段位ではない。特にソフィアは、可愛らしさの残る少女だ。多くの狩竜人(かりゆうど)を見てきたネイファだからこそ、その段位に驚いた。

			「ネイファさんとおっしゃいましたね。実は俺たち、宿を探してるんです。どこか良い宿があったら、教えてもらえませんか？」

			　放っておくと道端で延々と話しこみそうだと思い、ガイツが話を変えた。元娼(しよう)婦(ふ)ならば、宿にも詳しそうだという期待もあった。

			「あら、そうなの!?　ならうちに来て。あたしと主人で宿屋をやってるのよ。小さいところだけど、協会からは近いし便は悪くないわ。エルとそのお仲間だもの、安くさせてもらうわよ」

			　狩竜人(かりゆうど)は昼間、多くの荷物を置いて狩竜に出る。知り合いや信用できる者が営む宿ならば、なにかと安心できる。それは助かると、ガイツもエルも喜んだ。

			　ただ１人、ソフィアは浮かない顔をしていた。ネイファがエルのことを、エルミストと呼んだ。それが気になっていたのだ。

			　お互い、すべてを話しているわけではない。ソフィア自身、まだエルに話してないことはある。ただそれは、話したくないからではなく、話す機会がなかったからだ。これから一緒にいるうちに、自分はなんでも話すだろうと思っていた。

			　ところがエルのほうは、本当の名前さえ言ってなかったのか。そう考えると、ソフィアは腹が立った。そして、同時にとても悲しくなったのだった。

		

	
		
			第２章　少年と少女は話す

			　

			　ネイファとその夫が営む宿を拠点にして、レズレンでの狩竜が始まった。

			　協会は狩竜人(かりゆうど)の実力を、段位と狩竜実績で測る。職員は私情をはさまず、できるだけ公平に判断するよう心がけてはくれるが、そこはやはり人。

			　数字や文字だけで、いきなり信頼されるわけではない。白(はく)緋(び)の女神はいくつかの依頼をこなし、まずはその実力を示す必要があった。

			「白い旗が立ってる見張り台は、ちゃんと見張りの人がいて、今はあの周辺は安全だという意味があります。旗が立ってないときは、なんらかの事情で見張りがいない場合です。竜の接近は、鐘(かね)を鳴らして知らせます。見張りの人がその場で危険と判断したら、赤い旗を立てて逃げますので」

			「なるほど、了解だ」

			　初日、黄(こう)牙(が)竜(りゆう)シュブイールの狩竜を終えたあとで、レズレン周辺の地理や決まりごとを確認していく。知らない土地で狩竜をするためには、絶対に必要なことだ。エルの案内と説明に、ソフィアとガイツは耳を傾ける。

			「あの崖(がけ)の上に立ってる２本の木は目印にしやすいから、ソフィアは覚えておいて。崖(がけ)にしっかり背中を向けてまっすぐ進んだら、村に続く道に出られるんだ。迷子になったらまず、あの２本の木を探してみて」

			「わ、わかった。でも、自信ないからね。置いてきぼりにしないでよ」

			　ソフィアは方(ほう)向(こう)音(おん)痴(ち)だ。どんなに頑張って目印などを覚えても、迷うときは迷う。フェネラルにいるときも、道案内はエルに頼ることが多かった。

			「あほか、それじゃ駄目だ。ちゃんと覚えろ。１度で覚えられないんだったら、何度でも同じ道を走って覚えろ」

			　しかし、ガイツはそんな甘えを許さない。竜が出た場所に、少しでも早く駆(か)けつけるのが狩竜人(かりゆうど)の使命だ。常に頼れる仲間が一緒にいるとはかぎらないので、道くらいはそれぞれが覚えておかなければならない。

			「えええ、面相臭い。いいじゃないですか、エルもガイツさんもいるんだし」

			「駄目だ」

			　もちろんガイツは、ソフィアのわがままになど耳を貸さない。今まで新人２人だけでやってきたせいで、いい加減に済ませてきた部分が目立つ。それを矯(きよう)正(せい)するのは自分の役目だと、ガイツは考えていた。

			　

			　レズレンに来たからといって、毎日レイダークと戦うようなことにはならない。現れることはあっても、白(はく)緋(び)の女神に依頼されることはなかった。信頼を得るために、最初はこつこつと狩竜をこなしていく。

			　そして村に来てから10日。ついに白(はく)緋(び)の女神にも、レイダークの狩竜依頼が回ってきた。

			「エル下がれ！　前に出るな！」

			「はい！」

			　我慢しきれずに前に出ようとするエルを、ガイツが怒(ど)鳴(な)って止める。

			　前回はレイダーク相手に散々苦戦した３人だが、今回は状況が違った。３人で何度も依頼をこなしたおかげで、エルとソフィアの実力をガイツがしっかりと把(は)握(あく)している。この違いは大きかった。

			「うりゃ！」

			　相手の注意を引きつけるため、まずはソフィアが軽い攻撃を繰りかえす。

			　軽く撫(な)でるように、ハルバードが横なぎに払われる。軽くでも白(はく)緋(び)鉱(こう)の切れ味なら、鱗(うろこ)を切りさいて刃が皮までは達する。ただ、浅い傷なので大した出血にはならない。

			　ソフィアは深い一撃を狙(ねら)わずに、常に動き回って逃げることを優先していた。ちょこまかと動くソフィアに、レイダークの怒りが集まっていく。

			　エルはレイダークから離れ、ガイツの動きに注視する。そして、レイダークの視線が完全にソフィアに向いたところで、ガイツは手を上げて合図を送る。それを見たエルが、えぐれるほどに地面を強く蹴(け)って飛びだした。

			　まさしく一(いち)閃(せん)。黒(こく)藍(らん)鉱(こう)の長剣が、レイダークの尻尾(しつぽ)に振りおろされる。人の何倍も太い尻尾(しつぽ)。その真ん中を、エルは一刀で切りおとしてみせた。レイダークの硬い骨さえも、黒(こく)藍(らん)鉱(こう)の鋭さの前には意味を成さない。

			「いま！」

			　準備していたガイツの光球が弾ける。レイダークは尻尾(しつぽ)を切り落とされた上に視界まで奪われ、完全に混乱する。

			　闇(やみ)雲(くも)に吐きだされる炎を避け、エルとソフィアが後方から襲いかかった。

			　レイダークの右後肢を、まずはハルバードが切りさき、さらに加わる長剣の攻撃で、後肢は完全にレイダークの体から切りはなされる。竜の悲鳴混じりの咆(ほう)哮(こう)が、大気を震わせた。

			　その血に強い理力を宿し、高い修復能力を持つ竜でも、脚を切り落とされては立ち上がれない。のたうちまわるレイダークの正面に、エルとソフィアは素早く回りこんだ。

			　右からは白(はく)緋(び)の刃が、左からは黒(こく)藍(らん)の刃が、炎(えん)竜(りゆう)の首に襲いかかる。深く切りさかれた首から、大量の血が噴きだし、深緑色の巨体が完全に動きを止めた。

			　ガイツは念のためにボウガンを構えていたが、その引き金が引かれることはなかった。

			「あれ……終わり？」

			「そう……かな」

			　警戒を解けずにいる２人の肩を、ガイツが軽く叩く。

			「どう見ても終わりだろ。いくらレイダークでも、首が落ちたら動かんさ」

			　レイダークの首は、完全に胴から離れていた。その状態で、動ける生物はいない。

			　大きく息を吐き、エルとソフィアはようやく緊張を解いた。あまりに早く片がついたせいで、その表情は少し拍(ひよう)子(し)抜(ぬ)けといった感じだ。

			「ちょっと、あっけなさすぎでしょ……前はあんなに苦戦したのに。この前より、だいぶ小さいやつだからかしら？」

			　レイダークは年を重ねると、その鱗(うろこ)が黒ずんでくる。フェネラルで３人が戦った相手は、ほぼ真っ黒に見えるような相手だった。それに比べ、動かなくなった目の前のレイダークの鱗(うろこ)は、本来の色である深緑色だ。

			「前のやつは、かなりでかかったからな。初めての相手にしたら運が悪かった。あとは主に、俺の問題だ。前回はお前らのことを知らなかったし、まったく信用もしてなかったからな。慎重にならざるを得なかった。事前に実力がわかってれば、前だってもうちょっと楽にいけたさ。それにしても、今度はちょっと上手くいきすぎだな。さすがに光球１発で終わるとは考えてなかったぞ」

			　疲れを知らないソフィアが、まず注意を引きつけるために動きまわる。機を見て、エルが全力の一刀で攻撃する。それだけの単純な約束ごとだが、ガイツの立てた作戦は予想以上に上手くはまった。

			　２人とも自信と度(ど)胸(きよう)がありすぎるせいで、前に出すぎてしまう。どちらも、おとり役に徹するということが苦手だった。

			　しかし、ガイツの指示が加わることで、それが一気に解消された。無駄が少なくなり、２人が３人になっただけだが、戦力は何倍にも増えたような気分だった。

			「僕たち、本当に駄目だったんですね……」

			　いかに自分たちの力を有効に使えてなかったかと気づかされ、エルは落ちこんだ。

			「はっきり言ってそうだな。力任せにもほどがあったのは否定できん。あとは、エルの剣が変わったのがでかい。お前が１番実感してるだろうが、鉄剣とそいつじゃ違いすぎる。鉄剣のままだったら、エルとソフィアの役割は逆にする必要があったし、こうも短時間では終わらなかったはずだ」

			「ちょっと悔(くや)しいかも。武器の差が埋まったら、一気に逆転された気がするわ」

			　これまでソフィアとエルでは、圧倒的にソフィアのほうが多くの竜に止めを刺してきた。特に中型以上の竜相手だと、その差は顕(けん)著(ちよ)だった。

			「そこは役割の違いってだけだ。気にすることはない」

			　そして、ガイツは後ろに振りかえり、呆(ぼう)然(ぜん)とする２人の狩竜人(かりゆうど)に声をかける。

			「それで、どうでしたかね？　俺たちは」

			　あまりに上手く狩竜が終わったので、ガイツはつい得意気な口調になってしまう。

			　まだレズレンの狩竜人(かりゆうど)協会では、白(はく)緋(び)の女神は新(しん)参(ざん)で少人数の戦団という認識だ。レイダークの狩竜壱実績も１頭だけで、信用に足るという判断は下せない。

			　ただ、協会としても使える狩竜人(かりゆうど)は早めに見極めておきたい。そこで今回は、他の戦団の狩竜人(かりゆうど)２人を同行させ、レイダーク狩竜を白(はく)緋(び)の女神に依頼してきた。

			「ははっ、いいんじゃないかな……うん、いいと思うぞ俺は。どうだろう、ユニス」

			「ラグレス、顔が引きつってるわよ……まあ気持ちはわかるけどね」

			　２人の狩竜人(かりゆうど)は、ガイツよりも年上の男女。そして夫婦でもあった。協会からお目付け役兼、危なくなったときの保険として同行させられた狩竜人(かりゆうど)だ。当然、それなりの実力者でもある。

			「いやあ、びびったぜ。ガイツだっけ？　あんたはともかく、そっちの２人は１年目だろ。レイダーク相手に新人２人とだなんて舐(な)めすぎだと思ってたが……いるんだよなあ、たまにこういう奴らが。嫌になっちゃうね」

			　夫の名はラグレスといい、軽い口調でよく喋(しやべ)る陽気な男だった。人によっては嫌(いや)味(み)に聞こえそうな言葉を口にするが、その口調から誰でも冗談だとわかる。

			「ちゃんと協会には報告させてもらうわ。正直、面倒臭い仕事だって思ってたけど、良いもの見せてもらっちゃったわね」

			　通常、実力の見極めは、協会付きの狩竜人(かりゆうど)が引きうける仕事だ。協会すら実力を把(は)握(あく)していない狩竜人(かりゆうど)と組みたがる者はいない。実力がないだけならまだしも、素(す)性(じよう)の知れない狩竜人(かりゆうど)では、いざというときに信用できないからだ。

			　ラグレス・ユニス夫妻も、顔なじみの職員に頼まれて仕方なく受けた依頼だった。しかし、あまりにもあっさりとレイダークを狩った白(はく)緋(び)の女神には、驚(きよう)嘆(たん)するしかなかった。

			「あなた、ソフィアといったわね。私が見た女狩竜人(かりゆうど)の中では、多分ずば抜けてるわ」

			「ありがとうございます！　まさかユニスさんに褒(ほ)めてもらえるなんて……自慢になっちゃいます」

			　夫のラグレス24段、妻のユニスは22段。夫婦は20段以上の狩竜人(かりゆうど)だけで構成される、銀の鍵という戦団に所属する狩竜人(かりゆうど)だ。銀の鍵自体も規(き)模(ぼ)が大きくて有名だが、妻のユニスは個人としても名の知られた狩竜人(かりゆうど)だった。
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			　ソフィアは憧(しよう)憬(けい)の念を込め、ユニスを見つめる。その視線に気づき、ユニスは少し苦みを含んだ笑みをこぼす。

			「どんなふうに私のことを知ってるか、だいたい想像つくけどね。私はただ、女ってだけで珍しがられてるだけよ。そんなに大したもんじゃないわ」

			　女狩竜人(かりゆうど)は、やはりその割合が少ない。その中でも20段までたどり着く女性は、さらに数が限られる。20段に到達した女狩竜人(かりゆうど)で、有名な戦団、銀の鍵に所属。それだけでも、ユニスの名が広まるのは充分だった。

			　そしてもう１つ、ユニスは美しいという要素があった。男と見(み)紛(まが)うような女狩竜人(かりゆうど)が多い中、ユニスは30歳を超えた今でも、女性として充分すぎるほど美しい容姿だった。段位なら夫のラグレスのほうが上だが、ユニスとは違ってその名が広まることはまったくない。知っているとしたら、美しい女狩竜人(かりゆうど)ユニスの夫、という認識のされ方だ。

			　実力以外の面で名を知られたことを、ユニスは自覚している。ソフィアに憧(あこが)れの目で見られても困ってしまうのはそのためだった。

			　

			　協会に報告を終えた５人の狩竜人(かりゆうど)は、レズレンの大通りを歩く。

			　大街道に沿った大きな集落を街と呼ぶので、街道から北東にそれたレズレンは村と呼ばれる。しかし、村というには違和感があるほどに、レズレンは人が多く、あまり広くない村はいつもごった返しの雰(ふん)囲(い)気(き)を持っていた。

			「エルはレズレン生まれなのか。俺らと同郷じゃねえか」

			　ラグレスはお調子者といった感じの人柄で、年が離れたエルやソフィアにも、気さくに話しかけてくる。

			「ラグレスさんたちも、レズレン出身なんですか？」

			「ああ、俺もユニスもここで育ったんだ。いつもはハイウェスラルにいるがな。レズレンが人手不足だってんで、夏前に戦団を離れてわざわざ帰ってきたんだが……お前らがいりゃあ大丈夫じゃねえか、これ。俺ら２人よか、よっぽど役に立ちそうじゃねえか」

			　狩竜人(かりゆうど)がどこに身を置くかは基本的に自由だ。ただ、どうしても戦力不足になる地域が出てしまうことはあった。その場合は、各街の協会が連絡を取りあい、狩竜人(かりゆうど)に移動を要(よう)請(せい)する。

			　必ずしも強制ではないが、そこは狩竜人(かりゆうど)もわきまえており、要(よう)請(せい)があれば快(かい)諾(だく)する者が多い。協会も要(よう)請(せい)があった地域の出身者など、引き受けやすそうな狩竜人(かりゆうど)を選ぶ。

			　危(あや)うい戦力均(きん)衡(こう)の取り方にも思えるが、竜の被害が多いところに自然と狩竜人(かりゆうど)は集まる。決していい加減というわけではなく、下手に強制するよりも理にかなったやり方だった。

			「じゃあ、８年前のときもレズレンに？」

			　ユニスの問いに、エルは少しうつむいて答える。

			「あ……はい、いました。そのときに両親ともに、死にました」

			「そう……私の父親とラグレスの両親も、あのときに死んじゃってね。友達も何人も死んだわ。あなたは幼かっただろうし、余計につらかったでしょう」

			　エルはまたうつむき、曖(あい)昧(まい)にうなずいた。

			「でもあれだな、エルみたいなのが生き残ってたんだから、ある意味人の勝ちだ。お前みたいなのが生きてりゃ、竜なんかいくらでも狩れるからな」

			「僕は、たまたま生き残れちゃっただけで……運が良かったんです。他にもっと、生き残るべき人たちがいたのに、皆食われていって……」

			　８年前、エルが９歳の頃に、レズレンは村の中まで多数のレイダークに踏(ふ)みこまれた。いろいろな不運が重なった結果、狩竜人(かりゆうど)の対応が間に合わず、村人たちが避(ひ)難(なん)する時間もろくになかったのだ。

			　人々は食い荒らされ、家々は焼かれ、村はほぼ壊(かい)滅(めつ)状態に追いこまれた。近年のイリシアでは、最大の被害が出た大竜災だ。

			　しかし、レズレンは東からやってくる竜を食い止める拠点。そこを失うわけにはいかないと、多くの高段位狩竜人(かりゆうど)がレズレンに集結し、人食いレイダークに立ち向かった。

			　事態が完全に収(しゆう)束(そく)するまでは何ヶ月もかかったが、最終的には狩竜人(かりゆうど)たちが勝ち、レズレンの村を竜から取り戻した。人は竜に負けっぱなしでいるわけではない。ただ、新しい建物しかないなど、その爪(つめ)痕(あと)は今でも確かに残っていた。

			「よおし、今日はお前らの飲み食い全部、俺が面倒見てやる。レズレンで１番高い店に連れてってやるぞ。おじさん、全然働いてないのに報(ほう)酬(しゆう)だけはもらえちゃうからな」

			　湿っぽい話が苦手なラグレスは、エルに暗い顔をさせてしまったことを後(こう)悔(かい)し、調子のいいことを言って場を和(なご)ませようとした。

			「ほんとですか？　こいつ、めちゃくちゃ食べますよ」

			　ソフィアはエルを指差して忠告する。

			「小食の狩竜人(かりゆうど)なんてのは、弱いってのが常識だ。食って体をでかくしてこそ、狩竜人(かりゆうど)ってもんよ。遠(えん)慮(りよ)なんかするもんじゃねえ。それに、お前らが狩ったのはレイダークだぜ？　いくら食ったところで、報(ほう)酬(しゆう)分は食いきれねえだろ。任せとけ！」

			　ラグレスはその忠告を笑いとばすだけだった。宣言通り、陽気な男はレズレンで１番高い酒場に向かう。

			　新たな出会いに乾杯して、それは楽しいひと時となった。エルはよく食べ、ガイツはよく飲み、ラグレスは酔っ払う。

			　ラグレスに酒を注ぎながら、ガイツは２人の狩竜人(かりゆうど)に出会えたことを幸運だと感じていた。本来銀の鍵は、ハイウェスラルを拠点にして活動する戦団だ。銀の鍵にかぎらず、有名どころの多くは、やはりハイウェスラルにいる。顔を売るのは、そちらに行ってからだと考えていたが、今この２人に顔を覚えてもらえたのは大きい。

			　顔さえつないでもらえれば、あとは実力がものを言う。その点に関しては、エルもソフィアもまったく問題ない。調子に乗られても困るので、あまり褒(ほ)めすぎないように気をつけているが、ガイツは誰よりもソフィアとエルの実力を認めていた。

			　一方ソフィアは、ユニスと女同士で盛り上がっていた。

			　しかし、憧(あこが)れの女狩竜人(かりゆうど)と楽しく話しているはずなのに、ソフィアの内心には、ふつふつと怒りがこみあげていた。それは、エルとユニスの会話の中で、どうにも気に入らないところがあったからだった。

			　エルが自分から話すのを、もう待っていられない。帰ったらすぐにでも聞きだしてやると、ソフィアは強く決意するのだった。

			　

			　賑(にぎ)やかな食事を終えて宿に戻ったあと、エルは外で水浴びをしていた。それに少しだけ冷たさを覚え、夏の終わりが近いことを知る。

			　部屋に戻ると、エルは少し驚かされた。暗闇の中、ソフィアが無言で立っていたのだ。

			「あれ、ソフィア寝ないの？」

			「うん、まだ寝ない。眠れそうにないから」

			　朝の早い狩竜人(かりゆうど)にとっては、もう深夜といえる時間だ。エルの部屋に勝手に入ることは珍しくないが、誰よりも早寝早起きのソフィアが、この時間まで起きているのは珍しい。

			　普段あまり使うことのない竜油の照明に、エルは火を灯す。そして、ソフィアの表情に気づいてエルは少し驚いた。怒っているような悲しいような、その両方がにじんだ顔をしていた。

			「座って」

			「え……うん」

			　少しとがった声で、ソフィアはエルを座らせる。ついさっきまで、ユニスと知り合えたことを喜び、はしゃいでいたはず。そんな顔をする理由が、エルにはまるで思い当たらなかった。

			　いつもはエルが恥ずかしくなるほどに、ソフィアはまっすぐに顔を見て話す。しかし、今はエルのほうを見ないままに、深呼吸をしてから口を開いた。

			「エルはさ、大人しい性格だと思ってたけど、なんていうか、そうじゃないのよね。今日ね、それがちょっとわかった」

			「えっと……どういうこと？」

			　脈(みやく)絡(らく)のない言葉に、エルはいぶかしげな顔をする。

			「ずっとね、エルが自信なさそうな顔をするのが、おかしいと思ってたの。だって、どう考えてもエルは強いじゃない。それに頭だって良い。もっと堂々と振(ふる)舞(ま)えばいいのに、全然そうしないのは変だって思ってたの。でも、自信がないとか大人しいとか、そういうんじゃないって、さっき気づいたの」

			　そこでようやくソフィアは、エルのほうに顔を向けた。

			「エルはさ、自分のことが嫌いなんでしょ。それも、すっごく」

			　じっと見つめられたエルは、どんな顔をしたらいいのかわからなかった。なにか言わなければと思ったが、口を横に結んだまま固まってしまう。

			　それはあまりにも、ソフィアの言葉が正しかったからだった。

			「エルの師匠だったって人の話は聞いたけど、それより前の話って、全然してくれないよね。私のほうは、お祖(じ)父(い)ちゃんが理力学者だとか、両親が商売やっててとか、弟が可愛いとか、なんだって話してるのに。私はエルのことを、なんにも知らない」

			「それは……僕は両親とも死んじゃってるし、兄弟もいないし……特に話すようなこともないから」

			　歯切れの悪いエルの答えに、ソフィアは首を横に振る。彼女はもう、遠(えん)慮(りよ)はしないと決めていた。

			「嘘よ、ただ話したくないだけでしょ。別に話したくないなら、それでいいって思ってたけど、やっぱり我慢できない。私は聞きたいもん。ネイファさんに聞いたら、知ってることは話してくれそうだけど……それは嫌なの。ちゃんとエルの口から聞きたい」

			　孤(こ)児(じ)院(いん)にいるとき、やたらとエルは子どもたちに菓子を買い与えたがった。それどころか、見ず知らずの子どもにまで、食べ物を買い与えている姿を見たことがある。

			　なぜ、食べ物以外はものを欲しがらないエルの財布が、いつも軽いのか、ソフィアはそのとき理解した。

			　ソフィアはそれを、ただの優しさだとは思わなかった。自分が小さい頃に、ひもじい思いをしたのではないか。そんな予想をしていた。

			　エルが困った顔になり、ソフィアから目線を外す。ソフィアはただ、じっとエルの言葉を待った。エルが話したくなくとも、彼女は聞きたかった。それが自分のわがままだとしても、知りたかった。

			　エルの口は閉ざされたままで、結局またソフィアが先に口を開く。

			「ネイファさん、最初にエルのことをさ、エルミストって呼んだよね。エルって名前ならどっちでもいいけど、エルミストだと完全に女の子につける名前だよね。女っぽい名前だから、ほんとの名前も教えてくれなかったの？」

			　ソフィアの言葉は、少し震えていた。彼女の顔は、悲しいと言っている。

			　それに気づいたエルは、ようやく重い口を開いた。

			「それも……ある。けど、エルミストって名前はもう、全然使ってないんだ。協会に登録してる名前とか、全部エルとしか書いてないし、だから、その……もう、エルミストじゃないんだ」

			「そっか、じゃあ、エルはエルでいいのね。言っとくけどね、すごい悔(くや)しかったんだから。私だけ、家族のこととか全部話しといて、エルは自分の名前さえ教えてくれてなかったのかって……なんかさ、私が馬鹿みたいじゃない。私だけが、エルのこと信じて頼って、実はエルからは、全然信頼されてないのかって思っちゃって……」

			「そ、そんなわけないじゃないか！」

			　ソフィアは少しずるい言い方をする。そんなことを言えば、否定の言葉が返ってくるのはわかっていた。それでも、その言葉が欲しかった。

			「そっか、ならよかった」

			　いつになく暗いソフィアの顔が少しだけ緩(ゆる)み、エルはほっとする。

			「じゃあさ、話してほしいな。エルの両親のこととか、師匠に会う前の話とか、全部聞きたい……だめ？」

			　少女のまっすぐな視線と言葉に、少年は覚悟を決めた。

			　ただ、急に全部聞きたいと言われても、なにを話せばいいのかわからなかった。頭の中を整理するために、エルは大きく息を吐き、低い天井をじっと見上げた。

			「父親は背が低くて、痩(や)せてて、みすぼらしい人だったんだ」

			「うん」

			「髪は赤くて……黒髪の僕とは全然似てない人だった。当たり前なんだけどね、実の父親じゃないから」

			「えっと……育ててくれたお父さんと、ほんとのお父さんが違うってこと？」

			「そんな感じかな。育ててもらったって気もしないけど。それで仕事は……仕事とは言えないけど、人竜会ってところに入ってたんだ」

			　ソフィアは人竜会という言葉を、頭の中で探す。それがなんなのかを思いだし、少し顔を曇(くも)らせた。

			「人竜会って、竜と共存しよう、竜を殺すなって叫んでる……あの人竜会？」

			「そう。イリシアの人たち皆で協力して築いたものを、全部壊そうとしてる馬鹿な人たち。共存の道なんてないのは、とっくにわかってるのにね。まあ、今は誰も相手にしてないみたいだけど」

			　一時は人が住めなくなる寸前だった、北イリシアの大地。それを長い時間をかけて、多くの犠(ぎ)牲(せい)を払いながらも、人々は少しずつ取り戻していった。それでも、竜の侵(しん)攻(こう)から６００年経った今なお、すべてを奪い返せているわけではない。

			　しかし、自分が安全な場所にいると、勘違いする者は現れる。その者たちが、竜はなにも殺す必要はない、共に生きていけばいいと、大声で主張しはじめた時期があった。そして同じ主張を持つ者が集まり、人竜会という団体ができた。

			　エルの父親は、そこで熱心に活動していた。狩竜人(かりゆうど)とは、正反対の存在だ。

			「父親はほとんど働かずに、人竜会の演説とかを手伝ってたみたい。あっちこっちに行って、わざわざ嫌がられる演説をして、家に帰ってきたら暴れてって感じだった。僕がまだ赤ん坊の頃は、金もいくらか家に入れてたみたいだけど、それは覚えてないな。蹴(け)られたり殴られたりした記憶なら、たくさんあるんだけどね。

			　だから、家に帰ってきてほしいと思ったことはないんだよね。まあ、母親が他の男と作った子どもだから、それも当然なんだけど。自分とまるで似てない僕の顔を見るだけで、腹が立ったんだと思う」

			　エルは自(じ)嘲(ちよう)気味に笑った。そんな顔を、ソフィアは見たことがなかった。それでも、ソフィアは話を止めようとはしない。どんな話でも、聞くと決めていた。

			「うん、じゃあお母さんは？」

			「母親は美人だったけど……ちょっと頭の弱い人で、男なら誰とでも寝る人だった。色狂いってやつだね。僕が家にいても、平気で男を連れこんでたよ。特に狩竜人(かりゆうど)が好きだったみたい。じゃあなんで、狩竜人(かりゆうど)とは正反対の父親と一緒になったのか、今考えると不思議だね……知りたくもないけど。それで、ここはたくさん狩竜人(かりゆうど)が来るから、母親も相手には困らなかったみたい。だから僕の血の繋(つな)がった父親は、多分どこかの狩竜人(かりゆうど)だと思う」

			　ソフィアは裕福な家で、仲の良い家族に愛されて育ってきた。だから、どんな状況でエルが幼い頃を過ごしたのか、自分の経験からは想像がまったくできない。経験してないことを、上手く頭で想像できるほど賢(かしこ)くもない。ただただ、必死にエルの話を聞いた。

			「そんな親たちだから、家にいても食べるものがなくてさ、２、３歳の頃から、物(もの)乞(ご)いみたいなことをしてたんだ。はっきりとは覚えてないけど、村の人が優しかったことだけは覚えてる。誰かが優しくしてくれないと、飢(う)えて死んでただろうからね。

			　特に狩竜人(かりゆうど)は、優しかったんだ。いつもなにかしら恵んでくれたから。それに気づいてから、あえて怖そうな顔をした、武器を持った人に近づくようになったんだ。母親が家に連れこんだ狩竜人(かりゆうど)も、たまに金とか食べ物をくれてたしね。でも、あんまり言葉を知らなくて、ありがとうすら言った記憶がないな。優しくしてはくれたけど、村の人からすると、厄(やつ)介(かい)な子どもだったと思う。垢(あか)だらけで、汚かったし」

			　横並びにベッドに座っているので、ソフィアからはエルの表情が見えない。今エルがどんな顔をしているのか、ソフィアは気になったが、見られたくないかもしれないと思い、覗きこむことはしなかった。

			　その代わりに、少しだけ距(きよ)離(り)を詰める。不器用な彼女なりの、ちゃんと聞いているという意思表示だった。

			　２人の肘(ひじ)が、こつんとぶつかる。

			　エルはとっさに体を引こうとするが、ソフィアはそれを許さずに、さらに距(きよ)離(り)を縮める。

			　肌が触れていることが、エルは息苦しくて、恥ずかしくて、嬉しかった。離れてほしいけれど、離れてほしくなかった。

			「それで、毎日物(もの)乞(ご)いしてるうちに、娼(しよう)婦(ふ)の人たちが可愛がってくれるようになったんだ。多分、５歳くらいの頃からかな。恵んでくれるんじゃなくて、子どもにもできそうなお使いを頼んでくれて、その代わりに食べ物をもらうようになったんだ。ただで物をくれるんじゃないってのは、本当にありがたかった」

			「ネイファさんとも、そこで？」

			「うん。ネイファさんもそうだし、他の娼(しよう)婦(ふ)の人も、本当によくしてくれたんだ。体を洗ってくれたり、新しい服を用意してくれたりとか。新しい服を着てるのに気づかれると、父親が余計に殴ってくるから、ちょっと嫌だったけどね」

			　それを聞いたソフィアは、唇を噛(か)む。自分の趣味を押しつけ、少し強引にエルを着飾らせたりもしてきた。もしかしたら、子どもの頃の嫌な記憶のせいで、新しい服に袖(そで)を通すことに抵抗があったのかもしれない。そう思うと、自分の軽(けい)率(そつ)さが嫌になった。

			「今思えば、小さい子どものできるお使いなんてなんの足しにもなってなかったんだよね。でも、そうやって娼(しよう)婦(ふ)の人たちが働くことを教えてくれなかったら、生きてはいられなかったと思う。いくら子どもでもね、毎日物(もの)乞(ご)いなんかしてると、惨(みじ)めだって気づくんだ。自分のことが、生きててはいけない存在みたいに感じちゃうんだ。子どもだったから、そんなにはっきりと死にたいとかは考えなかったけどね」

			　世話をしてくれた娼(しよう)婦(ふ)の話になったとき、エルの口調は穏(おだや)やかになった。きっと、本当に優しくしてもらったのだろう。

			「娼(しよう)館(かん)の客は狩竜人(かりゆうど)が多いから、娼(しよう)婦(ふ)の人がよく狩竜人(かりゆうど)の話をしてくれたんだ。それでいつか僕も、狩竜人(かりゆうど)になれたらなって思うようになってさ。木の枝を剣にして、狩竜人(かりゆうど)ごっこして遊んでた。最初は１人で隠れてやってたんだけど、そのうちに、他の子たちが仲間に入れてくれるようになってさ。それまで誰かと遊んだことがなかったから、本当に楽しかったな。よく考えたら、今もソフィアと同じことやってるね」

			「ふふっ、そんなの皆やるわよ。私も子どもの頃は、よくやってたもん。近所の子たちと木の枝で打ちあってた。私は男の子にも絶対負けなかったわ」

			　そういえば子どもの頃は、ごっこ遊びですら１度も負けたことがなかった、とソフィアは思いだした。初めて負けたのは最近になってから、隣にいるのがその相手だ。

			「父親も母親も相変わらずだったけど、娼(しよう)館(かん)の人たちと友達のおかげで、なんとか人らしく生活できるようになったんだ。そのうちに娼(しよう)館(かん)だけじゃなくて、そこに出入りする商人の人にも仕事をもらえるようになって、自分が食べる分の食事くらいは、なんとか真っ当に確保できるようにもなったんだ。充分とはいかなくて、いつも腹は減ってたけどね。親には頼りたくなかったし、１人で生きていけそうって思えたのは、本当に嬉しかったな。

			　自分の親がどういう人たちなのか、とっくにわかってたから、なんの未練もなかったしね。たまに父親にも母親にも、稼(かせ)いだ金を取られそうになって、正直……早く死んでくれないか、とか思ったりもしたかな」

			　自分の親を、死んでほしいと思うほど憎む。ソフィアにはわからない感情だった。ただ、エルを不幸にする人たちを、ソフィアも当然嫌いになるだけだった。

			「そうやって僕は９歳のときまで、村の皆に助けられながら生きてたんだ。毎日働いて、でも、遊ぶ時間くらいはあって、不幸だとは思ったことなかったな。それで……ね」

			　淀(よど)みなく言葉を繋(つな)げていたエルの口が、また少しだけ重くなった。エルはもう、全部話そうと覚悟を決めていた。自(じ)棄(き)になっているわけではなく、開き直っているわけでもない。話しているうちに、やはりソフィアには聞いてほしいと思いはじめたのだ。

			　ただ、上手く言葉が出てこなかった。

			「うん、それで？」

			　ソフィアは焦(あせ)らせないように、優しい口調で続きをうながす。

			「それで……９歳のときに、レズレンの大竜災って呼ばれるレイダークの襲(しゆう)撃(げき)があったんだ」

			「うん、私もその竜災は、エルに会う前から知ってた。群れないはずのレイダークが、20頭くらい村に入っちゃったのよね」

			「そう。いくらレズレンに強い狩竜人(かりゆうど)が揃ってても、20頭のレイダーク、それも人食い竜になった奴らは、止められなかったんだ。どっちに逃げても、竜と炎が待ち構えてて、どんどん人が食われていって……そのうちサルティスの木も焼かれて、レイダークだけじゃなく、他の竜種も寄ってきちゃって、そいつらも人食いになって……とにかく、全部が悪いほうに転がっちゃったんだ」

			　９歳だったエルは、人々の悲鳴と、焼け落ちる村を見て、ただ呆(ぼう)然(ぜん)とするしかなかった。

			　狩竜人(かりゆうど)になった今、エルはその恐怖が当時以上に理解できてしまう。人食い竜の出現に混乱して逃げ惑(まど)う人々が、他の竜に食われてさらに人食いを生みだす。悪(あく)循(じゆん)環(かん)の極(きわ)みだった。

			　そして、竜は弱い者から狙(ねら)う。避(ひ)難(なん)する間もなく竜の侵入を許した村で、まず犠(ぎ)牲(せい)になったのは子どもたちだった。エルの友人たちも全員、幼いままの姿で、その一生を終えてしまった。

			「村の近くに、いくつも見張り台があったでしょ。あれには全部、竜の接近を知らせる大きい鐘(かね)があるんだ。だからレイダークが頻(ひん)繁(ぱん)に出ても、すぐに狩竜人(かりゆうど)が対応できるようになっていて、村は守られてたんだ。でも、その竜災のときだけは、鐘(かね)はすぐに鳴らなかった。たとえ鐘(かね)が鳴ってても、数が数だからね。村の人が全員助かるのは難しかったかもしれない。けど……もし鳴ってたら、逃げる準備も、狩竜人(かりゆうど)が戦う準備もできたはずだったんだ」

			「なんで鳴らなかったの？　20頭以上のレイダークよね。そんなの、近づいてきたら地(じ)響(ひび)きがしそうだけど」

			「それがね……鳴らなかったのは僕の父親、そう呼ぶのも嫌なんだけど、その父親だった男のせいなんだ」

			　エルの声が、少し震えはじめる。ソフィアは自分の手を、そっとエルの手に重ねる。夜とはいえ、まだ夏。寒さなど一切感じないはずなのに、エルの手は冷えきっていた。

			「その日たまたま、僕はお使いを頼まれて、見張り台に届け物に行ったんだ。そこで父親だった男とすれ違った。ボウガンを手に持ってて、見張り台から逃げるように走ってたんだ。見張りの人に声をかけても返事がなくて、おかしいと思って昇ったら……竜用の矢が刺さって見張りの人が死んでたんだ。もちろん、それも驚いたけど、その人を気遣ってる場合じゃなかった。すぐに、レイダークの群れが近くまで迫ってることに気づいて、それでとにかく、僕は必死に鐘(かね)を鳴らしたんだ」

			　エルの声から、抑(よく)揚(よう)がなくなっていた。エルの大きな手を、ソフィアの小さな手が包む。冷たい手を少しでも温めようと、指を絡めて痛いくらいにぎゅっと握る。
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			「もう、想像ついてると思うけど、見張りの人を殺したのは父親だった男なんだ。さっき僕は、全部が悪い方向に転がったって言ったけど、それは嘘だったね。たまたまじゃない。運が悪かったんじゃない。あの男が、狙(ねら)って大竜災を起こしたんだ」

			　自ら竜災を起こす人がいることなど、ソフィアは考えたこともなかった。そもそも、起こそうと思って起こせるものなのかも、わからない。

			「それは……どうしてわかるの？」

			「追いかけて、本人に直接聞いた。でもこれは、他の誰も知らない……師匠には話したけど、もう死んじゃったし、今知ってるのは僕と、ソフィアだけだ。まさか人竜会といっても、そこまで馬鹿なことをする奴はいないし……いや違う。これは言い訳だ。怖くて、話せなかったんだ。自分が責められるのが嫌で、話してないんだ」

			「おとう……その男は？」

			　父親だと言われるのは嫌なのだと気づいて、ソフィアは言いなおした。

			「死んだ……話を聞いたあとに……僕が殺した」

			　その言葉には、さすがにソフィアも動(どう)揺(よう)した。ただ、顔には出さなかった。

			　どんな話であっても、自分が聞きたいから聞くだけ。自分はただ、エルのことが知りたいだけ。知ったからといって、なにかが変わるわけではない。そう考えると、ソフィアの動(どう)揺(よう)も収まった。

			　話を続けてと言う代わりに、ソフィアの親指が、エルの手の甲を優しく撫(な)でる。

			「背が低くて、体も小さい男だったからね。さすがに９歳の僕よりは大きかったけど、不意打ちであっさり死んだよ。大きめの石で、思いっきり殴って殺したんだ」

			　ソフィアは自分が９歳の頃を思いかえしてみる。成長が早く、理力量も多かったソフィアは、父親と力比べをしても負けなくなってきた頃だ。きっとエルも、そういう特別な子どもだったのだろうと、今の強さから想像できた。

			「そのこと、後(こう)悔(かい)してるの？」

			「後(こう)悔(かい)は……してないんだ、全然。だから、僕は駄目なんだと思う。罪悪感もなにも、本当にないんだ。子どもだったからとか、そんな言い訳できないくらい、殺すつもりで殺したんだ。そいつが嫌いで……憎かったから」

			　エルはソフィアに、嘘をつきたくなかった。ごまかしたくもなかった。正直な気持ちを、知ってほしかった。だからこそ、今まで話せなかった。

			　この話をしたら、どんな反応をされるのか。嫌われるのか、気を遣われて、なかったかのように振る舞われるのか。どちらにしても、エルは怖かった。

			「そう、じゃあ問題ないわね。後(こう)悔(かい)してないんでしょ？」

			　大した話ではないといった感じで、ソフィアはあっさりと言った。エルは呆(あつ)気(け)に取られた。

			「え……いや……あの、僕は、人を殺したんだよ？」

			　優しいソフィアのことだ。直接責めるような言葉は、口にしないだろうとは思っていた。しかし、いつもどおりの口調で、問題ないと言われるとは想像もしていなかった。

			「そうね、良くはないことね。まあでも、だからなにって話よ」

			「だからなにって……本当なら死(し)罪(ざい)か、よくても一生の罪(ざい)人(にん)奴(ど)隷(れい)だ」

			「そんなわけないじゃない。だってその男は、見張りの人を殺して、大竜災を起こしたんでしょ？　私はその男に、全然同情できないわ。エルが悪いとも思わない」

			「でも……そんな……」

			「それにエルだって、その男に殴られたり蹴(け)られたりしてたんでしょ。ちょっとやり返しただけじゃない」

			　ソフィアの口調が、また強くなる。怒りをはらんでいるように感じられたが、エルはなにを怒っているのかわからなかった。

			「いや、でも……仮にも父親を殺したんだ。後(こう)悔(かい)はしてないけど……でも」

			「エルが自分のことが嫌いな理由を、多分わかったと思う。そんなことがあったんなら、ちょっと……しょうがないかな、とも思うよ。それで、もしかしてさ、それを話したら……私がエルを嫌いになるとでも思ったの？」

			「いや、その……」

			「あのね。自分から聞いといてなんだけど、別に過去がどうとかどうでもいいの。あんたのことを見る目が変わるとか、そんなことは全然ないの。ただ聞きたかっただけなの。前に話したでしょ？　私が思いっきり人殴って、殺しかけたってこと。それで私のことが、嫌いになったりした？」

			　エルは思いきり、首を横に振る。ソフィアの声は、さらに大きくなる。

			「それはないよ。全然ない。あの……なんか、怒ってる？」

			「怒ってるわよ！　さっきユニスさんと話してるときに、自分がなにを言ったか覚えてる!?　大竜災のときに、自分よりもっと助かるべき人がいた、とか言ったよね」

			「う、うん……」

			「うん、じゃない！　ふざけないで！　そういうこと……もう絶対言わないで。考えるだけでも、絶対にだめ。思うだけでも、許さない」

			　ソフィアがなぜ怒っていたのか、エルはようやく理解した。自分自身を蔑(ないがし)ろにした言葉に、怒ってくれていたのだ。

			「ごめん……ごめん、もう、言わないから」

			　それに気づいたエルは、ソフィアの手をぎゅっと握りかえす。しかし、ソフィアの怒りはまだ収まらない。

			「そう、謝ってほしかった。だって私は、すっごい嫌だったもん。ほんとに嫌だったんだから。思いだすだけで腹が立つのよ。あんたが死んでたら、私とフェネラルで会えなかったってことでしょ？　そんなの……絶対だめなのよ。私と同い年で、同じ狩竜人(かりゆうど)で、おんなじ夢を持ってて、それで……私、馬鹿だから上手く言えないけど……とにかく嫌なの。エルが死んでて、会えてなかったらとか、想像もしたくないのよ」

			　大竜災のときに、死んでいればよかった。そんなことをエルに思われてしまったら、自分との出会いを否定された気がして、それがソフィアは悔(くや)しかった。

			「エルは、私と一緒に南に行くの。そう決まってるの……だから、ちゃんとね、自分のことを好きになってほしい」

			　最初は怒りで大きくなっていた声が、だんだんと小さくなっていく。自分の気持ちを吐きだしたことで、ソフィアは少し落ちついてきた。

			　しかし、落ちついてくると、今度はとても恥ずかしいことを言ったことに気づいてしまった。紅(こう)潮(ちよう)しているのが自分でもわかるほどに、顔が熱くなる。

			　小さな竜油の照明が照らしているだけで、部屋は薄暗い。暗くてよかったと、ソフィアは思った。

			「うん、わかった」

			「ほんとに？」

			「ほんとに……ありがとう」

			　エルの右手と、ソフィアの左手は、しっかりと繋(つな)がったままだ。冷たかったエルの手はいつの間にか汗ばんでいた。

			　２人のあいだに、しばしの沈黙が訪れる。もう随(ずい)分(ぶん)と遅い時間で、宿の中も外も静かだった。こういうとき、いつもならソフィアが口を開くが、珍しく黙ったままだ。

			　流れる空気に気恥ずかしさを覚えたエルは、頑張って言葉を探す。

			「首の傷……残っちゃったね」

			　ソフィアの首には、ヤルガタインにつけられた傷(きず)痕(あと)が残っていた。

			「うん、残っちゃったわね。まあでも、これくらいは勲(くん)章(しよう)のうちよ。狩竜人(かりゆうど)になったときから、こういうのは覚悟してたし」

			　覚悟はしてたが、気になってないわけではない。傷を見られたくないので、普段は自然とそういう服装になってしまっている。

			　女性に向かって体の傷のことを言うとは、なんとも気の利かない男だとソフィアは思った。ただ、それがエルらしくて、ソフィアは笑ってしまった。気が利いて口が回るようだったら、それはエルではない。

			　若く有望な狩竜人(かりゆうど)は、放っておいても女が寄ってくる。もしエルが、女に対して器用に立ち回れるようになってしまったら、きっと私は嫌な気分になるだろう。自分の身勝手さを自覚しながらも、ソフィアはそんなことを考えていた。

			「そっか……えっとさ、明日は狩りに出ない予定でしょ。ガイツさんも、鍛(たん)錬(れん)は午後からにしようって言ってたし、午前中に娼(しよう)館(かん)に行こうかと思ってるんだ。それで、なにか買っていきたいんだけど、女の人が喜ぶ物ってわからなくて……ソフィアに買い物を手伝ってほしいんだけど、いいかな？」

			　話の流れから、世話になった人に会いに行くという意味なのはわかる。だが、普通は男が娼(しよう)館(かん)に行くと言えば、別の意味にしか取れない。

			　本当に駄目な男だと思うと、それがまたおかしかった。ソフィアは笑ってしまいそうになるのを、我慢しなければならなかった。

			「エルに任せると、全部食べ物になっちゃいそうだからね。わかった、任せといて」

			　明かりが切れかかり、薄暗かった部屋がさらに暗くなる。

			「竜油、なくなっちゃいそうだね。そろそろ、寝よっかな」

			　ソフィアが立ち上がろうとすると、エルが繋(つな)がったままの手に力をこめた。とっさのことでソフィアは体勢を崩し、エルの正面に座ってしまう。

			　話しているあいだ、ずっと横並びに座っていたので、お互い表情を見ることはなかった。

			　いつも一緒にいる２人は、互いの顔なんて見慣れているはずだった。でも今は、正面から向きあうことが少し恥ずかしい。

			　２人の距(きよ)離(り)が。息の音まではっきり届くところまで近づく。

			　そのとき、隣の部屋の扉が乱暴に開かれる音が響(ひび)いた。

			「うぇっく、ここはどこじゃあ」

			　続いて、呂律(ろれつ)が回っていない男の大声が、迷惑なことに夜中の宿に響(ひび)き渡る。

			　飲み足りないからと、深夜までやっている酒場に繰りだしていたガイツが、帰ってきたのだ。なぜか、ラグレスまで一緒に連れて。

			「ラグレスさん、飲みすぎですって。吐いたりしないでくださいよ」

			　どたばたしているのが、薄い壁を隔(へだ)ててソフィアとエルの耳にも入ってくる。清(せい)潔(けつ)ではあるが、高級な宿ではない。その壁は薄く、すべての音が丸聞こえだった。

			　そして、エルの部屋の扉が、少し乱暴に叩かれる。

			「エル、起きてるか？」

			　なぜ、ガイツがこっちに来るのだと、ソフィアは憤(いきどお)った。

			　長らく繋(つな)いだままだった手を離し、２人は慌てて距(きよ)離(り)を取る。

			「あ、はい。起きてます」

			　そしてなぜ、エルはすぐに返事をするのだと、ソフィアはまた憤(いきどお)った。部屋には鍵(かぎ)もついている。寝てるふりくらいしろと、このときばかりはエルの正直さを恨(うら)んだ。

			　一緒にいるところを見られてはまずい。直感的にそう思ってしまい、ソフィアは嵌(は)めごろしの木窓を蹴破って、外に飛び出そうかと考える。

			　しかし、そんなことをする暇(ひま)もなく、ガイツは遠(えん)慮(りよ)なく扉を開けた。

			「なんだ、ソフィアもいたのか。ラグレスさんが酔っ払っちまってな、連れ帰ろうにも、家がどこか聞いてなかったんだ。今日は俺の部屋に泊めるから、悪いが俺はこっちで寝かせてくれ」

			　ソフィアがエルの部屋にいるのは、珍しいことではない。２人でいるからといって、ガイツがなにか疑うようなことはなかった。

			　それにガイツも相当飲んだらしく、口調はいつもどおりだが、足下はふらついていた。エルが仕方なくガイツを迎えいれると、一瞬にして酒臭さが部屋中に広がった。

			「あ、ガイツさん。そこで寝るのはちょっと……」

			　エルの言葉は、もうガイツには届いていなかった。冷たい床に転がり、あっという間に寝息を立てはじめる。そして隣の部屋からも、ラグレスの大いびきが聞こえてくる。

			　酔っ払いたちに、ソフィアははっきりと殺意を覚えた。だらしなく転がるガイツを蹴(け)とばしたくなったが、エルの手前、それはためらわれた。

			　行き場のない怒りを、書きかけだったヴィスタ宛ての手紙にぶつけることを、ソフィアは心に決めたのだった。

			　

			「あら、ここは恋人同士で来る場所じゃないわよ」

			　荷物を抱えて娼(しよう)館(かん)の門をくぐったエルとソフィアに、太めの女性が声をかけた。

			「ごめんなさい、客じゃないんです。ラマインさん、ですよね。あの、覚えてませんか？　大竜災の前まで、ここの人たちにお世話になってた、エル……エルミストです」

			　ラマインと呼ばれた女性は、口を開けたまま、しばらく動かなくなった。

			「エルミスト……嘘、でもエルの顔だわ……ちょっとポリア！　ポリア、来て！」

			　ラマインの太い腕に掴まれ、ふくよかな胸と腹に抱きしめられたエルは、苦しそうにもがく。

			　エルのことを知る、少し年のいった娼(しよう)婦(ふ)たちが続々と集まってくる。とっくに死んだと思っていた子どもが帰ってきたことに皆驚くが、それでも、エルが生きていたことを喜んだ。狩竜人(かりゆうど)になったことを告げると、皆がはしゃいでエルを褒(ほ)める。

			　娼(しよう)婦(ふ)たちに温かく迎えられたエルは、少し目を赤くする。子どもの頃を思いだしているのに暗い気分にならなかったのは、エルにとって初めてのことだった。

			　

			「良かったわね、喜んでもらえて」

			「うん、ソフィアが買い物に付きあってくれたおかげだ。ありがと」

			　エルは晴れやかな気分だった。

			　ソフィアに話せていなかったこと。娼(しよう)館(かん)に顔を出せていなかったこと。どちらも深く刺さったとげのように、エルの心を痛めていた。それが一気に抜けて、急に心が軽くなっていた。それはすべて、隣を歩く大切な人のおかげだと思っている。どんなに感謝しても、足りないと思っていた。

			「さて、暇(ひま)になっちゃったわね」

			　暇(ひま)になったのは、ガイツの二日酔いのせいだった。狩竜に出るつもりはなかったが、本当なら３人で鍛(たん)錬(れん)に励(はげ)む予定だったのだ。それがガイツが頭痛で動けないからと中止になり、２人の予定は狂わされた。

			「ガイツさんに、なにか買ってから帰ろうか？　かなりつらそうだったし」

			「いいのよ、放っておけば、ただの二日酔いじゃない」

			　ソフィアが冷たく吐きすてるように言う。昨夜の所業を、許すつもりはなかった。

			　今度は自分たちの買い物でもしようと、露店の多い協会近くの通りを歩きだす。さっきまで、娼(しよう)館(かん)へ持っていく土産(みやげ)だけを選んでいたので、ソフィアの買い物欲が刺(し)激(げき)されてしまっていた。

			　レズレンは、イリシアでは東の行き止まりとも言える場所にある。東の山脈を越えれば、まだまだ大地は広がっているが、人が住む場所としては最も東に位置する。

			　ソフィアはここに来る前、レズレンはきっと田舎で寂(さび)しい場所なのだろうと思っていた。しかし、狭(せま)い村には予想以上に人があふれており、とても驚かされた。

			　レズレンは竜の危険が大きい分、稼(かせ)ぐ狩竜人(かりゆうど)も多い。そのおかげで、狩竜人(かりゆうど)の財布目当てにやってくる商団も多く、露店の並ぶ通りはいつも賑(にぎ)わっていた。ソフィアにとっては嬉しい誤算だ。

			　ただ、ものは高かった。遠く西の王都から運んでくる品物もあり、その手間の分、どうしても割高になってしまう。

			　ソフィアは買い物好きなだけあって、ものの価値をよく知っている。なにが割高で、なにが得なのか、質と照らし合わせて見抜く眼力がある。問題は、その能力を節約の方向に使わないことだ。高いからという理由が、買わないという理由にはならない。

			　そしてエルも、それに慣れてしまっていた。出会った頃は、金遣いの荒さに文句を言うこともあったが、ソフィアが改善する前に、エルのほうがそれに馴染んでしまったのだった。

			　一通りの店を見てまわり、エルの両手が荷物でいっぱいになった頃、長身の女性が笑顔で２人に近づいてきた。

			「２人とも、ちょうど良かったわ」

			　ソフィアに大きな恨(うら)みを買った酔っ払いの妻、ユニスだった。

			「こんにちは、ユニスさん。昨日はごちそうさまでした」

			「いいのよ、全部旦那の小遣いだから。それより、昨日はごめんね、うちのが迷惑かけたみたいで」

			「いえ、迷惑だなんて、そんなことはないですよ」

			　エルはそう言ったが、ソフィアはまったく同意できなかった。ユニスには聞こえないような小声で、迷惑でした、とつぶやく。

			「そうそう、それでね。さっき協会に顔を出したら、あなたたちを探してるみたいだったの。依頼ではないらしいけど、急ぎの用みたいだったから、顔を出してあげて」

			　２人の頭を、嫌な記憶がよぎった。こちらが用はないのに協会に呼びだされるとは、まさかまた、昇段に関係するような失(しつ)態(たい)を犯したのかと不安になる。

			　それでも、無視するわけにはいかない。ユニスに礼を言い、２人は急いで宿に戻った。

			　ガイツはまだ寝ていたが、それをソフィアが乱暴に叩き起こす。二日酔いで頭痛を訴(うつた)えるガイツをエルが引きずるように、３人は協会へ向かった。

			　

			　協会に着くと、３人はレズレンの協会支部長の部屋に通された。

			「やあやあやあ、君たちがそうですか。いやあ、若いなあ。うん、これはすごい」

			　そこで３人を待っていたのは、奇妙な男だった。

			　背はソフィアと同じか、少し低いくらい。頭が異常に大きく、顔の小さいソフィアと並ぶと、遠近がおかしくなるほどだった。でこは広いが、はげているわけでもない。肌つやが異様に良く、顔つきは少年のようにも40代にも見える。見た目からは、その男の年齢が想像できなかった。

			「あの……えっと、どちら様でしょうか？」

			　男はエルのことを、興味深そうに上から下まで見回す。その様子は、人ではない珍妙な生き物のようだった。

			「いやいや、これは失敬。私はチャビレットと申します。王立研究所で、主に竜学の研究をしている学者です」

			　男にしては甲(かん)高(だか)い声で、見た目も変わってるが、声も変だとソフィアは思った。

			　王立研究所。それを聞いたガイツは、二日酔いのぼけた頭を切り替える。

			「すまないね、わざわざ来てもらって。チャビレット先生がどうしても、君たちに会いたいとおっしゃるのでね。じゃあ先生、私は仕事があるので失礼しますね」

			　レズレンの協会支部長は、チャビレットに対して丁(てい)寧(ねい)な物(もの)腰(ごし)だった。その姿を見て、この奇妙な男は偉い人なのだと知り、エルとソフィアは意外に感じた。威(い)厳(げん)があるとか、偉そうなという雰(ふん)囲(い)気(き)が、チャビレットからはまったく感じられなかったからだ。

			　支部長が退室し、部屋には３人とチャビレットだけが残される。

			「あの、王立研究所の学者の方が、俺たちにどういったご用件でしょうか」

			「突然申し訳ありませんね。あなた方にお会いしたかったのは、狩竜人(かりゆうど)として、いや、おそらく人として初めて、人食い翼(よく)竜(りゆう)を狩った方々に話を聞くためです」

			　興味津々といった感じで、チャビレットが目を輝(かがや)かせる。ガイツはなるほどとうなずき、エルとソフィアは、自分たちが初めてだったのかと、今さら驚いた。

			　その竜学者は、好奇心の塊(かたまり)のような男だった。

			　それはどんな翼(よく)竜(りゆう)だったのか。どんな戦い方をしたのか。どれくらい凶暴だったのか。人を食いたがる意志を持っていそうだったか。とにかく詳(しよう)細(さい)に、覚えていること、気づいたことはすべて話してほしいと、３人に話を求めてきた。

			　そしてチャビレットは、話を聞くだけではなく、その翼(よく)竜(りゆう)はこうだったのではないか、といった自説も交えてくるため、話はおそろしく長くなった。３人が戦いの詳(しよう)細(さい)を話し終えると、チャビレットはさらに饒(じよう)舌(ぜつ)になる。

			「翼(よく)竜(りゆう)種はですね、見た目の大きさのわりには非常に体重が軽いんです。それで、あの大きな体でも飛ぶことができるのです。とはいえ、やはり鳥に比べればはるかに重い。体が重いせいで、実はそこまで飛行能力が高くないのです。それを翼(よく)竜(りゆう)自身も、わかっているのでしょうね。体の大きさのわりに、狙(ねら)う獲物は小さい生物ばかりなのです。

			　おそらくですが、あなた方が戦ったヤルガタインは、偶(ぐう)然(ぜん)にも弱っている人を見つけて食べてしまったのでしょう。これは多少、希望的観測も入っていますがね。もしそうでなければ、人はこれまで以上に、竜の恐怖に怯(おび)えなければなりません。それも、いつどこから飛んでくるかわからない、空を飛ぶ相手にです。そんなことになってしまったら、人々は恐怖に耐えられなくなるでしょう。地上の竜だけではなく、翼(よく)竜(りゆう)まで人を襲う性質があったら、イリシアは無人の地となっていたかもしれません」

			　なんだかよくわからないと、ソフィアは学者の話に飽きていた。

			　だが、つまらなさそうなソフィアに対し、エルはこの学者の話を面白がっていた。エルの師匠も、似たような話をしてくれたことがあったからだ。師匠は口数が少なく、気が向いたときにしか話をしてくれなかったが、チャビレットは聞けばなんでも答えてくれそうな気がした。

			「あの、なぜ背中に剣が刺さっていたのでしょうか。それがなければ、ヤルガタインを倒せなかったので助かりましたが、ずっと疑問に思ってたんです」

			　エルは話の中で、そんなことを口にしてしまう。口にしたあとに、いくら物知りな学者でも、わからないことはあるだろうと思った。しかし、チャビレットはその問いに大きくうなずく。

			「はい、それについては、思い当たることがあります。以前読んだ文献に、こういう話がありました。昔々、よちよち歩きの幼(おさな)子(ご)が、大きな翼(よく)竜(りゆう)に狙(ねら)われてしまいました。母親が気づいたときには、すでに翼(よく)竜(りゆう)は幼(おさな)子(ご)に襲いかかる寸前。

			　しかし、たまたま近くにいた狩竜人(かりゆうど)が、翼(よく)竜(りゆう)の背中に飛びのって背中に剣を突き刺し、幼(おさな)子(ご)を見事に助けました。ただ、子どもは助けたものの翼(よく)竜(りゆう)は弱っておらず、狩竜人(かりゆうど)を乗せたまま飛び上がってしまったそうです。そしてその狩竜人(かりゆうど)は、残念ながら空から地面に落ち、死んでしまった。

			　その狩竜人(かりゆうど)は、若くて期待も大きかったようで、勇(ゆう)敢(かん)さを称(たた)えられると同時に、幼(おさな)子(ご)から目を離した母親が周囲の人々から責められ、その土地には住めなくなってしまった、という少し残(ざん)酷(こく)で悲しいお話ですね。

			　実はこれ、約２５０年前から北の地方で伝わっていた話でしてね。小さい子どもから目を離さないようにしなさい、という若い母親への教育のために伝えられてきた、おとぎ話のようなものなんです。私もこの話を知ったときは、翼(よく)竜(りゆう)が人を襲うなんてないだろう、教えを説くための作り話の類(たぐい)だろうと思ってましたが……いやはや、エル君の話を聞いて、本当にあったことなのだろうと思い直しましたよ。

			　しかもですね、ヤルガタインの寿命については、１００年程度だという説と、３００年は生きるという説がありましてね。空を飛ばれてしまっては観察するのも難しくて、結論はまったく出ていなかったのです。これがエル君の剣の存在によって、３００年だという説が俄(が)然(ぜん)濃厚になってきました。これはかなりの大発見と言えます。本当に話を聞きにきた甲(か)斐(い)がありました」

			　学者は興奮気味に、そう話してくれる。

			　チャビレットは、竜、という言葉が記されているものならば、なんにでも興味を持つ男だった。普通の学者では気にも留めないようなおとぎ話でも、隅(すみ)々(ずみ)まで記憶している。この男に出会わなければ、エルの剣の出所など、ずっとわからなかったかもしれない。

			「すごい……まさか答えが返ってくるとは思ってませんでした。翼(よく)竜(りゆう)に剣が刺さってたなんて、誰に話してもあまり信じてもらえなくて」

			　ソフィアやガイツは信じてくれていたが、他の者たちには冗談としか受けとってもらえなかった。地上を行く竜ならありえる話だが、翼(よく)竜(りゆう)相手に戦ったという話は、狩竜人(かりゆうど)でもまず知らない。信じてもらえないのも当然だった。

			「文献に残っているだけなので、確証はありませんがね。その可能性は高いと思います。おとぎ話だと思われていたことが、実は本当にあったこと。しかも、その話に出てくる剣が、後世の狩竜人(かりゆうど)の手に渡ってよみがえる。非常に胸が躍る話です」

			「あの、もっとそういう話ってないですか？　チャビレット先生の話は本当に面白くて」

			　エルは珍しく積極的だった。話が長いと呆れられるチャビレットは、自分の話に目を輝(かがや)かせてくれる若者に嬉しくなる。

			「エル君はとても良い狩竜人(かりゆうど)ですね。実に素晴らしい。私は常々、狩竜人(かりゆうど)というのは、ただ竜を狩る強さを持つ者ではなく、竜に詳しい者であることも資質の１つだと思っているのです。理想は学者であり、狩竜人(かりゆうど)でもあることだと。もっとも、私自身は弱すぎて狩竜は無理なんですがね。私でよければ喜んでお話ししましょう。まずは６００年前に、竜の侵(しん)攻(こう)が始まった理由です」

			　そこから話すのかと、ソフィアは呆れ顔になる。

			「これには諸説ありますが、現在最も支持されているのは、火山の噴(ふん)火(か)によって竜が移動を開始したという説ですね。

			　しかしですね、私はこれが違うのではないかと思っているのです。まだまだ未確認なのですが、南には大きな火山がいくつもあると推測されています。それが噴(ふん)火(か)したくらいで、急に竜が移動したりするでしょうか。

			　長い大陸の歴史の中で、６００年前以外に噴(ふん)火(か)活動がなかったとは、とても思えません。そこで私は、別の仮説を立てました。南からきた竜は別の強い竜か、あるいは他の強い生物に追い出されるように、北上してきたのではないかと。北上してくるのは、ほとんどが縄(なわ)張(ば)り意識の強い竜種です。天敵となる相手が増えてきてしまい、仕方なく北に逃げてきたと考えると、いろいろな問題がすっきりするのです。

			　６００年前にしても、竜の侵(しん)攻(こう)が始まってすぐに、人々は食い荒らされたわけではなく、そこから１００年ほどかけて、徐々に人々は追いつめられていきました。１００年という時間は、狩竜人(かりゆうど)が組織だって動くようになるまでですね。

			　つまり、すべての竜が一斉に北上を開始したわけではなく、段階的にやってきている。もし火山などの突発的な災害を避けての移動なら、北イリシアは一気に竜に飲みこまれていたはずなんです。当時は狩竜人(かりゆうど)という存在がいませんでしたからね。そう考えるとですね……」

			　チャビレットの口がよく動く。いつの間にか、話を聞きに来たはずのチャビレットが、完全に話し手に回っていた。

			　エルはチャビレットの好奇心に引きずられるように、学者の話に夢中になる。ガイツも、チャビレットの話に聞きいっている。一方ソフィアは、枝毛を気にしはじめていた。

			　その後も歴史を交えて語られる竜学者の話は、止まることなく延々と続いた。チャビレットからすれば掻(か)い摘(つま)んで話したつもりだが、それでも６００年も前から話せば当然長い。よく動く口が止まったときには、すでに陽が傾きはじめていた。

			「いやはや、すいません。どうも私は竜の話を始めると、相手構わず喋(しやべ)り倒してしまう癖(くせ)がありまして」

			「とんでもない、勉強になります。王立研究所で学者をされている方の話など、滅(めつ)多(た)に聞けない貴重なものですから」

			　ガイツが世(せ)辞(じ)や建(たて)前(まえ)ではない礼を言う。思わぬところで、最先端を行く学者の話を聞けたことは、勉強好きなガイツにとってはありがたいことだった。

			　そしてエルは、チャビレットの話を聞くあいだ、師匠のことを思いだしていた。

			　目の前の学者と、エルの記憶にある師匠は、似ても似つかない風(ふう)貌(ぼう)だ。ガイツと同じくらい背が高かった師匠と違い、チャビレットは男性としては背が低い。甲(かん)高(だか)く響(ひび)くチャビレットの声と違い、師匠は低くかすれた声だった。

			　チャビレットとは違い、師匠は難しい話を難しいまま伝えてくるので、子どものエルには理解できないことばかりだったが、それでも２人はどこか似ていると感じた。

			　エルはガイツ以上に、チャビレットの話をいつまでも聞いていたいと思った。

			　だがソフィアは、すでに舟を漕(こ)ぎはじめていた。

			「チャビレット先生は、南のこともお詳しそうですね。もしかしたら、南方遠征団に？」

			　南方遠征団には、狩竜人(かりゆうど)以外に竜学や植物学などに精通した学者陣も加わる。遠征団は調査が主な目的なので、狩竜人(かりゆうど)はその護(ご)衛(えい)が任務だ。

			「はい、２年前の遠征団に参加していました。そのときは天候に恵まれず、深く南へ進めなかったのが残念ですが、また来年の遠征には参加したいものです」

			　南方遠征団という言葉に、ソフィアもようやく目を開く。

			「ほんとですか!?　実は私たちも、南方遠征団を目指してるんですよ。南の話なら、私も聞きたいです！」

			　ソフィアの言葉に、チャビレットはまた喜びの表情を見せる。

			「なんと！　それは実に素晴らしい。近年は、南方遠征団の意義に疑問を唱える者も出てきまして、参加を希望する狩竜人(かりゆうど)も減ってきていたのです。いないわけではないのですが、やはり相応の実力者でなければ、南に連れていくわけにはいきませんからね。学者も協会も、人材集めには苦労しているのです。私は、危険を冒(おか)してでも南に行く意味は、まだまだあると考えています。あなた方のような狩竜人(かりゆうど)の存在は、大変喜ばしい」

			　狩竜人(かりゆうど)の技と強さは年々磨(みが)かれており、竜の被害は確かに減っている。竜に効く毒を見つけなくとも、いつか竜を駆(く)逐(ちく)できるはずと考える者も増えてきた。優秀な狩竜人(かりゆうど)や学者を失う恐れがあるのに、無理に南に向かう必要はないと考える学者や役人も多い。

			　しかし、チャビレットはそう思っていなかった。

			　本来竜種とは、人がまともに対抗できる相手ではない。数がかぎられている狩竜人(かりゆうど)に頼りきってしまうと、不測の事態が起きたときに対応しきれない。その不測の事態の大きさによっては、また一気に人の土地を竜に奪われる可能性もある、というのがチャビレットの考えだった。

			　安全な西の王都に住む人々は、竜に対する危機感が薄れはじめている。それを奇妙な見た目をした竜学者は危(き)惧(ぐ)していた。

			　チャビレットは誰よりも、人と竜との争いに不安を持っているだけに、白(はく)緋(び)の女神のような、若くて期待が持てる狩竜人(かりゆうど)たちの存在が嬉しかった。

			「では、南の大地の探索が、なぜ遅(ち)々(ち)として進まないのか。ここから話を始めるのがいいでしょう。これには、さまざまな理由が挙げられます。まず１つ目に、過(か)酷(こく)な暑さですね。雪も多く降る北イリシアに暮らす我々は、南の大陸ほどの暑さだと、どうしても体力を削(けず)られてしまいます。

			　私のようにひ弱な学者だけではなく、狩竜人(かりゆうど)だってそれは同じなのです。そして竜というのは、本来暑い土地に適応した生物で、寒さにはそこまで強くない。姿かたちの似たヘビやトカゲに比べれば強いですが、やはり雪の降る季節は苦手としています。多くの竜種は雪が降ると活動を停止して、半冬眠状態に入ります。

			　ほとんどの狩竜人(かりゆうど)が、冬は暇(ひま)になるのはそのためですね。冬でも忙しいのは、ハイウェスラルの狩竜人(かりゆうど)くらいでしょう。

			　ということはですね、北上してくる竜は、わざわざ住みにくい土地を目指しているのです。これは縄(なわ)張(ば)り争いに負けた竜たち、つまり竜としては弱い個体である可能性が高いのです。それを実証するように、南のほうが同種でも強い個体が多くいまして、レイダーク並みの大きさのアングイールが確認されていたり……」

			　ソフィアがつついたことで、チャビレットの口がまた忙しく動きだす。チャビレットはさまざまな要素を交え、なぜ遠征団が成果を上げられないのか、事細かに説明してくれた。本人からすると、丁(てい)寧(ねい)にわかりやすく説明しているつもりだが、当然ソフィアの頭はついてこない。

			　彼女は、そんな話を求めていたわけではない。子ども向けの本に出てくるような、南の大地の風景などが知りたかっただけなのだ。延々と続く長話に、ソフィアは眠気を我慢するので精一杯だった。

			「いやあ、なんとも実のある話ができました。本当にレズレンまで来た甲(か)斐(い)があったというものです」

			　話が終わった頃には、とっぷりと陽が暮れていた。

			「ぜひ、頑張って南方遠征団を目指してください。きっとあなた方なら、選ばれるはずです。遠征団でご一緒できることを、楽しみにしています」

			　会話をしていたのは最初だけで、途中からはチャビレットの独(どく)壇(だん)場(じよう)だった。学者は良い狩竜人(かりゆうど)たちに出会えたと、満足そうな笑顔を見せる。

			　それでもエルは、長い話のすべてが面白いと感じていた。この竜学者の話を、いくらでも聞いていたいとさえ思った。

			　そしてチャビレットもまた、エルに興味を持っていた。長い話の途中で見せた、この少年の顔が、印象的だったのだ。

			「あの、本当に面白かったです。火山の噴(ふん)火(か)が、直接的な竜の北上の原因ではないという話とか、僕が師匠から聞いたことと同じで、しかも、師匠よりずっとわかりやすくて、とても勉強になりました」

			「ほう。その師匠というのは、勉強熱心な狩竜人(かりゆうど)だったんですか？　実は私の学説は、研究所では異(い)端(たん)とされるものも多いのです。でも君は、時折知っているかのような顔をしてましたよね？　学者でもないと知らないような説まで勉強されている狩竜人(かりゆうど)がいるとは、思いませんでした。君の師匠は、間違いなく素晴らしい人なのでしょう」

			「あ、いえ……狩竜人(かりゆうど)だったかどうかは、わからないんです。何年も一緒に過ごしてはいたんですが、師匠は自分のことをあまり話さない人だったので」

			　チャビレットは、余計に興味を持った。自分と同じような考えを持つ者など、学者連中でも少ない。少年の師匠という人物がどんな人だったのか、聞かずにはいられなかった。

			　エルは簡単に自分の生い立ちを説明し、東の山脈の向こうで暮らしていたことを話す。そして死んだ師匠がどんな人物だったかも、できるだけ詳しく話した。なんでも答えてくれそうなチャビレットなら、謎だった師匠のことも、知るきっかけくらいは得られるのではという期待もあった。

			　しかし、その期待は、きっかけ程度では済まなかった。エルの話を聞くうちに、チャビレットの顔は曇(くも)っていく。

			「今日は、なんという日でしょうか……とても素晴らしい若者と出会えたと思ったら……そのうちの１人が……」

			　甲(かん)高(だか)くて嫌でも耳に入ってきた学者の声が、急に低調なものになった。３人は不思議そうな顔をする。

			「エル君、その師匠だったという人物は……タシネート・イクスデイムという名前ではありませんか？」

			　エルは驚(きよう)愕(がく)した。学者というのは、本当になんでも知っているのかと思った。

			「そ、そうです！　え……なんで、チャビレット先生が？」

			「その名前は、間違いないのですね？」

			「あ、はい。もともとはタシネートという名前しか知らなかったんですが、師匠が死ぬ間際に荷物を送れと言われたのが、イクスデイムという家でしたので……チャビレット先生は、師匠のことをご存知なんですか？」

			　チャビレットが目を閉じて押し黙る。無言は知っているということを表していたが、同時に話しづらいことも意味していた。

			「あの、エル自身も、その師匠って人のことをあまり知らないんです。チャビレット先生が知ってるんでしたら、聞かせてもらえませんか？　エルを育ててくれた恩(おん)人(じん)だから、どんな人だったのか、知りたいんです」

			　ソフィアが我慢できず、チャビレットにせまる。チャビレットは目を開けて、ぽつりぽつりと話しはじめた。

			「エル君の話を聞くかぎり、どうやら間違いないようです。タシネートという男は、元は王立研究所にいた学者です。とびきりの天才で、そしてとびきり狂った男でした……あ、いや申し訳ない。君にとっての恩(おん)人(じん)なのに」

			　師匠が普通の人と違うことに、エルは気づいている。狂った、という言葉にも、それほど違和感はなかった。

			「いえ、大丈夫です。なんとなくですが、わかります。最初に師匠に会ったのは僕が子どものときだったから、あまり深く考えなかったんですが……今思えば、確かにおかしい人でしたから」

			「そうですか……では、私の知るかぎりはお話ししましょう」

			　チャビレットは、覚悟を決めて話しだす。

			　難しい学問の話は、適当に聞き流していたソフィアも、エルの師匠のことなら別だ。一言も聞き逃したくないと、チャビレットの話に耳を傾けた。

			「エル君は知っていると思いますが、タシネートは学者でありながら、狩竜もできるほど強い男でした。レイダークを相手にする、とまではいきませんがね。狩竜人(かりゆうど)でも充分やっていける腕前だったと思います。

			　先ほど私は、学者であり狩竜人(かりゆうど)であることが理想だと言いましたね。タシネートが、それに最も近い男だと思っていました。若い頃は、憧(あこが)れすら抱いていたほどです。

			　しかしそれも、10年以上前の話ですね。タシネートは罪を犯し、研究所を追放されて牢(ろう)に入れられたのです」

			　チャビレットは、エルの顔色を確かめながら言葉を選ぶ。タシネートが犯した罪の犠(ぎ)牲(せい)者は、主に幼い子どもたちだった。エルを見るかぎり、大丈夫だろうとは思うが、多少の不安はあった。

			「罪(ざい)人(にん)……師匠はどんな罪を犯したんですか？」

			「子どもを……10歳になる前の小さな子たちを集めて、実験体として扱(あつか)っていたのです」

			　エルがタシネートと会ったのは、10歳になる前。実験体などという言葉が出てきて、ソフィアとガイツは青い顔をする。

			「実験体ってどういうことですか？　エルはなにかされちゃったんですか!?」

			　ソフィアに問い詰められたチャビレットは、少し苦笑いをする。

			「されたかもしれませんが、安心してください。狩竜人(かりゆうど)として活躍してるということは、体に問題はないはずです。まあできたら１度、専門の理力学者に診てもらったほうがいいかもしれませんがね。私も一応は理力学を修めてはいますが、やはり専門家にはかないませんので」

			　そう答えるチャビレットに、ソフィアとガイツは少しほっとする。

			「ただ残念ながら、タシネートに施(ほどこ)された実験で、体を悪くしてしまった子もいます。タシネートは理力学者でした。研究のために、子どもの体を使って実験を繰りかえしたのです。そのせいで、目や耳が不自由になってしまった子や、命を失った子もいます。取り返しのつかない罪を、犯したのです」

			　ソフィアはその言葉を聞き、すぐさまエルの顔を鷲(わし)づかみにした。

			「目は、目は見えてる!?　耳は……私の声は聞こえてるの!?」

			「な……なに言ってんの！　見えてるし聞こえてるに決まってるじゃない」

			　大声を出してソフィアは騒ぐが、当然目も耳も正常だ。それどころか、常人よりはるかに優れているので、狩竜人(かりゆうど)としては大きな武器となっているほどだった。結果、ぐいぐいとつかまれたエルの顔が痛んだだけだった。

			「しかし先生、そのタシネートという男は、牢(ろう)に入っていたのですよね？　なぜ出てきたんですか」

			　２人のことは放っておき、ガイツは話を進める。

			「詳しい経緯は私も知りませんが、死(し)罪(ざい)の判決を受けたあとに、牢(ろう)を破って逃げだしたそうです。当然、街や村、港などにも役人が大勢手配されて、大掛かりな捜(そう)索(さく)が行われたのですが、結局その行方はわかりませんでした。エル君の存在がなければ、誰にも行方がわからずに終わっていたでしょうね。大竜災が起きたレズレンに姿を現したのは、偶(ぐう)然(ぜん)ではないかもしれません。もしかしたら、また実験に使うために、身寄りのない子どもを探していた可能性もあります」

			　タシネートがなぜ自分を拾ったのか、エルは初めて理解した。

			　友人や世話になっていた人が、大竜災で何人も死んだ。子どもだったエルはレイダークに焼かれる村を、ただ呆(ぼう)然(ぜん)と見ることしかできなかった。

			　その悲(ひ)惨(さん)な光景は、血が繋(つな)がってないとはいえ、自分の父親だった男が招いた惨(さん)劇(げき)だ。感情が定まらず、なにも考えることができなくなったエルは、レイダークが間近に迫っても逃げることさえしなかった。

			　その自ら命を捨(す)てるような真(ま)似(ね)をしていた子どもに、理力学者は声をかけたのだ。そして、村にいることが耐えられなくなっていたエルは、なにも考えずにタシネートに付いていった。

			「エル君は、タシネートに理力を流されたことはありますか？」

			「はい、治(ち)癒(ゆ)理力をよくかけてもらいました。疲れたときや、ちょっとしたかすり傷でも頻(ひん)繁(ぱん)に。すごく気持ちが悪くなるので、僕は嫌だったんですが……」

			　チャビレットはうなずいた。

			「それですね。タシネートは、人の奥底に眠った理力を引きだす研究をしていました。強引なやり方も含まれていたので、弱い子どもは体を悪くしたのです」

			「待ってください。俺はそれなりに理力について勉強しているつもりですが……そんな話は聞いたこともありません。人の手によって理力を引き出すなんて、そんなことが可能なんですか？」

			　ガイツの質問に、チャビレットは難しい顔をする。

			「公(おおや)けにはされてないことですからね。誰かが真(ま)似(ね)をする危険があるので、タシネートの考えや研究結果は、外部に漏(も)らさないように管理されています。王立研究所の学者でさえ、知っている者は限定されています。ただ、その研究自体、タシネートも成功させたわけではないのです。人の手によって人の理力を引きだすことは、多くの理力学者は不可能だと結論づけています。タシネートの研究は、意味のないものだったと」

			　そこでチャビレットは、少し不機嫌な顔になる。

			「しかし、その結論に私は疑問を持っているのです。タシネートという罪(ざい)人(にん)が唱えた理論だから、その研究自体が禁(きん)忌(き)とされてしまった。ですが、人として間違いを犯した罪(ざい)人(にん)だからといって、その研究内容までが間違っているとはかぎりません。もちろん、子どもに害を及ぼすような実験をするのは絶対に駄目ですがね。研究自体を封印してしまうのではなく、他の方法を模(も)索(さく)してほしいと、正直私は思っています。理力を引きだせれば、竜と戦える人が増えますから」

			　チャビレットは、学者として公正な立場でいたいと考えていた。タシネートの罪は許せなくても、その考えや功(こう)績(せき)まで否定する必要はないと思っている。

			「あの、私は難しい話は全然わからないんです。理力を引きだすってなんですか？　まさか、人食い竜みたいに人もいきなり強くなるとかですか？」

			「乱暴な言い方をすれば、それに近いですね。６００年前、竜種の脅(きよう)威(い)に人々がさらされたとき、まず誰もが考えたことなんです。竜が人を食って強くなるなら、人も竜を食えば強くなれるのではないかと」

			「それは大昔に、ありえないと結論が出ていることですよね」

			　ガイツはその迷信を久しぶりに耳にして、思わず苦笑いしてしまう。

			「はい。どんなに強い竜を生で食べても、腹を壊すだけです。それでも昔は、強くなると信じていた人も多かった。繰りかえし竜の生肉を口にして、病気になる人もいたようですね。もちろん、完全に迷信です」

			　草食竜種の肉は、人が食べることもある。草食は人を見ると逃げだすことが多く、あまり量は出回らないが、美味で滋(じ)養(よう)があるとして基本的に高級食材扱(あつか)いされる。

			　しかし、肉食竜種は食べても不(ま)味(ず)い。その上、人の体には合わないらしく、体調を悪くすることもある。

			　狩竜の最中に竜の返り血を浴び、それが口に入ってしまうと腹痛になるというのは、狩竜人(かりゆうど)定番の悩みだった。肉も血も腹を壊すだけなので、毒とまでは呼べないが、食用としては扱(あつか)われない。

			「エル、もしかして肉食竜を食べさせられたりしたの？」

			「いや、それはなかったよ。腹が減って、自分で狩ったネスアルドを焼いて食べたことならあるけど……本当に不(ま)味(ず)かった。どんなに腹が減ってても、あれはもう、食べたくないかな」

			　ソフィアの馬鹿な質問に、エルは真剣に答える。

			「あははっ、竜を食べて理力の強化、などということは、タシネートも考えていなかったでしょう。学者としては間違いなく天才でしたから、古い迷信に頼るようなことは絶対にしてないはずです。

			　理力強化の研究に取り組む前は、いくつも大きな発見もしています。現在研究が進められている理力で文字を書く方法なども、タシネートが最初に提(てい)唱(しよう)したものなのです」

			「それ、聞いたことがあります！　理力で文字など、俺なんかでは理解できなかったんですが……そうですか、エルの師匠が考えたんですか」

			　ガイツは、自分が狩竜人(かりゆうど)として上に行けるとしたら、頭を使う方向だと理解している。放出理力の使い手として、常に勉強は怠(おこた)らない。たださすがに、学者の唱える高度な理論を独学ですべて理解するのは難しかった。

			「突(とつ)飛(ぴ)すぎる発想で、最初は王立研究所の学者も相手にしなかったくらいです。私も最初に知ったときは、まったく理解できませんでした。ただ今では、付(ふ)加(か)理力が多少でも使える者なら。理力文字は誰にでも扱(あつか)える可能性がある、というところまで研究は進んでいるようです。

			　実用化されれば、人々の生活が一気に便利になる可能性を秘めた研究です。あれを思いついたタシネートは、やはり天才中の天才ですね。

			　まず文字というより、法則性のある理力操作が必要になります。理力の通りやすい金属に、付(ふ)加(か)理力を細かく与えて、理力を金属に残したままにしてやるのです。法則を事前に決めて残った理力を読み取ることができれば、それが文字代わりになります。あとは金属板の理力を読み取る方法が確立できれば、小さな金属の板に、紙の何倍もの情報量が書きこめるようになるでしょう」

			　ガイツはその話を聞いても、さっぱり理解できなかった。エルも同様だ。そしてソフィアは、そんな話は聞く気すらないという顔をしていた。

			「あの、それでタシネートっていう人は、エルになにをしたんですか？」

			「すいません、話がそれてしまいましたね。まず、人の体に元から備わっている理力量を10とした場合、使えているのは１か２と言われているのです。そして実は、竜も似たところがあります。10持っている理力のうち、竜は３から４しか使えていないことが多い。人を食らった竜が、その能力を一気に向上させるのは、これを10近くまで引きだせるようになるからです」

			　１か２と聞いて、エルとソフィアはそんなに少ないのかと思った。

			「理力の扱(あつか)いに長(た)けた者、これはすなわち狩竜人(かりゆうど)であることが多いのですが、それでも４か５が限界だと言われています。よく狩竜人(かりゆうど)の皆さんは、体を鍛(きた)えて理力を鍛(きた)えるということを口にしますが、実際には鍛(きた)えるというより、引きだし方を鍛(きた)えるという表現が正しいのでしょうね。

			　人がもともと持っている理力量は、あまり変わらないと言われています。より限界まで引き出せることが、強くなる方法です。もっとも、狩竜人(かりゆうど)は自然と体でわかっていることなので、こういった理屈は気にする必要はありませんがね」

			　４か５と聞いても、まだ少ないと感じた。竜と戦うときに手加減などしない。全力で武器を振るときは、自分の持てる理力すべてを注ぎこんでいるつもりだった。

			「じゃあ師匠は、その眠っている理力を限界まで引きだす方法を研究していたのですか」

			「はい、エル君の言うとおり、タシネートは10あるうち、10の理力を使う方法はないかと考えていました。竜学者が竜の生態を調べて弱点を見つけるのが主な研究だとすれば、理力学者は人に有効な理力の使い方を探して、竜に対抗する手段を見つけるのが主な研究です。なので考え方としては決して間違いではない。

			　ですが、やり方がまずかった。竜が人を食べたときに起こるような理力反応を人でも起こせないかと、引き金になる理力の流し方を模(も)索(さく)していたのですが……弱い子どもの体には、強い他人の理力は耐えられなかった。エル君の気分が悪くなったというのは、おそらくそれが原因でしょう」

			　チャビレットは、とても残念そうに話す。間違っていたのは、方法だけなのだ。チャビレットはそう思っていた。タシネートは間違いなく天才で、その才能の使い方さえ誤らなければ、誰よりも人々に貢(こう)献(けん)できる学者だと思っていた。

			「エルはっ、エルは大丈夫なの!?」

			　再び迫るソフィアの両手を、エルは寸前でかわす。

			「さっきから大丈夫だって言ってるじゃない。普通の人より、健康なくらいだから」

			「まあ、大丈夫だろ。俺も普段一緒にいて、エルの体に問題があると感じたことはない」

			　ガイツは特に心配していなかった。医者に育てられたこともあり、仲間の健康には気を配っている。問題があれば、すぐに気づく自信があった。

			　しかし、ソフィアの不安はどうしても消えない。

			「多分じゃだめ。そうだ、私のお祖(じ)父(い)ちゃんところに行こう。すぐに！　できるだけ早く！」

			　今度はエルを、後ろから捕まえようとする。彼女の家は、イリシアの西の端に近い。そして今いるのは、東端のレズレンだ。健(けん)脚(きやく)の狩竜人(かりゆうど)でも、かなりの長旅になるが、ソフィアは本気ですぐに出発する気らしかった。

			　それをチャビレットは、苦笑いでいさめる。

			「ソフィアさん、大丈夫ですよ。体に害が出てしまった子どもは、元から体が弱かった子だけです。エル君は見たとおり、健康なのは間違いないはずです。狩竜人(かりゆうど)として活躍していることが、なによりの証明です。私としては、あの男と何年も一緒に過ごしたことで、性格や考え方に問題が出そうだと思ったのですが……エル君と話せば、それも杞(き)憂(ゆう)だとわかります。安心しました」

			　そう言われても、話が難しすぎてわけがわからないだけに、ソフィアは心配でしょうがなかった。

			「ちょっと待て、ソフィアのお祖(じ)父(い)さんってのはなんだ。理力学に詳しいのか？」

			　そういえばと、ガイツは思う。エルのこともそうだが、ソフィアの家族のことも聞いていない。その持ち物と金遣いから、裕福な家に育ったことはわかるが、それ以外は知らなかった。

			「あれ、ガイツさんには話してなかったっけ？　私のおじいちゃんは王立研究所の理力学者だったんです。すんごい優秀な学者で、いろいろ新しい技術に貢(こう)献(けん)したらしいです。今は引退して、お家でごろごろしてるけど」

			　狩竜人(かりゆうど)としての才能は認めているが、頭はちょっと残念なソフィアだ。学者の孫だと言われても信じられず、ガイツは首を傾(かし)げる。

			「ほう、そうだったのですか。ソフィアさんのお祖(じ)父(い)様のお名前を、うかがってもよろしいですか？」

			「そっか、チャビレット先生も、王立研究所ですもんね。リータフ・ドナルグっていうんです。もしかして、おじいちゃんのこと知ってますか？」

			　ソフィアが祖(そ)父(ふ)の名前を告げた瞬間、ガイツは間の悪いことに、協会職員が出してくれた茶を飲んでいた。そして、盛大に吹きだした。

			「ば、馬鹿なっ、リータフだと!?　そんなわけあるか！」

			「汚い！　なにしてんですか！」

			「なんと！　ソフィアさんは、リータフ先生のお孫さんでしたか。もちろん、存じておりますとも」

			「いや、チャビレット先生、ありえません。こいつの頭を考えると、あれほど偉大な学者の血を引いているなんてことは考えられない。だいたい、ソフィアの姓はワイスだろうが」

			「ほんとですって！　ワイスはお父さんの姓なんです。おじいちゃんとおばあちゃんは、ドナルグなんですって」

			　それでもガイツは、疑いの目を向ける。

			「えっと、本当ですよ。ソフィアのおじいさんからの手紙を、僕は何度も見せてもらってますが、確かに差出人はその名前でしたから。でも、そんな有名なひとなんですか？　学者だってのは、聞いてたんですが」

			　ガイツは、なんとも言えない表情になった。ガイツは付(ふ)加(か)理力と放出理力を器用に使うが、それは幼い頃から時間を見つけては、理力学を必死に勉強してきた成果だった。その過程で、狩竜人(かりゆうど)ではなく、理力学者に憧(あこが)れたこともあった。

			「まじなのか……というか、エルは知ってたのか。そういうことは早く言え。リータフ博士はな、俺が最も尊敬する学者だ。俺が狩竜人(かりゆうど)としてやれているのは、リータフ博士のおかげと言っても過言ではない。なんせ、光球理力の生みの親だからな」

			　放出理力が使える体質であること、細かい理力操作ができる器用さがあること、そして理力学の勉強が必要なこともあって、光球理力は使い手が少ない。それでも、光球理力は狩竜を一変させたと言えるほどの大発見だった。

			「ああ、そういえばそうでした。おじいちゃんって、そういうのたくさん発見してるみたいで、全部覚えきれないんですよ」

			　そういえばじゃないだろうと、ガイツは頭を抱える。ソフィアの無駄に良さそうな環境が、恨(うら)めしかった。

			「リータフ先生は学者としてはもちろん、お人柄も大変素晴らしい方です。指導者としても優れておられる。後進の学者に、包み隠さず自分の成果を教えてくれる方で、今でも多くの学者が慕(した)っています。竜学と理力学は密接な関係にありますので、私もお世話になっていますよ」

			「へえ、すごい人なんだね、ソフィアのおじいさんって」

			「うんっ、すっごい優しいのよ。私が狩竜人(かりゆうど)になるっていうのも、最初はお母さんが反対してたの、危ないからって。だけどおじいちゃんが説得してくれて、お母さんも理解してくれたの。白(はく)緋(び)鉱(こう)のハルバードも、おじいちゃんがお父さんと協力して買ってくれたものだしね」

			　大好きな家族が褒(ほ)められ、ソフィアは嬉しくなる。彼女にとっては偉大な学者であることより、優しい理解者であることのほうが重要だ。ソフィアの性格を、なんとなく理解して、チャビレットは笑う。

			「きっと３人は、出会うべくして出会ったのでしょう。光球理力の使い手と、その発見者のお孫さん。そして道を誤ったとはいえ、優秀な理力学者だったタシネートを、師匠と呼ぶエル君。とても運命的で、実に素晴らしい」

			　人食い翼(よく)竜(りゆう)の話から、南の大地の話、そしてタシネートのこと。長い長い話が、ひと段落ついたときには、夜もすっかり更けていた。協会職員も、そろそろ当直を残して帰る時間だ。

			「チャビレット先生、よかったら食事をご一緒しませんか？」

			　空(くう)腹(ふく)に目を回していたエルは、チャビレットを夕食に誘ってみる。

			「私もぜひご一緒したいのですが、このあとすぐ、ここを発たなければなりません。予定より、だいぶ遅くなってしまいましたがね。せっかくお誘いいただいたのに、申し訳ありません」

			「そうですか……残念です」

			　心底残念そうな顔をするエルが、ソフィアは新(しん)鮮(せん)だった。なにかに執(しゆう)着(ちやく)しているエルを、初めて見た気がしたのだ。

			「エル君は、勉学に興味があるようですね。今はあちこち駆(か)け回っていますが、冬のあいだ、私は王都の研究所にこもっています。私でよければ、いつでも竜学についてお話ししましょう。若い狩竜人(かりゆうど)が勉強することは、非常に望ましいことです。機会がありましたら、遠(えん)慮(りよ)なく訪ねてきてください」

			　社交辞令ではなく、チャビレットは本気でそう告げた。タシネートに育てられた、ということを抜きにしても、エルのことが気に入ったのだ。

			「はい、ありがとうございます」

			　学者は３人に別れを告げ、夜のレズレンを発った。竜の危険が少ないので、イリシアでは夜でも星明りを頼りに移動する者が多い。

			　学者であれば、実地での調査と研究は当然必要だ。そして竜学者の実地とは、竜の近くでなければ意味がない。

			　竜学者は、体を鍛(きた)えるのも仕事のうちだと言われている。

			　特にチャビレットは、過(か)酷(こく)な南方遠征団にも参加できるほどだ。戦う力は持っておらずとも、小さな見た目からは想像もできないほどの体力の持ち主だ。

			　小さな荷物を抱えて走りだした学者は、狩竜人(かりゆうど)顔負けの健(けん)脚(きやく)を見せてレズレンから遠ざかっていった。

		

	
		
			第３章　少年と少女は鍛(きた)える

			　

			「おめでとうございます、昇段のお知らせです」

			　協会職員の男性が、笑顔で３人を迎える。

			　レズレンに来て、１ヶ月が経過していた。白(はく)緋(び)の女神はそのあいだに、ラグレスとユニスを伴(ともな)っての狩竜を合わせ、３頭のレイダークを狩った。レズレンでも新(しん)進(しん)気(き)鋭(えい)の戦団として認められつつあった。

			「まずエルさんとソフィアさんが、17段になります。実は協会も、あなたたち２人の扱(あつか)いには良い意味で困ってましてね。２段の昇段でも足りないと思うんですが……15段以上になってからの複数昇段は、例があまりないことですので、これで勘(かん)弁(べん)してください」

			　人の良さそうな職員は、正直に事情を告げる。エルもソフィアも２段も上がるのかと喜んでいるだけで、協会の事情など相変わらず知らなかった。

			「それでガイツさんは21段への昇段ですね。３人ともおめでとうございます」

			「おーガイツさんも上がりましたね。前にユニスさんに聞いたんですけど、年齢引く５の段位だと、すごいことらしいですね。ガイツさん超一流じゃないですか」

			「お前らは、年齢に段位が追いつきやがったけどな」

			「へっへーん。やっぱすごいですよね、私たち」

			　元協会付きのガイツは、昇段の規定など協会内の事情に詳しい。１年目の狩竜人(かりゆうど)が17段など、ガイツは自分以外に聞いたことがなかった。

			　しかも、自分の場合は強い狩竜人(かりゆうど)にくっついていき、光球理力を飛ばすだけの役割で上がった段位だ。２人のように１番前で戦って得た段位とは、意味が違うと思っていた。

			　５年ぶりの昇段が、嬉しくないわけではない。しかし、ガイツは喜ぶよりも、気を引き締めなおそうという気持ちが強かった。この２人といるかぎり、自分も上を見続ける覚悟が必要だと感じていた。

			　

			　３人が協会を出て食事を取っていると、鐘(かね)の音が連続して響(ひび)き渡った。その意味は、イリシア中どこでも共通となっている。緊急事態発生の合図だ。

			　レズレンではフェネラルと違い、レイダークが１頭出たくらいでは緊急事態だと判断はされない。エルの表情が険しくなる。

			「エル、この鐘(かね)って？」

			「うん、あの鐘(かね)が鳴るのは、レイダークが２頭以上同じ場所に出たとき。あとは、レイダークが人食いになったときだ。協会に戻ろう」

			　３人は再び、協会へと走った。

			　

			　夕暮れ時。まだ協会には、多くの狩竜人(かりゆうど)が残っている時間だった。レズレンの狩竜人(かりゆうど)は、ほとんどがレイダークを相手にできる精(せい)鋭(えい)揃(ぞろ)い。それなのに鐘(かね)が鳴らされた。

			「ようお前さんたち。なかなか頑張ってるみたいだな」

			　いつもどおり軽い感じのラグレスと、その妻で美人狩竜人(かりゆうど)として有名なユニス。２人とも若い３人の狩竜人(かりゆうど)に偉ぶることなく親しく接してくれる。

			「俺たちレズレンでの緊急招集は初めてなんですが、けっこうのんびりした雰(ふん)囲(い)気(き)ですね」

			　緊急事態発生の鐘(かね)が鳴ったにもかかわらず、落ち着いた雰(ふん)囲(い)気(き)が協会内に漂(ただよ)っていた。

			「ああ、お前らは無駄足だったな。もう職員から知らせがあってな、大半の狩竜人(かりゆうど)は、自分は必要ねえってわかってんだ。さっきのは……ほら、あそこに頭１つ抜けて、でかい男がいるだろ。あいつを呼びだすための鐘(かね)みたいなもんだ」

			　ラグレスが示した方向には、大柄な男がいた。

			　背が高い、という程度ではない。体(たい)躯(く)の良い者が多い狩竜人(かりゆうど)の中にあっても、その男は並外れて大きな体をしていた。男では珍しい長さの灰髪を後ろで縛(しば)り、背中には大きすぎるほどの斧(おの)。常人ではとても扱(あつか)えそうにない大きさの斧(おの)は、男の体(たい)躯(く)を考えれば見合っているとも言えた。

			　その男を囲むように、ボウガンだけを背負った９人の狩竜人(かりゆうど)。それも普通ではありえないことだった。

			　主にボウガンを使う役割の狩竜人(かりゆうど)はいるが、普通はボウガンだけしか持っていない狩竜人(かりゆうど)などいない。剣や槍などがなければ、リグトン１頭ですら狩るのは難しいからだ。それでは、自分の身すら守れない。

			　しかし、その集団は間違いなく、大男以外はボウガンだけしか持っていなかった。

			「ソフィア、あの男に絶対近づいてはだめよ。あなたみたいなのが目に留まったら、言われることはわかりきってるからね」

			　ユニスは真剣に忠告する。ラグレスもそれに賛同して、渋い顔でうなずいた。

			「近づいちゃだめって、なんでですか？」

			「女好きなの、それもとんでもなく。傲(ごう)慢(まん)な男でね、あなたみたいな可愛い子が近づいたら、嫌な思いしかしないわ」

			「ああ、なるほど。じゃあ近づかないようにします」

			　自分の容姿に自信があるので、ソフィアはあっさり納得した。過去には一方的に好意を持たれ、嫌な思いをしたこともある。そういう警戒心は、普通の女性以上に持っていた。

			「大きい人ですね。あの人を呼びだすために鐘(かね)が鳴ったってことは、すごい狩竜人(かりゆうど)なんですか？」

			　自分よりも頭１つ以上大きな狩竜人(かりゆうど)にエルは目を奪われた。狩竜人(かりゆうど)は理力を上手く使えれば、ソフィアのように女性でも活躍できる。体の大きさが強さの証というわけではない。

			　しかし、大きな体を持つことは、大きな筋肉を持っている証拠であり、その優位性は間違いなかった。

			「確かに狩竜人(かりゆうど)としてはすげえんだがな……あのでかいのはドルブンって名前だ、取り巻きのボウガン抱えた連中と、10人で１つの戦団を作ってる。戦団の名前も、まんま戦団ドルブン。ドルブンだけが異常に強くて、あとの連中はおまけみたいなもんだ。奴はハイウェスラルですら数が少ない、35段の狩竜人(かりゆうど)だ」

			　協会は最高で50段まで設けているが、そこに到達した者は過去に１人。それは５００年ほど前に、現在の狩竜人(かりゆうど)の戦い方の基礎を作り、協会の原型をも作った英雄と呼ばれる男だ。

			　50段といっても、狩竜の実力が別格で授けられた段位ではない。

			　普通の狩竜人(かりゆうど)は、30段に到達すれば間違いなく一流だ。狩竜の腕だけで段位があがるのは、35段までと言われている。それ以上の段位は実力がどうこうよりも、功(こう)績(せき)を表す名誉の意味合いが強くなってくる。

			　なので35段というのは、これ以上ない強さの証しだった。

			「ただ、強いのは認めるが、人としては絶対に関わりたくないね。俺が目の前にいても、平気でユニスに粉かけてくるような男なんだよ」

			　ラグレスの顔はさらに渋いものになる。

			「うわあ、さすがですねユニスさん。結婚してても言い寄られちゃうんだ」

			「本当に嫌なのよ、あんなのに寄ってこられても、ただの迷惑。他の男なら、旦那から乗り換えようか考えるけどね。ガイツ君もエル君も、良い男だし」

			　そんなことを言って、ユニスはガイツとエルを困らせる。

			　ラグレスは勘(かん)弁(べん)してくれと懇(こん)願(がん)するが、その顔は笑っていた。この夫婦の間ではよくある冗談なのだろう。

			「それで、あの鐘(かね)はなんの知らせだったんですか。緊急招集には違いないんですよね？」

			「ああ、人食いのレイダークだ。残念ながら狩竜人(かりゆうど)が１人食われたらしい」

			「人食いですか！」

			　人を食った竜は理力が膨(ふく)れあがり、その脅(きよう)威(い)は何倍にもなる。そして特に、レイダークは厄(やつ)介(かい)だった。理力を炎に変えて吐く炎(えん)竜(りゆう)は、理力が増すと手がつけられなくなるのだ。

			　これまで４頭のレイダークを狩ってきた白(はく)緋(び)の女神だが、それはいずれも普通のレイダークだ。人食いのレイダークの強さを、まだエルもソフィアも知らない。そしてガイツも、まだ経験してない相手だ。

			「まあ、それでも俺らの出番はないと思うぞ。ドルブン１人で片がつく。多分もうちょっと待てば、解散の指示が出るだろ」

			　しかしラグレスは、戦団の10人なら、ではなく、ドルブン１人で片がつくという。安定してきたとはいえ、普通のレイダーク相手に３人でかかる白(はく)緋(び)の女神からすると、信じられない話だった。

			　ラグレスの予想通り、しばらくすると協会職員が事情を説明して、狩竜人(かりゆうど)たちにひとまずの解散を告げた。他の狩竜人(かりゆうど)が帰りはじめたのを見てから、大男は慌てる様子も緊張した様子もなく、面倒臭そうに協会の出口に向かってきた。

			　歩きだすと、その体の大きさがよくわかる。長身のガイツよりもさらに頭１つほど背が高く、体の厚みは倍以上違う。ガイツは、決して狩竜人(かりゆうど)として貧弱な体つきではない。ドルブンが異常なだけだ。その顔つきも体つきも、人から恐れられる風(ふう)貌(ぼう)だった。

			　ドルブンは、なにかを探すように協会内をゆっくりと歩いていた。それを見て、ユニスに嫌な予感がはしる。そして、その予感は当たっていた。

			　協会の出口からは離れていたはずのソフィアを、ドルブンが見定める。

			「くははっ、お前だな。噂(うわさ)以上の上玉じゃねえか。おいそこの女、こっちに来いや」

			　大男のしゃがれた声が、協会中に響(ひび)いた。

			　１ヶ月のあいだに、レイダーク３頭の狩竜。レズレンでは他の戦団でもよくある程度の実績で、別段珍しいことではない。しかし、白(はく)緋(び)の女神は３人という構成人数の少なさと、団員の若さが際立っているため、目立つには充分だった。

			　普段は滅(めつ)多(た)に協会に顔を出さないドルブンの耳にも、白(はく)緋(び)の女神に美しい少女が所属していることが届いてしまっていた。緊急の鐘(かね)の音が鳴ったので、狩竜に出ていなければ必ずいるだろうと踏(ふ)んだドルブンは、噂(うわさ)の女狩竜人(かりゆうど)を探していたのだ。

			　自分がドルブンに声をかけられたことに、ソフィアは最初気づかなかった。それも当然だ。これから緊急の狩竜依頼に向かうというのに、女に声をかけようなど、普通の狩竜人(かりゆうど)は考えない。

			　しかし、ドルブンは平気でそういうことをする男だった。

			「おい、なに無視してんだ。そこの白(はく)緋(び)のハルバードの女だ！」

			　白(はく)緋(び)の、と言われてようやく自分のことだと気づく。あまりにひどいもの言いに、ソフィアは怒るよりも呆(ぼう)然(ぜん)としてしまった。

			　ドルブンは進行方向を変え、出口に向かわずソフィアのほうへと寄ってくる。

			　手間隙かけて容姿を気にする若い女性の中に混ざっても、ソフィアの美しさは目立つほどだ。男臭い狩竜人(かりゆうど)が集まった場所では、余計に目立つ。

			　ドルブンはソフィアに近づき、その美しい顔を確認すると、下(げ)卑(び)た顔つきで不敵に笑った。
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			そして、前触れなくソフィアの顔に手を伸ばす。

			「ちょっと！」

			　ユニスが慌てて止めようとする。しかし、それよりも本人のほうが反応は速かった。

			　ソフィアは見知らぬ男に顔を触られそうになって、黙っている性格ではない。ドルブンの右手を、勢いよく叩き落とした。

			　今度はドルブンのほうが、呆(ぼう)然(ぜん)となる。

			　しかし、すぐに顔を赤くして怒りの表情を浮かべた。ラグレスもユニスも、周りで見ていた狩竜人(かりゆうど)も、これはまずいと慌てだす。

			「てめえ……」

			　先ほどとは違って暴力的な勢いで、ドルブンの手がソフィアに伸びる。そして今度は、ソフィアが手を出す前に、もっと力強い腕がドルブンの手をつかんだ。戸(と)惑(まど)いと怒りの表情が混ざった、エルの手だった。

			「あの、止めてもらえますか」

			　力強くつかんだはいいが、エルの口調は大人しい。ソフィアに伸びた手に嫌(けん)悪(お)感(かん)を覚えとっさに行動したが、そのあとのことまで考えていなかった。それに、あまりに信じられない非常識な行動で、エルも戸(と)惑(まど)っていた。

			　ドルブンが強引にエルの腕を振り払う。その顔をさらに赤くさせ、悪意を持ってエルに向かって拳を振りあげた。今度はガイツが、その腕にしがみついて止めた。

			「あんた狩竜に向かうところだろう!?　こんなとこで、なにをするつもりだ」

			　強気なガイツの口調に、周囲の者たちはさらに慌てる。

			　ガイツは涼しい顔をしているものの、実際は腕１本をかなり必死になって止めていた。少しでも力を込められたら、軽く吹っ飛ばされそうなほどに、ドルブンの腕力は強い。格好つけたはいいが、ここは自分の出番ではなかったかもしれない。

			　結果、ドルブンの太い腕にあっけなく投げ飛ばされる。建物に穴があきそうなほどの勢いで、ガイツは壁に叩きつけられた。

			　エルはそれを見て、今度ははっきりと怒りの表情を浮かべる。エルが竜以外の相手に敵意を持ったのは、父親だった男に手をかけて以来だったかもしれない。

			「やめろ馬鹿っ、なにをするんだ！」

			　ソフィアも怒り心頭といった感じで、今にもドルブンに殴りかかりそうだったが、珍しく荒っぽい口調になったエルに驚き、少し冷静になった。

			　美しい少女よりも、投げ飛ばした青年よりも、自分に向かって馬鹿と言い放(はな)った少年のほうに、ドルブンの目が向いた。

			　エルは小さくはないが、特別大きな体でもない。弱そうだ、とドルブンは思った。拳だと簡単に死にそうだ、とも思った。死なない程度に加減はしてやろうと、ドルブンは平手でエルを殴りつける。

			　しかし、エルは大きく振られた平手をあっさりと見切り、かわす。

			　大男は顔を真っ赤にさせ、エルの胸倉をつかんで引き倒そうと両手を伸ばした。エルはその両手をつかみ返し、負けじと踏(ふ)ん張った。

			　狩竜人(かりゆうど)同士の喧(けん)嘩(か)は、絶対にあってはならない。

			　なぜなら、竜をも殺す力を人に向けて振るえば、簡単に命を奪えるからだ。エルは抵抗していても、殴ったりしてはまずいと考えられる程度には冷静だった。

			　しかし、ドルブンは容(よう)赦(しや)がなかった。

			　両手をつかまれたら、今度は脚を出そうとする。エルはそれに気づき、両腕に力を込めてドルブンを押し返した。足を出そうとしたところで押され、しりもちをつく。

			　今度は周りが呆(ぼう)然(ぜん)となる。まだ少年と呼べるほど若い狩竜人(かりゆうど)が、力比べでドルブンに勝ったように見えたからだ。

			　ドルブンの敵意は、もはや殺意に変わっていた。今度は完全に殺すつもりで殴りかかる。しかし、エルはそれもあっさりとかわす。

			　そこでようやく協会職員が大声を上げる。

			「止めなさい！　ドルブンさん、ここで揉(も)め事なんか起こしたら、今度こそ規則違反で認可を剥(はく)奪(だつ)しますよ！」

			　そう言われてしまえば、狩竜人(かりゆうど)は止まらざるをえないはずだった。協会の後ろ盾(だて)なしには、どんな狩竜人(かりゆうど)も仕事はできない。

			　しかし、ドルブンはそんなことは考えていなかった。職員の声などまったく聞こえてないかのように、まだ拳を振りまわしていた。

			　さすがにこれ以上はまずいと、周りの狩竜人(かりゆうど)も駆(か)け寄ってくる。若い狩竜人(かりゆうど)を見捨てるような、冷たい者はいない。真っ先にドルブンに飛びついたのは、ボウガンのみを背負った９人の狩竜人(かりゆうど)だった。

			「ドルブンさん、今から緊急の狩竜なんだ。どうか抑(おさ)えてください……お願いします」

			　ドルブンの仲間たちが、一斉に大男にしがみつく。協会職員が何人も駆(か)けつけてきて、ようやく振りまわしていた拳を止める。それでも、怒りが収まったわけではない。

			「おい女！　お前が今晩、俺んとこに来りゃあ許してやらあ。そうしねえと、その弱そうな仲間がどうなっても知らねえぞ！」

			　ドルブンがソフィアに向かって怒(ど)鳴(な)りつける。そして乱暴に協会の扉を開け、仲間を引き連れて狩竜に向かった。

			　ソフィアもエルも、転がっていたガイツも、開いた口が塞(ふさ)がらなかった。あまりに唐(とう)突(とつ)に始まった揉(も)めごとと、あまりに乱暴な捨(す)て台詞(ぜりふ)に、怒りの前に呆れるしかなかった。

			「な……なんだ、あれ」

			　ガイツがぽつりとつぶやく。ソフィアもエルも同じ気持ちだった。

			「ガイツさん、大丈夫!?」

			　ソフィアとエルが、転がったままだったガイツに駆(か)けよる。

			「ああ、大丈夫だ。別に怪(け)我(が)はしてない、が……しかし……なんなんだあいつは、正気なのか!?　こんなとこで暴れる狩竜人(かりゆうど)なんて、信じられんぞ！」

			　ガイツは状況を振りかえり、今になって怒りが込みあげてくる。

			「やっちまったな。まあしょうがねえ、お前らに非がねえのは、誰が見ても明らかだからな。ただ、面倒臭いことになるってのは覚悟しといてくれ。これからあいつには近づくな。絶対にまた絡まれるから」

			　ラグレスとユニスは、とにかくいったんは揉(も)め事が終わったことに、ほっとため息をつく。しかし、この先に起こりうることが容(よう)易(い)に想像できるので、気分は重かった。

			「ラグレスさん、なんなんですか、あいつは!?」

			　エルの口調も、荒っぽいままだった。ラグレスの顔は珍しく暗い。

			「ああいう奴だとしか言えねえ。まあしかし、今回はひどかったな。いくらなんでも、あそこまで暴れるとは予想してなかったぜ」

			　強さを持つ者ほど、人に対しても余裕が持てる。有名な狩竜人(かりゆうど)は、人格者ということが多い。ドルブンのような異常者は珍しかった。だが、村を守るのに欠(か)かせない狩竜人(かりゆうど)なだけに、協会も扱(あつか)いに困っていた。

			「ソフィアが気に入られすぎたわね……私も甘く考えてたわ」

			　ドルブンの女好きは、目をつけた相手が自分のものにならないと、我慢ができない質の悪いものだった。強い狩竜人(かりゆうど)ならば、女は自然と寄ってくる。それに増長しきったドルブンは、女すべてが自分のものだと言わんばかりに、態度も傲(ごう)慢(まん)になっていた。

			「とにかく、お前らは気をつけてくれ。さすがにあのふざけた捨(す)て台詞(ぜりふ)は冗談だろうがな。また顔を合わせたら、絡まれることは間違いねえ。極力、会わないようにすることだ」

			　普段は陽気なラグレスも真剣だった。

			　３人は、非常に気分が悪いままに協会を出る。食事の途中だったことを思いだすが、３人ともそれどころではないほどに、腹が立っていた。

			　

			　まだ陽は昇りきっておらず、外は薄暗い時間。この季節のレズレンは、山から冷たい空気が流れてくるようになり、肌寒さを感じる。寒さを感じるようになると、イリシアの人々は少しだけほっとする。人里に近づく竜も、減ってくる時期が到来したという意味だからだ。

			　白(はく)緋(び)の女神が常宿としている宿は３階建て。

			　１階の客室は１部屋だけで、その部屋はソフィアが使っていた。他の泊まり客は全員男の狩竜人(かりゆうど)なので、ネイファが気を利かせてくれたのだ。

			　狩竜人(かりゆうど)が利用する宿は素泊まりが多い。しかし、ここは朝食つきの宿だった。その分だけ値は張るが、朝から大量に食べないと動けないエルがいるので、白(はく)緋(び)の女神にとってはありがたかった。

			　朝食の支度が整い、客である狩竜人(かりゆうど)たちを起こす時間になる。ネイファはまず、ソフィアの部屋に向かった。

			　すると、その部屋の前で転がる、怪(あや)しい人影を発見した。冷たい床に転がり、寒そうに毛布にくるまったエルだった。

			「ちょっとエル!?　なんでこんなところで寝てるの」

			「あ……おはようございます、ネイファさん」

			　まだ眠たげな目をこすりながら、エルは体を起こす。

			「おはようはいいけど……なに、ソフィアちゃんに夜(よ)這(ば)いでもかけようとしたの？」

			「ち、違います！」

			　エルは慌てて、昨日ドルブンに絡まれたことを説明する。

			　いくらなんでも宿まで調べて襲ってくるとは思わなかったが、自分の部屋にいても落ちつかないので、結局ソフィアの部屋の前で夜を明かしたのだ。

			「そうだったの。また厄(やつ)介(かい)な男に絡まれたわね」

			　ネイファはドルブンという名前を聞き、顔をしかめた。

			「知ってるんですか？」

			「ええ、知ってるわ。元でも現役でも、あいつのことを知らない娼(しよう)婦(ふ)はいないわよ。今日はあなたたち、狩竜には行かないんでしょ？　朝ごはん食べたら、話してあげるから」

			　白(はく)緋(び)の女神は協会から呼びだしがないかぎり、狩竜はしばらく休むことにしていた。３人に増えてから、戦団の懐(ふところ)事情は一気に改善されている。稼(かせ)ぎが増えたこともあるが、それよりも、ガイツが金(きん)銭(せん)管理をするようになったことが大きい。

			　懐(ふところ)に余裕はあるのだから、焦(あせ)って稼(かせ)ぐ必要はない。それよりも、これまでの戦い方を見直しながら、実力の向上を図るべきだというガイツの提案だった。

			　ネイファに起こされる前に、ソフィアが自分で起きてきた。

			「あれ、おはよう、エル。今日は早いわね」

			　扉の前でエルを見つけ、ソフィアは驚いた。エルは朝が苦手だ。いつもはソフィアが、寝起きの悪いエルを起こしにいく役目をしているほどだ。

			「ちょっとソフィアちゃん、聞いたわよ、ドルブンのこと。エルね、心配で眠れなくて、ここで夜を……」

			「わああ、い、言わなくていいですから！」

			　必死になってその言葉をさえぎったエルだが、ソフィアにだいたいの事情は伝わってしまった。

			「なんだ、そんなことするなら、私の部屋で寝ればよかったのに。もう寒いんだし」

			　ソフィアは、冗談とも本気とも取れない言い方をする。

			「い、いや……それは」

			「さ、ごはん食べに行こ」

			　まごつくエルを尻目に、ソフィアはさっさと食堂に向かってしまう。しかし、なにごともなかったかのように振る舞っているが、彼女の頬(ほほ)はしばらく緩(ゆる)みっぱなしだった。

			　

			　狩竜人(かりゆうど)の朝食は、事前に用意しておいた冷めた保存食などを取ることが多い。朝が早いので、用意する時間がないのだ。

			　しかし、ここの宿では温かい朝食がテーブルに並ぶ。建物は古く部屋も狭(せま)いが、それがあるだけで、ここの宿は人気があった。

			　エルに好き嫌いはなく、いつだって大食らいだが、やはり食事は温かく美(う)味(ま)いに越したことはない。毎朝すさまじい食欲で、並んだ皿を空にしていく。

			　エルが夢中で食事をほおばる姿を、毎朝こっそり見つめている者がいた。食事を作っている宿屋の主人だ。妻のネイファとは親子ほど歳が離れている夫は、元中(ちゆう)堅(けん)の狩竜人(かりゆうど)で、毎朝狩竜人(かりゆうど)たちに美(う)味(ま)い食事を提供している。

			　愛(あい)想(そ)の良いネイファがいなければ、客商売は無理そうなほど無愛想な元狩竜人(かりゆうど)は、滅(めつ)多(た)に客の前に姿を見せない。

			　他の泊まり客が狩竜に出かけ、忙しさも落ちついたところで、ネイファと３人は同じ卓(たく)についた。

			「じゃあドルブンの話をしましょうか」

			　ドルブン、という名前にぴくりと反応した宿の主人が、珍しく客の前に姿を見せて、同じ卓(たく)についた。その手には自家製の甘い焼き菓子。朝食を呆れるほど取ったあとだが、エルは礼を言って笑顔で菓子にかぶりつく。

			「あいつは娼(しよう)婦(ふ)たちの間じゃ、悪い意味で有名な狩竜人(かりゆうど)ね。まあこの村に、あいつのことを良くいう人はいないかもしれないけど。普通は狩竜人(かりゆうど)なんて、娼(しよう)婦(ふ)にしてみれば上客ばっかりなんだけど、ドルブンは傲(ごう)慢(まん)すぎたから、嫌がる娘も多かったわね。

			　でも金払いはいいから、捕まえにいく娼(しよう)婦(ふ)も多いの。村の女の子に、無理やり手を出されちゃ娼(しよう)婦(ふ)の名折れだしね。強い狩竜人(かりゆうど)なのは確かだし、娼(しよう)婦(ふ)じゃなくても自分から寄っていく女も多かったのよ。でもそれが、まずかったわね……どんどんつけあがっちゃったのよ」

			　全員がそうというわけではないが、娼(しよう)婦(ふ)の中には自分の仕事にちゃんと役割があると考える者もいる。力で女性に乱暴を働く者が出ないように、村の若い娘たちの盾になることが、その役目の１つだ。

			「それでも娼(しよう)婦(ふ)たちが頑張ってたから、今まで大問題になるってことはなかったの。あんまりひどければ、協会も認可を取り上げるでしょうしね」

			「しかし、俺たちに絡んできたときは、相当ひどかったですよ。あれをなんで協会が放置しておくのか、理解できません」

			　ガイツは思いだしただけで、腹が立ってきた。

			　狩竜人(かりゆうど)協会は人々の信用をとても大事にする。もし信用を失うようなことがあれば、どうなるか。狩竜人(かりゆうど)と協会が信用できなければ、力のない者が勝手に狩竜を始めてしまうかもしれない。それは人食い竜を生みだす危険が増すだけで、良いことは１つもなかった。

			　人と竜との生存競争に勝つために、無駄な犠(ぎ)牲(せい)は絶対に出せないのだ。

			「あいつはね、８年前の竜災でかなり活躍したの。エルは知ってると思うけど、人食いレイダークが一斉に現れちゃったから、レズレンの狩竜人(かりゆうど)でもほとんど手が出なかったのよ。それをドルブン１人で、相当数のレイダークを狩ったって話だわ。

			　どうせすでに人食いになってるからって、仲間の狩竜人(かりゆうど)を餌(えさ)にするような真(ま)似(ね)もしたみたいだけど。ただ確かに、ドルブンの働きがなければ、竜災の被害はレズレンだけじゃ済まなかったそうよ。

			　飛び抜けて強いから、村でも英(えい)雄(ゆう)視(し)されてた時期があったくらい。その手前もあって、協会も扱(あつか)いに困ってるのよね。今じゃすっかり性格が知れ渡って、普通の人は男でも女でも近づきたがらないけど」

			　最弱の竜と言われる白(はく)爪(そう)竜(りゆう)リグトンですら、人食いになると危険度は格段に増す。レイダークの人食いともなると、対応できる狩竜人(かりゆうど)はレズレンでも数が少ない。

			　そんな中、ドルブンは人食いでもあっさりと狩ってみせる。前日の緊急事態も、慌てることなく対処できたのは、ドルブンの存在が大きい。それは間違いなかった。

			　ドルブンと同等の腕を持つ狩竜人(かりゆうど)は、他にもいる。しかし、そんな腕があればハイウェスラルに行ってしまうことが多い。レズレンの協会が無(む)下(げ)にできないのも、仕方なかった。

			「嬢ちゃんは珍しすぎるな。30年近く狩竜人(かりゆうど)をやっとったが、嬢ちゃんみたいな美人は見たことがない」

			　珍しく、無口な主人が口を開いた。ああ、とか、おお、など相(あい)槌(づち)を打つ以外に喋(しやべ)らない男が、それなりに長い言葉を口にしたところを、ソフィアとガイツは初めて見た。

			　しかし、エルだけは驚いていなかった。常に腹を空かせる若い狩竜人(かりゆうど)に気づいた宿の主人は、時折餌(え)付(づ)けするように食べ物を与えていたのだ。

			「そうね。こう言っちゃなんだけど、女の狩竜人(かりゆうど)さんは身綺麗にしてる人が少ないし、美人ってのは珍しいからね。余計にドルブンの目に留まったんでしょう。あいつは珍しい女が好きなのよ。美人の狩竜人(かりゆうど)と言えばユニスさんがいるけど、あの人は旦那さんも狩竜人(かりゆうど)だし、なにより銀の鍵の団員だものね。さすがにドルブンも、手は出しづらいみたい」

			「えへへ」

			　美人と褒(ほ)められたことに照れ笑いするソフィアは、意外と呑(のん)気(き)だった。確かに傲(ごう)慢(まん)な大男に腹は立っていたが、自分の身が危ないとは思っていないようだ。

			「あのな、お前が１番危ないんだぞ。ちょっとは危機感を持て、危機感を」

			　ガイツは気楽そうなソフィアに顔をしかめる。

			　狩竜人(かりゆうど)同士のいざこざは、ないわけではない。ただいきなり暴力に訴(うつた)えるような狩竜人(かりゆうど)を、ガイツは見たことがなかった。力が強いだけに、その力の使い方を知っているのも狩竜人(かりゆうど)なのだ。ドルブンは例外中の例外だった。

			「大丈夫ですよ、ガイツさん。確かに狩竜人(かりゆうど)としては強いんでしょうけど、昨日のエルとの取っ組み合いを見て確信しましたから」

			「なにを？」

			「私にはエルがいますから」

			　そう断言するソフィアに、エル以外はなんという正直な惚(のろ)気(け)だと思ったが、ソフィアはそういう意味で言ったのではなかった。

			「狩竜の腕は知りませんけど、喧(けん)嘩(か)ならあんな奴にエルは絶対負けませんから。多分、私でも勝てちゃいますよ。襲ってきたって、あんなの返り討ちです」

			　ソフィアは自分が以前人を殴って殺しかけたことを思いだす。自分の身を守るためとはいえ人を傷つけたのは嫌な気分だったので、あの男とは絶対に関わりたくないと思った。

			　しかし、もし襲ってくるようだったら容(よう)赦(しや)はしないとも考えていた。

			「お前らが強いのは知ってるが、相手は35段だぞ。しかも、１人で人食いを相手にできるような狩竜人(かりゆうど)だ。いくらなんでもそれは……」

			「だってあの男、全然喧(けん)嘩(か)慣れしてないですよ。まあ当然ですよね、狩人が喧(けん)嘩(か)なんか仕掛けて、怪(け)我(が)でもさせたら牢屋行きは確実ですから」

			　自信満々のソフィアに、エル以外の３人は呆れる。しかし、根拠のない自信ではなかった。ソフィアも、そしてエルも、ドルブンを厄(やつ)介(かい)だとは思ったが、恐れてはいなかった。なぜなら、２人とも普段から強い相手と戦っているからだ。

			　狩竜人(かりゆうど)は竜を相手に戦うのが仕事だ。人を相手に戦う鍛(たん)錬(れん)はしない。対人と対竜では戦い方がまるで違うので、人を相手に鍛(たん)錬(れん)をする必要はなく、それはドルブンも例外ではなかった。

			　しかし、エルとソフィアは常に枝で打ち合っている。狩竜の腕なら経験の差で負けるかもしれないが、対人なら身近に競える相手のいる２人は負ける気がしなかった。

			　エルが殴られそうになっても、ソフィアが冷静だったのはそのためだ。見ていて、危ないとすら思わなかったのだ。

			　２人の努力は狩竜人(かりゆうど)として間違った方向に行っているが、思わぬところで役に立っていた。

			「だから、エルも私の部屋の前で寝るようなことは止めてよね。風邪でも引いたらどうすんのよ」

			「ご、ごめん」

			　怒った表情を見せるソフィアに、エルは慌てて謝る。しかし、怒っているのは顔だけだ。

			「体を休めることも、狩竜人(かりゆうど)の大事な仕事だ。客に手を出すような輩(やから)を、絶対に中には入らせん。お前らは心配せずに、宿ではしっかりと休め」

			　口調はぶっきらぼうなものだが、宿の主人は優しいことを言う。

			「確かに、あまり気にしてても仕方ないな。夜通し見張ってるわけにもいかん。ここはご主人の言葉に甘えよう。よし、じゃあ出かけるぞ」

			　３人は予定通り、狩竜ではなく鍛(たん)錬(れん)に向かった。

			　

			　ガイツはいつもより、多くの武器を抱えていた。普段は片手の突剣とバックラー、それにボウガンを装備しているが、今日は長剣に長槍まで持っている。力の使い方を知らない２人に、きちんと技術を伝えるためだ。

			　基礎能力が違いすぎるため、２人とガイツでは戦闘能力に差があるかもしれないが、それでも知識と経験値が格段に違う。教えることはいくらでもあった。

			「さて、まずはお前らに聞きたい。２人はどっちが強いと思ってる？」

			　ガイツはわざと、煽(あお)るような言い方をする。

			　その言葉にエルは困ったような顔をして、ソフィアは少し悔(くや)しそうな表情を見せる。

			「その様子だと、２人とも考えてることは同じようだな」

			「最初は私のほうがいけると思ってたんですけどね……剣が黒(こく)藍(らん)鉱(こう)になってから、急に逆転された気がしちゃって」

			　最初の頃は、エルが足止めをしてソフィアが止めの一撃を刺すことが多かった。それがガイツが加わってから、完全に逆になっていた。ソフィアとガイツがおとり役と足止め役になり、エルが一刀で止めを刺すのが最近の形だ。

			　どう竜を倒してもそれは戦団の功(こう)績(せき)であり、誰が偉いというわけではない。しかし、止めを多く刺したほうが、なんとなく偉いとソフィアは思ってしまっていた。

			　それに加え、２人の勝負もいつしか勝敗数が逆転してしまった。ソフィアは悔(くや)しさ半分頼もしさ半分で、エルに負けを認めはじめていた。

			「まあ、武器の差はあったんだろうな。エルの理力に鉄剣じゃあ無理があるのは当たり前だ。最近までは手加減してたんだろ？」

			　エルは常に、鉄剣が折れはしないかと心配しながらの狩竜だった。それが黒(こく)藍(らん)鉱(こう)という武器を手に入れ、大きく変わった。

			「いや、でもソフィアと僕じゃ変わらないと思うけど……」

			　ソフィアはその言葉にむっとする。

			「そういうこと言われると、気を遣われてるみたいで腹が立つわ。あんただって、私のが弱いって思ってるでしょ」

			「いや……充分強いと思ってるって」

			「でも自分よりは弱いと思ってるのよね。最近負けっぱなしだし」

			　ソフィアはますます不機嫌になる。

			　エルはソフィアのことを弱いと思ったことはない。

			　しかし、今は正直なところ自分のが上だと思っていた。過度な自信も卑(ひ)下(げ)も、一瞬の判断が命取りになる竜相手には許されないことだ。大人しい性格のエルでも、狩竜に関することは正直に判断しているつもりだった。

			　２人はガイツの指示に従い狩竜に臨(のぞ)むようになってから、はっきりとその差を感じはじめていた。ガイツがソフィアに出す指示は、小型竜以外が相手だとおとり役ばかりだ。しかも、指示通りにするだけで、今までよりずっと効率的に狩竜が進む。指示が実に正しくて文句もないだけに、ソフィアは実力差を思い知らされた気分だった。

			「まあまあ落ちつけ。お前らと組んで１ヶ月以上、いろいろと言いたいことが出てきたんだ。俺はお前らの力の差はないと感じている。いや、むしろソフィアの方が上だと思う」

			「そんな、ガイツさんまで気を遣わなくてもいいのに……」

			　すねるソフィアにガイツは苦笑する。

			　負けたくないと思える相手がいるのは良いことだ。せっかくこの２人が出会ったのだから、競わなければもったいないとガイツは思っていた。

			「お前らに気を遣ったりはせん。差があるように感じるのは、俺が決める役割とお前らの性格の問題だ。ようやく問題点もわかってきたから、狩竜を休んで、鍛(たん)錬(れん)に時間を割くんだ」

			「問題、ですか？」

			「ああ、問題だらけだ。まずエル。お前は我慢がなさすぎる。自分が切りこんだほうが早いと感じるからそうなるんだろうが、あれもこれも全部自分がやろうとすれば危険が増える。もっと俺たちのことを信頼しろ」

			　そう言われてエルは反省する。それは腕に自信があるだけに、身に覚えのある言葉だった。

			「ソフィアもだな。お前も早く仕留めたがって焦(あせ)るくせがある。付(ふ)加(か)理力と放出理力が使えなくても、疲れを知らないお前の体質は狩竜人(かりゆうど)にとって最高の武器だ。ただ、お前もなぜか我慢せずに突っこむ。その理由が、最近ようやく分かったよ」

			「いや、最近はちゃんと、ガイツさんの指示通りに我慢してますって」

			「そうなんだがな。しかし、俺の指示なんてなくてもそうしろって話だ。ソフィアが我慢しないのは、他人の気持ちがわからないからだろ」

			　とてもひどいことを言われたような気がして、ソフィアは悲しい顔をする。

			「ガ、ガイツさんっ。ちょっとそれはひどいです！」

			　思わず、エルが批(ひ)難(なん)の声を上げる。

			「ああいや、すまん……言い方がまずかった……他人の気持ちがわからんてのは、優しくないとか気を遣えないとか、そういう意味じゃなくてだな……わからないから、逆に気を遣いすぎてしまうんだ。ソフィアは疲れるってのがよくわからないんだろ？　だから俺らの息が上がってくると、我慢できなくなるんじゃないか？」

			　そう言われて、こくこくとソフィアはうなずく。ガイツがちゃんと理解してくれていることに気づいた。

			「ごめんなさい、昔から息が切れるってのがよくわからなくて。エルみたいに走ってついてこれちゃう人も初めてで……言っておけばよかった」

			　ソフィアはその体質のせいで息切れということを知らない。

			　理力が外に出ないおかげで、常に内(ない)燃(ねん)理力を全開にして動けてしまう。そのために、疲労で動きが鈍(にぶ)るという他人の感覚が、ほとんどわからないのだ。

			　一瞬で理力を高め、一瞬で下げるということをしないと、普通はすぐに理力が尽きて動きが鈍(にぶ)る。素の理力量が多いエルでも、そんなに長くはもたない。

			　さすがのソフィアも１日中動き回れば疲労で動きは悪くなるが、それは他の人では短時間しか持たない動きを、１日中続けての話だった。

			「疲れて動きが落ちたり、集中が切れたりしないのがソフィアの長所なんだ。周りを気にして焦(あせ)るようでは、その意味がない。ただ、解決しようにも疲れたという感覚を他人に伝えるってのは難しいな。ところでお前ら、たまに枝で打ち合って遊んでるみたいだが、それは１日に何回くらいやってるんだ？」

			「勝負は１日１回って決めてます」

			「なんで１回なんだ？」

			「だって何回もやったら、疲れない私が有利ですもん。勝負をつけるんだったら、ちゃんと公平な条件でやらないと」

			　遊び半分でも、２人のあいだにはしっかりとした約束事ができていた。

			「しかし、竜が相手なら疲れただのは関係ないだろ。こっちが疲れてようが怪(け)我(が)してようが、竜は関係なく襲ってくる。逆に竜が弱ってれば、こっちは容(よう)赦(しや)なく狩るだけだ。だったら疲れないってのも、実力のうちじゃないか？」

			　言われてみれば、そのとおりだと２人は思った。

			「それに、エルがどれくらいで動きが鈍(にぶ)くなるのか、疲れ果てるまで追いこんでやれば、ソフィアだってわかってくるはずだ。仲間の体力がわかれば、ソフィアも狩竜も焦(あせ)らなくて済むだろ？　結局、お前らはまだお互いを信頼しきれてないんだよ。それで、相手をかばうようなことをして、無駄に危険を冒(おか)すはめになる」

			　２人は真剣な表情でガイツの言葉に聞きいっていた。理力も体力も自分たちのほうが上かもしれないが、ガイツの経験と知識がなければ、こんなに早く昇段はできていなかったことを改めて思いしらされた。

			「そろそろ寒くなってきたからな、依頼数もぐっと減ってくると思う。しばらくは鍛(たん)錬(れん)に時間を割いて、緊急の依頼でもないかぎりは、狩竜に出るのは５日に１回にするぞ。余裕でこなせる依頼を受けるより、鍛(たん)錬(れん)のほうがずっときついはずだ、覚悟しとけよ」

			　20段への到達も、視野に入ってきている。南方遠征団の夢が、現実的な目標として見えてきていた。臨(のぞ)むところだと、２人の顔は引きしまる。

			「じゃあまずは、普段どんな鍛(たん)錬(れん)を積んでいたのかを見てみたい。いつも通りに、その打ち合いをやってみろ。ただし、勝敗がついても俺がいいというまで連戦だ」

			　ここ１ヶ月は、ほぼ休みなく狩竜に出ていたので、久しぶりの対戦だった。

			　ガイツは合図でもしたほうがいいのかと思ったが、そんな必要はなかった。枝を拾って向きあった瞬間から、２人の戦いは始まった。

			　エルが左から飛びかかり、ソフィアがそれを受けとめる。それを皮切りに、枝が激しくぶつかり合う。

			　エルはソフィアの攻撃を封じるために、自分が左に回って攻撃を仕掛ける。ソフィアは器用にそれを防ぎながら、少しずつ後退する。ただ退がるのではなく、ソフィアは体を入れ替える隙をうかがっていた。

			　しかし、エルの攻撃が止まず、少しだけソフィアが焦(あせ)る。

			　そこで、武器は枝だけではないとばかりに、ソフィアはしゃがみこんで足を出す。エルの左足に、自分の足を引っかけにいったのだ。しかし、それを見切っていたエルに、あっさりとかわされてしまう。エルの枝が、ソフィアの真上から襲いかかる。

			　ソフィアはそれを自分の枝で防ぐが、低い位置に体があったので、衝撃を後ろにそらすことができなかった。枝の真ん中でまともに受けてしまい、ソフィアの枝に裂け目が入る。

			　そこまで来ると、勝負ありだ。エルがもう１度、軽く枝を振りおろすと、ソフィアの枝が真っ二つに割れた。

			「あああ、もう！　焦(あせ)るんじゃなかった。最近、いっつもこうだ」

			　ソフィアの後(こう)悔(かい)の言葉が、森の中に響(ひび)いた。

			「ほら、次だ次。まだまだやれるだろ」

			　ガイツにうながされ、２人は再び枝を拾った。

			　いつもどおりの涼しげな顔で２人を見ていたガイツだが、内心はかなり驚いていた。予想外に容(よう)赦(しや)のない攻防で、とても遊びの延長とは思えなかったからだ。

			　この日、ソフィアとエルの勝負は３勝４敗。３つエルが勝ったあとに、４つ続けてソフィアが勝った。疲れてからはソフィアが圧倒的だ。

			　途中から負け続けたエルの悔(くや)しそうな表情を見て、ガイツはこれが狙(ねら)いだとほくそ笑む。最近は随(ずい)分(ぶん)と仲の良い２人だが、競ってこそ２人でいる意味は大きいと思っている。

			「よし、準備運動はこんなもんだな。じゃあ俺も混ざってやるぞ。といっても、俺らは人を相手に戦うわけじゃないからな。今度はちゃんと、竜を想定しながらの鍛(たん)錬(れん)だ」

			　対人戦をやられたら、自分は一瞬で２人に負ける。ガイツはそれを理解して、２人を戦わせながら技を磨(みが)かせることにした。

			　南に行くために、３人とも極限まで体を追いこむ鍛(たん)錬(れん)が始まった。

			　夕方、依頼をこなすよりも、はるかに疲れきった顔で、３人は宿へと帰る。ソフィアも常に理力と筋力を目一杯使い続け、ぐったりするまで自分を追いこむことができた。

			　実際に戦えば、エルもソフィアもガイツには負けようがないが、きちんとした技術を理屈立てて教えてくれる存在はありがたかった。ここまで力任せでなんとかなっていた２人だが、まだまだ未熟なことを思い知る。

			　しかし、それは同時に、まだまだ強くなれることを意味していた。

			　そして宿に帰りついたガイツは、早くも後(こう)悔(かい)していた。２人を相手に、自分の体力が持つわけがなかった。

			　なぜ、狩竜は５日に１回などと、馬鹿なことを言ってしまったのか。４日続けての鍛(たん)錬(れん)なのに、１日目でこの調子だと死ぬかもしれない。そんなことを考えながら、ガイツはベッドに倒れこむ。

			　それでも、年長者として偉そうなことを言った意地があった。初日で自分が音を上げるわけにはいかない。

			　結局、次の日も、その次の日も、膝(ひざ)が笑っていても顔だけは冷静な表情を作り、ガイツと２人は鍛(たん)錬(れん)を積んでいった。２人を鍛(きた)えるという名目で、ガイツ自身が誰より鍛(きた)えられていったのだった。

			「やっぱりガイツさんってすごいよね」

			「うん、やっぱり段位が上の人って違う。僕もけっこうつらいのに、平気そうな顔してる」

			「そうよね。ガイツさんのこと、最近ちょっと見くびってたかも。20段最年少到達者ってのは、伊達じゃないわ」

			　連日、残りかすのような理力をかき集め、痛む自分の体に治(ち)癒(ゆ)をかけているガイツに、２人は気づいていなかった。

			　

			　鍛(たん)錬(れん)に集中するようになって10日。

			　依頼を受けようにも、竜の出現が少なくなっていたおかげで３人の鍛(たん)錬(れん)は休みなく続けられていた。

			　自分の限界を見極めるのは本当に難しいことだと、改めてガイツは思っていた。最初は死ぬ思いで２人を相手に鍛(たん)錬(れん)を積んでいたが、いつの間にか体がそれに慣れている。

			　協会付きをやっているときは、緊急時に備えることが多く、頻(ひん)繁(ぱん)に狩竜に出ることはなかった。なにもしなければ、体力も腕も落ちてしまう。ガイツもそれはわかっていたので、衰えないように努力はしていたつもりだった。

			　しかし、いくら自分に厳しくしようとしても、１人では甘えがあったのだろうとガイツは反省した。

			　しかし、つらいことはつらい。本音としては、休みたかった。なぜ、この２人はこんなに元気なのかと、ガイツは恨(うら)めしい気持ちになる。ソフィアが元気なのはまだ許せるが、エルも元気いっぱいだ。むしろ、追いこまれる鍛(たん)錬(れん)を楽しんでいるくらいだった。

			　疲れすぎてはいけないから休みを入れようというガイツの提案に、２人は即答で大丈夫だと言いきった。そんな気を遣ってくれなくてもいいと、元気に答える。少しは気を遣ってほしいと、ガイツは思った。

			　ガイツはどうか依頼がありますようにと、普段はまったく信じていない神に祈(いの)りを捧(ささ)げながら、協会へと向かう。もし依頼がなければ、まだまだ元気な２人に付き合わなければならない。

			　人々を脅(おびや)かす竜の出現を祈(いの)るなど、人として間違っている。そうわかってはいても、つい願わずにはいられなかった。

			　12月と１月。雪の降る季節は、竜も一気に大人しくなる。普段ほとんど休みなく働く狩竜人(かりゆうど)たちも、冬は夏の疲れを癒(いや)すために、長い休暇を取る者が多い。

			　年中無休で戦い続ける狩竜人(かりゆうど)は、南のハイウェスラルにいる者たちか、まだ低段位のひよっこ狩竜人(かりゆうど)ばかりだ。

			　ハイウェスラルは温(おん)暖(だん)な気候のせいで、竜種が活動を止めてくれない。つまり、狩竜人(かりゆうど)も働かなければならない。

			　そしてひよっこたちは、他の狩竜人(かりゆうど)が休んでいて依頼が回ってきやすい冬なら、経験を積みやすくなる。寒くなると大型ほど活動が鈍(にぶ)くなるので、危険度がぐっと低くなるという理由もあった。

			　小型竜の狩竜依頼が多くなる冬は、ひよっこたちが経験を積める絶好の機会だ。経験のある狩竜人(かりゆうど)は、それがわかっているので、冬は未熟な者に依頼を譲る。

			　この年のレズレン近辺では、普段よりも早い時期に、竜種の活動が鳴りを潜(ひそ)めていた。まだ10月の終わりだというのに、依頼数はかなり少なく、協会職員によれば、例年の半分もないという話だった。

			　レズレンにいる狩竜人(かりゆうど)は、中段位以上ばかり。もともと懐(ふところ)に余裕のある者が多く、特に問題になってないが、他の街や村では依頼の奪い合いになっていたかもしれない。

			「うん、これは間違いなく暇(ひま)そうですね。よし、じゃあ今日も特訓ですね！」

			　ソフィアは協会内を見渡し、嬉しそうに言った。

			　ガイツの祈(いの)りもむなしく、早朝の協会だというのに閑(かん)古(こ)鳥(どり)が鳴いていた。職員もまったく慌てておらず、明らかに暇(ひま)そうにしている狩竜人(かりゆうど)が何人もいる。

			　やはり神など信じない。ガイツはそう思った。

			　早速協会を出て鍛(たん)錬(れん)の場所に移動しようとする２人と、せめて窓口に行って依頼の有無くらいは確認したいガイツに、顔見知りの狩竜人(かりゆうど)が声をかけた。

			「ようお前さんたち、ここんとこ見なかったな」

			　普段から陽気なラグレスだが、この日はいつも以上に朗(ほが)らかな顔をしていた。

			「おはようございます、ラグレスさん。最近は僕たちずっと、鍛(たん)錬(れん)ばっかりだったんです。たまには依頼をと思って来たんですけど……でも、やっぱり暇(ひま)そうですね」

			「ああ、すげえ暇(ひま)でな。ちょっと暇(ひま)すぎるくらいなんだ。協会もおかしいってんで、調査に力を入れてる。でもちょうど良かったぜ。お前ら、依頼を受ける気があるんなら、今日は俺と組まないか？　調査の依頼で、山奥まで行くのが１つ残ってるんだが、野宿覚悟の仕事で人気がないんだわ。今日はユニスがいなくて１人だし、レイダークの頻(ひん)出(しゆつ)区域だからな。誰かいないかと探してたんだよ」

			　イリシアでは竜種に侵(しん)攻(こう)されて以来、神を信じる者が少なくなっていた。祈(いの)って竜種が減るのであれば、いくらでも祈(いの)るが、神に手を合わせても助けてはくれない。

			　しかし、ガイツは神を少しだけ信じる気になった。

			「もちろんです！　行きましょう、ぜひ、すぐに！」

			「でも調査の仕事なら、土(と)地(ち)勘(かん)のある人がいいんじゃないですか？　私は特訓の続きでも……」

			　最近ソフィアは強くなれていることを日々実感していた。エル同様に、きつい鍛(たん)錬(れん)でも楽しかったのだ。

			「なにを言ってるんだ、調査は大事な仕事だぞ。それに地理に詳しくないなら、把(は)握(あく)しておくのも狩竜人(かりゆうど)の仕事だと言っただろう」

			　調査の仕事は、報(ほう)酬(しゆう)が安いわりに長時間労働なため、あまり人気がない。

			　それに遠くまでとなると、土(と)地(ち)勘(かん)も必要になってくる。そして危険区域にも足を運ぶとなれば、自然と受けられる狩竜人(かりゆうど)は限られてしまう。

			　なので協会付きの狩竜人(かりゆうど)が請(う)け負うことが多いが、今はさまざまな場所で調査をする必要があった。とても協会付きだけでは、手が足りない状況だ。

			「どうする？　まあ、金になる依頼でもないからな。嫌なら他を当たるが」

			「行きます！」

			「お、おう……なら頼むわ。じゃあエルとソフィアは、野営の支度をしてきてくれ。俺とガイツで依頼は受けとくから。調査だし急ぐことはねえから、忘れもんがないようにな」

			　異常に意気込むガイツを不(ふ)審(しん)に思いつつ、ラグレスとしては強い狩竜人(かりゆうど)と組めたことがありがたかった。

			　陽気な狩竜人(かりゆうど)と白(はく)緋(び)の女神は、レズレン山脈を目指して村を発った。

			　

			　山の空気は、少し冷たくなっていた。ただ、動いていればそれも気にならない程度だ。夏は終わったが、まだ雪の季節には遠い。４人の狩竜人(かりゆうど)は、例年よりも竜の少ない原因を探るため、村から北東に位置する山道を登りはじめた。

			「今日はユニスさんはお休みなんですか？」

			「いや、休みっつうかな。実は……狩竜人(かりゆうど)は引退かもしれん」

			　ラグレスの唐(とう)突(とつ)な言葉に、３人は驚く。

			「えええ！　なんで、なんでですか!?　もったいないじゃないですか。強い女性狩竜人(かりゆうど)って少ないから、私だけじゃなく、ユニスさんに憧(あこが)れてる子はたくさんいるのに……」

			　特にソフィアは、驚きと戸(と)惑(まど)いの声を上げる。同じ女性として、有名な戦団で活躍しているユニスは、心強く頼もしい存在だ。

			「うーん……まだそう決めたわけじゃねえみたいだが、本人は多分そう考えてるな。どっちにしろ、しばらくは動けん」

			「まさか、病気とか怪(け)我(が)とかですか？　この前会ったときは、元気そうだったのに」

			「いや、確かにつらそうにしてるが、体が悪いわけじゃないんだ。そのな……これなんだよ」

			　ラグレスは照れくさそうに頭をかくと、両手を使って腹の前で小さく半円を描いた。ソフィアとガイツは、その仕草を見て笑顔になる。

			　しかし、エルはなんのことなのか、まったくわかっていない様子だ。

			「俺ら２人とも30過ぎになっちまって、半分諦(あきら)めてたんだけどな。久々に地元に帰ってきたら、急にできちまったんだ。やっぱり、故郷の水が合うってやつなのかね」

			「うわあ、おめでとうございます！　帰ったら私、ユニスさんのとこに遊びに行ってもいいですか？」

			「おう、どんどん来てくれ。病気でも怪(け)我(が)でもないのに、ただつらくて動けないってのは、気が滅(め)入(い)るみたいでな。最近は苛(いら)々(いら)してるときも多いんだ。ソフィアが遊びに来てくれれば気も紛(まぎ)れるだろうし、いつでも話し相手になってやってくれ」

			　ガイツも祝いの言葉を述べ、父親になるんですねと言ったところで、ようやくエルはユニスが身(み)籠(ごも)ったことに気づいた。

			「たまたまレズレンが人手不足ってんで来たんだが、銀の鍵はハイウェスラル中心だし戦団は抜けることになるだろうな。狩竜人(かりゆうど)ばっかであんまり綺(き)麗(れい)な村じゃねえが、子ども育てるにゃあ、やっぱり故郷のほうがいい」

			　銀の鍵を抜けることは残念がっていたが、ラグレスの顔は嬉しさに満ちていた。

			「じゃあ、レズレンで新しく戦団を探すんですか？」

			「ああ、そうなると思う。今まで２人で稼(かせ)いでたが、こっからは俺が家族３人養ってかねえとな」

			　そしてラグレスは笑いながら、死ねなくなった、と口にした。

			　狩竜人(かりゆうど)にとって、死は決して遠い存在ではない。先日も狩竜人(かりゆうど)が１人、レイダークに食われて死んだばかりだ。常にその身を危険にさらしながら、日々狩竜に出ている。

			　どんなに強く経験のある者でも、死ぬときは死ぬ。死んだ狩竜人(かりゆうど)を弔(とむら)う気持ちは皆持っているが、それを気にしすぎると狩竜に影響が出てしまう。仲間の死は、あまり口にしすぎないのが狩竜人(かりゆうど)の暗(あん)黙(もく)の掟(おきて)だった。

			　誰かが死ねば、悲しみに暮れる時間くらいは欲しい。

			　しかし、そんな暇(ひま)を与えてくれないのが、竜の棲(す)まうイリシアという大地だった。

			　村の北東の山道は、細く険しい道が続いていた。普段は滅(めつ)多(た)に人が入らない場所なので踏(ふ)みしめられた広い道がないのだ。ただ道が細いだけに、かなり先の開けた場所までは、大型竜が潜(ひそ)んでいる心配はなかった。

			　この辺りは大型竜がいないおかげで、小型竜の棲(すみ)家(か)になってしまうことが多いはずだった。しかし、その影が見当たらない。道中、１頭の竜にも出くわさないことを不思議に思いながら、４人は進んでいた。

			「やっぱりおかしいな、こりゃ嫌な感じがする」

			　山の深くまで分け入っていくうちに、ラグレスの顔から陽気さが薄れていく。

			「これって……８年前と」

			　そして、エルの表情も暗かった。

			「そうか、エルは当事者だから知ってるか。状況は似てるかもしれんな」

			「８年前って、大竜災ですか？」

			　ソフィアの質問に、ラグレスとエルがうなずく。

			「あんとき俺は、ハイウェスラルにいたから人から聞いた話でしかないが。８年前にも、まったく竜が出なくなった時期があって、それから信じられない数のレイダークが束(たば)になって現れたんだ。季節もちょうど、今頃の話だ」

			　８年前にも依頼の数がぐっと減った時期があり、その当時、レズレンにいた狩竜人(かりゆうど)たちには油断があった。

			　例年よりも早めに冬が到来したのか、もしくは、ついに人々の努力が実り、レズレン周辺の竜が減るまでに至ったか。そう思ってしまっていた。

			　それが、大きな被害に発展してしまった要因でもある。

			　当時は竜が少なくなったのだから、レズレンより東に、新たな人の拠点を作るべき、そんな提案まで出されていた。

			　山脈の向こうには、肥(ひ)沃(よく)な平地が広がっていることはわかっていた。レズレンより東も、６００年前までは人の住んでいた場所だった。そこを人の手に取り戻す計画を、そろそろ立ててもいいのではないか。８年前、国と協会はそんなことまで考えていた。

			　イリシアでは、人の数に対して土地が足りない。主に穀(こく)物(もつ)を育てる広い土地が、かなり不足していた。

			　現在のところは、イリシアにしか棲(す)んでいない竜種の素材が高く売れるおかげで、西の大陸から大量に穀(こく)物(もつ)を買えているので、問題は起こってないように見える。

			　しかし、食糧は自国で生産ができるに越したことはない。西の大陸で大(だい)飢(き)饉(きん)でも起きたら、まずイリシアの人々が飢(う)えてしまう。竜から土地を取り戻すということが、イリシアの誰もが持つ大きな願いだ。

			「レズレンも竜に怯(おび)えずに暮らせる土地になったと、皆が喜んでた矢先のことだったんだ、８年前の大竜災は」

			　そう言いながら、エルの顔は曇(くも)る。ソフィアはそれを見て、わざと明るい声を出した。

			「じゃあ今みたいに、私たちが暇(ひま)な状況が逆に怖いってことね。でも、前回の反省を活かして今度は誰も油断してないんだし、なにが出てきても大丈夫でしょ」

			「ああ、ソフィアの言うとおりだ。レイダークの群れなんて、来ないほうがいい。もし来ても、８年前みたいなことにはならんはずだ。協会もこうして調査に万全を期してるし、大丈夫だ」

			　今はもう、力のない子どもではない。自分が狩竜人(かりゆうど)であることが、エルは嬉しかった。

			　

			　野宿を挟んでの２日間。４人が出会った竜は、黄(こう)牙(が)竜(りゆう)シュブイールのみだった。それも多数で群れるはずのシュブイールが、わずか３頭だけ。餌(えさ)が取れないのか、最初から弱ってすらいた。

			「お疲れ様でした。やはり、なにかしら東で異常が起きてるようですね」

			　職員の男性は４人の報告を受けて、深刻そうな顔をする。他の方角に調査に向かっていた狩竜人(かりゆうど)の報告でも、これまでに例がない状況が多かったと、職員は教えてくれた。

			　白(はく)爪(そう)竜(りゆう)リグトンが３頭だけ、六(ろつ)角(かく)竜(りゆう)アングイールが２頭だけなど、やはり普段より数が少なく、弱っている群ればかりだったという。

			「やっぱり、８年前と状況が似てるんですか？」

			「ええ、ただ８年前のような事態は、レズレンでもあの１回かぎりのことですからね。推測しかできないんです。竜種の数が異常に減ったこととの因(いん)果(が)関係も、はっきりしていません。なので皆さんには万全の状態で狩竜に備えてください、としか今のところは言えないですね。申し訳ない」

			　いくらレズレンの狩竜人(かりゆうど)が粒(つぶ)揃(ぞろ)いでも、対応できる事態には限界がある。協会職員も８年前のようなことが起こらないよう、情報集めに必死になっていた。

			　

			　翌日。職員の狩竜に備えてほしいという言葉を受けて、ガイツの休もうという提案はようやく２人に受けいれられた。

			　宿で寝るというガイツは置いて、ソフィアとエルは、早速ラグレスとユニス夫妻の家を訪ねることにした。

			「やっぱ妊(にん)婦(ぷ)さんだし、栄養のある食べ物がいいのかな？」

			　なにか土産(みやげ)を買っていこうと、２人は露店を見てまわる。

			「エルの場合は妊(にん)婦(ぷ)さんとか関係なく、食べ物しか頭にないでしょうが。ここは同じ女性に任せなさい。妊(にん)婦(ぷ)さんって匂いがきつかったりすると、気分が悪くなる人も多いんだって。嫌になる匂いは人それぞれだし、食べ物を選ぶのは難しいのよ」

			　値段を気にしないことを除けば、ソフィアは買い物上手だった。時間を潰せそうな本や、妊(にん)婦(ぷ)でも楽に着られそうな服を選んでいく。

			　エルには思いもつかない選択なので、感心しながらソフィアの買い物を眺めていた。本も服も、金に糸目をつけずに購入されていく。

			　

			「いらっしゃい、よく来てくれたわね。もう暇(ひま)で暇(ひま)でしょうがなかったの。旦那の顔も見(み)飽(あ)きたし」

			　ラグレスとユニスは、渡された土産(みやげ)の値段を想像してちょっと顔が引きつりながらも、２人の訪問を歓迎した。

			　本も服も、普通の金(きん)銭(せん)感覚なら、気軽に土産(みやげ)ですと渡せない代物だった。

			　ユニスは凛(り)々(り)しく美しい顔から、優しく美しい顔になっていた。驚くほどはっきりとわかる顔つきの変化に、ソフィアは胸が高鳴る。それは同じ女性として、少しだけ自分の未来を想像してしまったせいだった。

			　小さい頃に狩竜人(かりゆうど)に憧(あこが)れるようになって以来、ソフィアはそのことばかりを考えて育ってきた。狩竜人(かりゆうど)になってからも、南に行く夢以外のことは、あまり考えてこなかった。

			　容姿だけは人並みに気にするソフィアだが、同じ年頃の若い女性よりも女らしさを意識はしていなかった。

			　いつから自分を強く女だと思うようになったのか。答えは簡単に出そうだったが、その点について、彼女は臆(おく)病(びよう)だった。まだまだ早いと苦笑いをして、想いにそっと蓋(ふた)をする。

			　ユニスは本当に暇(ひま)を持て余していたらしく、ソフィアとの会話が盛りあがる。

			「やっぱり狩竜人(かりゆうど)は辞めちゃうんですか？　あ……無理してでも続けてほしいとかじゃないんですけど」

			「そうね、多分だけど、そうなるわね。もともとは、子どもができても続けるつもりだったんだけど、実際そうなってみると無理だってわかったの。女の狩竜人(かりゆうど)が少ない理由も、初めてちゃんと理解できた気がするわ」

			　ユニスはそう言うと、まだ妊(にん)婦(ぷ)だとはわからない腹に、そっと手を置いた。

			「お腹に赤ちゃんがいるとね、女って弱くなっちゃうの。自分の命だけじゃないって思うと、意識しなくても、自然と危険を避けちゃうのよ。だから、竜を相手に戦うのは厳しいわ。今まで前に踏(ふ)み出してたところで、怖(おじ)気(け)づいちゃうかもしれない。それだと、逆に危ないものね」

			「でもそれって、弱くなったんじゃないんですよ。お母さんだから当然ですよね」

			「ええ。もし子どもに危険が迫ったら、逆に今まで以上に強く戦える自信もあるわね。赤ちゃんのためなら、なんだってできちゃう気がする。自分でも不思議な感じがするわ。ちょっとだけ、狩竜人(かりゆうど)に未練もあるけどね。せっかくここまで頑張って、段位も上げてきたから」

			　そう言いながらも、ユニスの顔に未練はなかった。勇ましい女狩竜人(かりゆうど)の顔ではなく、すでに子を想う母親の顔になっている。

			　優しい笑みを見て自分の母親のことを思いだし、ソフィアのこころは温かくなった。
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			　その頃男２人は、真剣に料理をしていた。野営をする狩竜人(かりゆうど)たちは、男でもある程度料理ができる者が多い。特にエルは、なかなかの腕前だった。

			「あ、ラグレスさん、そっちの魚は塩と一緒に胡(こ)椒(しよう)も多めに振っておいてください。油はのってるけど臭みのある魚なので、胡(こ)椒(しよう)のあるなしで味が全然違ってきますから」

			　ラグレスはあまり料理が得意ではなく、大(おお)雑(ざつ)把(ぱ)なものしか作れないので、エルの指示はありがたかった。海から距(きよ)離(り)があるレズレンで塩や胡(こ)椒(しよう)は安くないが、そこは狩竜人(かりゆうど)の稼(かせ)ぎだ。ラグレスは惜(お)しみなく塩胡(こ)椒(しよう)を使う。

			「了解だ。野宿のときも思ったが、お前意外と使える奴だな。料理、好きなのか？」

			「そういうわけじゃなかったんですが……ソフィアと出会ってからですね、細かいことを気にするようになったのは。ソフィアは金持ちだったせいか、味にうるさいんです。野宿のときでも、手を抜くと怒られるんで」

			「そうか……お前、苦労しそうだな」

			　ソフィアはとても魅(み)力(りよく)的な少女だと、ラグレスは思っている。そして、ラグレス自身が、とても魅(み)力(りよく)的な少女だった狩竜人(かりゆうど)を射止めて結婚した。そのために、苦労も知っている。

			　美人は性格が良い女性が多いとラグレスは思っているが、美人相手は特有の苦労があるとも思っていた。

			　しっかりとした昼食を取る習慣がない狩竜人(かりゆうど)たちだが、今は妊(にん)婦(ぷ)のユニスがいる。ラグレス家の卓上には、昼から豪華な食事が並んだ。

			「そうだ、お前らそのうち、ハイウェスラルに行くんだろ？」

			「はい。いつになるかわからないんですが、僕たちが20段になったらって考えてます」

			「それなら、多分すぐね。こう言っちゃあれだけど、ちょっと２人とも異常だもの」

			「そうなんですかね？　ガイツさんには、まだまだ駄目だって感じで、毎日しごかれてますけど」

			「ガイツは意外と厳しそうっていうか、堅(かた)物(ぶつ)な男だよな。最初見たときは、すかした野郎かと思ったが、ありゃすかしてるんじゃなくて、真面目すぎるって感じだな」

			「そうなんですよ！　ガイツさんって、あんな顔して暑苦しいんですよね。熱血って感じなんです。あ、そうだ。赤ちゃんの名前って、もう考えてあるんですか？」

			「まだ早いわよ。でも、考えてはいるわね。全然決まりそうにないけど」

			「正直、いくら考えても決まる気がしねえんだ。悩めば悩むほど、候(こう)補(ほ)は多くなってくるしな。いっそ、勢いで付けたほうがいいかもしれん」

			「だめよ、ちゃんと考えないと。名前って生きてく中で、人から１番多く言われる言葉になるんだから」

			　新たな命を迎えることを、夫婦は心の底から喜んでいた。それがソフィアとエルにも伝わってきて、気恥ずかしくなるほどだった。

			　しかし、４人が楽しい食事を終えた頃、レズレンの村に鐘(かね)の音が鳴り響(ひび)いた。

			　１つ、２つ、３つ、４つ、５つ。

			　鐘(かね)が速い間(かん)隔(かく)で、連続して５つ。そして少し間が空き、また５つ。それが繰りかえされる。

			　狩竜人(かりゆうど)だけを緊急招集する合図は、ずっと連続した鐘(かね)の音だ。それとは違う種類の鐘(かね)。

			　それは狩竜人(かりゆうど)の招集とともに、すべての住民への避(ひ)難(なん)命令を意味していた。

			　イリシアでは、最も聞きたくない種類の鐘(かね)だ。しかし、狩竜人(かりゆうど)は常に冷静でなければならない。鐘(かね)が聞こえた瞬間に、４人は顔を引き締めて立ちあがる。

			「じゃあ、ちょっと行ってくら。ユニスは気をつけて避(ひ)難(なん)しろよ」

			　陽気さは失わないままに、夫は妻に挨(あい)拶(さつ)をする。狩竜人(かりゆうど)は、守る者がいて初めて竜に立ち向かえる。守る者が１つ増えたラグレスの顔は、誰よりも頼もしいものだった。

			「うん、行ってらっしゃい、無事に帰ってきてね。もちろん、ソフィアとエル君も」

			　鐘(かね)の音を聞き、少しだけ狩竜人(かりゆうど)の顔に戻ったユニスだが、すぐにまた母親の顔に戻る。今は他の住民とともに、避(ひ)難(なん)するのが自分の役目だとわかっている。

			「あったりめえだ。お前と子どもを残して、死ねるわけがねえだろ」

			　父親は優しく微笑(ほほえ)むと、最愛の人に軽く口付けをする。夫婦なのだから恥ずかしいことではない。人前でしてもおかしくない軽いものだったが、２人の若い狩竜人(かりゆうど)はそれを見て顔を真っ赤にした。それは、いろいろなことを想像してしまったせいだった。

			　お互いに、その真っ赤な顔を見られないようにしながら、準備のために宿に走った。

			　

			　レズレンに住む人たちは、誰しもそれなりの覚悟を持っている。鐘(かね)が鳴って慌てるのが、１番まずいことだとわかっている。粛(しゆく)々(しゆく)と避(ひ)難(なん)の準備をする人たちの横を、狩竜人(かりゆうど)たちが協会へと急ぐ。

			「ガイツ、説明はまだか」

			　宿が協会に近いため、３人よりも先にガイツは着いていた。

			「まだですね。ちらっと耳にした話だと、レイダーク複数のようですが……」

			　協会職員の説明がガイツの言葉の途中で始まった。

			「狩竜人(かりゆうど)の皆さん、鐘(かね)の招集はレイダークです。確認されている数は、現在のところ８頭。村から真東の方向から接近しています。少し発見が遅れましたが、まだ村までは距(きよ)離(り)があるはずです。人食いの可能性は低く、皆さんなら充分に対応できると思われます。ですので、落ちついて指示に従ってください」

			　その説明を聞き、狩竜人(かりゆうど)たちは少し安(あん)堵(ど)する。普段、群れで動かないレイダークが８頭というのは確かに脅(きよう)威(い)だ。しかし、人食いになっていないかぎり、８頭でもやりようはある。多くの狩竜人(かりゆうど)は、そう思っていた。

			　ただ、村から真東はかなり切り立った山であり、そこから大型竜が現れることはないはずだった。来るとしたら、山を迂(う)回(かい)して北東か南東からだ。なぜ、大型が通るような道がない真東から来たのか、そこは誰もが疑問であり、不安だった。

			「ではまず、直接向かってもらう狩竜人(かりゆうど)の名前を読み上げます。まずは、戦団ドルブンの総員。続いて……」

			　名前が挙がった狩竜人(かりゆうど)は、総勢40名。その中にはラグレスやガイツ、そして、エルとソフィアの名前もあった。

		

	
		
			第４章　少年と少女は跳ぶ

			　

			「おい、なんであんな連中が入ってんだ？　ふざけてんのか！」

			　ドルブンの怒(ど)鳴(な)り声が響(ひび)く。白(はく)緋(び)の女神の名前。特に、ソフィアとエルの２人が入ってることが気に入らなかったのだ。

			　確かに２人は、他の狩竜人(かりゆうど)に比べると段位も実績も足りない。危険な狩竜に、１年目の狩竜人(かりゆうど)では力不足だと思われても仕方なかった。

			「あいつらは外せ。でねえと、俺が外れるぞ！」

			　協会側はラグレスやユニスといった、信頼の置ける狩竜人(かりゆうど)から２人の実力を聞いている。その腕を認めた上で、最善の人選をしたつもりだった。

			　狩竜人(かりゆうど)の意見を協会が取り入れることは、珍しくない。よくあることだ。しかし、今回は完全にドルブンの私(し)怨(えん)であり、言うことを聞くわけにはいかない。

			　協会支部長が出てきて説得に当たるが、ドルブンが素直に従うわけもなかった。

			「これだから指示だけ出す奴らってのは駄目なんだよ。命張ってる俺らを無視して、安全な場所から勝手に判断かよ。こんな弱そうなのが食われようが、俺は助けねえぞ。人食いが出て、村がどうなろうが知ったこっちゃねえ」

			　ドルブンは好き勝手にわめき散らしたあと、取り巻きの狩竜人(かりゆうど)に顎(あご)だけでついてこいと命令する。そして他の狩竜人(かりゆうど)を待つことなく、勝手に協会を飛びだした。

			「あんなの気にすんなよ。あいつは気に食わないことがありゃあ、いつもあんな感じだ。お前らの力は知ってるから、自信を持っていい」

			　ラグレスが苦笑いで２人に声をかける。しかし、ソフィアもエルも、元からそんなことを気にする余裕はなかった。

			　２人が今までに受けた依頼に比べ、今回は規(き)模(ぼ)が大きすぎた。自分たちが負ければ、村１つが壊(かい)滅(めつ)するような狩竜だ。失敗は許されない。

			　その責任の重さを噛(か)み締め、２人の顔は少し硬くなる。自分の強さに自信があるとしても、そこはまだ１年目。経験のなさが、必要以上に体を強張らせる。

			「なんだ、らしくないな。緊張してるのか？　まあでも、お前らは慎重すぎるくらいでちょうど良い」

			　ガイツもまだ若手と言える年齢だが、どこよりも厳しいハイウェスラルでの経験がある。緊張した面持ちの２人を見て、ガイツは大丈夫だという言葉の代わりに笑ってみせた。２人は頼もしい仲間に恵まれていることに感謝して、少し表情を緩(ゆる)めた。

			　

			　戦団ドルブン以外の狩竜人(かりゆうど)たちが、足並みを揃えて村の東に向かう。

			　厄(やつ)介(かい)なのは、８頭という数だ。１頭ずつ相手にできるなら、レズレンの中でも精鋭のみで構成された集団だ。皆自信があった。

			　しかし、大型竜を複数同時に相手取るというのは、困難極まりない。どうにかして分散させないと、犠(ぎ)牲(せい)者が出てしまう可能性が高かった。

			「俺がいま！　と叫んだら目をつぶって１秒数えてください。光球の扱(あつか)いについては絶対の自信があります」

			　道中、狩竜人(かりゆうど)たちが戦い方を話しあう。作戦の中心になったのはガイツだった。光球理力の使い手というのは、レズレンでも珍しい。それもガイツのように、連発が可能で高い精(せい)度(ど)を誇るとなると、相当に珍しく貴重な戦力だ。

			　熟(じゆく)練(れん)の狩竜人(かりゆうど)たちも、ガイツの言葉に耳を傾ける。

			「よし。じゃあ皆、ここはガイツの指示に確実に従ってくれ。光球を信じて、麻(ま)痺(ひ)矢の使いどころは慎重に見極めろ」

			　戦団ドルブンを除く30名の指揮を取るのは、50歳を越えた初老の狩竜人(かりゆうど)だった。

			　鋼の扉の団長ダンビスのように、地域で１番の実力者が先頭に立つことが好ましいが、レズレンで最も上の段位はドルブンだ。協調性に欠(か)けすぎており、大勢を束ねることなどとてもできない。

			　勝手に先を行くドルブンたちは話しあいの外だが、今は捨(す)ておくしかなかった。

			「お前らは知らねえだろうから、教えといたほうがいいな。ドルブンの取り巻き連中だがな、あいつらは本当なら、レズレンでやっていける腕じゃねえんだ。ボウガンの腕はそこそこだが、はっきり言って他はからっきし。危なっかしく思うかもしれんが、下手に助けようとするなよ。自分の命をまず大事にしろ」

			　ラグレスの忠告を聞き、白(はく)緋(び)の女神の３人は不安になる。

			　ソフィアとエルのことを不要な存在だと騒いでおきながら、自分の取り巻きを腕に見合わない戦いの場に駆(か)りだすことには頓(とん)着(ちやく)しない。ドルブンがなにも考えておらず、感情のままに判断している証拠だ。

			　そんな男と肩を並べて戦うのは不満だったが、迷っている暇(ひま)はなかった。

			　

			　村の東には、作物の育ちにくい乾いた荒野が広がっている。東の切り立った山々が近づいてきたところで、かすかに地面が揺れるのを狩竜人(かりゆうど)たちは感じとった。まだ竜の姿を視認することはできないが、遠くに砂(すな)煙(けむり)が上がっているのが、誰の目にも映る。

			「黒いな……本当にレイダークが群れてやがる」

			　誰かが吐き捨(す)てるように、そうつぶやく。かなりの速度で進んでいるらしい黒い塊(かたまり)が、徐々に近づいてくる。本来は深い緑色の鱗(うろこ)を持つレイダークが、黒く見える。それは生まれてから年月を重ねており、強い個体であることを意味していた。

			　大型竜を相手にする際に重要なのは、ボウガンの使いどころだ。竜が麻(ま)痺(ひ)毒の耐性を持つ前に、動きを止め確実にしとめなければならない。

			　しかし、８頭が相手では、思いどおりにことを運ぶのは難しい。成功も失敗も頭に入れて動かなければならない。

			「いいか、まずは分散させることだけ考えろ。攻撃に移るのはそれからだ！」

			　初老の狩竜人(かりゆうど)の指示に、皆がうなずく。

			　土(つち)煙(けむり)が、あっという間に狩竜人(かりゆうど)たちに接近する。ガイツの右手は、すでに準備が整っていた。

			「いま！」

			　放(はな)たれた光球が、レイダークの群れに向かって正確に飛んでいく。それは竜だけではなく、ドルブンたちに向けた合図でもあった。

			　光球は竜だけではなく、当然人の目もくらませてしまう。光球使いがいることを知らない者がいたままでは、ガイツも遠(えん)慮(りよ)なく戦えない。人格がどうであろうと、竜に食わせるわけにもいかないので、これを見て判断しろというガイツの挨(あい)拶(さつ)だ。

			「ぐははっ、あいつ光球使いかよ。じゃあ残りの２人は、へたれ確定だな」

			　ガイツの光球を見て、ドルブンは馬鹿笑いした。

			　光球という便利な技があれば、その仲間の受ける恩(おん)恵(けい)は絶大だ。頼れる狩竜人(かりゆうど)が仲間にいて、ソフィアとエルは実力以上に昇段したのだろう。そうでもないかぎり、１年目の狩竜人(かりゆうど)の名前がこの緊急事態に呼ばれるわけがない。ドルブンはそう思いこんだ。

			　この戦いが終わったら、あの気の強そうな女をどうしてやろうか。そんなことを考えて、大男の顔に下(げ)種(す)な笑いが浮かびあがる。

			　光球の効果は絶大だった。放(はな)った本人すら驚くほどに、１発の光にレイダークたちは混乱する。

			　普通なら目をつぶされた竜は、警戒して足を止め、その場で暴れたりすることが多い。

			　しかし、レイダークの群れは足を止めず、なぜか闇(やみ)雲(くも)に走りまわっていた。そのおかげで、炎(えん)竜(りゆう)の塊(かたまり)が少しずつばらけはじめる。

			「よし、いいぞ。左右に散って端から順にいけ！」

			　老狩竜人(かりゆうど)の指示が飛ぶ。そうなった理由はわからないが、好(こう)機(き)には違いない。狩竜人(かりゆうど)たちは左右に散り、レイダークを１頭ずつ引きつけるように走った。

			　レイダークたちの視界が回復してくると、目の前に現れた小さな生物に襲いかかってくる。しかし、レイダークは腹が減っているわけではないらしい。ただ邪魔者を殺すためだけに、狩竜人(かりゆうど)に牙(きば)をむくような襲いかたをしてきた。

			　そのうち１頭のレイダークが、群れから大きく離れだした。向かった先には、大斧を担いだ男。取り巻きの狩竜人(かりゆうど)たちが慌てふためく中、大男だけは冷静だった。

			「なに取り乱してんだ、麻(ま)痺(ひ)矢はどうした。とっととしやがれ！」

			　ドルブンの指示で、一斉に９つのボウガンから麻(ま)痺(ひ)矢が放(はな)たれる。そこからはドルブン１人の仕事だった。

			　大きな体で俊(しゆん)敏(びん)に動き、レイダークに深く斧(おの)を叩きこむ。斧(おの)は骨まで刃が届いたところでいったん止まるが、ドルブンはさらにそこから強引にねじこんだ。

			　普通の狩竜人(かりゆうど)は、硬い骨で武器が止まってしまったら、１度は引きぬく。どんなに硬く鋭い刃でも、勢いを失ってしまえば、竜の骨を断ち切ることはできないからだ。

			　しかし、ドルブンは違った。武器が骨で止まって肉にとらわれても、お構いなしで斧(おの)に力を込める。大男には高い理力が通った炎(えん)竜(りゆう)の体ですら、強引に切りさく力があった。

			　大型竜が麻(ま)痺(ひ)矢で動きを止めるのはわずか数秒。しかしそのあいだに、ドルブンは脚を切り落としてみせる。大量の血が噴きだし、地面が赤黒く染まる。

			　それでも、レイダークは戦意を失わない。立ち上がれないまま、狩竜人(かりゆうど)たちに向かって炎を扇(おうぎ)状(じよう)に吐きだす。ドルブンの取り巻きたちは背中を向けて逃げだすが、ドルブンは仲間たちに一(いち)瞥(べつ)もくれず、レイダークだけを見(み)据(す)えていた。

			　ドルブンは大斧を構え直し、再びそこに襲いかかる。今度は後ろから、尻尾(しつぽ)の根元に向かって大斧が振りおろされる。一撃で半ばまで切られた尻尾(しつぽ)は、次の一振りで完全に切り落とされた。

			　ドルブンは大量の返り血を浴びながら不敵に笑う。そして、まず１頭、とつぶやきながら、レイダークの頭を半分にかち割った。

			　大きな頭がぐしゃりとひしゃげ、竜がただの肉塊となる。

			　遠くからではあるが、エルは大男の戦いを見ていた。他のレイダークを引きつけるために走りまわりながら、目の端にとらえるだけだが、その戦いぶりに、思わず見(み)惚(ほ)れてしまう。

			　レイダークの体は硬い。骨はもちろん、その肉も高い理力が通っているせいで、簡単に刃は止められてしまう。そのレイダークを、ドルブンは力で潰した。麻(ま)痺(ひ)毒で動きが鈍(にぶ)っていたにしても。修復する暇(ひま)も与えずに仕留めきった。確かに、その強さは本物だとエルは思った。

			　ドルブンは戦いの興奮からか、楽しそうな笑みを浮かべていた。そして取り巻きの狩竜人(かりゆうど)たちを無視して、次の獲物を探しはじめる。人は竜より弱い生物だということを忘れてしまった大男は、次の獲物はどいつだと言わんばかりに、舌なめずりをしていた。
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			　他の狩竜人(かりゆうど)たちは、レイダークの分散をそれなりに成功させていた。ドルブンが狩ったレイダークを除き、残り７頭。そのうち４頭は、それぞれ他の竜から完全に離れた場所へ誘(ゆう)導(どう)できた。

			　炎を吐きながら広い範囲で攻撃してくるレイダークが、何頭も固まったまま動かれては手を出すことが難しい。分散させてから初めて、狩竜人(かりゆうど)たちは攻撃に移れた。

			　最も北側に誘いだされたレイダークを、ソフィアが狙(ねら)う。エルはまた、別のレイダークを相手にしている。２人は久しぶりに、別々の竜に相対していた。

			　いつも隣にいる狩竜人(かりゆうど)がいないことに、２人とも若干の不安を覚えるが、大型竜が複数相手ならば、別々に戦ったほうが効率的だという判断だった。ガイツの言葉を思いだしながら、しっかりと自分の役割を果たすべく武器を振る。

			　ソフィアは丁(てい)寧(ねい)な攻撃を繰りかえす。他の竜と引き離したからには、焦(あせ)ることはない。

			　他の狩竜人(かりゆうど)たちは、自分より経験豊富な者ばかりだ。麻(ま)痺(ひ)矢が放(はな)たれるまでじっくりと構え、自分に注意が向くようにレイダークの目の前を素早く細かく動きまわる。

			　レイダークの鱗(うろこ)と皮は硬い。落ちついて高い付(ふ)加(か)理力を麻(ま)痺(ひ)矢に込めなければ、肉まで毒が届かずに終わってしまうこともある。

			　麻(ま)痺(ひ)で動きを止める機会は、１度でも無駄にできない。ボウガンを装備した狩竜人(かりゆうど)たちはソフィアに注意が向くまで我慢して機を見計らっていた。

			「放(はな)て！」

			　狙(ねら)いすました麻(ま)痺(ひ)矢が、レイダークを襲う。深く刺さった矢の毒が、レイダークの動きを鈍(にぶ)らせる。

			　すぐさま、ソフィアが一気に飛びだし、レイダークの尻尾(しつぽ)にハルバードを振りおろす。そして返しの切りあげで、尻尾(しつぽ)の真ん中から切り飛ばした。

			「おおお！」

			　瞬く間に大量の血を奪った可(か)憐(れん)な少女。他の狩竜人(かりゆうど)たちが、歓声を上げる。

			　大型竜を相手にする場合、まず尻尾(しつぽ)を狙(ねら)うのは定跡だ。正面に立つよりは安全で、尻尾(しつぽ)を落とせれば血に通う理力を大量に奪えるからだ。

			　しかし、レイダークの尻尾(しつぽ)は太く、完全に切り落とすのは難しい。それをいとも簡単にやってのけたことに、周りの狩竜人(かりゆうど)は驚き、勇気づけられた。

			　動きだしたレイダークを、再び麻(ま)痺(ひ)矢が襲う。ソフィアに負けていられないと、狩竜人(かりゆうど)たちは持てる力をすべてレイダークにぶつけた。体中から血が流れ、竜は動きを鈍(にぶ)らせる。

			　３度目の麻(ま)痺(ひ)矢が放(はな)たれる前に、レイダークはゆっくりと巨体を地に横たえた。

			　

			　エルは我慢していた。自分が先陣を切ってしまっては、その力が発揮できない。ガイツの言葉を思いだしながら、他の狩竜人(かりゆうど)に充分注意が向くまでは後方に待機する。そして、麻(ま)痺(ひ)矢が放(はな)たれて動きが止まったところで、一気に飛びだした。

			　尻尾(しつぽ)は他の狩竜人(かりゆうど)に任せ、黒(こく)藍(らん)の長剣が前方から切りかかる。レイダークにかぎらず、竜の首は硬い。首を深く切りさければ多くの血を奪えることがわかっていても、最初からそこを狙(ねら)うのは愚(ぐ)策(さく)となる場合が多い。まだ竜の体に理力が満ちているうちに狙(ねら)っても、その硬さに刃が弾かれてしまうからだ。

			　しかし、エルの理力に応えて鋭さを増した黒(こく)藍(らん)の剣は、一刀で首の半分まで切りさいた。

			　人の体温より熱い竜の血が、エルに降りそそぐ。

			　まったく弱ってない状態のレイダークに、そんな攻撃を仕掛けるとは思っていなかったので、他の狩竜人(かりゆうど)たちは一瞬エルの行動に戸(と)惑(まど)ってしまう。

			　しかし、大量の血が噴きだすのを見て、狩竜人(かりゆうど)たちはすぐさま好(こう)機(き)であると判断した。修復が始まる前に、次の行動に移る。

			　黄(こう)牙(が)竜(りゆう)シュブイールの麻(ま)痺(ひ)毒は、竜に唯一有効な毒だ。しかし、その扱(あつか)いには気を遣わなければならない。外気にさらしたまま放置すると、効力は徐々に弱ってしまうのだ。矢に塗る際も、射つ寸前に手早く行わなければならない。

			　ただ、今はレズレンの精鋭が揃っている。熟(じゆく)練(れん)の狩竜人(かりゆうど)たちは、素早く矢に毒を仕込み、あっという間にボウガンに装(そう)填(てん)する、そして長剣を持った若い狩竜人(かりゆうど)を援(えん)護(ご)すべく、２度目の拘(こう)束(そく)をレイダークに与えた。

			　エルが再び、レイダークに襲いかかる。まだ修復の途中だった首の裂け目に、黒(こく)藍(らん)の刃が深く突き刺さる。硬い骨に当たり少しだけ剣先は鈍(にぶ)るが、エルはそれを押し切った。

			　焦(あせ)っては駄目だと教えられたばかりなのに、また自分は強引な戦い方をしてしまったかもしれない。そう反省しながら、エルは振りかえる。

			　その先には、炎(えん)竜(りゆう)の首が転がっていた。

			　

			　ほとんどの狩竜人(かりゆうど)が大きな危険を覚悟していたが、予想よりもはるかに狩竜は順調に進んでいた。しかし、すべてが上手くいっているわけではない。

			　ドルブンはすでに次のレイダークに向かっており、ソフィアたちとエルたちは合流して、また別のレイダークに向かっている。８頭いたうちの３頭はすでに仕留められ、すでに２頭も別々の場所で狩られようとしている。

			　ただ、残りの３頭がどうしても分散できていなかった。

			　12名の狩竜人(かりゆうど)たちが、必死に逃げながら分散を図ろうとしたが、どうにも離れてくれない。レイダークの体長は、人の10倍以上ある。重さなら、人の何十倍にもなる。巨体に追われる恐怖に耐えながら、麻(ま)痺(ひ)矢の使用は我慢して狩竜人(かりゆうど)たちは逃げ続けた。

			「いま！」

			　全力で走りながら、ガイツが器用に光球を放(はな)つ。光球がなければ、逃げることすら難しかっただろう。それでも、３頭は止まってくれない。目を潰されても、暴れ狂って突き進んでくる。

			　狩竜人(かりゆうど)たちは焦(あせ)っていた。攻撃をせずに逃げるだけなら、ガイツの光球があるかぎり問題はない。しかし、レズレンの村が近づいてきてしまったのだ。もちろん、狩竜人(かりゆうど)たちは違う方向に誘(ゆう)導(どう)するつもりだった。だが、竜の頭はどうしても西に向いてしまう。

			　狩竜人(かりゆうど)たちは皆、おかしいと感じはじめる。縄(なわ)張(ば)り意識が非常に強いレイダークだ。普段なら、嫌でも向こうから襲ってくる。それが今は、注意を引いてやらないと狩竜人(かりゆうど)たちを無視して村の方向に進んでしまう。

			　見張り台が見えてきたところで、狩竜人(かりゆうど)たちは我慢の限界に達する。これ以上村に近づけさせないために、攻撃に転じるしかなかった。

			「くそったれが、こっちに向けってんだ！」

			　独特の形状をした槍で、ラグレスが鱗(うろこ)と皮を切りさく。その槍はかなり幅広で、湾(わん)曲(きよく)した刃を持っていた。それは、竜の肉をさじですくい取るように攻撃するためだ。

			　少しでも肉をすくい取れれば、まっすぐ切りさくよりも修復に時間がかかる。上手く使うには技術も筋力も必要だが、より多くの血を奪える武器だ。

			　ラグレスの攻撃はレイダークの体に浅く入っただけだが、えぐられた傷の修復は時間がかかる。それが終わるまでに、見た目以上に多くの血を流させた。

			　進路を邪魔するだけではなく、ついに自分の血を奪いにきた小さな生物に、レイダークの怒りが向けられる。少しだけ開いた竜の口から、真っ赤な炎が広がった。

			「やべ！　うわあちち」

			　ラグレスは間一髪で、その場所から逃れる。

			　レイダークの炎は恐ろしい。高温のそれに巻かれれば、当然人は生きていられない。包まれるまでいかなくとも、吐かれた炎を直接体に受ければ、腕の良い治(ち)癒(ゆ)理力の使い手でも、完全に治すのは難しいほどにやけどの跡が残る。

			　それでも、自分と妻の大切な故郷だ。そして、生まれてくる子どもの故郷にもなるレズレンの村に、レイダークを招き入れるわけにはいかなかった。

			　ラグレスは多少のやけどなど気にも留めず、竜の血を少しでも奪おうと奮(ふん)戦(せん)する。それに他の狩竜人(かりゆうど)も続くが、やはり攻撃というほどの攻撃はできない。

			　１頭ずつ対処したいが、群れないはずのレイダークが、仲良く足を揃えてしまっている。特にそのうちの２頭は、番(つがい)なのかまったく離れようとしない。

			「こいつら、なんで止まらねえんだ！」

			　思わず誰かが叫ぶ。あまりにもおかしな状況だった。

			　危険を冒(おか)して攻撃をしても、レイダークは止まってくれない。狩竜人(かりゆうど)も必死だが、炎(えん)竜(りゆう)もまた、なにかに怯(おび)えて必死に逃げているかのようだった。たまたま通り道に、人という邪魔者がいただけ。そう狩竜人(かりゆうど)たちが感じるほど、不自然だった。

			「とにかく、このままじゃあまずい！　もう限界だ、ボウガン射つぞ！」

			　仕留めるときのために、麻(ま)痺(ひ)毒はあまり使いたくなかったが、そうも言っていられなかった。避(ひ)難(なん)が開始されているとはいえ、村人全員が村から離れるまでには時間がかかる。

			　竜は弱い者から襲う。レイダークたちが村人たちを見つけたら、本格的に狩竜人(かりゆうど)たちを無視して、そちらに向かってしまう可能性があった。

			　他の場所で戦っていた狩竜人(かりゆうど)たちは、すでに計５頭のレイダークを狩りおえている。ドルブンたち以外は、応援に駆(か)けつけようと全力で走っていたが、距(きよ)離(り)が離れてしまっている。レイダークたちを分散させるために、狩竜人(かりゆうど)たちが誘(ゆう)導(どう)したので当然だったが、応援を待っている余裕はない。

			　賭(か)けに出るしかなかった。

			「右端、１番でかいのを狙(ねら)え！」

			　狩竜人(かりゆうど)たちがボウガンを構える。１頭に狙(ねら)いが定められ、麻(ま)痺(ひ)矢が一斉に放(はな)たれた。

			　３頭同時に相手にするのは危険すぎるので、１頭だけでも足止めしてしまおうという作戦だ。１頭は応援に来る狩竜人(かりゆうど)を信じて、任せることにしてしまう。残りの２頭を引きつけながら、狩竜人(かりゆうど)たちは再び攻撃に転じる。

			「どうすんだ、おい。２頭でも厳しいもんは厳しいぞ！」

			　１頭ならば４、５人で対処できる腕前を皆が持っている。しかし、２頭なら単純に倍の数でとはいかなかった。数が倍なら、その脅(きよう)威(い)は何倍にも膨(ふく)れあがる。

			　片方に目を向けているうちに、もう片方に食われては意味がない。大型竜が複数で行動されると、とてつもなく厄(やつ)介(かい)だった。

			　すでに見張り台は通りすぎていた。レズレンの村が、狩竜人(かりゆうど)の視界に入ってくる。そこには、まだ人影が残っていた。人の目で見える距(きよ)離(り)なら、竜の目にも見える距(きよ)離(り)だということだ。

			　ガイツは連続して光球を放(はな)ち、視界を奪いにかかる。時間を稼(かせ)ぐつもりだった。しかし、ガイツの当ては外れてしまう。レイダークたちは急に歩みを緩(ゆる)め、光球が弾けた瞬間には、狩竜人(かりゆうど)たちとは別の方角を向いていた。

			　狩竜人(かりゆうど)たちの頭に、嫌な予感がよぎる。特にガイツは、以前にも同じような行動を取ったレイダークに遭(そう)遇(ぐう)している。弱き者を、竜の鼻が嗅ぎつけたのだ。

			　２頭の視線の先には、小さな人の子。なぜこんなところにいるのか。理由はわからなかったが、しかし考えている暇(ひま)はなかった。

			　イリシアでは、自分の命を大切にしない者は嫌われる。それは狩竜人(かりゆうど)であっても変わらない。自分の命を雑に扱(あつか)い、もし竜に食われたら、他の者にまで危険が及んでしまうからだ。それでも、幼(おさな)子(ご)が目の前で危機にさらされていては、我慢できないのも人の性(さが)だ。

			「うおおお！」

			　最初に子どもの存在に気づいたのは、ラグレスだった。自分に竜の目が向けられるように、決死の思いで２頭の前に飛びだす。

			　無(む)謀(ぼう)とも取れる勇(ゆう)敢(かん)さで、レイダークの正面から躍りかかった。１人くらいなら丸呑みにできそうな大口を開け、レイダークの凶悪な牙(きば)がラグレスに襲いかかる。

			「ラグレスさん、駄目だ！」

			　無(む)謀(ぼう)な行動に、ガイツは思わず叫ぶ。しかし、ラグレスとて有名な戦団に属する狩竜人(かりゆうど)だ。簡単にやられるようでは、レズレンやハイウェスラルで仕事はできない。

			　とっさのことでも、ラグレスは冷静だった。竜の唾(だ)液(えき)に触れるような距(きよ)離(り)だったが、凶悪な牙(きば)を寸前で避ける。そして、すれ違いざまに槍を突きだして竜の左眼をえぐった。ラグレスが必死に作ったその隙に、他の狩竜人(かりゆうど)が子どもを抱えて走りだす。

			「逃げろ、とにかく逃げろ！」

			　子どもを脇に抱えた狩竜人(かりゆうど)は、レイダークに背を向けて全力で駆(か)けた。近くに大型竜がいる中で、そこから目を離して背を向けるのは狩竜人(かりゆうど)でも恐怖を覚える。

			　しかし、他の狩竜人(かりゆうど)を信じて背中を任せるしかなかった。レイダークの視線はまだ子どもに向いている。ラグレスは再び注意を引くべく飛びかかった。

			「こっち向けってんだ、この野郎！」

			　大声で挑発するラグレスに、２頭のレイダークが同時に目を向ける。注意を引くことには成功したが、今度は当然ラグレスの命が危(あや)うくなる。それでも、近いうちに父親になる男は勇(ゆう)敢(かん)だった。２つの巨体が迫りくるが、今度は攻撃に転じることなくただ逃げることに専念する。

			　そこでガイツの放(はな)った光球が弾けた。２頭の視線がラグレスに集中していたおかげで、まとめて目を潰すことに成功する。

			「いいぞガイツ！」

			　子どもを抱えた狩竜人(かりゆうど)を除き、残りの11人は覚悟を決める。

			　どのみちここまで村に近づいてしまった以上、ここから先に行かせるわけにはいかなかった。危険な乱戦になることはわかっていても、ここで止めなければならない。それぞれが武器を強く握りしめ、レイダークに躍りかかる。

			　狩竜人(かりゆうど)の感じる恐怖は、死の恐怖だけではない。死ぬことよりも食われることへの恐怖が強い。この状況で、２頭のうち片方でも人食いになってしまったら、どんな結果になるかは明らかだった。食われる恐怖と戦いながら、狩竜人(かりゆうど)たちはレイダークの前に立つ。

			　相手は大型。人とは比べものにならない強大な理力を有しており、時間が経てば人のほうだけが疲れていく。弱らせるには、人が疲れて動けなくなる前に、血を奪うしかない。

			　竜の攻撃がかすりでもしたら、人の体では致(ち)命(めい)傷(しよう)になりかねない。それでも、狩竜人(かりゆうど)たちは攻撃を繰りかえす。巨体が無視できない程度には強い攻撃を、そして食われないように慎重に。

			　体力よりも理力よりも、心が削(けず)られる戦いだった。戦いの最中は、時の過ぎゆくのを実際の時間以上に長く感じるもの。まだわずかな時間しか経っていなかったが、肩で息をしはじめる者が増えてきた。

			　対してレイダークは、２頭ともにまったく弱った様子はない。すでにボウガンは何度も使っており、もう麻(ま)痺(ひ)毒は効いてくれなかった。ただ、粘(ねば)った意味は確実にあった。

			　白(はく)緋(び)のハルバードを持った少女が、気合の雄(お)叫(たけ)びとともに駆(か)けつける。

			「うりゃああ！」

			　一瞬にして戦況は変わった。体の柔(やわ)らかい少女は、普通なら間接がどうにかなりそうなほど体をひねり、渾(こん)身(しん)の一撃をレイダークに叩きこむ。

			　大きく切りさかれた炎(えん)竜(りゆう)の右脇腹から、血が噴きだした。それに黒い刃が続く。同じ箇所をさらに深く切りつけられ、レイダークがたたらを踏(ふ)む。

			　最初に応援に来たのは、ソフィアとエルだった。他の者も全力で走ってはいるが、まだ随(ずい)分(ぶん)と後方で距(きよ)離(り)がある。疲れを知らない少女についてこられるのは、相(あい)棒(ぼう)の少年くらいだった。

			　応援が来てくれた。それに気づいた狩竜人(かりゆうど)たちは前だけを向く。肩で息をしていた者も、少しだけ我慢して呼吸を止める。そして、一気に攻勢に出た。

			　１頭さえ仕留めてしまえば、あとはどうにでもなる。そう信じて、全員が全力で武器を振る。そして、その判断は正しかった。

			　１頭を倒し、残り１頭になってしまえば、あとは取り囲んで安全に狩竜を遂(すい)行(こう)するだけだ。並の狩竜人(かりゆうど)ばかりでは、そんなに上手くいかないだろうが、この場にいるのは選ばれた者のみ。ほとんどが25段以上の狩竜人(かりゆうど)で、好(こう)機(き)を逃すような者はいない。

			　一方的な虐(ぎやく)殺(さつ)だった。切り刻まれたレイダークが、悲鳴にも似たうなり声とともに崩れおちる。

			　最後の１頭を仕留めたのは、すでに村の入り口にさしかかった場所だった。

			　竜が完全に動かなくなったことを確認し、狩竜人(かりゆうど)たちは安(あん)堵(ど)のため息をつく。ここまでの被害者はなし。完全なる勝利に、本当なら歓声が上がるところだ。ただ、誰もその声を上げようとはしなかった。

			　８頭のレイダークが現れたという協会の報告。狩竜人(かりゆうど)たちは、その８頭を見事に狩ってみせた。

			「なんで……まだ、揺れてる気がする」

			　ソフィアがそうつぶやき、エルがうなずく。

			「まだ、いるかもしれない。なんでだ？」

			　終わったはずの狩竜。しかし、大地を揺らす地(じ)響(ひび)きが止まっていなかった。皆がそれに気づきはじめており、歓声を上げるどころではなかったのだ。

			　レイダークの群れは、西に向かって突き進んでいた。理由はわからないが、光球で目を潰されても足を止めずに走りまわってくれたおかげで、ある程度分散して戦うことができた。危険もあったが、犠(ぎ)牲(せい)者はなし。

			　レイダーク８頭という危険の大きさを考えれば、それは奇跡ともいえた。しかし、やはりおかしかったのだ。

			　戦うことに必死で口にはしなかったが、誰もが違和感を覚えていた。まるで、なにかから逃げるように走っていたレイダークたち。狩竜人(かりゆうど)に攻撃してくる際も、逃げるのに邪魔だから仕方なくといった感じすらあった。

			　地(じ)響(ひび)きが、徐々にはっきりとしたものになっていく。緊張を解きかけていた狩竜人(かりゆうど)たちは、ひと息入れることもできずに、東に目を向けた。

			　狩竜の最中に、大型竜から目を離すことは禁物だ。それゆえに、戦団ドルブンの10人を除く30人の狩竜人(かりゆうど)たちは、東から迫る脅(きよう)威(い)をここまで確認していなかった。

			　

			　ドルブンはほぼ１人で２頭のレイダークを狩ったあと、残りは手を出すまでもないだろうと、ゆっくり村へ向かっていた。そしてこの10人が、最初に地(じ)響(ひび)きに気づいていた。

			「なんだありゃ……おいおい、でかくねえかあれ？」

			　それは４足で立つ竜にしては足が長く、頭の位置がかなり高かった。人の背では到底届かないところに、４本の角が生えた顔がある。

			「竜……なのか？　おい、誰か知らねえのか」

			　鈍(にぶ)く光る金属のような質感のものが、竜の体を包んでいた。遠目からは毛のように見えるが、実際は鱗(うろこ)が細く変化したものだ。くすんだ銀色をした糸状のそれが、分厚く体全体を覆(おお)っている。

			「あんなの、見たことねえぞ」

			　レイダークの巨体よりも、さらに大きな体(たい)躯(く)を持つ竜。レズレンに現れるはずがない竜種だった。

			「まさかあれ……銀(ぎん)糸(し)竜(りゆう)じゃねえか？」

			「ルヴィリスイールか!?　ふざけんな、なんでそんなのがここにいるんだ！」

			　ドルブンの取り巻きたちは、その竜の正体に取り乱した。

			　銀(ぎん)糸(し)竜(りゆう)ルヴィリスイール。それは南の大地にしか棲(せい)息(そく)していないはずの、大型竜だった。

			　ここのところ、レズレン周辺で竜の活動が鳴りを潜(ひそ)めていたのも、レイダークが群れとなって逃げていたのも、その元凶はただ１頭の竜にあったのだ。

			「てめえら、なにしてんだ。さっさとボウガンの準備だ！」

			　ドルブンが命令するが、誰もすぐには動けなかった。

			「し、しかし……ドルブンさん、あんなの俺らじゃ無理です。とにかく逃げましょう」

			　ルヴィリスイールの持つ糸状の鱗(うろこ)は、鋭いだけで軽い攻撃は通りにくい。よほどの付(ふ)加(か)理力を持ち、大型で威力のあるボウガンでもなければ、軽い矢がその鱗(うろこ)を貫(つらぬ)くことは難しい。

			　自分たちの放(はな)った矢など、分厚い銀糸の鱗(うろこ)を貫通しそうにない。そう感じた取り巻きたちは、完全に及び腰になった。

			　しかし、ドルブンはそれを許さない。怖(おじ)気(け)づいた狩竜人(かりゆうど)を、平手で殴りとばす。

			「うるせえ、とっとと準備しやがれ。俺の命令が聞けねえってのか！」

			　取り巻きたちの判断は間違っていない。勝てる自信がなければ逃げる。そう考えるのは臆(おく)病(びよう)ではない。狩竜人(かりゆうど)に必要な判断力だ。

			　だが、ドルブン１人に頼りきって狩竜をしてきた取り巻きたちは、言うことを聞くしかなかった。怒(ど)鳴(な)り散らす大男に従い、ボウガンの準備を始めてしまう。

			　ドルブンの顔は、興奮で赤くなっていた。それは相手がレイダークだったときとは、違う種類の興奮だった。

			　エルとソフィアの活躍を、ドルブンは見ていた。自分が馬鹿にしていた２人の若い狩竜人(かりゆうど)は、異常なまでに強かった。それが興奮の原因だった。ただただ、苛(いら)立(だ)っていたのだ。

			　戦いのあとの女は、どんな美酒にも勝るこの上ない快楽。しかし、せっかく見つけた自分好みの女は強すぎる。あれでは、強引な手に出るのが難しい。そうわかってしまい、腹に煮(に)えたぎる苛(いら)立(だ)ちが抑(おさ)えきれなくなっていた。

			　ドルブンは高段位にしては珍しく、ハイウェスラルに行ったことがない狩竜人(かりゆうど)だった。

			　ずっとレズレンで戦ってきたので、他の土地を知らない。ルヴィリスイールと戦ったことはなく、見たのですら初めてだった。そんな竜相手に、自信が持てるわけもない。怒(ど)鳴(な)り声には、いくらか虚(きよ)勢(せい)も含まれていた。

			　それでも、未知の竜と戦う恐怖が自分の中にあることを、ドルブンは絶対に認めなかった。それは誰かを守るためではなく、ただひたすら自分のためだった。自分は強いという自(じ)尊(そん)心(しん)で、恐怖を無理やり塗りつぶす。勇(ゆう)敢(かん)なのではない。ただ冷静さを失った行動でしかなかった。

			　ドルブンたちをとっくに視界にとらえているはずなのに、そうとしか動けないのか、あるいは強者の余裕なのか、ルヴィリスイールはゆっくりと歩みを進める。鈍(にぶ)く光る巨体に、取り巻きたちは完全に腰が引けていた。

			「射て！」

			　取りあえず指示には従ったものの、引き金を絞った９人の狩竜人(かりゆうど)は、すぐにそれが無駄だと悟った。そして、実力以上の金を得るためにドルブンに従ってきたことを、今さら悔(く)いていた。

			　放(はな)たれた９本の麻(ま)痺(ひ)矢は、確かにルヴィリスイールに刺さっていた。ただ、竜の動きは少しも鈍(にぶ)らず、小さな矢など意にも介さずにゆっくりと近づいてくる。

			「もう１度だ！」

			　そして、すぐさま放(はな)たれた２射目の矢も、確かに刺さっていた。しかし、銀(ぎん)糸(し)竜(りゆう)はまったく動きを止めない。

			「なにしてんだ。とっとと足止めしろ！」

			　大斧を振りかぶって挑みかかろうとしたドルブンは、麻(ま)痺(ひ)がまったく効いてないことに気づいて足を止める。しかし、取り巻きたちはどうしようもなかった。

			　竜の動きを止めるために必要な毒矢の数は、竜の体の大きさに比例する。確かにルヴィリスイールは大きいが、レイダークの何倍もあるわけではない。もし毒が回っているなら、確実に麻(ま)痺(ひ)させるだけの矢は刺さっている。

			　取り巻きたちの付(ふ)加(か)理力とボウガンの腕では、複雑に絡まった糸状の鱗(うろこ)を貫(つらぬ)けなかった。矢は鱗(うろこ)の表面に刺さっているだけで、毒を体内に送りこむには至らなかったのだ。

			「ドルブンさん、やっぱり無茶です。俺らの腕じゃあ、あんな鱗(うろこ)に矢は通せない」

			　取り巻きたちは、巨体の接近に後ずさりしながら正直に告げた。その言葉にドルブンは、怒りで顔を赤黒くさせる。

			「ふざけんな！　誰のおかげでお前らみたいな雑(ざ)魚(こ)が飯食えてんだ。俺の言うことを聞きやがれ！」

			　だが、今度は取り巻きたちもそれには従えなかった。

			　ルヴィリスイールには痛みすらなかったかもしれないが、攻撃されたことは理解したのだろう。ゆっくりとした歩みを止め、その視線が、小さな餌(えさ)たちに向けられる。取り巻き連中は恐怖に耐えられず、ついにその場から逃げだしはじめた。

			　ゆっくりとしか動いてなかった銀(ぎん)糸(し)竜(りゆう)が、急激に速度を上げた。それは、人が逃げられる速さではなかった。

			「役立たずが！」

			　ドルブンは感じた恐怖を認められず、無駄に大声で叫ぶ。俺は強いはず。誰よりも強い力を手に入れたはず。そんな自己欺(ぎ)瞞(まん)で、ルヴィリスイールに背を向けることを拒(こば)んだ。

			　竜は弱者から狙(ねら)う。同じような体格の者が並んでいても、理力の差を鼻で嗅ぎとると言われている。

			　10人の中では、圧倒的に強者であるドルブンは無視された。その代わりに、背中を向けて逃げだした狩竜人(かりゆうど)たちが、あっという間に１人、また１人、そしてまた１人。

			　銀(ぎん)糸(し)竜(りゆう)の前肢が、真っ赤に染まっていった。

			　

			　新たな脅(きよう)威(い)に気づき、再び東に向かってきた30人の狩竜人(かりゆうど)。そこで目にした状況は最悪だった。

			「うそ……」

			　その光景を目にしたソフィアは絶句する。

			　散乱したボウガンの残(ざん)骸(がい)と、人だったものの残(ざん)骸(がい)。そして、それをゆっくりと食べる、背の高い竜の姿。体のわりに小さな口の周りは、すでに銀から赤に変わっていた。

			「馬鹿な……ルヴィリスイールだと!?」

			　30人の中には、ハイウェスラルで仕事をしていた者もいる。実際に戦った経験はなくとも、その細い鱗(うろこ)を持つ姿は有名だ。そして、知っているだけに動けない狩竜人(かりゆうど)が多かった。

			　誰もが呆(ぼう)然(ぜん)とする中で、初老の狩竜人(かりゆうど)だけは冷静だった。33段という段位は、確かな経験と実績がなければ与えられない。

			「光球だ！」

			　普段は冷静なガイツも、その声を聞くまでは呆(あつ)気(け)に取られてしまっていた。老狩竜人(かりゆうど)の叫び声に反応して、ようやく光球を作りだす。

			　もう間に合わないのはわかっている。人食いになるのも止めようがない。それでも、人が食われているところを見て、なにもしないわけにはいかなかった。

			　いくら強くとも、いくら巨大であっても、目を開けた相手ならば光球は有効だ。視界を奪われて食事を邪魔されたルヴィリスイールは、怒り狂い暴れはじめた。

			　ただ、やはりその場にとどまってだ。先ほどのレイダークたちのように、走りまわったりはしない。狩竜人(かりゆうど)たちは、攻撃を仕掛ける前に準備に入る。

			「毒は大型のボウガンを持つ者に渡せ。あいつに小振りのボウガンでは矢が通らん。全員、奴の背後に回りこめ、村から引き離すんだ。銀糸の鱗(うろこ)は硬くて修復も早い。鱗(うろこ)に武器が絡めとられないよう注意しろ！」

			　老狩竜人(かりゆうど)は指示を出しながら、狩竜人(かりゆうど)全員の顔色をうかがう。レイダーク戦での疲労が濃い者。恐怖で足がすくんでいる者。それらを見極め、村に引き返すように言いわたした。

			　生(なま)半(はん)可(か)な相手ではない。老狩竜人(かりゆうど)から撤(てつ)退(たい)を指示されたものたちは、素直に従うしかなかった。すでに人食い竜と化しているが、それでも無駄死には許されない。

			　イリシアにも、昔は軍隊というものがあった。狩竜も、その軍隊の仕事だった。集められるだけ戦士を集め、大勢で取り囲んで竜と戦っていた。

			　その結果、若く未熟な者や勇(ゆう)敢(かん)な者から食われていき、人々を守る戦士を次々と失っていった。その時代の教訓は、絶対に忘れてはならないものとして、伝えられている。

			　竜相手に多勢は無勢。力が足りなければ、狩竜人(かりゆうど)でもその場にいてはならない。逃げることは恥ではない、食われることが恥なのだ。それを理解しているとはいえ、引き上げる狩竜人(かりゆうど)たちの顔には、悔(くや)しさがにじんでいた。

			　

			　戦団ドルブンは、10人が全員やられたわけではなかった。ただ１人、取り巻きが食われていく中で、ドルブンだけは生き残っていた。しかし、戦えているわけでもなかった。食事に夢中のルヴィリスイールは、気まぐれで無視していただけだ。

			　ドルブンは虚(きよ)勢(せい)を張っていたものの、結局は初めて見る銀(ぎん)糸(し)竜(りゆう)の前に、大斧を構えたまま動けなくなっていた。

			「ドルブン、なにをしておる。今のうちにさっさと離れろ！」

			　それでも、必要不可欠な戦力だ。この場で１番強い狩竜人(かりゆうど)は、間違いなくドルブンだ。死んでもらっては困る。皆が力を合わせれば、なんとかなるかもしれない。そう思って、老狩竜人(かりゆうど)はドルブンに叫んだ。

			　しかし、その声は逆効果だった。ドルブンは、逃げだすどころか竜に向かっていってしまう。自(じ)尊(そん)心(しん)が、歪(ゆが)んだ形で現れてしまった。

			「やめんか！」

			　完全に無(む)謀(ぼう)な行動だった。しかし、確かに強かった。暴れる銀(ぎん)糸(し)竜(りゆう)の脇をすり抜け、右前肢に大斧を叩きこむ。

			　ただでさえ刃が通りにくい上に、すでに人食いになっているルヴィリスイール。それでもドルブンは、見事に深く刃を食いこませた。恐怖からなのか興奮からなのか、奇声を上げながら何度も斧(おの)を振りまわす。

			　今度は細く小さな矢ではない。ルヴィリスイールも当然痛みを感じ、大きく暴れる。まだ、光球のおかげで視界が戻っていなかった。ただ、目くらましはそんなに長時間続くものではない。竜の小さな目が、ドルブンのほうへ向けられる。

			　この状況では助けに入れない。逃げてくれと、誰もが思った。暴れるルヴィリスイールに近づけば、無駄死にするだけ。できるとしたら、ハイウェスラルでも上位に属する狩竜人(かりゆうど)くらいだ。レズレンにいる狩竜人(かりゆうど)でそれができるとしたら、我を失い暴れているドルブン本人しかいない。

			　しかし、大男は逃げなかった。それは、イリシアでは誰も褒(ほ)めてくれない勇(ゆう)敢(かん)さだった。

			　右前肢にまとわりついて斧(おの)を振っていたドルブンが、左前肢の爪(つめ)に引っかけられる。人にしてはずば抜けて大きな体が、小石でも蹴(け)ったかのように飛んでいった。

			　どんなに頑(がん)丈(じよう)でも、どんなに鍛(きた)えていても、どんなに強い理力で身を固めても、人は人でしかない。

			　ドルブンは、赤くなった地面の上にぐしゃりと落ちる。それは、元は仲間だった狩竜人(かりゆうど)の肉片だった。ドルブンは、自分でもなにが起きたのか理解していなかった。すぐに立ち上がろうとするが、無様に転んでもがく。両手を地面について再び体を起こしたが、やはり足のほうは動いてくれなかった。動かそうにも、なかったからだ。

			　大男の左足は、竜の爪(つめ)の先に引っかかっていた。

			　強くなった俺が負けるわけがないと、ドルブンは自分に言い聞かせる。なぜ立てないのだと憤(いきどお)る。そこでようやく、地面が赤いのは取り巻き連中の血だけではないことに気づいた。現実が受けいれられず、ドルブンは笑いだす。

			　そして、ルヴィリスイールは、声高に笑う餌(えさ)に牙(きば)をむく。

			　そこで何人かの狩竜人(かりゆうど)が、ボウガンを構えた。助けるとしたら、完全にドルブンに気が向いている今しかなかった。

			「やめろ……毒を無駄に使うな」

			　ただ、それを老狩竜人(かりゆうど)が制止する。竜に繰りかえし麻(ま)痺(ひ)毒を使えば、あっという間に耐性を持ってしまう。冷(れい)酷(こく)ではなく、冷静な判断だ。

			　最も強い狩竜人(かりゆうど)があっけなくやられたことで、狩竜人(かりゆうど)たちは戦意を喪(そう)失(しつ)していた。こうなったら、ハイウェスラルに助けを求めるしかない。今できることは、誘(ゆう)導(どう)して村人たちが全員避(ひ)難(なん)するまでの時間を稼(かせ)ぐこと。

			　誰もがそう思った。若い３人の狩竜人(かりゆうど)を除いては――。

			　頭の位置が高いルヴィリスイールが、地面の餌(えさ)を捕(ほ)食(しよく)する瞬間は絶好の機会。ソフィアとエル、そしてガイツだけは、そう思った。ガイツは集中を高め、２人は地面を蹴(け)る。

			　すれ違いざまに、ハルバードが銀(ぎん)糸(し)竜(りゆう)の目を突く。そのすぐ後ろの黒(こく)藍(らん)剣が、同じ場所を真横に切りさく。そのまま走りぬけた２人は、滑(すべ)りこむように竜の真下に潜りこんだ。

			　脚の長い相手だからこそ、そして２人だからこそできる芸当だった。

			「いま！」

			　自分たちが飛びだせば、ガイツが援(えん)護(ご)してくれると信じての攻撃だ。光球が弾ける頃合いは、積み重ねた鍛(たん)錬(れん)で声が届く前からわかっている。合図の声を聞く前に、２人の目は閉じられていた。

			　顔面を切りつけられたルヴィリスイールが、闇(やみ)雲(くも)に暴れる。しかし、そこにはもう自分を傷つけた敵はいない。エルは、動けなくなったドルブンをつかんで走りだしていた。片足を失ったとはいえ、大男は重く運びづらい。ソフィアは、エルの背中を守るようにルヴィリスイールと対(たい)峙(じ)していた。そのおかげで、エルは振りむくことなく全力で駆(か)けぬけられた。

			　２人とも考えての行動ではない。傲(ごう)慢(まん)すぎる嫌われ者で、自分たちにも敵意を持っている男。だから助けないというわけではなく、それを踏(ふ)まえた上で助けようとしたわけでもない。自分たちの目の前で、人が食われるということに耐えられなかっただけだ。できると感じたから、そうしたまでだった。

			　３人の動きに、狩竜人(かりゆうど)たちは感化された。ドルブンが戦闘不能になり、戦うことを諦(あきら)めかけていたが、もしかしたらという思いがよぎる。

			　指揮を執(と)っていた初老の狩竜人(かりゆうど)も、２人の動きを見て迷いが出た。時間を稼(かせ)ぐといっても、限界がある。それに他の街からの応援を待っていたら、レズレンの村は８年前に逆戻りだ。できることがあるなら、やらねばならない。若い２人がドルブンを安全な場所まで運び、こちらに戻ってくる姿を見て、老狩竜人(かりゆうど)は決断する。

			「エル、戻りましょ！　あいつの目が開きそう」

			「うん」

			　エルはその場所から離れる前に、ドルブンをちらりと見る。痛々しい姿だった。足を失ったこともそうだが、その表情からは正気までも失われている。

			　ソフィアに手を出そうとしたことで、エルはドルブンのことを激しく嫌っていた。しかし、その強さに目を奪われたことも事実だった。あんなに強かった狩竜人(かりゆうど)が、一瞬にして無残な姿になる。人の弱さを、改めて思い知らされた気分だった。

			「ひと……くい……強くなった……」

			　その場を離れる前に、ドルブンがなにかをつぶやいていることにエルは気づく。そして、大男がなにかを口の中で噛(か)んでいることにも気づいた。そのなにかがわかった瞬間、エルの全身に鳥(とり)肌(はだ)が立つ。

			「エル、行こう。悪いけど、そいつは放(はな)っておくしかないわ」

			「あ、うん。ごめん」

			　他の狩竜人(かりゆうど)たちと合流すべく、２人は走りだす。

			　

			「銀(ぎん)糸(し)竜(りゆう)の鱗(うろこ)は、血が通ってない部分がある。そこならすぐには修復せん。まずは脚の鱗(うろこ)を削(けず)るぞ。脚を削(けず)って転ばせるんだ。そこで背中が見えたら、そっちに集中しろ。奴は背中だけ鱗(うろこ)が薄い。そこを攻撃できれば、勝機は必ずある！」

			　初老の狩竜人(かりゆうど)の指示が飛ぶ。ルヴィリスイールは、ただ大きいだけの竜。そして鱗(うろこ)に刃が通りにくいだけの竜。毒を持っているわけでもなく、炎を吐くわけでもなく、それだけだった。

			　しかし、それだけのことが、とてつもなく恐ろしい。体が大きく理力が高ければ、弱らせるために奪わなければならない血も多くなる。レイダーク相手なら通用していた攻撃が、鱗(うろこ)で止められてしまうかもしれない。

			　疲労と怯(おび)えの色が見えたため、村に帰された者が10人。怪(け)我(が)による戦闘不能が１人。そして死者９人。最初は40人だった狩竜人(かりゆうど)が、今は20人になっている。

			　その20人全員、死ぬつもりなどない。しかし、ほとんどの者が、心のどこかで死ぬ覚悟はしていた。そうでもないと、ルヴィリスイールの血は奪えない。犠(ぎ)牲(せい)者が出ても、それが無駄に終わるかもしれない。誰も止めを刺せずに、結局は逃げることになるかもしれない。

			　それでも、狩竜人(かりゆうど)たちは勇(ゆう)敢(かん)に前に出る。その勇(ゆう)敢(かん)さを無(む)謀(ぼう)と言わせないためには、勝つしかなかった。

			　老狩竜人(かりゆうど)とラグレスが、最初に飛びだす。他の狩竜人(かりゆうど)も、それに続いた。

			　しかし、エルとソフィアだけは動いていなかった。誰かにそう指示されたわけではなく、自分たちの判断だった。

			　硬い相手に、これまでと同じ攻撃をしていては駄目だ。積み重ねた鍛(たん)錬(れん)と、２人の直感が、そう思わせていた。

			　これ以上は誰も死ぬことなく終わらせる。他の者たちと違い、２人の頭にはそのことしかなかった。

			　自分たちの経験が浅いことはわかっている。まだまだ誰かの力に頼りながらの狩竜しかできない。しかし、攻撃力だけなら、誰にも負けていない自信があった。

			　エルは手の汗を拭(ぬぐ)い、剣を持ちなおす。

			　この剣を手にして以来、竜を硬いと思ったのは、ついさっきが初めてだった。ルヴィリスイールを切ったときの手応えは、これまでの竜たちとはまるで違う。体中に絡みつくように生える細い鱗(うろこ)は、１枚が分厚く大きな鱗(うろこ)よりも刃が通りにくい。

			　人食いになっているせいもあるだろうが、レイダークと比べても段違いの硬さだった。それでも、ゴディオンが打ってくれた傑(けつ)作(さく)に、切れない竜はないと信じている。まだ、自分が上手く剣を使えていないだけ。そう思っていた。

			　ふと、エルの頭に８年前のことがよぎる。燃えおちる村を、呆(ぼう)然(ぜん)と眺めるだけしかできなかったあの頃とは違う。もっと、自分は力を込められるはず。エルは自分の体と剣に、ありったけの理力を流しこんだ。戦いに集中しはじめたエルは、体中の筋肉が盛りあがるほどに、全身へ力を込める。

			　逆にソフィアは、常に体中に張り巡らせていた内(ない)燃(ねん)理力を、いったん空っぽにするつもりで力を抜く。特異体質であることに頼りきり、なんの努力もせずに手に入れた力だと反省していた。体質任せで無駄に使っていた理力を、もう１度集中して体に張りなおす。常に一定ではなく、ここぞというときに全力を出せるように。ソフィアは本能的に、それが今の自分に必要なことだと感じていた。

			「射て！」

			　大型のボウガンで麻(ま)痺(ひ)矢が射ちこまれる。レズレンの精鋭たちが放(はな)った矢は、ドルブンの取り巻き連中とは付(ふ)加(か)理力の桁(けた)が違った。どんなに鱗(うろこ)が絡みあっていても、近い距(きよ)離(り)から矢を１本通すだけなら可能だった。近づいた分だけ危険は大きかったが、確実に銀(ぎん)糸(し)竜(りゆう)の動きを止める。

			　ただし、その動きが止まった数秒で仕留めることなど不可能だ。どこかを切り落とそうにも、そこまで毒の効果は続いてくれない。

			　指示通り、狩竜人(かりゆうど)たちはまず脚の鱗(うろこ)を削(けず)りにかかる。しかし、想像を上回る厄(やつ)介(かい)さに多くの狩竜人(かりゆうど)が顔をしかめた。硬いだけではない。細い鱗(うろこ)の束(たば)は、武器の勢いを受けとめて殺してしまう。

			　それを切りさいたドルブンは、やはりさすがだった。こんな相手にどうやって戦えばいいのか。そう誰もが不安に思った瞬間、２人の狩竜人(かりゆうど)が勢いよく走ってきた。

			　ソフィアのハルバードは左後肢に深く突き刺さったあと、斜めに傷を入れる。

			　そして、エルが慎重に、しかし力強く、まったく同じ場所に長剣を振りおろす。鱗(うろこ)はすでに、ソフィアが切りさいてくれている。エルの剣は、勢いを止められることはなかった。

			　ルヴィリスイールの脚を、黒い刃が半分まで切りさく。

			　エルが返り血を浴びる姿を見て、他の狩竜人(かりゆうど)も奮(ふる)い立った。

			　一気に行くべきだ。そう感じ取った狩竜人(かりゆうど)たちは２人の動きに呼応した。危険を顧(かえり)みずにその場に止まり、ありったけの麻(ま)痺(ひ)矢を射ちこむ。動きだそうとしていたルヴィリスイールが、再び麻(ま)痺(ひ)の毒に捕らわれた。

			　麻(ま)痺(ひ)の最中でも修復は始まる。それが追いつけない速度で、攻撃を叩きこむしかなかった。ハルバードと長剣が、何度も何度も硬い骨を断ちきるべく、脚に深く叩きつけられる。

			　生物の骨だというのに、金属同士がぶつかり合うような音が響(ひび)いた。

			「離れろ！」

			　誰かがそう叫んだ直後に、ルヴィリスイールが動きだす。狩竜人(かりゆうど)も距(きよ)離(り)を取ったが、ルヴィリスイールのほうも狩竜人(かりゆうど)から距(きよ)離(り)を取る。それはこれまでとは違い、俊(しゆん)敏(びん)な動作だった。

			　集まる虫のような存在でしかない小さな生物。竜からすれば、警戒にも値しなかったそれらに大きな痛みを与えられ、人食い竜の怒りは頂点に達していた。ぎりぎりまで攻撃を続けていた２人も、その場を離れて反撃に備えるしかなかった。

			「いま！」

			　ガイツの声が上がる。光球で反撃は抑(おさ)えたものの、もう少しで断ち切れるほどに深く裂けていた左後肢の傷が、あっという間に塞(ふさ)がっていく。人食いは修復能力まで高まる。

			　どんなに強大な相手でも、脚を落としてしまえば勝負は決まる。そうなるまで、あとわずかだった。ソフィアとエルは悔(くや)しさで歯噛みする。

			　ルヴィリスイールは、敵を見失っても暴れていた。散々に地面を踏(ふ)みつけ、大地を揺らして狩竜人(かりゆうど)たちを殺しにきていた。こうなってしまうと、近づくのも危険だ。

			　麻(ま)痺(ひ)矢を散々に射ちこんでの猛(もう)攻(こう)だった。当初の予定とは違ったが、若い２人の攻撃力に他の狩竜人(かりゆうど)も賭(か)けたのだ。戦いは、長引いても良いことはない。長引くと、竜より先に人が疲れてしまう。一気に決められるなら、それに越したことはない。

			　狩竜人(かりゆうど)たちは、ルヴィリスイールから離れてじっと待つ。誰の指示がなくとも、ここからやれることは決まっている。目が開いてこちらを襲ってきたら、狙(ねら)われた者がおとりになり、犠(ぎ)牲(せい)覚悟で削(けず)っていくしかなかった。

			「ボウガンは指示があるまで使うな。おそらく毒はあと何回も効かん。諦(あきら)めずに削(けず)っていくぞ！」

			　老狩竜人(かりゆうど)は大声で指示を出す。そして、ここまで戦いの中心になっている２人の若者を見た。

			「お前らは先に出るな。他の者が充分に気を引きつけてから、攻撃に入れ。判断は任せる。焦(あせ)らんようにな」

			　人食いとなったルヴィリスイールは、硬すぎた。レズレンの精鋭たちでも、まともに武器を通せない。ドルブンがいない今、若い２人にある程度託(たく)すしかなかった。それを理解した２人は、老狩竜人(かりゆうど)の言葉に深くうなずく。

			　ルヴィリスイールの目が、徐々に開きはじめた。他の狩竜人(かりゆうど)が駆(か)けていく姿を見て、自分たちも続きたくなるが、２人はぐっと我慢する。

			　ルヴィリスイールは、もう餌(えさ)を食うことなど考えていなかった。小さくわずらわしい邪魔者を、殺しにきているだけだ。長い脚で、地面ごと狩竜人(かりゆうど)をなぎ払いにくる。

			　鋭く巨大な爪(つめ)に、少しでも引っかかったら終わり。その攻撃をぎりぎりで避けながら、少しでも削(けず)ろうと狩竜人(かりゆうど)たちは武器を繰りだす。

			　危(あや)うい攻防だ。少し離れた場所から見ていた２人は、そう思った。さすがに精(せい)鋭(えい)揃(ぞろ)いで皆簡単にはやられないが、次の瞬間にまとめて数人が命を落としてもおかしくない。そんな戦いになってしまっていた。

			　自分を囲んで動きまわる邪魔者に、ルヴィリスイールは苛(いら)立(だ)ちを募(つの)らせる。そこで竜は、学習してしまった。ぐるぐると追いかけっこをしても、小さな邪魔者たちは捕まらない。それならばと、ルヴィリスイールは狩竜人(かりゆうど)たちから距(きよ)離(り)を取った。

			　まずい状況だった。距(きよ)離(り)を取られたことで、すべての狩竜人(かりゆうど)がルヴィリスイールの視界に入ってしまっていた。囲んでいるうちは、ルヴィリスイールの攻撃対象があちこちに移っていたので、なんとか全員が無事でいられた。しかし、まっすぐ向かってこられると、その速さで蹂(じゆう)躙(りん)されてしまう。狩竜人(かりゆうど)たちに、焦(あせ)りの色が浮かぶ。

			　ソフィアとエルは走りだした。ルヴィリスイールの視界に入っていないのは、自分たちだけだ。待っていたのは、この瞬間だ。

			「エル、私の踏(ふ)み台になって。跳んで背中を狙(ねら)うわ！」

			　走りながら、ソフィアが叫ぶ。エルはその言葉の意味は理解したが、驚いて首を横に振った。

			「駄目だよ、そんなの危ない」

			「大丈夫、信じて」

			「それなら僕が……」

			「私の力じゃ、あんたを跳ばす自信がないのよ。私がやったほうが良いの！」

			　ヤルガタインと戦ったときに、エルは背中に乗った。それと同じことをソフィアはするつもりだった。確かに背中は、振り落とされるまでは安全だ。しかし、落ちたら当然危険は大きい。

			　ソフィアが力強い目で、エルを見つめる。

			「絶対に、怪(け)我(が)しないって約束して」

			　ソフィアは笑顔でうなずく。

			　エルは剣を投げ捨(す)て、両手をがっちりと組んだ。助走をつけたソフィアは、一切のためらいなくその両手に足を乗せる。声を掛けあう必要すらなく、２人は呼吸を合わせた。

			　少女が跳び、銀(ぎん)糸(し)竜(りゆう)の背中に舞いおちる。落ちる勢いも加わった一撃が、背中に突き刺さった。

			「ば、馬鹿か!?　いや……しかし助かった」

			　竜の反撃に備えていた狩竜人(かりゆうど)たちが、唖(あ)然(ぜん)とする。一瞬、なんて危ないことをするんだと、若者の無茶に怒りを覚えたが、反撃を防いでくれたのは確かだった。

			　背の高いルヴィリスイールは、上からの攻撃など想定していない。老狩竜人(かりゆうど)の言うとおり、背中は鱗(うろこ)が薄かった。確かな手応えが、少女の手に残る。

			「よし、いける！」

			　広い背中に見事に着地したソフィアは、ハルバードをさらに深く突き刺し、それにつかまった。

			「もういっちょ……ん、あれ……これ、まずい」

			　しかし、元気良く叫んだソフィアは、すぐに焦(あせ)るはめになる。いくら鱗(うろこ)が薄いといっても、ルヴィリスイールの体は硬く、修復も速い。深く突き刺しすぎたせいで、ハルバードが抜けなくなってしまったのだ。

			　修復が始まり、みるみるうちに傷が塞(ふさ)がっていく。

			「ま、待った。ちょっと待った！」

			　ハルバードが、どんどんと竜の背中に埋まっていく。せっかく上手く背中に乗ったのに、攻撃ができないのでは意味がないと、ソフィアはますます焦(あせ)る。

			　しかし、意味はあった。銀(ぎん)糸(し)竜(りゆう)は背中の痛みに耐えかね、異物を排除するために転がったのだ。背中を地面にこすりつけるように、巨体が倒れこむ。

			「ソフィア!?」

			　巨体に押し潰されたかと思ったエルが、ソフィアの名前を叫ぶ。

			「だ、大丈夫……降りてる」

			　しかし、さすがにそんな過ちは犯さない。ハルバードを抜くのを諦(あきら)め、ソフィアはすでに飛び降りていた。ソフィアの無事を確認すると、エルはルヴィリスイールに向かって走りだした。

			「全員背中だ！」

			　老狩竜人(かりゆうど)が、今までで１番の大声を上げた。

			　乗ったまま背中を攻撃するというソフィアの思(おも)惑(わく)は完全に外れたが、決して無駄ではなかった。狩竜人(かりゆうど)たちが、転がったルヴィリスイールの背中に一斉に群がる。

			　背中の異物を排除するために転がったのに、新たに襲う背中の痛み。それに気づいたルヴィリスイールはすぐに立ち上がり、狂ったように暴れはじめる。

			「いま！」

			　ガイツの光球が、狩竜人(かりゆうど)たちが遠ざかる時間を稼(かせ)ぐ。ソフィアとエル以外は、全員が肩で息をしていた。レイダークとの戦いで、すでに１度死力を尽くしたあと。それも当然だった。

			　特にガイツは、疲労の色が濃い。光球は、理力を体の外に放出する技術だ。数発使うだけでも、ぐったりと疲れる。それをガイツは、レイダークとの戦いと合わせて、ここまで何十発も射っている。

			　しかし、光球がなければどうしようもない。要所で時間を稼(かせ)いでくれるおかげで、狩竜人(かりゆうど)たちは死なずに済んでいる。もしガイツがいなければ、とっくに逃げだしているか、もしくは全滅していただろう。

			　疲労で倒れそうなガイツに気づいていながらも、他の狩竜人(かりゆうど)たちは休めと言えなかった。この状況で、光球使いを遠ざけることはできない。無理をさせているとわかっていても頼るしかなかった。

			　それでも、血は奪えた。地面にも銀糸の鱗(うろこ)にも、赤いものが大量に流れていた。脚にはなかなか通らなかった刃が、背中ならば通る。希望の光が見えはじめた。

			「ガイツさん剣、剣貸して！」

			　ソフィアがガイツの下に走る。ハルバードは背中に刺さったままで、武器なしではどうしようもない。ガイツは喋(しやべ)るのも億(おつ)劫(くう)なほど疲れていた。大事なハルバードをどこにやったんだと聞きたくなったが、それも面倒臭いと黙って自分の片手剣を渡す。ここまで疲れてしまっては、自分が攻撃に参加しても意味はない。

			　ソフィアはそれを受けとると、踵(きびす)を返してルヴィリスイールへと向かっていった。ガイツの疲労に染まった顔を見ても、特に心配はしなかった。

			　冷たく見えるソフィアの行動だが、そうではないことをガイツは知っている。エルもいちいち、ガイツのことを振り返ったりはしない。

			　２人はガイツのことを、信頼しきっているだけだ。自分たちが危ないときには、必ず光球が飛んでくると信じている。いつも冷静で、的確な行動を取ると信じきっている。だからこそ、２人は思いきった攻撃ができた。

			　あまりにも純粋で強い信頼を寄せてくるので、ガイツもそれに応えるしかなかった。少しやせ我慢をして、ガイツはいつもの涼しげな表情を作る。自分の役割は光球を射って時間を稼(かせ)ぐこと。そして、死なないことだとわかっている。

			「エル、お前さっきのソフィアみたいに跳べるか？　できるなら、俺が跳ばす」

			　ラグレスがエルの下に走りよる。ソフィアの行動は誰もが危ないと感じたが、確かに背中を攻撃する手段としたらこれ以上の手はない。

			「お願いします。背中の右側めがけて、ぶん投げてください！」

			「よし、頼んだ！」

			　背中の右側には、白(はく)緋(び)のハルバードが突き刺さったままだった。

			　エルは、ヤルガタインとの戦いを思いかえす。ハルバードにつかまってしまえば、暴れられても乗ったままで攻撃ができるはず。そう考え、エルはラグレスの両手に勢いよく足を乗せた。

			　ラグレスはすべての理力と筋力を使い、エルを上空へと投げ飛ばす。今度は黒(こく)藍(らん)の長剣が、ルヴィリスイールの背中を襲う。

			　エルが宙に舞ったところを、ソフィアは片手剣を手に戻ってくるところで目にした。エルならば、自分のようなへまはしないはず。きっと上手く、攻撃してくれるはず。そうソフィアは信じていた。

			　だが、ソフィアの信じる心は裏切られた。エルは見事に同じ失敗をした。

			　落ちる勢いも加わり、ルヴィリスイールの背中に深く深く黒(こく)藍(らん)の長剣が突き刺さる。

			「よし、いける！　あ、あれ……これ、まずい」

			　根元まで食いこんだ剣は、やはり抜けなかった。異物を背中に感じたルヴィリスイールは、また地面に倒れこむ。

			「エル！」

			　一瞬、エルが押し潰されたのではと心配したソフィアが、エルの名前を叫ぶ。

			「あ、大丈夫……降りてるから」

			　さすがにエルも、そんな過ちはしない。やはり潰される前に、背中から飛び降りていた。しかし、剣は手にしていない。

			「全員背中だ！」

			　初老の狩竜人(かりゆうど)の号令とともに、先ほどとまったく同じことが繰りかえされる。しかし、光景は同じでも、状況は変わっていた。１度目とは、手応えが違う。血を奪ったおかげで、間違いなくルヴィリスイールの体は緩(ゆる)んでいた。

			　もう少し、もう少しで倒せる。そう感じた狩竜人(かりゆうど)たちは、少しでも攻撃をしようと、ルヴィリスイールが立ち上がる寸前までその場から離れなかった。皆が疲れていた。疲れは、焦(あせ)りを呼ぶ。体の疲れが最初に奪うのは、集中力と判断力だ。

			　ルヴィリスイールの右前肢が、大きく振られる。そこには、１人の狩竜人(かりゆうど)が残ってしまっていた。

			「ラグレスさん！」

			　ソフィアの悲鳴が上がった。大爪のついた前肢に払われ、ラグレスは小石のように転がっていく。

			　ルヴィリスイールのほうも、自分が追いつめられているのを悟ったのだろう。最後の力を振りしぼるように、これまでになく素早く動いていた。ガイツの光球も、なかなか狙(ねら)いが定まらない。狩竜人(かりゆうど)たちが、慌てて距(きよ)離(り)を取る。動けない者に、構っている余裕はなかった。

			　凶悪な爪(つめ)が、地面に叩きつけられた。竜は、弱い者から狙(ねら)う。動けない者がいれば、そこから狙(ねら)う。

			　地面に赤い華が咲いた。どんなに強くとも、どんなに経験があっても関係はない。今この場で１番弱い者は、片足を失って動けずにいた狩竜人(かりゆうど)、ドルブンだった。

			　エルとソフィアは、安全な場所まで運んだつもりだった。しかし、戦っているうちに、いつの間にかその近くまで来てしまっていた。もう影も形も残っていない。レズレンで最も強かった狩竜人(かりゆうど)は、あっけなく命を散らした。

			　助けられなかったことを、悔(く)いている暇(ひま)はない。エルは抜けなかった剣の代わりに、今は主なき武器となった剛(ごう)灰(かい)鉱(こう)の大斧を拾いあげる。他の狩竜人(かりゆうど)ではまともに振れそうにない重たい斧(おの)。しかし、手にはしっくりこなくとも、エルなら充分に振れる重さだった。

			　勢いよく振りかぶりエルは左後肢に大斧を叩きこむ。生物を切った音ではなく、金属がぶつかりあったような音がまた響(ひび)く。しかしその一撃は、骨をも砕いた。

			　４本あるうちの、１本を砕いただけ。だが、どんな生物でも、その１本を砕ければ充分だ。巨体が、大きくぐらついた。

			「今だあ！　死ぬ気でかかれ！」

			　幾度となく叫んできた老狩竜人(かりゆうど)の声は、かすれていた。

			　理力も体力も尽きかかった狩竜人(かりゆうど)たちは、気力だけで前に出た。すでに慎重さの欠片(かけら)もない。疲れきっており、冷静な判断力など微(み)塵(じん)もない。恐怖心をも忘れ、ルヴィリスイールに躍りかかるだけだった。

			　ガイツも最後の理力を振りしぼり、球を作りだす。しかし、手のひらにできたのは、とても小さな光だった。上手く制御ができず、小さな光は異様な熱を帯びて手を焦(こ)がす。ガイツの目はかすみ、やはり目標が定まらない。それでも、必死に光球を霧(む)散(さん)させまいと、意識を小さな光に集中する。

			　光球使いはふらふらと走りだした。もう光球を射ちだすための理力は残っていない。眼前で直接弾けさせる以外に、竜の視界を奪う方法はなかった。光球がなければ、自分の存在する価値はない。そんな思いで、ガイツはルヴィリスイールの目の前に立つ。

			「ガイツさん！」

			　慣れない片手剣を、無茶苦茶に振りまわしていたソフィアが、その姿に気づく。ルヴィリスイールは確かに弱っている。

			　しかし、人を殺すくらいの力は、まだ残っている。右前肢が光球使いをとらえる瞬間、ソフィアは目を閉じたくなる。だが、ガイツはどこまでも冷静だった。爪(つめ)にさえ当たらなければ、死ぬことはない。そう考えていたガイツは、少しだけ自分で跳びあがり、衝撃に備えた。

			　そして同時に、銀(ぎん)糸(し)竜(りゆう)の目の前で光球をはじけさせる。いつものような合図は、要らなかった。小さな光は、竜の視界だけを奪う。吹き飛ばされたガイツは、勝利を確信して意識を失くした。

			　血は散々に奪った。視界も奪った。あとは、疲れていないソフィアの仕事だった。

			　ガイツとラグレスの下に駆(か)けつけたい気持ちをぐっと我慢し、ルヴィリスイールの背中によじ登る。背中に刺さったハルバードが、今度はあっさりと抜けた。理力が失われ、体が緩(ゆる)んでいる証拠だった。

			「エル、剣を！」

			　ソフィア同様、慣れない斧(おの)を無茶苦茶に振っているエルに、黒(こく)藍(らん)の剣を投げる。

			　上から白(はく)緋(び)が、下から黒(こく)藍(らん)の刃が、ルヴィリスイールの首を同時に襲う。銀糸を纏(まと)った竜は、悲鳴にも似た咆(ほう)哮(こう)を上げた。
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			　よろめいて距(きよ)離(り)を取ろうとしたルヴィリスイール。返り血を浴びすぎて、真っ赤に染まったエルが追(つい)撃(げき)をかけようとする。しかし、前に出ようとしたエルの足も、よろめいてしまう。気づいていなかっただけで、エルの理力と体力も限界だった。

			　他の狩竜人(かりゆうど)たちも、体が前に出ていかなかった。人の理力は、そんなに長い時間もたない。全力で戦っていれば、なおさらだ。

			　今できることは、１人元気な少女を援(えん)護(ご)することだけ。それに気づいた狩竜人(かりゆうど)たちは、ありったけの麻(ま)痺(ひ)矢をルヴィリスイールに射ちこみはじめた。

			　巨体が地面に倒れこむ。今度は、すぐに立ち上がらなかった。

			　ソフィアは、冷静に慎重に、とつぶやきながら、ハルバードで竜の背中を切りつける。一撃では手を止めず、何度もそれを繰りかえす。流れる血は、徐々に勢いを失う。

			　いつ終わったのか、少女は気づいていなかった。無限に思えるソフィアの理力も、消(しよう)耗(もう)はしている。ソフィアの息が、少しだけ荒くなる。そこでようやく気づく。血まみれになった竜は、まったく動いていなかった。

			　

			　レイダーク８頭が現れたすぐあとに、予想だにしなかったルヴィリスイール。犠(ぎ)牲(せい)も覚悟の戦いだった。

			　しかし、周りを見渡せば、生き残っている者ばかりだ。犠(ぎ)牲(せい)者は出なかったわけではないが、これだけで済んだのか、というのが狩竜人(かりゆうど)たちの本音だった。

			　光球使いの青年と、血まみれの少年と少女に感謝しながら、レズレンの精鋭たちはその場にへたりこんだ。

			　陽はすでに傾きかけている。山脈から吹く風は冷たく、皆早く村に帰りたかった。

			　しかし、疲れと達成感で、ソフィア以外は誰も立ち上がれそうになかった。

		

	
		
			第５章　少年と少女は越える

			　

			　ルヴィリスイールの狩竜から２日。

			　８年前を思い起こさせるような緊急事態だったが、村はすでに普段の暮らしを取りもどしていた。避(ひ)難(なん)も一時的なもので終わり、村人たちは、ほっと胸を撫(な)でおろしていた。

			　そして戦いの中心となった戦団、白(はく)緋(び)の女神の名は、レズレンで一(いち)躍(やく)有名になった。

			　エルはラグレスの見舞いに行く途中、村人たちにその白(はく)緋(び)の女神の一員だと気づかれてしまう。そして、手放しに称(しよう)賛(さん)の言葉を浴びせられた。エルはどんな顔をしていいかわからず、足早に通りすぎるしかなかった。

			　狩竜人(かりゆうど)の被害は、死者10名、動けないほどの重傷者が２名、他は全員軽傷。重傷者は完治まで時間がかかるが、治(ち)癒(ゆ)理力が有効な範囲の怪(け)我(が)で済んでいる。レイダーク８頭に加え、レズレンでは出たことのないルヴィリスイールも相手だったと考えると、奇跡的な数字だった。

			「そうだ名前。男だったらエル、女だったらソフィアってのはありだな」

			「あら、それはいいかもね」

			　その重傷者のうち、最もひどい怪(け)我(が)を負ったのはラグレスだった。左手首と左肩の骨折。背中も怪(け)我(が)でぼろぼろのラグレスは、普通に寝ることもできず、ベッドでうつ伏せになっていた。顔の左側半分の怪(け)我(が)もひどく、左耳は完全に千切れていた。それはもう、元に戻ることはない。

			「ぼ、僕の名前なんてそんな……駄目ですよ」

			　しかし、ラグレスの顔にもユニスの顔にも、暗さはまったくなかった。子どもの名前候(こう)補(ほ)に自分の名が挙がり、慌てて首を振るエルを見て笑っている。生きていることが、すべてだった。

			「でも、あんまり狩竜人(かりゆうど)にはなってほしくねえなあ。危ねえし」

			　自分は大怪(け)我(が)をしても狩竜人(かりゆうど)を続ける気でいるのに、子どもには危険な目にあってほしくない。矛(む)盾(じゆん)があっても、親なら当たり前の感情だった。

			「しかしな、お前らがいなきゃあ、こんな程度じゃ済まなかったんだ。胸を張って誇っていい。まあ、死んじまったもんもいるがな。そこはお前らが気にすることじゃない」

			「あの……ドルブンって人は、本当に強かったですね。もし、もっと冷静に動けてたらって思ってしまいます。まだ全然弱ってなかったルヴィリスイールを、深く傷つけられるだけでもすごかった」

			　エルはおそるおそる、その名前を口に出す。ラグレスが心配で見舞いに来たのも本当だが、他に確かめておきたいことがあったのだ。

			　発狂したドルブンが、口に含んで噛(か)んでいたもの。エルはそれを思いだし、胸が痛くなる。そして、その姿を見てから、エルの頭には嫌な考えがよぎっていた。

			「そうだな。嫌な野郎だったが、確かに狩竜人(かりゆうど)としては超がつく一流だった。でも、あっけねえもんだ。判断を誤りゃ、どんなに強くたってああなる。人なんて弱いもんだな」

			　ラグレスは、ドルブンの死を惜(お)しむような言い方をする。狩竜人(かりゆうど)として、村を守るのに必要な存在だったことは否定できなかった。

			「あの人は昔から強かったんですか？　35段なんて、どうしたらそこまで昇段するのか想像もできなくて」

			　怪(け)我(が)人は痛い顔をゆがめて笑った。35段を想像できないと言うが、ラグレスからすれば、１年目で20段に届きそうな目の前の若者こそ、信じられない狩竜人(かりゆうど)だ。

			「それがな、そうでもねえんだ。昔っから傲(ごう)慢(まん)で嫌な奴って意味では有名だったが、強くて有名ってことはなかったんだよ。俺より少し年上だが、俺やユニスとどっこいの段位だったはずだ。８年前、大竜災のときも20段くらいだったと聞いた。他の街なら充分強い部類だが、レズレンやハイウェスラルには、ごろごろいる狩竜人(かりゆうど)でしかないな」

			「８年前に20段で、そこから35段ですか……それって、かなりすごいですよね」

			「そうなんだ、ちょっと異常な昇段だな。俺は８年で５段上がったが、別にこれでも遅くはねえ。ドルブンは大竜災で一気に名が売れて、それで実力が認められたんだ。村が壊(かい)滅(めつ)したあとにだが、人食いレイダークを次々と狩っていったらしい。それまで力を隠してたのか知らねえが、できるなら最初っからやっとけよと言いたくなるな。まあでも、あいつがいなけりゃ被害がもっとでかくなってたのは確かだそうだ」

			　村が壊(かい)滅(めつ)したあとに、急に活躍しだした。その話を聞き、エルの嫌な考えは裏づけられてしまう。

			　誰かに聞いて確かめたい。しかし、もし自分の想像が間違っていなかったら。そう思うと、誰にも話す気になれなかった。エルは嫌な考えを、自分の胸の奥深くに仕舞いこみ、ドルブンの話題を終わらせた。

			「ソフィアは、今日も狩竜に出てるの？」

			「はい、自分がやらないとって、張りきってます」

			　ルヴィリスイールのせいで避(ひ)難(なん)していたらしい竜種たちが、レズレン近辺に戻ってきていた。しかし、25段以上の狩竜人(かりゆうど)は軒並み激戦を終えたばかりで、動ける者が少ない。大型竜を任せられる狩竜人(かりゆうど)が、どうにも不足していた。

			　他の街に応援要(よう)請(せい)を出してはいるが、どこの街もレズレンで戦えるような強い狩竜人(かりゆうど)を、簡単に外には出せない。それにいかに健(けん)脚(きやく)の狩竜人(かりゆうど)でも、すぐに東の果てまで駆(か)けつけるのは難しい。

			　そこで頼られたのが、１人元気なソフィアだった。この日も宿で寝ているガイツと、疲労の抜けないエルを置いて、他の狩竜人(かりゆうど)たちと鼻息荒く狩竜に出ていた。

			「体質のことは聞いてるけど、やっぱりすごいわね。きっとあなたたちなら、ハイウェスラルでもやっていけるわ」

			　狩竜依頼を受けるには15段以上という段位制限がつくハイウェスラルだが、15段になってすぐに向かう狩竜人(かりゆうど)は少ない。群を抜いて危険な南の最前線では、半(はん)端(ぱ)な腕だと依頼が回ってこないからだ。

			　１年目で15段に到達する狩竜人(かりゆうど)は時折いる。しかし、経験が足りずに、もっと上の段位になってから南に向かうのが普通だ。

			　ラグレスとユニスのお墨(すみ)付(つ)きをもらい、エルは後押しされた気分だった。あまり故郷を故郷と思っていなかったエルだが、レズレンに来て良かったと今は思えていた。

			　エルは宿に戻る前に、大量の食べ物を買いこむ。普段から多いが、今日はそれ以上に多い。この２日間、竜の血を浴びすぎたエルは、腹を壊していた。そのせいでろくな食事が取れず、疲労が抜けなかったのだ。

			　おかげで怪(け)我(が)はないのに休むはめになり、１人頑張るソフィアに申し訳なく思っていた。

			　宿に戻ると、まずはガイツの部屋を真っ先にのぞく。ラグレスに次ぐ大怪(け)我(が)を負った狩竜人(かりゆうど)には、３人もの専門家がついていた。

			「あの、ガイツさんは大丈夫ですか？」

			「ええ、心配ないですよ。まったく問題ありません」

			　エルの問いに、少しうんざりした口調で専門家は答える。狭(せま)い部屋に入れられた３人もの専門家とは、皆それぞれ治(ち)癒(ゆ)理力が使える医者たちだ。

			　ガイツは大怪(け)我(が)を負って気を失ったあと、エルに運ばれて宿に帰ってきた。そして、１度は目を覚ましている。

			　命に関わるような怪(け)我(が)でもなく、あとに残るような怪(け)我(が)もない。ガイツ本人がそう告げて、ソフィアとエルを１度は安心させていた。しかし、誰よりも疲労しきっていた光球使いは、理力回復のために昏(こん)々(こん)と眠り続けていた。

			　真っ青な顔で眠るガイツ。大丈夫だと言われたのに、エルとソフィアは必要以上に心配してしまった。

			　そこで大金に物を言わせ、無駄に医者を雇(やと)ったのだ。レズレンだけでなく、わざわざ近隣の村からも集められた医者と治(ち)癒(ゆ)理力の使い手は、総勢９名。１人の怪(け)我(が)人にそんなについていても仕方がないので、３人が残ってあとはラグレスや他の怪(け)我(が)人を見てまわってくれている。

			　そして医者たちは、３人でも多いと困(こん)惑(わく)しながら、ガイツの看病をしていた。ガイツの怪(け)我(が)は、ラグレスに比べればかなり軽い。主に疲労で寝ているガイツに、医者は必要なかった。

			「お帰りソフィア。遅くなったね」

			　ソフィアが帰ってきたのは随(ずい)分(ぶん)と遅い時間だった。

			「ただいま！　小物がねえ、すんごく多かったの。リグトンもシュブイールも大量にわいてるのよ。今日は小型だけだったのに、買取で２万エニィくらい稼(かせ)いだ気がするわ」

			　いくらなんでも、小型竜の素材買取だけでは、１日に２万エニィも稼(かせ)ぐことは不可能だ。完全にソフィアの気のせいだった。金額の見当がつかず、勘(かん)で口にしたにすぎない。狩った数が多すぎて、報(ほう)酬(しゆう)の受けとりが翌日以降になったので、わかっていないだけだ。

			「２万も……すごいね、お疲れさま。明日からは僕も行くから。もう腹痛も治ったし」

			　エルの言葉に、ソフィアはほっとする。

			「良かった、もう元気そうね。やっぱり皆、ちょっとずつ無理して狩竜に出てるみたいだから、私たちも頑張らないとね」

			　ソフィアは人見知りするというわけでもないが、周りが初対面の狩竜人(かりゆうど)ばかりでは、どうしても気を遣ってしまう。しかも今は、高段位の狩竜人(かりゆうど)がほとんど怪(け)我(が)と疲労で動けていない。ソフィアが中心になって狩竜が行われることが多くなるが、集団の先頭に立つというのも彼女の性に合わなかった。エルもガイツもいない２日間、体は大丈夫でも、心の疲れは感じていた。

			　翌朝から２人はレズレンの周辺で暴れまくる。大物狙(ねら)いでまめに働く狩竜人(かりゆうど)ではなかったが、ドルブンの穴はやはり大きい。応援が来るまで狩竜人(かりゆうど)の手が足りない現状、協会にとって元気な２人の存在はありがたかった。

			　そしてルヴィリスイールとの戦いは、２人を確実に前進させていた。

			　力の抜きどころと入れどころを覚え、無(む)謀(ぼう)と勇(ゆう)敢(かん)の違いを学んだ。慎重になりすぎず、前に出すぎないということを学んだ。ガイツに言葉で教わったことを、実際に経験した上で身につけたのだ。

			　あとは金の使い方を学んでほしい。目を覚ましたガイツはそう思った。何日も無駄に医者を拘(こう)束(そく)してかかった金額は、死ぬ気で戦った緊急依頼の報(ほう)酬(しゆう)を軽く凌(りよう)駕(が)していた。

			　

			　大きな脅(きよう)威(い)は排除したものの、今度は潜(ひそ)んでいた竜が一斉に姿を現したレズレン。小型竜相手が多いとはいえ、普段より少ない人数で依頼に対処しなければならず、狩竜人(かりゆうど)たちに疲労の色が浮かんでくる。

			　しかし、冬も近い11月。他の地域では、竜の活動も大人しくなっている。そのおかげで、応援の狩竜人(かりゆうど)が徐々にレズレンに集まってきていた。

			「ウィクラスさんっ、クライオンも来たんだ！」

			　エルは数少ない知り合いの狩竜人(かりゆうど)と、そしてそれ以上に数が少ない友人と呼べる存在の顔を見つけて喜んだ。

			「やあ君たち、久しぶりだね。話は聞いてるよ」

			「よお、相変わらず派手にやってるみたいだな」

			　応援に駆(か)けつけた狩竜人(かりゆうど)の中には、鋼の扉の面々もいた。そしてソフィアは、フェネラルの精鋭たちの後ろに小柄な女性の姿を見つけて叫んだ。

			「ヴィスタ！　なんで、なんでなんで!?」

			　同性の友人がほとんどいないソフィアは、その唯一といっていい存在の顔を見つけ、泣くほどに喜んだ。

			　各街の協会は、竜の出現状況や狩竜人(かりゆうど)の状況といった情報を、定期的に報告しあって共有している。その中には、ガイツが大怪(け)我(が)をしたという情報も含まれていた。

			　それを知ったウィクラスは、竜災孤(こ)児(じ)院(いん)に届け、心配するヴィスタを連れてきてくれたのだ。狩竜人(かりゆうど)の移動に普通の女性がついてくるのは無理なので、わざわざクライオンが荷車に乗せて引っ張ってまで。

			「兄さんが、大怪(け)我(が)したって聞いて……」

			「そっか、手紙に書いたんだけど、行き違いになっちゃったんだね。ガイツさんなら大丈夫！まだ狩竜は休まないといけないけど、もう元気にお説教してるわ」

			　それは戦団の財布が、たかが数日で異常に軽くなっていることについての説教だった。心配顔のヴィスタを早速宿に連れていくと、そこには彼女が思ったよりも元気な姿のガイツがいた。40万エニィ以上あった戦団の貯(ちよ)蓄(ちく)が、寝てるあいだに10万エニィを切っていたことに青ざめてはいたが、体はほぼ回復していた。

			　

			「だっはっは、まさか１年目から銀(ぎん)糸(し)竜(りゆう)をやるとは思わなかったぜ。お前ら、さっさとハイウェスラルに行け。あっちはいつだって人手不足だからな。強い奴なら、いつだって大歓迎されるぞ」

			　鋼の扉は、団長のダンビスも来ていた。ダンビスとウィクラスは８年前、大竜災のときにもレズレンに駆(か)けつけたという。30段を越える２人も、若い頃ハイウェスラルで鍛(きた)えられた口だ。フェネラルの守りの要は、実はハイウェスラルでさえも上位に入る腕を持つ。

			「そう若い者を焦(あせ)らせるなダンビス。ガイツ君はまだしも、２人は１年目なんだ。経験が足りない部分は多いだろう」

			「細けえってウィクラスは、昔っからよう。狩竜人(かりゆうど)なんざあ、結局腕がすべて。経験よりも、体が強けりゃそれでいいのよ。さっさと南に行くべきだ」

			「確かにルヴィリスイールを相手にできたんだ、腕は問題ないんだろう。だが、ハイウェスラルは暑さなどの問題もある。若すぎると、他の狩竜人(かりゆうど)たちに受けいれられない場合もあるし、腕が良ければやっていけるというものでもないだろうに」

			　ヴィスタとガイツを２人きりにしようというソフィアのおせっかいで、エルとソフィアは鋼の扉の３人と外に食事に出ていた。何年もハイウェスラルで経験を積んできた狩竜人(かりゆうど)の話は２人には参考になる。街と呼ばれる集落でハイウェスラルは唯一、大街道から大きく外れた場所にある。

			　その独特な街の仕組みや南特有の気候のことなど、来年からは南へ向かう予定だったエルもソフィアも真剣に話に耳を傾けた。

			「しっかしあのドルブンがやられちまうとはな。あいつはすげえと思ってたが、やっぱ死ぬときゃ死ぬもんだな」

			　狩竜人(かりゆうど)の犠(ぎ)牲(せい)は１年目や２年目よりも少し経験を積んだ中段位手前くらいの者が最も多いと言われている。そして低段位や極端に高段位の者はあまり死なないとも言われていた。

			　低段位は死ぬ前に逃げることを優先するよう教えられるし、高段位ならやはりそこまで行った経験と実績から死ぬことはまれだった。

			　それでも、死ぬときは死ぬ。死にそうにない者の訃(ふ)報(ほう)を聞くたびに、狩竜人(かりゆうど)たちは人よりも竜が強いということを改めて思い知らされる。

			「ダンビスさんも知ってるんですか」

			「ああ、俺もウィクラスも、奴には会ったことあるぜ。もう８年も前だがな、ちょっと戦ってるところを見ただけだが、印象的な奴でよく覚えてるわ」

			「確かに印象深い男でしたね。強いことには間違いないんですが……人らしからぬ強さというか。生まれもった才能だけで充分強い狩竜人(かりゆうど)もいるんだなと思った記憶があります」

			　狩竜人(かりゆうど)として決して恵まれた才能を持っていないウィクラスは、ドルブンを才能の塊(かたまり)と称した。それは、才能だけでしかない男とも取れる言い方だった。エルは少しだけ暗い顔をして、すぐに頭からその名前を消し去ろうとする。

			　ソフィアは当然、エルの表情の変化を見逃さない。ソフィアの場合は思考でたどり着く結論ではなく、その直感のみだ。エルが死んだドルブンのことを、今でも気にしていることを知った。直感は所(しよ)詮(せん)ただの直感でしかなくだいたい外れるが、たまに大当たりすることもある。

			「エル、あのさ……ヴィスタちゃんって、ガイツさんの恋人なの？」

			　クライオンは、自分が引いて連れてきた、小柄な愛らしい女の子が気になっていた。しかし、宿で再会を果たしたガイツとヴィスタを見て、そういう関係にあるのかと察して落ち込んでもいた。

			「違う違う。本当の兄妹みたいなものだって２人とも言ってたよ」

			　否定するエルを見てクライオンの顔が明るくなる。

			　こいつ駄目だと、ソフィアは思った。フェネラルでは同じ屋根の下で暮らしてきたのだ。その言動を見て、ヴィスタの気持ちに少しは気づけないものかと呆れてしまう。

			「待って、エル。口ではそう言ってても、実はってのがあると思うのよ」

			　希望を早めに砕いておくのも、優しさだ。そう思い、ソフィアは一応遠回しの表現で事実を告げる。

			「そんなことないでしょ。２人とも兄妹だって言ってたし、あの２人が嘘とか言わないよ」

			　笑顔でそんなことを言うエルを見て、本当にこいつは駄目だとソフィアは思った。

			「いや……あのね、エル。嘘はつかないかもしれないけど、照れてるとか隠してるとか、そういうこともあるじゃない。だから、兄妹っていうのを真に受けちゃ駄目なのよ」

			「そうなのかな？　うーん……よくわからないや」

			　おそらくエルよりも、ソフィアの意見が正しいのだろうと察して、クライオンは落ちこんだ。

			　

			　応援の狩竜人(かりゆうど)が増えてきたおかげで、レズレンの狩竜人(かりゆうど)たちはようやく一息つく。

			　しかし、エルとソフィアは休まず元気に働いていた。エルがレズレン出身なので、調査の仕事兼任での狩竜依頼が任されやすいのが理由の１つ。

			　あとは、戦団の財布が軽くなったことに、ガイツが予想以上に肩を落としていたので、反省して少しでも稼(かせ)ごうとしていたのだ。

			　ガイツとしては、稼(かせ)ぐよりもまず、普通の金(きん)銭(せん)感覚を身につけてほしかったが、その想いは２人に届いていなかった。

			「エルさんは東の山脈の向こうに住んでいたと噂(うわさ)を聞いたのですが……本当ですか？」

			　この日協会に出向くと、誰から聞いたのか、職員がエルにそう尋ねた。

			「はい、本当です。１年前までは、山の向こうにいました」

			　エルは素直に答えるが、信じてくれるのか疑問だった。レズレン山脈の東は、もう何百年も人の住めない竜の大地として認識されている。そこで暮らしていたと言っても、普通は信じられない。

			　しかし、規格外の狩竜人(かりゆうど)はもうなにを言っても驚かれなかった。そういうこともあるのだろうと、職員は真面目そうな少年の言葉を簡単に受けいれる。

			　そうとわかれば、東の状況調査にこれ以上の適(てき)材(ざい)はいない。これまで大型竜に対処できる人材不足で、ソフィアもエルもあまり遠出させられなかった協会だったが、今はダンビス以下、強者たちが村に滞(たい)在(ざい)している。

			　職員は調査の依頼としては破格の報(ほう)酬(しゆう)を提示し、２人に山脈の向こう側の状況確認を依頼した。

			　

			　２人は丸１日以上かけ、山脈を越える。

			　エルの道案内で、２人が越えたのは低い山だったが、それでも山の中はかなり気温が低かった。高い山の頂上には、もう雪化粧が施(ほどこ)されはじめていた。

			「おおお、綺(き)麗(れい)、すっごい綺(き)麗(れい)！　なんだろう、わくわくする景色だ」

			　山を越えて人の住まない東側に下りてきたソフィアは、その景色に感(かん)歎(たん)の声を上げる。

			　そこは６００年ものあいだ、人が足を踏(ふ)み入れていない場所だった。同じ山や木々でも、人里近くのものとはどこか違う。

			　ソフィアがわくわくすると言ったのは、大昔の人が遺していったものたちだった。今は誰もいない山脈の東側には、朽ち果てた建物や道の跡が、ちらほらと見受けられる。

			　大昔はここに、確かに誰かが住んでいた証。すでに自然に還(かえ)りかけているが、その残り香たちは、なぜか人の心の郷(きよう)愁(しゆう)を掻(か)きたてる。

			「誰も来ない場所って、景色が違うんだよね。僕も最初に見たときは、ちょっと感動した」

			　小さな川でも水溜りのような池でも、人が近くにいないというだけで、ソフィアの目にはなにか特別な光景に映った。昔はそこに集落があったとわかる、大きな石が規則的に並ぶ場所などもある。そういう場所は、今は人ではなく他の生物の住処(すみか)になっていた。

			「あ、ウサギさんだ」

			　小さな獣(けもの)は、２人の姿を見つけると離れていく。しかし、その歩みが非常にゆっくりでソフィアは驚いた。

			　長年、人が住んでいないせいだろう。獣(けもの)たちは、人に対する警戒心を忘れているようだ。イノシシなど大きめの獣(けもの)は、２人が近づいても逃げださないくらいだった。

			「ちょっと、間抜けすぎるわね。こんなんで、生きていけるのかしら？」

			　ソフィアは少し心配になった。ウサギの逃げるところを見て、あまりにも簡単に捕まえられそうだったからだ。イノシシにいたっては、逃げることも襲ってくることもなく、無防備に近寄ってさえ来る。

			「こっちの獣(けもの)たちも、竜が近づけば急いで逃げるよ。でも、人は怖がらないやつが多いかもね。おかげで、師匠と２人だけなら、食べるのにはあんまり困らなかったんだ」

			「なるほど。どうやってこんなとこで暮らしてたのかと思ってたけど、意外となんとかなりそうなのね」

			「うん。竜がいなければ、もっと獣(けもの)たちがたくさんいたんだろうけど、それでも２人で生きていく分だけなら、全然問題なかったんだ。それに獣(けもの)は敏感だから、竜が近づいてきたのも、こいつらを見てるとすぐにわかるしね」

			　エルはそう言いながら、イノシシに近づいていく。

			「食べるの？」

			「いや、やめとこう。さすがに１頭丸ごとは、余っちゃうかもしれない。食べる分以上を獲っては駄目だって、師匠に言われたんだ。あんまり獲ると、獣(けもの)も人が危険だって学習して、いつか獲れなくなるからって」

			　エルは植物の根を掘りだし、獲るどころか餌(え)付(づ)けを始めた。無警戒なイノシシは、エルの手から遠(えん)慮(りよ)なくそれを受けとる。獣(けもの)といったら獲るくらいしか頭になかったソフィアは、その光景が不思議だった。

			　竜に侵されたイリシアでは、家(か)畜(ちく)以外の動物が極端に少ない。いないことはないが、竜に食べられるか人に食べられるかして、その数は年々減っていく一方だ。

			　ソフィアは人を怖がらない獣(けもの)を見て、自分たちが住んでいる場所とは別世界だと感じた。そして、なぜこっちには人が住んでいないのだろうと疑問に思う。

			「山を越えるのは大変だけどさ、こっちでも人って住めそうよね。なんで皆、こっちには来ないんだろ？」

			「僕も昔はそう思ったよ。竜は多いけど食べ物も簡単に手に入るから、皆こっちで暮らせばいいのにって。それで師匠に聞いたんだけど、２人だからそう思えるだけだって言われたな。少人数ならなんとでもなるけど、村や街みたいな規(き)模(ぼ)になっちゃうと、絶対に食糧が足りなくなる。だから無理なんだって。自然に獲れる食糧は、無限じゃないからね」

			「ふうん、やっぱ難しいのか」

			「もちろん、竜がいなければ大丈夫だと思うけどね。昔はここだって、畑を耕(たがや)して暮らしてた人が大勢いたんだし、安全にそれができるようになれば、また人が住める土地になるはずなんだ」

			「滅(ほろ)びちゃったのよね、ここにあった国って」

			「うん、僕は歴史とか詳しくないけど、そうらしいね。そういうのは、ソフィアのほうが詳しいかもね。小さい頃は、私(し)塾(じゆく)にも通ってたんでしょ？」

			「いやあ、教えてもらったような気はするけど……あんまり興味なくて、全然覚えてないや」

			　エルは勉強したくても、幼い頃はそれができる環境ではなかった。それに対して、ソフィアは勉強するにはこれ以上ないほど恵まれた環境で育っている。習ったことをすっかり忘れてしまった自分が、ソフィアは少し恥ずかしくなった。

			　ソフィアは勉強嫌いを反省したことなど、まったくなかった。ただ最近になって、エルの存在がソフィアを変えていた。

			　ソフィアは、エルと対等でいたいという気持ちが強い。勉強が嫌なのは変わりないが、逃げてばかりではエルの横に並んでいられなくなりそうで、そっちのほうが嫌だと思うようになっていた。

			　２人は夕食の相談をしながら、調査を進めていく。エルがいた１年前よりも、今は竜の数が少なく静かだった。

			　竜は出るが、どれだけ倒してもきりはない。こんな場所では当然運び屋も来てくれないので、避けられる戦いは避けていく。

			　力の足りない子どもの頃から、ここで暮らしていたエルは、当然のように避ける術(すべ)を知っていた。竜といったら、やはり倒すことしか頭になかったソフィアにとって、またもや新(しん)鮮(せん)な経験だった。

			　南方遠征団に加わるなら、エルのような経験を持つ者は有利かもしれない。そう思ったソフィアは、少し嫉(しつ)妬(と)する。

			　エルに頼って助けてもらうことが、ソフィアは嫌いではない。むしろ、寄りかかる心地良さすら感じていた。しかしそれ以上に、エルに頼ってほしいという気持ちも強かった。狩竜の腕は横並びで、勉強では勝てる気がしない。自分が得意で、エルが苦手そうなことはなんだろうか。そんなことをソフィアは考えていた。

			　

			　陽が傾きかけて、エルは野営できる場所に移動を始める。ソフィアからすると、どこも竜だらけで、安全な場所などない気がしてしまう。暗くなれば竜が動かないとはいえ、絶対安全というわけではない。交互に見張りをしながら、夜を明かすこともソフィアは考えていた。

			　しかし、エルはそうでないことを知っている。向かったのは、小さな滝がいくつも流れる崖(がけ)の上。普通の人ならとても無理そうな切りたった崖(がけ)を、２人は軽く登っていった。

			　陽が落ちると、山から吹きおろす風の冷たさが増していく。野営用に荷物は持ってきているので、凍(こご)えるようなことはないが、ソフィアは少し寒さが心配になった。

			「ちょっと登るのが大変だけど、この上に見せたい場所があるんだ。そこなら安全だし、もうちょっとだからついてきて」

			　自分に見せたいものってなんだろうと、ソフィアの胸は高鳴る。おかげで、少しだけ寒さを忘れられた。

			「良かった、まだ無事だった」

			　そこにあったのは、白い湯気が立ちこめる小さな池。石で周りが囲われており、自然にできたものではなく、明らかに人が作ったとわかるものだった。

			「これ……温泉？」

			　湯気とともに立ちこめる匂いが、ただの湯ではないことを示していた。

			「そう。１年以上来てなかったから、無事か不安だったけど、残ってて良かった。ちょっと待ってて、このままだと熱すぎるんだ。あっちの滝から水を引くと、ちょうど良くなるから」

			　温泉を見たのが初めてというわけではない。ソフィアの育った場所の近くにもあった。ただ、２人だけで訪れた小さな温泉は、ソフィアには特別な景色に見えた。

			　崖(がけ)の途中の、小さな場所だ。２人だけなら、充分に休める広さがある。しかし、竜が足を踏(ふ)みいれるには狭(せま)すぎる。温泉のおかげで少し空気が温かく、夜を明かすにはこれ以上ない場所だった。

			　そこでソフィアは、今この辺りにはエルと自分しかいないことを思いだす。人のいる場所まで行くには、１日以上かけて山を越えなければならない。

			　ソフィアの胸が、また高鳴ってしまう。２人きりで野営することなど、今まで何回もあった。街や村から離れた場所まで狩竜に出て、戻れない場合はいつもそうしている。珍しいことではないのに、２人だけの空間だと気づいたせいで、ソフィアは変に意識してしまう。

			　エルの顔は、いつもどおりだ。てきぱきと温泉の準備をしている。

			「よし、ちょうど良い。じゃあ一緒に入っちゃおうか。ここなら見張りも要らないし」

			　そういうエルの顔には、なんの照れもない。

			「え……」

			　あまりにも大(だい)胆(たん)すぎる言葉に、ソフィアは返事に詰まってしまった。エルは冗談を言ったりしない。すでに編み上げ靴を脱ぎだしている。

			　ソフィアは焦(あせ)った。いくらなんでも、急すぎる。もう少し手順を踏(ふ)んでからのほうがいいのでは。そんなことを考えながら、ソフィアの頭は混乱してしまった。

			　それでも、嫌ではなかった。深く息を吐くと、ソフィアは首のスカーフを取る。ヤルガタインにつけられた傷を隠すために、最近はいつも巻いているものだ。傷ついた体を、今になって少しだけ後(こう)悔(かい)した。そして、ためらいがちに防具を外していく。

			　そこでソフィアは、エルが靴しか脱いでいないことに気づいた。

			「え……あ、もしかして、足だけ」

			「え？　うん、それはそうだよ」

			　足だけだ。エルは足だけのつもりだったのだ。確かに全身で浸かるには、物足りない大きさだ。ソフィア１人だけでも、足を伸ばせる広さはない。勘違いした自分と、勘違いするようなことを言ったエルの両方に、ソフィアは腹が立った。

			「足が温まるだけでも、疲れが取れるからね。さ、入ってみて」

			　しかし、エルが無(む)邪(じや)気(き)に笑っているのを見て、ソフィアは怒りづらくなってしまう。てきぱきと準備をしていたのは、自分に入ってほしかったから。そう思うと、やはり嬉しかった。形に残らないが、エルの贈り物だ。

			　靴を脱いで湯に足を入れる。少し熱めの湯が、ソフィアの足をほぐしていく。自分でも気づかないうちに、疲れが溜まっていたことを思い知らされた。

			「ああ……やばいこれ、気持ち良い」

			　ソフィアの体も表情も、そして声までも緩(ゆる)めてしまうほど温泉は心地良かった。心まで緩(ゆる)んだソフィアは、無防備で少しだらしのない笑顔になる。

			「もう寒いしね。こっちのほうは、そろそろ平地でも雪が降るかも」

			　イリシアには冬を嫌う者が少ない。つらく厳しい寒さであっても、それ以上に竜が大人しくなることを歓迎するからだ。

			　ソフィアは例年よりも、冬の到来を待ち望んでいた。戦いの日々は充実しているが、穏(おだや)やかに過ごせる日も今年は楽しみだった。

			　冬のあいだはなにをしようかと考えながら、ソフィアは少し温まりすぎた足を１度湯から出す。あらわになった膝小僧と、少しだけのぞく白い太もも。意識しないようにしていたエルの目に、それらが飛びこんでくる。エルの顔は、湯の熱さと別の理由で火(ほ)照(て)ってしまった。

			　ソフィアから視線を外すために、エルは仕方なく冷たい地面に寝そべった。せっかく竜の心配もなく、緊張する必要がない場所なのに、エルの体に無駄に力が入ってしまった。

			　ソフィアは無駄に肌を見せたりしない。しかし、エルの前だけでは、少し無防備だ。夏場は薄着でエルの部屋に入ってくることもあり、そんなときはいつも落ちつかなかった。

			　エルは目を塞(ふさ)ぎ、心を落ちつけようとする。しかし、エルがどれだけ耐えているかなど、ソフィアは知りもしなかった。

			「やっぱりこれ、足だけじゃもったいない。エル、もう温まったよね？」

			「うん、もう熱いくらいだけど……なんで？」

			　エルはきょとんとした顔で起きあがる。

			「じゃあ、ちょっとあっち向いてて」

			「え？」

			「あっち向いてって。絶対にこっち見ちゃ駄目よ」

			　エルは言われるがままに、温泉から足を出して逆のほうへと座りなおす。すると後ろから聞こえてきたのは、衣(きぬ)擦(ず)れの音。

			「ま、待った！　なにしてるのソフィア!?」

			「こっち向いちゃ駄目だって！」

			　なんとか振りかえるのを我慢したエルだが、心はもう散り散りに乱された。

			　エルがこちらを向いてないことを確認しながら、ソフィアは思いきって身につけていたものを脱いでいく。

			　常に男の中に混ざり戦うソフィアだが、男らしい性格というわけではない。同年代の若い女性と同じか、それ以上に見た目には気を遣っている。

			　特に肌の手入れは、絶対にかかさない。普通の稼(かせ)ぎでは手が出ない高い石けんや油を惜(お)しげなく使い、日々美しさを磨(みが)いている。

			　一糸まとわぬ姿になり、ソフィアは自分を見つめる。白い体は横に膨(ふく)らんで見えるものだが、ソフィアの体はしっかりと引き締まっている。とても滑(なめ)らかな曲線を描いており、ソフィアは心の中で自画自賛した。

			　顔と手だけは日に焼けてしまうのが、17歳の少女にとっては少し悩みだったが、そこまで気にするようなら狩竜人(かりゆうど)になっていない。

			　しっかり背を向けるエルを、ソフィアはじっと見つめる。手を伸ばされたら、届く距(きよ)離(り)。

			　そんな距(きよ)離(り)で自分はとんでもない姿をさらけ出している。そうわかっていても、ソフィアは止める気にはならなかった。

			　少し伸びてきた髪を、濡らさないようにいつもより高い位置で縛(しば)りなおす。そして、手(て)酌(じやく)で体に湯をかけたあと、大きな水音を立てて温泉に飛びこんだ。

			「あ……ああ、気持ち良い……変な声が出ちゃうわ」

			「え、え、ソフィア……今入ってるの？」

			　見ていなくとも、音でそれはわかる。わかるが、エルは信じたくなかった。

			「うん、でもちょっと狭(せま)いわね。絶対こっち向かないでよ、見えちゃうから」

			「み、見えちゃうって……服は？」

			　一瞬なにが見えるのか聞こうとしたが、それは答えられるのが怖かった。

			「全部脱いでるに決まってるじゃない。替えの服なんて持ってきてないもん」

			　温泉には少し泥(どろ)も混じっているが、湯自体は透明だ。この日は星明かりも充分だった。エルの眼の良さなら、陽が落ちた今でも見えてしまうだろう。エルが今振り返ったら、全部見られてしまう。その危(あや)うさが、ソフィアは楽しくなってしまった。

			　なんて大(だい)胆(たん)なことを。今さらそんなことを思ったソフィアだが、その危(あや)うさが楽しくなってしまっていた。ソフィアは全身で湯を浴びて満足した表情を浮かべた。

			　今度はエルが怒っていた。確かに温泉に連れてきたのは自分だが、まさかこんな仕打ちを受けるとは思ってもみなかった。ぐっと膝(ひざ)を抱えこんで座りなおす。

			　血管が浮かび上がるほどに首と顔に力を入れて振り返らないようにする。嫌な音が鳴るほどに歯を食いしばるが、まだ耐えるには足りなかった。

			　それでも足りないのならと、今度は頬(ほほ)の肉を血が出るほどに噛(か)みしめる。鉄の味がエルの口内に広がっていく。17歳の少年にとって、あまりに理不尽な状況。ソフィアが温泉を堪(たん)能(のう)するあいだ、エルは理性を総動員させるしかなかった。

			「冬ってどうするのかな？　あんまり竜も出なくなっちゃうよね」

			「うん」

			「１年目じゃ寒くなっても休まない人が多いのよね。あ、でも私たちはどうなんだろ？　15段超えちゃってるし、あんまり依頼受けないほうがいいのかな？　他の人の仕事を、取っちゃまずいし」

			「うん」

			「レズレンにずっと留まる必要はないのよね、依頼もなくなっちゃうし。そしたらさ、エルも一緒に私の家に行こうね」

			「うん」

			　エルの返事は、生返事以外のなにものでもない。ソフィアはむっとなる。

			「ねえ、聞いてる？」

			「うん」

			　当然、聞いていなかった。

			「帰ったら、しばらくご飯抜きね」

			「うん」

			　会話をする余裕など、エルにはまったくない。無の精神を作り出すことに没頭していた。成功の望みは薄いが、そうする以外にこの状況を乗り越える道はなかった。

			「なによ、もう！」

			　ソフィアはわざと頬(ほほ)を膨(ふく)らませ、不機嫌さを全力で表に出す。しかし、見ていないエルには当然伝わらなかった。

			　ずっと生返事なのは、自分が裸なのが気になっているのだろうか。それとも、他のことを考えているのだろうか。

			　それはもちろん、前者だったが、ソフィアにそれはわからない。

			　ふとソフィアは、昨晩ドルブンの名前が出たときに、エルが少しだけ暗い表情を見せたことを思いだす。

			　２人の目の前で命を奪われたのは、ドルブンが初めてだった。狩竜人(かりゆうど)になって以来、幸運にも目の前の人々だけは守りきってきた。

			　人食いリグトン狩竜の際、竜の犠(ぎ)牲(せい)になった人を見ているが、あれは自分たちが駆(か)けつける前。どうしようもないことは理解している。

			　しかし、今回のルヴィリスイール相手では、２人の目の前で犠(ぎ)牲(せい)者が出た。

			　犠(ぎ)牲(せい)は自分の責任で行動する狩竜人(かりゆうど)だったとはいえ、人は人だ。ドルブンがあっけなく散ったところは、ソフィアの目にも焼きついている。

			　狩竜の最中は気にする余裕などなかったが、確かにソフィアの心にも暗い影を落とす経験となっていた。竜の前では人の命など軽いものだと、見せつけられた気分だった。

			　もし、あの状況でドルブンを助けられるとしたら、自分たちだけだったとソフィアは思っていた。１度助けたとはいえ、絶対に安全な場所まで運ばなかったのは確かに自分たちだ。

			　もちろん、あの状況でそれを責める者などいない。すでに片足を失っており、狩竜が終わるまで生き残ったとしても、助かるかはわからなかった。

			　ただ、後(こう)悔(かい)がないかと言えば、それは嘘になる。もし、ああしていれば、という思いは残っていた。絶対に関わりたくない男ではあったが、ソフィアは死んだらいいとまでは思わない性格だ。

			　エルは優しい。私が後(こう)悔(かい)していることを、エルが気にしていないわけがない。エルの背中を見ながら、ソフィアはそんなことを思っていた。

			　ただ、エルの頭には、死んだむさ苦しい男のことなど今はなかった。自分の後ろに裸のソフィアがいるという事実を考えないように、ひたすら心を殺していただけだ。

			　あまりに無反応なエルに、ソフィアは少し寂(さび)しくなる。

			「エル、ちょっとお湯が熱いわ。もう少し水を多めに引いてよ」

			　湧(わ)きだす熱い源泉に、崖(がけ)の横を流れる小さな滝から水を流しいれて湯の温度は調整されていた。もともと足だけ浸かるつもりだったので、エルは湯加減を熱めにしていた。

			　こっちを見るなとソフィアは言ったのに、いったい自分になにをさせるつもりなんだと、エルは憤(いきどお)る。

			「無理」

			　短い返事に、エルにしては珍しく不機嫌さがにじみ出ていた。ソフィアはそれを聞き、嬉しくなる。自分のことが気になり、生返事になっていたことを確信したからだ。ソフィアの顔に、意地悪そうな笑みが浮かぶ。

			「すっごい気持ち良いから、もっと入ってたいなあ。ね、お願い」

			　いつものように勝ち気な口調ではなく、ソフィアは殊(しゆ)勝(しよう)な態度でそう言ってみる。それはソフィアが尊敬する女性であり、フェネラルで屈(くつ)強(きよう)な狩竜人(かりゆうど)たちを操っていたシロノから学んだことだった。男には、命令するよりもこっちのほうが効果的だ。

			　しかし、エルは微動だにせず返事もしなかった。意地が悪すぎたかと、ソフィアが後(こう)悔(かい)しはじめる。すると、エルは急に立ち上がった。

			　その目は、ほぼ閉じられていた。口を横一文字に結び、息もしていなかった。そして、素早い動きで滝に向かい、手早く温泉に流れる水の量を調整する。

			　ここでソフィアのほうを見てしまっても、自分は悪くない。どう考えても、こんな場所で２人きりなのに、服を脱いだソフィアが悪い。そんなことが、エルの頭をぐるぐる回っていた。しかし、結局は信頼は裏切れないという気持ちが勝利してしまう。

			「ありがと」

			　ソフィアはほっとしたような、つまらなさそうな顔をする。こっちを見ないでと強く言ったのは、確かに自分だ。そうすれば、エルは見ないだろうとわかっていたし、信じていた。でも、もしこっちを向いても、それでよかったのに。そんなことを考えてしまっていた。

			　我ながらずるい、とは思っていた。しかし、女であるソフィアにはこれが精一杯だ。

			　相変わらず律(りち)儀(ぎ)に背中を向けるエルに、ソフィアは意気地なし、と心の中で舌を出して笑ったのだった。

			　

			　調査を終えてレズレンに戻ると、そこにはすっかり元気になったガイツの顔があった。

			「随(ずい)分(ぶん)、休んじまった。すまんな」

			「ガイツさん！　もう起きて大丈夫なんですか？」

			「ああ、もともと怪(け)我(が)で動けなかったわけじゃない。体力と理力さえ戻れば、問題はない。明日からは、普通に働くぞ」

			　ソフィアもエルも、ガイツの言葉にほっとした表情を見せる。それはなによりも頼れる仲間の回復を喜んだ表情だったが、理由は他にもあった。

			　

			「ソフィアさんとエルさんは19段への昇段ですね。もう複数昇段はないだろうと思ってたんですが……こちらの想像を軽く上まわってくれましたね」

			「19ですか!?　なんかすごいことになってますね、私たち」

			　ルヴィリスイールの狩竜報(ほう)酬(しゆう)の準備ができたと報告を受け、３人は久しぶりに揃って協会に顔を出した。17段の昇段報告を受けたときと同じ職員が、２人の昇段を祝ってくれた。

			　ルヴィリスイールの報(ほう)酬(しゆう)は、３人で20万エニィを越えた。これとは別にレイダークの狩竜報(ほう)酬(しゆう)なども受けとっているので、ここ１ヶ月の稼(かせ)ぎだけで30万エニィを越えていた。

			　しかし、食費や宿代など日々の欠(か)かせない金に加え、無駄に医者を雇(やと)ったせいで戦団の財布は赤字だった。

			　ソフィアもエルも、優しい仲間だ。自分のことを心配して、医者を大量に呼んだことは理解している。たとえそれが無駄すぎる行為だとしても、頭ごなしに否定してしまうのは、よくないと、ガイツはぐっと我慢する。

			「それでガイツさんですが、24段への昇段になります。今回の緊急事態、あなたが１番の功労者だと、皆が口を揃えていますよ」

			　８頭ものレイダークを分散させたのも、ルヴィリスイール相手に少ない犠(ぎ)牲(せい)で済んだのも、間違いなくガイツの活躍だった。光球使いは、冷静を装いながらも喜びを噛(か)みしめる。

			　あとは、２人の金(きん)銭(せん)感覚さえなんとかできれば、南行きも近いと思った。

			　

			「じゃあソフィア、またね」

			　子どもたちの世話を仕事としているヴィスタは、長く孤(こ)児(じ)院(いん)を離れることはできない。ガイツの回復を見届けたので、西に向かう狩竜人(かりゆうど)に護(ご)衛(えい)を頼み、フェネラルに帰ることになった。

			「うん……また絶対に、会いにいくから」

			　涙を浮かべるソフィアを見て、ヴィスタは逆に笑ってしまう。

			「ふふ、おおげさね。なんで泣きそうなのよ。雪が降る頃には、フェネラルに来る予定なんでしょ？　１ヶ月ちょっとで、また会えるじゃない」

			「だって……」

			　家がとてつもなく裕福で、男なら誰もが振り向くような容姿で、無駄に明るく腹芸が苦手で、素直すぎる性格で、加えて男からも嫉(しつ)妬(と)されるほどに強い狩竜人(かりゆうど)。

			　同性から嫉(しつ)妬(と)される要素が満載のソフィアにとって、ヴィスタは初めてできた仲の良い女友達だ。気兼ねなくお喋(しやべ)りできる女友達というのは、肩を並べて戦う仲間とはまた違った大切な人だ。ソフィアにとって、ヴィスタとの別れは泣くほどのことだった。

			　しかし、悲しい表情を隠せないソフィアと違い、ヴィスタは終始とても良い笑顔だ。ガイツと離れることも、今度は悲しんでいない。

			「本当に来て良かったわ、ソフィアとも久々にお喋(しやべ)りできたし。それにね……」

			　ヴィスタはこっそりと、ソフィアにだけ耳打ちする。

			「兄さんと良いことあったし」

			「え、良いこと……って、まさか!?」

			　ヴィスタが小声で耳打ちしたのに、それを無意味にするような大声でソフィアは反応してしまう。

			「ちょ、ちょっと！」

			　慌ててヴィスタが口を塞(ふさ)ぎ、ソフィアに自分以外の女友達ができない理由を、改めて理解した。ソフィアの問いには答えず、ヴィスタはガイツのほうに向きなおる。

			「じゃあね兄さん、浮気しちゃ駄目よ」

			「お、おうよ」

			　ガイツの顔は、明らかに動(どう)揺(よう)していた。

			　兄、と呼んでいるが、ヴィスタとガイツのあいだに流れる空気は、もう家族のそれではなかった。完全に、男と女の空気だ。ヴィスタはついに、兄妹という関係から脱(だつ)却(きやく)したのだろうと、ソフィアは察した。同じ女性として、畏(い)敬(けい)の念を込めてヴィスタを見送る。

			　ガイツとヴィスタの関係が変わったことに微(み)塵(じん)も気づかず、エルは呑(のん)気(き)そうな笑顔で見送っていた。

			　それを見たソフィアは、まだまだ自分には難しそうだと感じてため息をついてしまう。

			　しかし、温めの湯に浸かった今の感じも、これはこれで楽しいものだとソフィアは思っている。どっちもどっちの２人だった。

			　

			　11月最後の日。この時期になると、北西からやってくる冷たい風を、山々が受け止めるようになってくる。そうなるとレズレンは冬模様だ。山頂だけだった雪化粧も、日に日に広がっていく。

			　ルヴィリスイールの影響で、大きく増えたり減ったりしていた竜の数も、ようやく例年並みに落ちついていた。助(すけ)っ人(と)に来ていた狩竜人(かりゆうど)たちも、それぞれ役目を終えて自分たちの拠点へと帰っていく。春から休みなく働いていた狩竜人(かりゆうど)たちも、そろそろ冬休みの計画を立てる頃だ。

			　しかし、白(はく)緋(び)の女神の３人は、まだ忙しく毎日を過ごしていた。本来ならガイツが計画的に貯めた金で、稼(かせ)がなくても余裕を持って冬を迎えられるはずだった。だが、無駄遣いで戦団の財布は目減りしている。

			　冬を過ごすだけなら、充分な額が残っているが、ガイツはそれを許さなかった。減ったことが問題ではなく、計画とは違ってしまったことが許せなかったのだ。ガイツの几(き)帳(ちよう)面(めん)さは、やはり男らしくなかった。少しでも補充するために、白(はく)緋(び)の女神は寒い中でも元気に狩竜に出ていた。

			　ただ、エルは少しだけ気分が優れなかった。体に異変を感じていたのだ。肘(ひじ)や膝(ひざ)が前触れなく痛みだすことがあり、上手く力が入らないときもある。

			　しかし、怪(け)我(が)というわけでもなく、痛みの強さも動けないようなものではない。自分でも原因がわからない不調に、もやもやしていた。

			　この日の３人は、黄(こう)牙(が)竜(りゆう)シュブイールと紫(し)爪(そう)竜(りゆう)テリバトンの狩竜依頼を受けて、村の北側にある森に入っていた。３人からすれば、なんということはない依頼だ。

			　この時期の小型竜は、腹を空かせているものが多いので凶暴性が増す。逆に言えば、逃げるより積極的に襲ってくる可能性が高く、見つけさえすれば簡単に終わる狩竜のはずだった。

			　しかし、エルは普段なら信じられない失(しつ)態(たい)を犯した。

			　テリバトンの群れをあっさりと狩ったあとに、３人はシュブイールの群れに遭(そう)遇(ぐう)した。協会の報告通りの場所に群れはいて、準備は万端だった。

			　いつもどおり、次々と狩っていく３人。10頭に満たない小さめの群れで、あっという間に残り３頭まで減る。エルはそのうちの１頭に狙(ねら)いを定め、剣を構えて地面を蹴(け)る。しかし、エルの足はいつもどおりには動いていなかった。

			　ふいに、エルの膝(ひざ)の力が抜ける。森に散った落ち葉に滑(すべ)り、なんでもないところで転んで膝(ひざ)をついた。

			　シュブイールが、すぐさまそれに反応する。３頭ともがエルを狙(ねら)い、牙(きば)をむき出しにして走りだす。エルは体をよじって直撃は避けたものの、麻(ま)痺(ひ)毒がたっぷり含まれた牙(きば)が腕をかする。

			　死に至るものではないが、シュブイールの毒は即効性が非常に強い。毒はエルの体の自由を、あっという間に奪った。

			　ソフィアとガイツが、慌ててエルの下に向かう。どんなに強い理力で身を固めても、動けなければ関係はない。竜の牙(きば)は、人の体など軽く食いちぎる。

			　ぎりぎりで間に合ったガイツが、再びエルに襲いかかる牙(きば)をバックラーで受けとめた。しかし、竜相手に真正面から力比べをしたら、人は必ず押し負ける。竜種の中では小さいほうだが、それでもシュブイールは牛ほどの大きさだ。体重は人の何倍もある。

			　ガイツは倒れこみ、体勢を立て直すまで隙ができてしまう。ソフィアは、動けないエルを背中にかばいながらの行動しか取れず、乱戦状態に陥(おちい)った。

			　しかし、さすがにガイツは冷静だった。ソフィアが少し時間を稼(かせ)ぐあいだに光球を放(はな)ち、なんとか無事に群れを殲(せん)滅(めつ)させた。

			「エル、大丈夫!?」

			　地面に突っ伏したまま微動だにできないエルに、ソフィアが駆(か)けよる。

			「ごめ……ん、大丈夫……本当に、ごめん」

			　毒が回って声すらも出にくくなっていたが、強がりではないのは見てわかる。腕のかすり傷以外は、まったく怪(け)我(が)はなかった。

			　それよりも、自分の失(しつ)態(たい)が仲間を危険にさらしたことに、エルは衝撃を受けていた。油断をしていたつもりは、まったくない。しかし、体調の悪さを放置して、それを仲間に黙ったまま狩竜に出たことは完全に自分の落ち度だ。エルは激しく落ちこんだ。

			「怪(け)我(が)は大丈夫そうだな。しばらくは動けんだろうが、時間が経てば毒も勝手に消えるし問題はない。まあ、こんな日もあるさ」

			　ガイツが軽く治(ち)癒(ゆ)理力を流しただけで、腕の止血は終わる。それだけの怪(け)我(が)がシュブイール相手だと致命的なものになりかねない。

			「よしっ、さっさと引き上げるわよ」

			　狩竜の後始末を終えても毒が抜けなかったエルを、ソフィアが背負って帰(き)途(と)につこうとする。慌ててそれを拒(こば)むエルの気持ちをガイツは察して、少し強引に引き取って歩きだす。自分のが力も体力もあるし適任だと言い張るソフィアだったが、そういう問題じゃないだろうとガイツはため息をつく。

			　エルが女心に敏感だとは思わないが、ソフィアもソフィアでひどいものだとガイツは思った。

			　

			「どうだ、痛みは少しでもひいたか？」

			　宿に戻ったエルは自分の不調を正直に訴(うつた)えた。落ち葉に足を取られたのも、膝(ひざ)におかしな痛みを抱えて力が抜け落ちたからだと告げた。なんとなく大丈夫だろうは絶対に駄目だと深く反省する。

			「いえ、変わらないですね。ごめんなさい」

			「うーん……確かに怪(け)我(が)ではなさそうだな。気づかないうちに疲れが溜まっているということもあるが、やはり１度医者に診てもらおう」

			　孤(こ)児(じ)院(いん)の院長である育ての親が医師だったため、ガイツはその方面の知識もある。

			　しかし、優秀な治(ち)癒(ゆ)理力の使い手ではあるが本職はあくまで狩竜人(かりゆうど)だ。専門家とまでは言えない。

			　あまりに規格外でガイツもつい忘れてしまうが、エルもソフィアも１年目でしかないのだ。経験が少ないままに、夏から連続して大型竜の狩竜に当たっている。ソフィアの特異体質に平気でついていけるエルの体力も、また異常だとガイツは感じていたが、やはり無理があったのかと反省した。

			「ねえガイツさん、これってあれじゃないの。大きくなるときに、関節とかが痛くなるやつ」

			「成長痛のことか？　しかし、17になってそんな痛みが出るような伸び方はしないだろう」

			「そうなの？　でもほら、ちょっと立って」

			　エルを立たせたソフィアは、ぴったりと背中を合わせる。

			「ガイツさん、どれくらい背が違う？」

			「そうだな。拳２つちょっと、というところか」

			　ソフィアは女性にしては背が高い。もともとエルも、平均程度の背はあったが、ソフィアと比べると拳１つ分くらいの違いだった。ガイツの言葉に驚いたのはエルだ。

			「えっ、そんなに違うんですか！」

			「ほらあ、やっぱり。一気に背が伸びてるのよ。というか、なんで自分で気づかないのよ？」

			　狩竜人(かりゆうど)の服は、すぐぼろぼろになって買い換える必要がある。そして、最近のエルの服はすべてソフィアが選んで買ってきたものだ。エルが自分で買おうとすると趣味が悪いと文句を言われるので、買い物好きなソフィアに任せていたのだ。おかげで自分の体に合った服の大きさすら知らなかった。逆にソフィアはしっかりとエルの成長を知っていた。

			「確かに、言われてみれば俺との差もかなり縮まってるな。ソフィアの言うとおりかもしれん」

			　夏には顔半分くらいあったガイツとの身長差も、いつの間にか拳１つ分まで追いついている。ソフィアはなぜこんな大きな違いに気づかないのかと男２人に呆れた。

			「あんたの食欲ってあれよ、成長期なのよ。山奥なんかで暮らしてて足りなかった分を今になって食べてるのよ、きっと」

			　なるほどとガイツも納得する。エルの体つきはもともとしっかりしたものだったが、確かに出会った頃より一回り大きくなっている。細くはないが太くもないガイツは、まだ成長期なのかと羨(うらや)ましく思った。

			「よし、じゃあ12月になるし、ちょうど良い。ここで無理する必要はないからな。そろそろいったん解散して、休みにするか」

			　12月の半ばから休みにする予定だったが、ガイツは早めの休暇を提案する。

			「そうですね、もう休んじゃいましょう。じゃあお土産(みやげ)買ってユニスさんとこに行って、それからフェネラルに寄ってヴィスタと遊んで。で実家帰ってコーディと遊んで、それから……ふふっ、いろいろ楽しみだわ」

			　目標もあって自分で好きなことをやっているのだ。狩竜人(かりゆうど)の仕事を嫌々やっているわけではない。しかしソフィアも年頃の女性。時間を持て余すことなどなく、休みにしたいことはいくらでもあった。

			「そういえばエルはどうするんだ？　お前は故郷がここなんだし、レズレンに残るのか」

			「いえ、一緒に行きます」

			　ガイツの質問に答えたのはエルではなくソフィアだった。

			「え……一緒にって？」

			「私と一緒に、お家に帰るに決まってるじゃない。おじいちゃんにも診てもらわないとね。前に話したのに、やっぱり全然話聞いてなかったのね」

			　以前会った学者の話を、ソフィアはずっと気にしていた。チャビレットは心配ないだろうと言ったが、やはり人体実験されたということが、どうにも不安だった。

			　今の不調も成長期だろうとは思うが、安心はできない。冬になったら自分の祖(そ)父(ふ)に診てもらう。それはソフィアの中ではとっくに決定事項となっていた。

			「とりあえず、手紙書かなきゃだ。でも、お父さんとお母さんは家にいるのかわからないのよね。おじいちゃんとおばあちゃんはいるから、問題ないかな」

			　驚くエルを無視して、ソフィアはどんどんと話を進めていく。エルは助けてほしいという視線をガイツに送るが、返ってきたのは諦(あきら)めろといった表情だった。

			　

			　ネイファとその夫。そしてエルは娼(しよう)館(かん)にも顔を出し、世話になった人たちに別れを告げる。年が明けたら、白(はく)緋(び)の女神はハイウェスラルを目指すことにした。段位も実績も、すでに充分すぎるほどだ。経験を積み段位を上げるという目標も達成し、レズレンに来た意味は大いにあった。

			　ラグレスとユニスからは、銀の鍵の仲間に宛てた手紙を預かる。すでに狩竜人(かりゆうど)の夫婦は戦団を抜けることを知らせていたが、わざわざ白(はく)緋(び)の女神がハイウェスラルでやりやすいようにと、手紙をしたためてくれたのだ。

			　ガイツは以前にも在(ざい)籍(せき)したことがあるが、新たな仲間と向かうその街には、また違う思いがあった。初めての２人は、期待も不安もいっぱいに抱えて南を目指すこととなる。

			　しかし、今はそれぞれが冬の休息のことを考えていた。レズレンから西に向かう道中、ソフィアとガイツの足取りは軽く、残りの１人は戸(と)惑(まど)っていた。

			　エルは冬のあいだをどう過ごすか考えていなかったが、まさか強制的にソフィアの実家に連れていかれるとは思っていなかった。ソフィアの家は、偉い学者の祖(そ)父(ふ)に大商団を経営する父。そんなところに山育ちの自分が行くのかと考えると、エルの心は重くなる。

			　治ったはずの対人恐怖症が再発しそうなほど、悩む。やはり行かないほうがいいのではないかと考え、そのことをソフィアに言ってみる。

			　すると返ってきたのは言葉ではなく、今にも雨が降りそうなほどの曇(くも)り顔だった。エルは、やはり行くと告げる。すると、あっという間に顔が晴れた。

			　結局、隣で嬉しそうに笑う少女には、勝てる気がしなかった。

			　

			　北より流れくるイリグーク大河で隔(へだ)てられた、イリシア西海岸一帯。そこの中心であり、国の中(ちゆう)枢(すう)でもある王都イリファスと、その周辺の街では、ここ数十年間で１度も緊急事態を告げる鐘(かね)は鳴っていない。イリシアでここだけは、竜に怯(おび)えなくていい土地になったと言われていた。

			　竜学者のチャビレットは、３ヶ月ぶりにその王都に帰りついていた。竜学というのは、引きこもっての研究ばかりでは進展がないので、実地の調査を重んじる。そのため、１年の半分近くを研究所の外で過ごす行動的な学者も多い。チャビレットは、その中でも特に行動的で実地を重んじる学者だった。

			「お帰りなさい、チャビレット先生。仕事、たくさん溜まってますよ」

			　助手であり、秘書の仕事も務めるホラスという学者が、大量の書類を抱えて副学長室に入ってきた。チャビレットはイリシアで、唯一税金で研究ができる王立研究所の学者。そこで竜学部門の副学長という地位にあった。常に外を出回っている学者は、帰ってくれば当然書類の片付けや後輩の指導といった仕事が多くなる。

			「長々と留守にしてしまい申し訳ありませんでした。早速、片付けてしまいましょう」

			　他の学者からすると、面倒なだけの仕事。しかし、３ヶ月ぶりに帰ってきたチャビレットは、休むことはせず文句を言うこともなく、精力的に机仕事に取りかかる。

			　チャビレットが若くして研究所内の地位を得ているのは、ただ研究の成果を挙げてきたからではない。不眠不休でも研究と仕事に没頭できる体力と集中力を持っているからだった。

			　希(き)代(だい)の天才、多頭の生物、服を着た好奇心、変人。チャビレットは賞賛よりも、揶(や)揄(ゆ)の意味合いが強いあだ名を多く持つが、それでも彼の仕事量を知れば誰も文句は言えなかった。

			「あと、先日手紙でいただいたご指示なんですが、やはりタシネートの妹という女性は見つかりませんでしたね。イクスデイム家の屋敷も、とっくに人手に渡ってました。行方の手がかりも、ないそうです。役人の手も借りて港の出入りも確かめましたが、そっちも手がかりはないですね。渡(と)航(こう)の記録は５年分しか残っていませんでしたので、それより前に西に渡ったのかもしれません」

			　エルに出会って話を聞いたあと、チャビレットは研究所宛ての手紙でタシネートのことを知らせていた。タシネートは唯一の肉親である妹に自分の研究成果を託(たく)したのでは、そうチャビレットは予想したのだ。

			　しかし、西に渡ったとなると探すのは非常に難しくなってしまう。

			「そうですか……残念ですがこれ以上できることはなさそうですね。ありがとう、この話はもう忘れてください」

			「わかりました。あとですね、つい先日リータフ・ドナルグ氏が、先生を訪ねてこられましたよ。留守をお伝えするとそのままお帰りになられたので、特に急ぎの用ではなかったようですが」

			「なんと、リータフ先生が！　実はレズレンで、リータフ先生のお孫さんにお会いしたのです。そのことかもしれませんね。お孫さんはとても優秀な狩竜人(かりゆうど)なんです。あの人食い翼(よく)竜(りゆう)も、彼女の所属する戦団が倒したんですよ」

			「ソフィア・ワイスさんですよね。私も最近、その名前を噂(うわさ)で知りましたよ。なんでもヤルガタインだけじゃなくて、ルヴィリスイール狩竜の中心にもいたそうで。１年目にして強く美人の女狩竜人(かりゆうど)。おまけにあのドナルグ氏の孫娘ということで、王都でもちょっと噂(うわさ)になってますよ」

			「そうでしたか。いやはや、私もルヴィリスイールの件は道中で耳にしましたが、本当に驚きました。リータフ先生のお孫さんの仲間にもう１人、エル君という１年目の狩竜人(かりゆうど)がいるのですがね。その２人が、とんでもない成果を残しているのです。彼らの話の中に、いろいろと参考になるものもありましたし、あの若者たちに出会えたことは幸運でした」

			　チャビレットは素直で聡(そう)明(めい)そうな少年の顔を思いだす。タシネートの関係者という点を抜きにしても、エルのことがとても気になっていた。

			「しかし、レズレンで南の竜が現れたというのは前代未聞ではないですか？　やはり、以前から先生の危(き)惧(ぐ)されていたことが……」

			「いや、そこまで急激に変化するようなことはありません。もちろん、時代の移り変わりは心配していますがね、協会も狩竜人(かりゆうど)の皆さんも、まだまだ信念を忘れずに頑張ってくれてますよ」

			　書類仕事を次々と片付けるあいだにも、チャビレットは思考を巡らせていく。

			　多頭の生物、というあだ名はいくつもの思考を同時にこなす器用な真(ま)似(ね)をするせいだった。忙しく手を動かしながらも、頭の中ではまったく別のことを考えていることもある。

			　今も、タシネートのことを思いだしていた。

			　子どもの命を蔑(ないがし)ろにしたその罪が発覚するまで、チャビレットは信(しん)奉(ぽう)者(しや)と言えるほどにタシネートの考え方に傾(けい)倒(とう)していた。その罪は許されるものではないが、その功(こう)績(せき)と才能は疑いようのないものだった。特に先を見越す力は、専門の理力学以上に優れていたと、チャビレットは思っていた。

			　望む望まないに関係なく時代は変化し、また人々も変わっていく。当たり前のことなのだが、チャビレットは今それを強く危(き)惧(ぐ)していた。その考えは、タシネートの影響を大いに受けたものだ。タシネートは理力学以外にも、多(た)岐(き)にわたって自説を論文に残していた。

			　竜の北上が始まって６００年。一時は人が住めなくなる寸前までいったイリシアは、人々の多大な努力によって、竜から土地を奪い返しつつある。イリシアの西端にある王都とその周辺では、今は竜の影に怯(おび)えることはほとんどない。

			　しかし、まだなにも解決していないとチャビレットは思っていた。北上する竜の数は減っているわけではない。南には当然、北よりも大量の竜種が棲(せい)息(そく)している。もしなんらかの原因で、北上してくる竜の数が増えてしまったらどうなるのか。狩竜人(かりゆうど)がいつだって、そのすべてに対応できるとはかぎらない。

			　なによりチャビレットが不安に思っているのは、イリシアの人々の危機感が欠如しはじめているのではないかという点だった。すでに王都周辺では、竜の恐ろしさを忘れてしまった人たちが、少なからずいる。

			　数年前に、人竜会などという怪しい組織の教えが流行ったこともある。綱渡りの綱が太くなっただけで、まだ安全な場所に足を踏(ふ)み入れたわけではない。それを人々が忘れてしまったら、イリシアは今度こそ人が住めない大地になりかねない。チャビレットはそう考えていた。

			「ホラス君、次回の遠征団の話は、最近出てますか？」

			「いえ、今のところ動きはないですね。ただ、学長が各方面に水面下で働きかけてるみたいで、すぐに縮小ということはなさそうです」

			「良かった、それはなによりです」

			　遠征団の規(き)模(ぼ)などは、主に王都で暮らす議会の参加者や役人が決める。最近では、優秀な学者や強い狩竜人(かりゆうど)を大きな危険にさらしてまで、南の調査が必要なのかという疑問の声も挙がっている。

			　別段、彼らは私欲に走り悪意を持って遠征団を縮小しようとしているわけではない。それはチャビレットもわかっている。安全な場所に住んでいながら、危機感を常に持てというのは酷かもしれない。

			　しかし、国を動かす者が、綱渡りの現状を理解していないというのは、チャビレットにはどうにも我慢ならなかった。

			　こうなった以上は、とにかく早く竜に対抗する術(すべ)を発見しなければならない。狩竜人(かりゆうど)のように、特別な強者だけが戦える現状では駄目なのだ。

			　そう考えるチャビレットは、常に持ちうるすべてを研究に捧(ささ)げ、人と竜との生存競争に勝つ手段を見いだそうとしていた。

			「ああそうです、先生がなかなかお戻りにならないので、学長がかなりご立(りつ)腹(ぷく)でしたよ。あとでちゃんと、顔出してくださいね」

			　チャビレットが自由にその才能を活かせるのは、後ろ盾(だて)になってくれる学長という存在がいてこそだった。チャビレットはそのことをよく理解しているので、学長にはまったく頭が上がらない。

			「そうでしたか……しかしリータフ先生にわざわざお越しいただいたのに、そのまま放(はな)っておくわけにもいきませんね。私はリータフ先生の家に、ご挨(あい)拶(さつ)に行ってきます。ホラス君、ちょっと学長のところに行って、適当にごまかしておいてください。お願いします」

			「え、ちょっと。ドナルグ氏のお宅って、パスラルですよ？　そんな遠くまで、駄目ですって！」

			　誰にも文句を言わせないとばかりに、常人ならざる速度で書類仕事をこなしたチャビレットは、さっさとこの場を逃げだすのだった。

			　

			「やあ、久しぶりだね、チャビレット君。わざわざ来てもらって、すまなかったね」

			「いえいえ、突然お邪魔して申し訳ありません。こちらこそ、わざわざお訪ねいただいたのに留守にしておりまして。リータフ先生も、お元気そうでなによりです。あまりにお元気そうなので、研究所に戻ってほしいとさえ思ってしまいます」

			「はっはっは、今は好き勝手なことをやってるからね。そりゃあ健康にもなる」

			　一口に王都とその周辺といっても、かなり広い。研究所にこもるのは冬が本格的になってからでいいとチャビレットは思い、丸１日以上かけて王都の東にあるドナルグ宅を訪ねていた。

			　リータフは年相応に真っ白な髪の毛だが、年よりも若く見える壮(そう)健(けん)な人物だ。

			「実は先日ソフィアから、ああ、私の孫娘なんだがね。手紙でチャビレット君に会ったと知らせがきたんだ。それで、研究所に寄らしてもらったんだよ」

			「はい。フェネラル近辺で現れた、人食い翼(よく)竜(りゆう)を狩ったという戦団に話を聞きにいったのです。その戦団の１人が、リータフ先生のお孫さんだと知らなかったもので、私も大変驚きました。ソフィアさんは、素晴らしい狩竜人(かりゆうど)ですね。お仲間の２人も、とても優秀な狩竜人(かりゆうど)でしたよ」

			「そうかね、君がそう言ってくれると安心だ。私はソフィアの仲間には会ったことがなくてね。それで近いうちに、エル君という仲間を連れてくるそうなんだが……実はそのエル君のことも聞きたくて、君を訪ねたんだ」

			　温和な笑顔だったリータフの顔が、真剣な表情に変わる。

			「どうも孫の手紙では要領を得なくてね。あの子は昔から勉強が苦手で……まあ、それはいい。それでだ、そのエル君という少年が、タシネートに育てられたと孫が書いて寄越したんだが……それは本当なのかね」

			「はい、間違いなさそうです。ただ、タシネートになにか特別な教育をされてるということはないと断言できます。エル君は本当に賢(かしこ)くて素直な少年です。半日話をしただけですが、性格面で問題はないと確信しました」

			　リータフは少し表情を崩した。

			「ああいや、性格面での心配はしてないんだ。彼のことは、しょっちゅう孫の手紙に書いてあるからね。まさかタシネートと繋(つな)がりのある者だとは思ってもいなかったが、下手な文章でもソフィアが毎日楽しく過ごしているのは手紙から伝わってくる。それにタシネートについては、君よりも私のほうが知っているつもりだ。決して善人ではないが、悪人とも呼びがたいと今でも思ってる。もちろん、しでかしたことは擁(よう)護(ご)しようもないし、悪そのものだがね」

			　リータフを学者としても教育者としても慕(した)う者は、今でも多い。にもかかわらず、早めに研究所を退(しりぞ)いたのは、リータフがタシネートの研究内容自体は支持し、その研究の継続を主張したから、という理由が少なからずあった。

			　年上のリータフが師で年下のタシネートは弟子という関係ではなかったが、対等な学者として互いを尊(そん)重(ちよう)していたのは確かだ。

			「失礼しました。リータフ先生のほうが、ずっとタシネートのことを理解なさっているのでしょう。そこを少し羨(うらや)ましく思ってしまう私も、またタシネートの論に魅せられた愚(おろ)かな学者です。ただ先生、エル君の体のことを心配なさっているのなら、それも問題ないと思います。あそこまで活躍できる狩竜人(かりゆうど)に、問題があるはずありません」

			「そうか。君が言うなら本当に問題はないのだろう。ただね、頭はちょっと残念なんだがソフィアは間違いなく類(たぐい)まれな理力の持ち主なんだ。それでどうやら、その孫と同等の実力を持つと手紙には書かれている。

			　とするとだ、まさかという疑問を持ってしまう。嫌な学者の性(さが)だね。つい気になって、君を訪ねてしまったのだよ。もちろん、ソフィアくらいの狩竜人(かりゆうど)など他にもいるだろうから、ただ素質に恵まれただけと考えるのが普通なのだが……やはりあの男が関わっていた狩竜人(かりゆうど)となると、その考えは拭(ぬぐ)いきれなくてね」

			「研究が実を結んだと？　そうですね……私も考えなかったわけではないのです。ただ研究内容についてはエル君自体もまったく教えられていなかったようで、その資料もタシネートの妹さんの下へ、すべてエル君が送ったということでした。

			　資料の中身を見るなと言われてたそうで、それに素直に従って本当に見なかったそうです。その妹さんも行方が知れずに、これ以上は確かめようもない。もし、タシネートの研究の成否を確かめられるとしたら、研究した本人か、あとはリータフ先生くらいだと思われます」

			　リータフはエルという少年に会うことに心が躍る。そして、そんな自分に少し嫌(けん)悪(お)感(かん)を覚えた。

			「学者なんて嫌なものだね。孫の大事な仲間だというのに、彼のことを好奇の目で見てしまいそうな自分が怖い。これでは、タシネートと変わらないではないか」

			「リータフ先生、それは私も同じですよ。人食い翼(よく)竜(りゆう)が出たと聞いたとき、まずその被害よりもどんな竜なのかを知りたがってしまった。しかし、そうですか……エル君もこちらに来るのですか。もしかして、冬のあいだはこちらでソフィアさんと？」

			「ああ、孫の手紙にはそう書いてあった。休暇はこっちで、そのエル君とともに過ごすつもりらしい。ソフィアは随(ずい)分(ぶん)その少年のことを心配している様子だったのでね、私もできるかぎりのことはしようと思っているんだ」

			　直接会っても、なにもわからない可能性のほうが高い。リータフはそう思っていた。もし、タシネートの研究が実を結んでおり、その成果で少年の理力が強化されていたとしても、リータフには判断する自信がなかった。

			「そうですか、それなら、ぜひエル君に研究所に来てほしいとお伝え願えますか？　冬のあいだは、ずっと研究所にいるので、いつでも歓迎すると。エル君は、私の話などをとても喜んで聞いてくれたんです。いつも学院の生徒ですら、話が長いと嫌われてるんですがね。きっと、彼のような者が知識を身につければ、素晴らしい狩竜人(かりゆうど)になるはずです」

			「狩竜人(かりゆうど)であり学者である者、というチャビレット君の理想像かね。了解した、間違いなく伝えておくよ。君はその少年が、本当に気に入っているようだね。しかし、信じられないな……タシネートは上手く少年を育てたのだろうか。あの男が子育てとは、ちょっと想像ができない」

			「実は私も想像できなかったのですが、話を聞いたかぎり、あの男なりに必要な教育はしていたようです。あとは、本人の資質の面も大きいと思いますね。タシネートに会う前から、少し変わった育ち方をしていたせいなのか、ただ賢(かしこ)いという印象ではなかった」

			「ふむ」

			　最低限の資質は学問をするのに必要だと、リータフはつくづく感じたことがある。努力すれば誰でも身につくというほど、学問は甘くない。家族の中で１人だけ、勉強を毛嫌いした孫娘のことをリータフは考えていた。

			　

			　チャビレットとリータフが会っている頃、白(はく)緋(び)の女神の３人はフェネラルへと到着していた。３ヶ月ぶりの街を見て、ソフィアもエルも懐かしさを覚えるほど、親しみのある場所になっていたことに気づいた。

			「あ、ソフィアおねえちゃんだ！」

			「エルおにいちゃんも、お帰りなさあい」

			　竜災孤(こ)児(じ)院(いん)へと帰ってきたガイツはもちろん、ソフィアとエルも、子どもたちに大はしゃぎで迎えられる。とても無(む)邪(じや)気(き)に喜んでくれるように見える子どもたち。しかしガイツだけは、子どもというのがそんなに甘いものではないことを知っていた。

			　イリシアにある孤(こ)児(じ)院(いん)は、どこも国の施設だ。その教育の方針も、国が定めたものに則(のつと)っている。しかし、各孤(こ)児(じ)院(いん)の責任者の色が、どこの場所でも多少は出る。

			「ほら、お土産(みやげ)たくさん買ってきたから」

			「やったあ、エルおにいちゃん大好き」

			　エルの両手いっぱいに抱えられた菓子に、子どもたちが群がる。

			「ほら、女の子にはこっちにもいろいろあるわよ」

			「うわあ、ありがとうソフィアおねえちゃん。すっごく綺(き)麗(れい)」

			　働くには早いが、女らしさが芽(め)生(ば)えてきた女の子も孤(こ)児(じ)院(いん)にはいる。ソフィアは友人のヴィスタやその子たちのために、綺(き)麗(れい)な服やら小物の土産(みやげ)を用意していた。食べるに困らない程度の援助はあるが、贅(ぜい)沢(たく)品までは買えない孤(こ)児(じ)院(いん)の子どもたちは、やはり群がる。

			　モンバルトの教えにより、子どもたちはたくましく育っている。モンバルトの教育方針は、金は大事。この一点に尽きる。

			　打算のみで２人に甘えているわけではない。しかし、甘やかしてくれる者相手には、子どもたちは容(よう)赦(しや)なく甘える。ソフィアとエルが、どうすればものを買ってくれるか、子どもたちはそれを理解して行動していた。

			　どうしても必要だと思えば、ガイツだって買い与えないことはない。ただ、それをわがままと混同させてはならない。

			「エルおにいちゃん、私ね、おにいちゃんの絵が描きたいの。でもね、お絵描きするのに道具が足りないの……皆で使えるのしかないから、私１人じゃ使えないし」

			「そうか、じゃあ僕に任せて。それくらいならいくらでも買ってあげるよ！」

			　子どもに悲しそうな顔でねだられ、エルは即断する。そして、ソフィアが孤(こ)児(じ)院(いん)に落とす金は、エルとは比べものにならない。

			「ヴィスタ、これあげる。えっと、こっちが白金で、こっちは普通の銀だけど、西からの輸入ものだから、けっこうな価値があるわ」

			　孤(こ)児(じ)院(いん)に直接エニィを寄付することは、法で禁じられている。すべての孤(こ)児(じ)院(いん)に、平等に行きわたるよう、寄付はいったん役人に届ける必要がある。稼(かせ)ぎの良い狩竜人(かりゆうど)は、ほとんどの者がやっていることだ。

			　しかし、それでは目の前の子たちに金が渡らない。平等の精神は尊(とうと)いことはソフィアもわかっているが、やはり目の前にいる子どもに情が移ってしまうもの。

			　そこで、ソフィアは売れそうな貴金属を、ヴィスタにこっそり渡していた。エニィでなければいいだろうという、ソフィアの浅知恵だ。役人に見つかれば、なにを言われるかはわからない。

			　しかし、ヴィスタは悪いことだと思いつつも、ソフィアの贈り物に手が伸びる。子どもを育てるのに、金があって困ることはない。ヴィスタは誰よりも、それを知っていた。

			　金にがめついよりも、金に頓(とん)着(ちやく)がない者のほうが質が悪いとガイツは思った。休みのあいだの金(きん)銭(せん)管理までする気はなかったが、結局ガイツは我慢できなくなり、２人に小遣い帳を渡すことにした。

			　２日後。竜災孤(こ)児(じ)院(いん)で休んだソフィアとエルは、身も心も財布もすっきりとさせ、今度は２人だけで西へと向かう。

			　狩竜人(かりゆうど)たちの安息の日々が、冬の訪れとともに始まった。

		

	
		
			第６章　少年は少女に告げる

			　

			　イリグーク大河の河口付近には、橋がない。上流のほうなら橋はいくつもあるが、王都近くの下流では、河幅が広すぎて橋が架(か)けられないからだ。しかし、その広さがあるからこそ、水に入ることを嫌う竜の侵入を防いでくれていた。

			　

			「なんか変な匂いがしない？　なんだろう……生臭いというか」

			　エルの鼻が、知らない匂いを嗅ぎとる。

			「これは潮の匂(にお)いよ。ここら辺はもう、河にも海の水が混じってるから」

			　海というものがどういうものか、エルにも多少の知識はあった。

			　しかし、実際に見たことはなかった。イリグークの河口にたどり着いたエルは、想像を上回る海の大きさに、感(かん)歎(たん)のため息をもらすしかなかった。

			「おお……なにこれ、すごい！」

			　驚いたのは、海の広さだけではなかった。広い河の両岸には、立ち並ぶ倉庫と行き交う大勢の人々。西の諸大陸からやってきた多くの輸入品が河を渡るので、人も建物もその数は膨(ぼう)大(だい)だ。

			　竜の気配のない土地では、街の整備のされ方も違う。石畳が綺(き)麗(れい)に敷きつめられており、それもエルには珍しいものだった。竜除けのサルティスに、左右されない街のつくりになっている。

			　ソフィアからすると、幼い頃から親しみ慣れた海と大河の景色。

			　しかし、エルにとってはすべてが未知の景色だった。

			　特にエルの目を釘(くぎ)付(づ)けにしたのは、巨大な船がいくつも並ぶ港だった。船１つにしても、どうやってあんなに大きなものを造るのか、エルには想像もできない。それがいくつも並ぶ広大な港も、すべて人の手によって整備されているのがわかる。

			　見渡すかぎり、完全に人の手によって作られた景色。生まれてからほとんどの時間を、東の山々を見て育ったエルには、それが新(しん)鮮(せん)でたまらなかった。

			　人はこんなにも大きいものを作れるのか。そう思うと、胸を締めつけるような感動がエルを襲った。それはまったく人の手が入っていない東の地を、ソフィアが目にしたときと似た感情だった。

			　２人は倉庫の並ぶ通りを抜けて、渡船場に向かう。河を渡る人は、ひっきりなしにやってくるので、渡し船はそこそこの大きさがある。安定しており揺れも少ないのだが、エルは初めての乗り物に腰が引けていた。

			「エル、もしかして泳げないとか？」

			　エルが怯(おび)えている姿を、ソフィアは久しぶりに見た。そして、人以外に怯(おび)えている姿を見るのは、初めてだった。

			「いや……泳げるんだけどね」

			　海が近くになくとも、川や湖はいくらでもある。夏場は魚を獲るために潜ったりもしていたくらいで、エルは泳ぎが得意だ。落ちても溺(おぼ)れるというわけではない。

			　しかし、見渡すかぎりの広い水面は、浅く狭(せま)い川や湖とは違った恐ろしさがあった。底が見えないことも、恐怖を煽(あお)る。広さと深さに吸いこまれてしまいそうで、エルは不安だったのだ。

			　船に乗っている最中、エルはずっと青ざめてソフィアの側を離れようとしなかった。エルの苦手なものを見つけて、ソフィアは少し嬉しくなってしまった。

			　河を渡った先は、イリシアで最も大きな港街、カーヴィラルだ。カーヴィラルからソフィアの実家があるパスラルまでは、普通の人がゆっくり歩いても２日。２人の脚なら１日とかからない距(きよ)離(り)だ。ソフィアにとってはここまで来ると、地元に帰ってきたという気分になれる街だった。

			「ねえソフィア、あれはなに？　牛じゃないし……なんか、すごい格好良い」

			「あれが馬よ。なかなか脚が速くて、私と良い勝負するのよね。まあ負けないけど」

			　王都周辺の西海岸一帯と、その他のイリシアでは、いろいろと違いが大きい。もともとイリシアにいた野生の馬は、竜種の侵(しん)攻(こう)によってほぼ絶滅している。馬がいるのも、王都の付近だけだ。

			　６００年前までは軍馬として重用されていたが、竜の前では怯(おび)えてしまい役に立たなかった。唯一竜に怯(おび)える必要のないこの地域だけで、馬は有用な生物だった。

			「へええ、あれが馬なんだ。うわ、なにあの塔……すごい高い！」

			「あれは灯台。西から来た船が、目印にするための建物ね。夜になると遠くまで明かりを出すのよ。仕組みとかは聞かないでね」

			　河を渡ると、そこはエルが目にしたことのない生物や巨大な建物ばかり。あれはなにこれはなにと、幼い子どものように興奮してソフィアに話しかける。

			　ソフィアにとっては見慣れた景色なので、エルの反応はまったく予想していなかったことだ。いちいち感動してくれるエルに、ソフィアはまた嬉しくなってしまう。

			　水平線に夕日が沈む。どこで見ても大きさは同じはずなのに、沈む場所が海というだけで夕日はまるで違った雄大な姿をエルの目に見せつける。

			　食べ物の豊富さも、河を渡るとまた違った。西の諸大陸からやってくる品々が、まず入ってくる場所なのでそれも当然だ。そしてなにより、西では日持ちのしない海の魚が食べられる。

			　港街に漂(ただよ)う海産物の匂いに、当然エルの腹は刺(し)激(げき)された。この辺りならどこの食堂に入っても、新(しん)鮮(せん)な海の幸が食べられる。２人は大きく流行ってそうな食堂を選び、夕食を取ることにした。フェネラルで宿選びに失敗した２人は、空いた店ほど怪(あや)しいという常識を学習していた。

			　２人の成長は、狩竜人(かりゆうど)としてだけではなかった。あとはガイツに渡された小遣い帳を有効に使うだけだが、それはまだ無理だった。

			　食堂に入った２人は、高いものから順番に持ってきてという、豪快な注文の仕方をする。

			「ふはい、ふはふひふ！」

			「食べてるときは喋(しやべ)らないの」

			　脂がしたたり落ちるほどの海の魚は、エルが普段食べていた川や湖に棲(す)む魚とは、まったくの別物だった。ぎゅっとつまった魚(ぎよ)介(かい)の旨みが口の中に広がると、痛いほどに味覚を刺(し)激(げき)して唾(つば)があふれ出す。そのおかげで早食いのエルが、魚料理だけはゆっくりと噛(か)みしめるように食べていた。

			　とても幸せな場所だと、エルは思った。出てくる料理が美(う)味(ま)いからというだけではない。イリグーク河を渡ってから、人々の持つ雰(ふん)囲(い)気(き)が、少し違うように感じられたのだ。

			　この街の人々は、竜に怯(おび)えることなく生活している。それが、皆の表情に出ているのかもしれないとエルは思った。

			　もちろん、他の地域に暮らす人々が、不安と不幸ばかり背負って生きているというわけではない。それぞれの街に、それぞれの幸せはある。それはエルもわかっている。

			　ただ、竜に慣れている人でも、決して竜に怯(おび)えなくなったわけではない。エルの目に映った竜のいない安全な街は、感じたことのない空気が漂(ただよ)う場所だった。そしてふと、ソフィアに対して疑問がわく。

			「ソフィアはさ、なんで狩竜人(かりゆうど)になろうと思ったの？」

			「なによいまさら。そんなの、南に行きたいからに決まってるじゃない。学者になっても行けるんだろうけど、私じゃ絶対なれないしね。だったら狩竜人(かりゆうど)でしょ、格好良いし」

			　質問に明(めい)瞭(りよう)な答えが返ってくるが、エルの疑問はまだ解消しなかった。自分が狩竜人(かりゆうど)になろうと思ったのも、もちろん南の大地を見てみたいという夢があったからだ。

			　しかし、それと同時に必要なことだと思っていたからだ。特に大きな正義感を持っていたつもりはない。エル自身、幼き日の大切な友人たちを竜に殺されたという恨(うら)みもあった。

			　だが、ソフィアはこの平(へい)穏(おん)な地で育ってきた。こんなに賑(にぎ)やかな中で、穏(おだや)やかな顔をして暮らせる土地に住んでいながら、自分だったら狩竜人(かりゆうど)になろうと思っただろうか。そうエルは考えてしまう。

			「あとは、おじいちゃんの影響もあるかな。おじいちゃんが言うには、イリグークの西でも絶対安全なんてことはないんだって。最近はずっと平和に見えるけど、いつ均(きん)衡(こう)が崩れてもおかしくないのが、イリシア全体に言えるとかなんとか……難しい話で、全部は理解できてないんだけどね。でも、誰かが竜を抑(おさ)えてくれてるから、ここも安全だってことは忘れちゃいけないって思ったの。狩竜人(かりゆうど)が頑張ってくれるおかげで、人が暮らしていけるんだったら、じゃあ自分も狩竜人(かりゆうど)にってのはあったかな」

			　エルは納得した。そして、ソフィアの祖(そ)父(ふ)がどんな学者なのか興味を持った。ソフィアの祖(そ)父(ふ)と同じ言葉を、タシネートから聞いていたからだ。チャビレットもそうだった。学者とは皆、同じ考えを持っているのか、師匠やチャビレット、そしてソフィアの祖(そ)父(ふ)がたまたまそうなのか、エルは知りたくなった。

			「あ、でもこれ、私の家族に絶対言わないで。おじいちゃんの影響で狩竜人(かりゆうど)目指したって思われると、お母さんがうるさくなりそうなのよ。お母さん、最初は私が狩竜人(かりゆうど)になること反対してたから」

			「うん、わかった。大丈夫」

			　そのあとは、ソフィアの家族の話になった。これから会う家族の話だと思うと、エルは緊張してくる。改めて考えると、自分はなぜ彼女の家に行こうとしているのか、本当に行ってもいいのか、わからなくなってしまう。

			　タシネートのことがあるので、用事がないわけではない。理力学者のリータフに体を診てもらうという名目が、あるにはある。

			　しかし、どうにも緊張してしまう。平気な顔をしているソフィアを見て、自分が自(じ)意(い)識(しき)過(か)剰(じよう)なだけかと、エルは落ちこんだりもしていた。

			　

			　翌日。エルの緊張は高まる一方だった。ソフィアは逆に嬉しいようで、走りはいつもよりも軽快だった。確かに馬より速い。

			　普通の人が２日はかかる距(きよ)離(り)でも、やはり２人の脚なら１日とかからない。エルがあれこれと考えているあいだに、ソフィアの故郷パスラルに到着してしまった。

			　まず入る前から、エルは家の大きさに驚かされた。

			「お帰りなさいませ、ソフィアお嬢さま」

			　そして入る際にも、扉を開ける人が家族ではなく女中だったことに、自分は場違いではないかと感じてしまう。

			「ただいま！」

			「あら、早かったわねえ。お帰りなさいソフィア」

			　出迎えてくれたソフィアの祖(そ)母(ぼ)は、優しい笑みで可愛い孫娘を抱きしめる。

			「そちらがエル君ね。いつもソフィアがお世話になってるそうで。外は寒かったでしょう。さあ、遠(えん)慮(りよ)なく上がってちょうだい」

			「は、初めまして。エルと申します。あのっ、こちらこそ、いつもお世話になってます」
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			　フェネラルを発つ前に、エルはガイツに相談していた。挨(あい)拶(さつ)をいくつも考えていたのだが、いざとなると残念ながらほとんどが頭から抜け落ちていた。戦うこと以外は、普通かそれ以下の17歳でしかなかった。

			「お父さんとお母さんは？」

			「２人ともまだ王都よ。きっとソフィアの手紙からして、まだ帰ってくるのは先だと思ってるわね。私も、こんなに早いとは思ってなかったもの」

			　両親ともに仕事が忙しく、家を空けることが多いのは知っているので、ソフィアはそれを気にすることもなかった。それよりもと、大好きな祖(そ)父(ふ)の下へと急ぐ。

			「おじいちゃん！」

			「お帰りソフィア」

			　飛びつくソフィアをぎゅっと抱きしめるリータフは、普段の鋭い学者の顔つきではなく、優しい祖(そ)父(ふ)の顔へと変わる。

			「さあソフィア、こちらの方を紹介してくれるかい？」

			「うん、仲間のエルよ。レズレン出身なの。フェネラルで会ってからずうっと一緒に狩竜に出てるの。それでタシネートって学者だった人にいろいろされちゃったっぽくて、おじいちゃんに診てもらいたいの」

			　ソフィアが一気にまくしたてるので、エルは自分が名乗る機会を奪われてしまった気分だった。

			「は、初めまして。エルです」

			　やはりろくな挨(あい)拶(さつ)はできなかったエルだが、リータフが笑顔のままだったことに、少しだけほっとする。

			　言葉通り、まさしく山の出の者。そんな自分が、一目で金持ちとわかる家に入るのは不安だったが、優しいソフィアの祖父母にエルは救われた。

			「ようこそ。ソフィアの手紙で、君のことはいろいろ聞いてるよ。そして君を育てたタシネートという男を、私はよく知っている。君とは是非、会ってみたかったんだ」

			「え、そうなのおじいちゃん？」

			　ソフィアもエルも驚いた。リータフは、驚かれたことに驚いた。王立研究所に所属できる学者の数は、そこまで多くない。そこにタシネートもリータフも所属していたとなれば、面識があることくらい想像ができそうなものだろうと、リータフは苦笑いになる。

			「なんだ、わかっててエル君を連れてきたのかと思ったが……まあいいだろう、今日はもう遅いから、話は明日にしよう。２人ともまずは、ゆっくり体を休めなさい。エル君も遠(えん)慮(りよ)せずにのんびりくつろいでくれたまえ」

			「は、はい。ありがとうございます」

			　相当の金持ちでないと持てない、専用の風呂に入れられ、豪華な食事にもてなされ、エルは目を白黒させるはめになった。

			　ただ、ソフィアは手紙でしつこいくらいに家族に知らせていた。エルの生い立ちのこと、とても大切な仲間であること。だから、エルが気を遣わないようにしてほしいということを、一緒に来ることが決まって以来、何度も何度も手紙に書いていた。

			　ソフィアは、エルが気後れしていることに気づいている。自分のわがままで、ここまで連れてきてしまったのではと、不安にも感じていた。わかっていても、どうしても一緒に来てほしかった。

			　普通の家族を知らないエルに、自分の家を見せたかったのだ。家族がどういうものなのか、少しでも知ってほしいと思っていた。

			　広すぎる客室に通されたエルは、相変わらず落ちつかなかった。ベッドに腰かけてみると、ふかふかすぎてやはり落ちつかない。広いベッドの隅っこに丸まり、なんとかエルは眠りにつこうとする。

			　ただ、横になってみると、体を包みこむベッドも、静かで穏(おだや)やかな家の空気も、すべてが心地良かった。

			　

			　翌朝。エルは早速、敷地内にあるリータフの書斎に招かれた。

			「じゃあ、体を診させてもらおうかな。なあに、チャビレット君が心配ないと言ったんだから、私が見てもそこは変わりはないよ。ただ、一応私のほうが専門家なのでね。せっかくだから、体の隅(すみ)々(ずみ)まで確かめさせてもらおう。正直なところ、私も君には興味があるのでね」

			「はい、お願いします」

			　そこは、本が並んでいるだけの部屋ではなかった。エルには使い方の見当もつかない器具が、そこかしこに置いてあった。書斎というより、研究室と言ったほうがよさそうだった。

			　前の晩にリータフからどんなことをするのか聞いていたエルは、準備のために服を脱ごうとする。しかし、できなかった。ソフィアが、部屋の隅に座っていたからだ。本人的には邪魔になっていないつもりなのだろうが、完全に邪魔だった。

			「ソフィア、エル君の体を、いろいろ調べるからね」

			「うん、お願いします。おじいちゃん」

			「いやそうじゃなくてね……これからエル君を、文字通り素っ裸にして調べるのだよ。見てもいいし、見られてもいいというなら始めてしまうが……そういう関係かね？」

			　ソフィアは慌てて部屋を飛びだした。

			　エルはようやく、身につけていた物をすべて脱ぎさった。

			　少し前まで感じていた成長痛は、すでにほとんどない。もともと身長は平均程度あったが、今ではそれよりも拳１つ分ほど高くなっていた。

			　食事量と日々の鍛(たん)錬(れん)で、体を覆(おお)う筋肉も厚みを増していた。少年らしさが残っていた肉体は、大人のものへと変化してきている。狩竜人(かりゆうど)らしい体つきだった。

			　しかし、エルの肉体を見て、リータフは違和感を覚える。なにか普通とは違う。綺(き)麗(れい)に鍛(きた)えられたはずの肉体美が、なぜかリータフには不自然な体つきに思えた。その理由がすぐにはわからず、とりあえずリータフは診断を始めた。

			　エルの体に、薄い金属板が貼られていく。それは目に見えない理力を確かめるために、リータフが考案したものだった。

			「これで、理力量が測れるんですか？」

			「測るというよりも、他人と比べられるというだけだがね。理力を絶対的な数値に起こすのは、今のところ無理なんだ。この金属に理力を流してもらって、どれくらい形が変わるかで他人と比較できるんだよ。何千人もの人に協力してもらって、その記録を取ってあるから、ある程度正確だと自負してはいるがね」

			　金属は種類によって理力の流れ方が違う。それを利用して作られた器具だ。いくつかの金属を合わせて作られたこの器具は、値段が高くて一般的に出回るものではなかった。

			　リータフの指示に従い、エルはゆっくりと理力を流しはじめる。薄く見える金属板は、実はもっと薄い紙のような金属を、何枚も重ねてあるものだった。

			　エルの理力に反応し、それらは剥がれるように丸まっていく。理力は渦を巻くように流れると言われている。それを金属板の形状がはっきりと形で示してくれることに、エルは驚いた。

			　理力の強さは、金属板が丸くなる枚数と、板が作る円筒の大きさによって違ってくる。そう事前に聞いていたエルだが、金属板を見ても自分ではなにもわからない。理力に反応して綺(き)麗(れい)に丸まっていく金属板を、不思議そうに見つめることしかできなかった。

			　実験が始まると、リータフは優しい祖(そ)父(ふ)の顔ではなく、学者の顔になっていた。ぶつぶつと独り言をつぶやきながら、結果を書きとめていく。

			「なるほど、これは……タシネートの奴め」

			　自分は健康だと信じていたエルだが、真剣な目つきのリータフを見て少し不安になる。

			「あの、僕はなにかまずいんでしょうか？」

			「ああ、すまない。体に問題はないし、むしろ素晴らしい結果だ。ソフィアと同等に動けると聞いていたが、納得がいったよ。あの子は体質のおかげもあって狩竜人(かりゆうど)に向いているからね。だが、君はそれ以上の結果と言えるかもしれない」

			　リータフが少しだけ表情を崩したので、エルも安心できた。

			「しかしだ、信じられないことに、君はタシネートの実験の影響を受けている可能性はある。どうやったのかはわからないが……影響と言うと言葉が悪いかな。恩(おん)恵(けい)と言ったほうがいいかもしれない」

			「恩(おん)恵(けい)、ですか？」

			「うむ。君は両利きだそうだね。ソフィアの手紙に書いてあったよ。ただ、長剣を使う際には、両利きでもどちらかに偏(かたよ)るのが普通だ。どちらの手でどう握るというのは、決まっているかね？　もともとが右利きなら右手が上にくると思うのだが」

			「いえ、万(まん)遍(べん)なく使うようにしてます。もともと、どちらが利き腕かも覚えてないんですが、師匠に絶対そのままでいろと言われたので。それで鍛(たん)錬(れん)のときから、必ず左右で同じだけ武器を振るようにしてます」

			　リータフは満足気な表情でうなずく。

			「それだ。普通の人は手でも足でも理力の流れやすいところ、力の入る場所というのは左右で差が出てしまうものなんだ。理力は渦を巻くように体内を巡る。左右で流れやすさが偏(かたよ)っていると、どうしても理力の流れが滞(とどこお)ってしまうんだ。誰でも偏(かたよ)ることは当然なはずなんだが……君は違う。

			　両手を器用に使う者でも、絶対に得意な方というのはある。しかし、君は完全な両利きのおかげで、内(ない)燃(ねん)理力の効率が非常に良い。これは普段から両手を使っていれば解決するという問題ではない。おそらくタシネートが、なんらかの形で左右の歪(ゆが)みを矯(きよう)正(せい)したんだと思う。あくまで、想像でしかないがね」

			　エルの肉体を見たときの違和感を、リータフは理解した。

			　人の体は、内臓からして左右で違いがある。どんなに均等に鍛(きた)えたつもりでも、左右対称などという肉体はありえない。そうリータフは思っていた。しかし、目の前の狩竜人(かりゆうど)は完全に左右が整っている。

			　作られた物が左右対称なら、それは美しく見えることが多いだろう。しかし、人の肉体でそれは、おかしく見えてしまう。特にリータフは、実験で何千人もの体を見てきている。そんな者は存在しないという先入観が、違和感を覚えさせたのだ。

			「しかし、悔(くや)しいな。君という結果が目の前にあるのに、私にはそうするための過程が想像できない。少しでも理力を効率良く使える技術は、すなわち竜に対抗する技術なんだがね。君とまではいかなくとも、狩竜人(かりゆうど)の強さの底上げにつながるはずなんだ」

			「あの……師匠が僕の理力を引きだした、とかはないんでしょうか？　それが原因で、僕は人より理力が強いって可能性もあるんじゃないかと思って」

			　師匠の言葉を素直に守っておいて良かったと、エルは思った。そして、あのことを相談するなら、この人しかいないと感じた。

			　知識があるだけの相手では不安だが、リータフなら真剣に話を聞いてくれそうだった。なにより、ソフィアが愛する祖(そ)父(ふ)だ。これ以上、信用の置ける人物はいない。

			「どういうことかね？」

			「チャビレット先生から、竜でも人でも10ある理力のうち、実際に使えているのはわずかだって聞きました。人食い竜は10近くまで使えるようになるから、それで強くなるんだと。僕が人とは少し違う理力量を持っているのは、自分でもわかるんです。それで、人食い竜と同じように、師匠が僕の理力を10近くまで使えるようにしたんじゃないかと思って」

			　それは、狂ったドルブンを見たときに、感じた疑問だった。

			「はっはっは、もしそんな方法があれば、ぜひ私が知りたいものだ。残念ながら人食い竜と違って、人の理力を完全に引きだすことは不可能と言われておるのだよ。いや、学者が不可能と口にしてはならんな。今のところ、と付け加えておこうか」

			　ずっと誰かに、ドルブンのことを聞いてほしかった。自分の馬鹿げた想像を、笑って否定してほしい。そう願いながら、エルはリータフに自分の考えを告げることを決断した。

			「あの……人が理力を引き出す方法があるんじゃないかって、僕はすごく馬鹿みたいなことを考えついたんです。僕が考えたことなんて、間違ってるに決まってるんですが……聞いてもらえますか？」

			　長年理力の研究をしてきた学者が知らない方法を、教育を受けていない素(しろ)人(うと)が考えつくとはリータフには到底思えなかった。

			　しかし、真剣な表情で話すエルを、馬鹿にしたりもしなかった。タシネートを看取った少年が、もしかしたら本当に手がかりを持っていることも考えられる。

			「もちろんだとも。どんな意見でも耳を傾けてこそ学者だ。遠(えん)慮(りよ)なく話してみたまえ」

			「はい、ありがとうございます。その……本当に馬鹿げた発想なんですが、人を食って竜の理力が引きだされるのなら、人が……人が人を食っても、理力が引きだされるんじゃないかって」

			　リータフは鳥(とり)肌(はだ)が立った。そして、この解答を予想していなかった自分の愚(おろ)かさを恥じた。

			　理力学者のあいだでは、気づいても禁句とされる食人による人の強化。ずっと隠(いん)匿(とく)されてきたことだが、それは誰が思いついてもおかしくないくらいに簡単な発想だ。

			　タシネートが教えたとは考えづらい。もちろん、タシネートはこのことを知っていたはずだが、それが無意味でなんの益もないことだとも、わかっていたはずだ。チャビレットと同じく、リータフもタシネートが犯した罪を憎んでいた。許されるものではない。しかし、学者としての優秀さは、チャビレット以上に信じていた。

			　教育は受けていないかもしれないが、少年の目は充分な聡(そう)明(めい)さを物語っている。自分が顔色を変えてしまったことを、今さらごまかすことはできないとリータフは悟る。

			「それは……君１人で思いついたのかね。ソフィアに、君の考えたことを話したりは？」

			「いえ、それはしてません」

			　そこで、部屋の扉が乱暴に開かれた。

			「待った、待ったあ！　なになに、なによそれ!?」

			　ソフィアは、エルの診断結果が気になって気になってしょうがなかった。あとで結果を聞けばいいだけなのだが、その時間すら待てなかった。寒い中、ずっと研究室の外で壁に耳を当てていたのだ。人が人を食べる、などという物(ぶつ)騒(そう)な会話が聞こえてきて、ソフィアは思わず中に飛びこんでしまった。

			　まだ、素っ裸だったエルの悲鳴が上がる。

			　そそくさと服を着るエルの横で、ソフィアは思いっきり不機嫌な顔をしていた。壁越しでも、無駄に鋭い聴覚で会話はすべて聞きとれていた。

			　以前、ドルブンの名前が出たときに、エルが暗い顔を見せていたことをソフィアは思いだす。その理由が、今になってうっすらとわかった。

			　なぜ、最初に自分に話さないのか。力にはなれないかもしれないが、こっそり悩むくらいなら、まず真っ先に自分に相談してほしかった。ソフィアの考えなしな一面が悪いほうに発揮され、非難の目をエルに向ける。

			「なんで隠してたの。もしかして、ガイツさんには話したの？」

			「いや、誰にも言ってないよ。別に隠してたつもりじゃないんだけど……ただ、言いづらくて」

			「そんなの、隠してたのと一緒よ」

			　ソフィアの顔は、ますます不機嫌になる。

			「ソフィア、エル君の判断は正しい。誰にも話さなかったというのは、事の重大さに気づいていた証拠だ。これは相手を信用しているからといって、話せることではないんだよ。私も孫だからといって、ソフィアに話そうと思ったことはない。エル君を責めるのは、間違っているよ」

			　祖(そ)父(ふ)にたしなめられ、ソフィアはうなずくしかなかった。

			「しかし、知ってしまったからには仕方がない。今から話すことは絶対に誰にも話さないと誓ってくれ。君たちが信頼を寄せる相手でも絶対に漏(も)らしてはいけない。いいね？」

			　２人は神妙にうなずく。

			「まず、エル君の想像は正しい。竜が人を食って起こる現象は、人が人を食っても起こってしまう」

			　リータフの表情から察してはいたが、はっきりと言われてエルは動(どう)揺(よう)する。できれば、勘違いであってほしかった。

			「なぜ君は、このことに気づいたのかな？　君の顔を見ると、どうやら根拠のない想像や、単なる思いつきではなさそうだ」

			「はい……気づいたのは本当に最近で、ドルブンという狩竜人(かりゆうど)に会ったからなんです。今年の秋、レズレンにルヴィリスイールが現れたんですが、そのときに僕もソフィアも、そのドルブンと一緒に戦いました」

			「ふむ、それは私も知っておる。ソフィアの手紙でも知らされたし、レズレンでルヴィリスイールが出たのは前代未聞のことだからね。こっちのほうでも、噂(うわさ)になったよ。レイダークと合わせて、大変な狩竜になったそうだね。狩竜人(かりゆうど)も、何人か死んでしまったと聞いた」

			「はい、ドルブンは、その死んだ狩竜人(かりゆうど)の１人です。彼が狩竜の最中に怪(け)我(が)をして動けなくなったとき、僕が運んで移動させたんです。左足を失う大怪(け)我(が)でしたが、そのときはまだ意識が残ってました。少しおかしくなってましたが、そのときドルブンが『ひと、くう、つよく』みたいなことをつぶやいたんです。それも、すでにやられてた仲間の肉を……口に入れてたようでした」

			「なるほど……そのドルブンという男は、人が人を食う意味を知っていたようだな。まさか、その時点ですでに？」

			「そう、だと思います……いえ、間違いないかと。ドルブンは、僕が見た狩竜人(かりゆうど)の中では、別格の強さでした。35段という段位もありますが、その力は異常だったと思います。あとで知ったんですが、もともとドルブンは、そんなに強い狩竜人(かりゆうど)じゃなかったそうなんです。そこそこ、といった強さで、目立つほどじゃなかったと聞きました」

			「ある時点で、大きく変わったと？」

			「はい。８年前、レズレンの大竜災を境に、大きく変わったそうです。大竜災から急に目立つようになって、一気にレズレンでも抜けた実力者として認められるようになったと」

			「大竜災の混乱の中で、人を食ってしまったのか……今の時代、食糧に困ることは少ないからね。ましてや、稼(かせ)ぎの良い狩竜人(かりゆうど)なら、なおさらだ。気づくとしたら、そういう場面かもしれんな。君以外で、気づいていそうな人はいたかね？」

			「自信はないんですが、ドルブンの異常に気づいたのは僕だけだと思います。僕も、ドルブンの言葉を聞いてなかったら、そんな考えは少しも出なかったと思います。ドルブンは横暴な性格で嫌われていましたが、狩竜人(かりゆうど)としては協会にも頼られる存在でした。他の狩竜人(かりゆうど)も、その実力は認めている人ばかりでした。人を食って強くなったと知られてたら、さすがにそういう扱(あつか)いはなかっただろうと」

			「残(ざん)酷(こく)な言い方だが……正直なところ、私はそのドルブンという男が、すでに死んでいることに安心してしまったよ。それに、気づいたのが君だけで良かった」

			「あの、なぜ誰もこのことを知らないのでしょうか？　僕が気づくようなこと、他の誰も気づかないわけがないと思うんです」

			「誰もが気づくというわけではないが……確かに、誰にも気づけないほど突(とつ)飛(ぴ)な発想ではないだろうね。現に理力学者と竜学者ならば、誰でも知っていることなんだ。最初は知らなくても、研究していくうちに気づいてしまう。きっかけさえあれば、学者以外でも君のように勘付く者は出てくる。ただ、実際に確かめようなどという馬鹿はいない、そう信じているがね」

			　それはかなり以前から、学者たちのあいだで常識となっていることだった。気づいた者たち全員が、知れ渡ることの恐ろしさを理解して、外に漏(も)らさないようにしているだけ。それをリータフは奇跡的だと思っていた。

			　しかし、その奇跡がいつまでも続くとは思っていない。いつかは知れ渡ってしまうこと。その日はまだ何年も何十年も先かもしれないが、すぐにやってくるかもしれない。そうなる前に早く竜種に対抗する手段を持たなければ、恐ろしい未来が待っているかもしれなかった。

			「気づいてしまったからには、正しい知識を持たなくてはならない。２人とも、しっかりと私の話を聞いてくれ」

			　リータフは、ゆっくりとした口調で語りはじめる。

			　６００年前、竜種の北上で出た被害は直接的なものよりも、土地を奪われて作物が不足したことでの飢(う)えによるものが大きかった。

			　今でこそ、竜の素材との取引で安定して穀(こく)物(もつ)の輸入ができているが、そこに至るまでに、イリシアでは相当な餓(が)死(し)者が出た。飢(う)えた末に、人が人を、という悲しい事態も起こってしまった。必然、禁(きん)忌(き)の食事が絶大な力を得ることに気づく人も出てきてしまった。

			　しかし、それが広まることはなかった。いくら飢(う)えに苦しんでいても、そこまで堕(お)ちてしまう者は少なかったというのが理由の１つ。

			　そして、死んですぐの者だけを、人の胃袋からするとかなり多量に摂(せつ)取(しゆ)する必要があったというのが救いだった。理力開放の条件は、そう簡単に起こるような条件ではない。人を食ってしまったとしても、気づく者は少なかった。

			　過去の文献を読み解いた結果、リータフはおおよそ必要な量や条件も知っていた。理力開放に必要な量は、竜ならば体重の60分の１程度、人ならば30分の１程度。それを短時間で摂(せつ)取(しゆ)しなければならない。

			　エルの体なら鶏の肉を丸々２羽分。そう言われて、２人はその重さを理解した。そして、それがおぞましい量だとも気づく。

			　ドルブンは、狩竜人(かりゆうど)の中でも際立って大きな体(たい)躯(く)だった。いったいどれほど人を食ったら理力が開放されるのか。想像してしまった２人は、背筋に寒いものが走る。飢(う)えていた時代とはいえ、ドルブン以外にもそんなことをした者がいるとは考えたくもなかった。

			　必要な条件が、偶(ぐう)然(ぜん)では起こりにくいことであっても、知識が広まればどうなるか。それは悲(ひ)惨(さん)極まりない文化を生みだしかねない。

			　竜の北上から１００年が経過した頃のイリシアは、耕(たがや)す土地がほとんど奪われ、ただ人々が減っていくだけのまさに暗黒の時代で、国としてはぎりぎりの体(てい)裁(さい)を保っているだけだった。そんな状況下でも、当事の王族や役人たちは隠(いん)蔽(ぺい)することが正しいと判断して、必死にその秘密を守った。

			　少しでもそれに気づいた者は、裁判もなく処刑してきた暗い歴史もある。気づいた者がすべて悪だったわけではない。しかし、善悪を問う暇(ひま)はなかったのだ。

			　そして、国は理力学者を優(ゆう)遇(ぐう)して王立研究所に集めたことで、なんとか事実を隠しとおしてきた。当事の為(い)政(せい)者の苦しみは、並々ならぬものだっただろうとリータフは語った。

			　理力学者が最も研究に力を注いでいるのは、人の理力を引きだすということ。長年研究されていても、その糸口すら発見できていないが、それは常に最優先で行われてきた。

			　もし発見できれば、人が人を食う意味が広まってしまっても、それが無駄な罪だと理解してもらいやすい。

			　エルの師匠、タシネートもやはりそうだった。タシネートは、彼なりの正義感で動いていたと、リータフは知っている。多少の犠(ぎ)牲(せい)を払ってでも、理力を引きだす方法を急ぎ発見するべきだと考えていたのだ。

			　タシネートのことを、リータフが悪と言いきれないのは、そのやり方を真(ま)似(ね)することはなくとも、考え方は共感していたからだった。

			　研究した成果が、エルの強さを補強している。両利きの特性を活かして理力を効率よく使う方法には、同じ理力学者としてリータフは感心させられるばかりだった。

			「えっとさ、おじいちゃん……タシネートって人がエルに人を食べさせたって可能性はあるの？　それで強くなったとか」

			　ソフィアの質問は、エルが１番聞きたくて、そして聞きづらかったことだった。師匠にそんなことをさせられた記憶はなかったが、もしかしたらという恐怖はあった。平気な顔でそれを聞くソフィアに、エルは感謝しつつも驚いた。

			「それはないと断言できる、大丈夫だよ。エル君はそれを心配してた顔だね」

			　エルは正直にうなずく。師匠と呼んでいる男のことを、エルは善人とも悪人とも判断しかねていた。

			　感謝はしていた。タシネートが助からない死病を患(わずら)ったときも、悲しんだ。

			　あまり会話はなかったが、文字を教えてくれたり狩竜を教えてくれたりもした。エルが生きているのは、間違いなくタシネートのおかげだった。子どものエルに金をせびるか、殴ることしかしなかった両親より、よほど親らしい存在だったと思っている。

			　しかし、彼は優しいということもなかった。子どもだったエルと、遊ぶということも絶対になかった。笑ったところすら、見た記憶がない。無駄な会話は一切なかったので、何年も一緒にいたのに、結局タシネートのことはなにも知らないままだ。

			　最後まで師匠のことは理解できないまま死に別れてしまった、というのがエルの本音だ。今になって、そのことを少し後(こう)悔(かい)した。

			「タシネートは絶対にそんなことをしない。それに、根拠があって違うと言えるから、安心しなさい。人食いは竜でも人でも、元の理力が高まるわけじゃない。普段使ってない理力を、すべて使えるようになるだけなんだ。そして10あるうち、10の理力を使いきるというのは、実は代償が大きい。そうだな、エル君は弱い竜が相手のとき、たとえば君なら楽に狩れるリグトン相手なら、手を抜いたりするかね？」

			「いえ、それはしません。竜とは、常に全力で戦えと師匠に教わってきました」

			「もしも君が人を食っていたらね、１度全力を出したら、しばらく戦えなくなるほど理力を消(しよう)耗(もう)してしまうはずなんだ。理力をすべて使うというのは、そういうことなんだよ。ソフィアの話によると君は持続力もあるそうだね」

			「そうなのよ、おじいちゃん！　ちょっと最初は信じられなかったくらい。ガイツさんも最初はすっごい驚いてたわ。私が疲れないのはまだ体質で理解できるけど、エルは理解を超えてるって」

			　エルが答える前に、ソフィアが嬉しそうにリータフに説明する。普通の人とは違う体質を持っていることで、幼い頃は仲間外れになることもあった。初めて出会った自分に近い存在のエルは、それだけで特別だった。

			「そう、その時点でエル君は、禁(きん)忌(き)を犯してないと判断できる。これは竜にも似たようなことが起こる。人を食った竜がよけいに人の肉を求めだすのは、強い疲労を感じるからと言われているんだ。

			　人を食わなければ、竜も動けなくなってしまう。ただ、動けなくなるまでの時間が人よりも長いために、次々と被害が出る。人食い竜に対抗する手段がない時代、５００年ほど前までは、竜の理力が尽きるまで、ひたすら逃げまわるのが当たり前だったんだ」

			　いくらルヴィリスイールという巨大な相手だったとはいえ、ドルブンがあっさりやられてしまったことを、エルは疑問に感じていた。それが今、わかった気がした。

			　ドルブンは、滅(めつ)多(た)に協会へ顔を出さなかった。出すのは気が向いたときか、あるいは緊急の鐘(かね)が鳴るような大物が現れたときだけ。ドルブン自身も、強さと引き換えに得た代償に気づいていたのだ。

			　一瞬で大型竜を倒しきるドルブンの強さ。それに目を奪われ、誰も疲れに気づいていなかった。連戦でなければ、ルヴィリスイールも倒していたかもしれないと、エルは思った。それくらい、ドルブンの強さは衝撃的だった。

			「今のように、協会の仕組みや狩竜人(かりゆうど)の戦い方が確立されるまでは、イリシアは本当に人の住めるような土地ではなかったのだよ。もっとも、私も知識として知っているだけだがね。平和な土地にしか住んでいない私に比べれば２人のほうが竜の恐ろしさは知っているはずだ」

			「あのさ、おじいちゃん。エルがされたこと、両利きがなんとかって話、それって、同じことをされれば、誰でも皆エルみたいに強くなるってこと？」

			「それもないだろうな。はっきりとは言えないが、補助的な理力の効率化でしかないと私は思うよ。ソフィアほどではないが、消(しよう)耗(もう)を抑(おさ)えられているので疲れにくさはあるかもしれん。あとは少しだけ、内(ない)燃(ねん)理力が多く使えたりはしているだろうが、元の理力量が変わるわけでも無理に引きだされているわけでもない。疲労以外の面で言えば、ほんの少しだけ理力が上乗せされた状態ぐらいだと思う。まだまだ、調べさせてほしいがね」

			　ソフィアは満足気にうなずいた。エルはどうやら自分の強さを不自然だと感じているのではないか。そうソフィアは予想していて、確かにそれは当たっていた。エルが自信満々な性格になってほしいとは思っていないが、もっと自分自身のことを好きになってほしいとは思っていた。もっと胸を張ってほしかった。

			「あの、こういう言い方は良くないかもしれませんが……ここまでの話を聞くかぎり、人食いになってまで強くなる利点は、少ないような気がするんです。ドルブンも結局はやられてしまったし、そこまでして強くなる意味がないというか。誰かに話すつもりはないんですが、隠すのはかえって危ないのではと思えてしまって」

			「ほう……言いたいことはわかるよ。人食いの話が広まったところで、そんなにひどいことにはならない、という予想だね」

			「はい。事前に皆に正しく話が伝わったほうが、もしどこからか話が漏(も)れてしまったときよりも安全じゃないかって思うんです。あ、いや、僕の考えなんて、本当に全然、あれなんですが……」

			　リータフは目を細めた。賢(かしこ)そうだというエルの印象が、印象だけでないと確信する。

			「いや、君の言うことも理屈としては通っている。なんとも無責任な話だがね、誰にも正解はわからないんだ。だが、誰もが君のように、正しく理解できるわけじゃないのもわかってほしい。単純に強くなりたい者、家族を奪われて竜に恨(うら)みを持っている者、考えが浅く興味本位で試そうとする者、そういった人たちがこの方法に手を出さないともかぎらない。

			　人の善性だけに目を向けるのもまた危険なんだ。１番の解決方法は他でもない、竜との争いに決着をつけることだろう。竜に対抗する手段さえ講じられれば、安易に強くなろうとする者は減るはずだ。それはそれで、また違う問題も出てくるかもしれないがね。竜に怯(おび)える現状よりもずっと、人食いの真実が広まったときの危険は減るはずなんだ」

			　リータフの言葉に、エルは強くうなずく。

			　エルが南の大地に憧(あこが)れていたのは、好きな本に出てくる、という理由だった。子どもが持つ憧(あこが)れの延長でしかない。

			　しかし、リータフの話を聞き、そこに新たな想いが加わった。ただの憧(あこが)れでしかなかったものが、エルの中で形を変えて大きくなっていく。

			「チャビレット君が、君のことを気に入ったのがよくわかる。２人ともレズレンで彼に会ったそうだね。実は先日、彼が訪ねてきて君のことも話題に上がったんだ。冬のあいだは研究所にこもっているそうだから、もし竜学に興味があるなら遠(えん)慮(りよ)なく訪ねてほしいと伝言を預かっている。

			　彼は竜学だけでなく、さまざまなことに精通している学者だ。きっと君にとって、良い影響を与えてくれるはずだから、ぜひ行ってみるといい」

			　１度会っただけの自分を気にかけてくれていたことが、エルは嬉しかった。エルの知識欲は、どんどん膨(ふく)らんでいる。チャビレットに会って、また話を聞きたくなった。

			　話の区切りがついたところで、ソフィアは追いだされ、リータフの検査が続いた。タシネートはどうやって理力が左右均等に流れるようにしたのか、それを絶対に突き止めるつもりだった。もし、誰にでも適用できる方法なら、大発見に間違いない。

			　しかし、とリータフは疑問に思う。タシネートは１人での研究を好んだが、決して成果を他人に出し惜(お)しみする性格ではなかった。牢(ろう)から逃げ出した身でも、平気で成果を発表しそうなほど研究に対しては熱心だった。

			　それが人の道を外れていたり、体に害のある方法なら秘(ひ)匿(とく)するだろうが、エルはどう見ても健康そのもので問題はない。

			「君はタシネートの研究資料を、彼の妹に送ったとチャビレット君から聞いたのだが、その中身については本当に知らないのかね」

			「はい。師匠の妹さんだとは知らなかったんですが、王都のレティシーズ・イクスデイムという人に荷物は全部送れと言われたので、そのとおりにしました。固く閉じられた木箱に入っていたので、中身も全然知らないんです。その……ごめんなさい。チャビレット先生にも、それはがっかりされてしまいました」

			「いや、謝ることではない。そうか、チャビレット君もそんな顔をしていたかね。学者という人種は、知ることへの欲望が素直すぎていかんな」

			　学者は苦笑いで、少しだけ少年の素直すぎる性格を恨(うら)んだ。

			　ただ、研究の成果はエルの体に宿っている。それを自分が紐解けばいいこと。隠(いん)居(きよ)気分で好きなことだけやっていたリータフの学者魂に、再び火がついた。

			　

			　その後ソフィアは研究室を追いだされ、１人パスラルの街をぶらついていた。王都や港街カーヴィラルほどではないが、服でも飾りでも品揃えが豊富で買い物を楽しみたくなる。が、そこは我慢する。

			　１度家を出てから久々に帰ってみると、自分の家がどんなに裕福だったか、今さらながらに気づかされたのだ。この日はエルのために、珍しい菓子を買うと決めていたので、それ以外の店には寄らない。

			　ただし、我慢できているのは、この日ソフィアが持っていた金が、祖(そ)母(ぼ)に渡された小遣いだったからだ。自分で稼(かせ)いだ金なら、我慢はしていなかっただろう。ガイツの望む成長は、まだまだ見られない。

			　祖(そ)父(ふ)がエルのことを気に入ったようで、それがソフィアはなにより嬉しかった。心配だったエルの体も、やはり問題なさそうだとわかり、足取りも軽かった。

			　そうして、ご機(き)嫌(げん)で大通りを歩いていたソフィアだったが、一瞬でその顔が曇(くも)る。会いたくない顔見知りの姿を見つけてしまったのだ。ソフィアはすぐに反転して、別の道を行こうとする。

			「ソフィア、ソフィアじゃないか！」

			　しかし、残念ながらソフィアのほうも見つかってしまった。

			「あ……ども」

			　声をかけてきたのは、ソフィアが最初に所属していた戦団の団長、ローキットという男だった。ローキットは満面の笑みで近づいてくる。ソフィアは引きつった顔で後ずさった。

			「元気そうで良かった。いや、元気なのは知っていた。今やソフィアは、王都でも噂(うわさ)される狩竜人(かりゆうど)だからな。白(はく)緋(び)の女神という名前を聞いて、すぐに気づいたぞ。これはソフィアのことだってな」

			　白(はく)緋(び)の女神の噂(うわさ)は、王都にも届いている。そのことをソフィアは知らなかったが、そんなことはどうでもよかった。

			　話しかけてくる男の顔が、無駄に近かった。ローキットは誰からも男前と評される顔立ちだが、ソフィアにとっては見たくない顔でしかない。しかし、少しずつ後退するソフィアに、ローキットは退く分だけ近づいてくる。
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			「まさか１年目から大活躍するとはな、さすがだよ。ソフィアみたいに美しい女性が活躍すれば、きっと他の女性狩竜人(かりゆうど)も認められるようになる。俺が見込んだだけのことはあるな。ところで、今ソフィアは休暇中なのか？」

			「ええと……まあそんな感じですね」

			「そうか、ちょうどよかった。俺もそろそろ休みにしようと思ってたんだ。俺みたいな高段位が働きすぎると、新人たちの仕事がなくなってしまうからな」

			　なにがちょうどいいのか、と聞きたくなる。ソフィアは嫌な予感しかしなかった。休みだと正直に答えてしまったことを、すぐに後(こう)悔(かい)した。

			「ソフィアがレズレンで活躍してると聞いてから、俺もそっちに行こうと考えてたんだ。パスラルに帰ってきてるとは知らなくて、行き違いになるとこだったぞ。あんなことになってしまって別れてしまったが……俺はやり直したいと思ってる。

			　名前からして、ソフィアが中心の戦団なんだろ？　言わなくても俺にはわかる。ソフィアの実力に見合うだけの狩竜人(かりゆうど)なんて、そうはいないからな。でも俺なら、ソフィアと並んで夢を目指せる。また一緒に戦おう」

			　まるで特別な男女の関係にあったような言い方をされ、ソフィアは呆(ぼう)然(ぜん)とする。ローキットは決して悪い人ではないと思っていた。

			　自分に非がないとはいえ、ソフィアは人の命を危(あや)うく奪いそうになった。その事件の際、ローキットは必死にかばってくれたのだ。

			　ローキットはガイツと同じ年齢で、すでに25段にまで達している。イリシア西部では、最も有名な狩竜人(かりゆうど)だ。迷惑だが、無(む)下(げ)にはできなかった。

			「あの、私は今、すごく良い仲間に恵まれてるんです。ローキットさんに心配されるようなことは、全然なくて……」

			「いや、気を遣わなくていい。１年目で強い仲間に恵まれることはないからな。どうせ低段位の仲間が、ソフィアに頼りきりなんだろ？　安心しろ、今のソフィアの仲間には俺がちゃんと伝える。ソフィアと肩を並べて戦える狩竜人(かりゆうど)なら、ここにいるってな」

			　ローキットに笑顔を向けられ、ソフィアの顔は赤くなる。整った顔立ちに魅了されたわけではない。エルとガイツを馬鹿にされた。そんな気がして、一瞬で頭に血が昇ったのだ。

			　夏場よりも白い彼女の肌は、赤みが差すと目立つ。その顔は、自分の頼もしい言葉に照れているのだと、ローキットを勘違いさせた。

			　イリシア西部まで届く白(はく)緋(び)の女神の噂(うわさ)は、主にソフィアの話ばかりだった。ソフィアが女であることと、その祖(そ)父(ふ)が高名な学者であるということが、人々の好奇心を煽(あお)る華やかな噂話だったからだ。

			　逆にエルとガイツの話は、協会関係者や竜学者くらいにしか伝わっていなかった。ローキットはソフィアの実力を間近で見ているので、白(はく)緋(び)の女神での活躍というより、ソフィア個人の活躍だろうと思いこんでいた。

			「あの、はっきり言っておきますね。もうローキットさんと組むことは、全然考えてないんです」

			「なんだソフィア、照れているのか」

			　とんでもない勘違いをされていることに、ソフィアは目の前の男を殴りたくなった。しかし、自分がこの街を離れた原因を思いだす。

			　狩竜人(かりゆうど)が人を傷つけてはいけない。冷静にはっきりと、拒絶の言葉を伝えよう。そうすれば、ローキットも理解してくれるはずだと。

			「遠(えん)慮(りよ)しなくていい。確かに俺とソフィアでは、まだ段位に差があるかもしれないが、そんなのは関係ない。俺と一緒なら、同じ夢が見られるはずだ」

			「遠(えん)慮(りよ)なんてしてませんから！　そうじゃなくて、嫌なんです。ここは生まれた街だし嫌いにはなれないけど、ここで狩竜人(かりゆうど)やってたのは、忘れたいくらいなんです」

			　どこをどうすれば遠(えん)慮(りよ)などという考えに至るのか。ソフィアは怒りを通りこして恐怖を感じた。

			「そうか……あんなことがあったし、それも仕方ない。しかし、心配はいらん。実はな、もうあの戦団は解散したんだ。あいつらも悪い奴らじゃなかったが、俺やソフィアに比べればどうしても腕は劣(おと)る。俺はひっきりなしに他の戦団から誘われるんだが、今はそれも全部断ってる。だから、すぐにでも一緒にハイウェスラルを目指せるぞ。まだ南行きの夢は変わってないんだろ？」

			　道端で偶(ぐう)然(ぜん)会っただけで、どうしたらそんな話になるのか、ソフィアの恐怖はさらに募(つの)る。最近はいつもエルが隣にいるおかげで少なくなったが、以前は口説かれることも多かった。軽く声をかけてくる男なら、上手くあしらう方法も知っているつもりだ。

			　しかし、目の前の男は質が違う。どうしたら上手く逃げられるのか、ソフィアはだんだんわからなくなってしまう。

			「あの、話聞いてますか？　私はローキットさんとは組みたくないんです。今後も絶対に組むことはないですから」

			　向けられた好意の種類はわかっている。それはローキットの戦団にいる頃からあったものだ。ソフィアはそれに応えたことなど１度もない。少なくとも、ソフィア自身はそう思っている。

			　しかし、ローキットは拒絶の言葉に驚いた表情だった。そしてなぜか、憐れみの表情に変わっていく。

			「そうか……ソフィアは昔からそうだったな。優しいから、仲間を見捨てられないんだろ？　前もそうだった。周りの女に遠(えん)慮(りよ)して俺には近づこうとしなかった。しかし、それはソフィアのためにならない」

			　昔とはいったいいつだと、ソフィアは頭が痛くなってくる。ローキットに初めて会ったのは１年ほど前だ。同じ戦団に所属したのは、正味２ヶ月もない。

			　以前もしつこく言い寄られたが、ここまでひどくはなかった。もちろん、仲間の女性狩竜人(かりゆうど)に遠(えん)慮(りよ)したわけではなく、自分の意思できっぱりと断っているつもりだった。自分が最初に尊敬した狩竜人(かりゆうど)は、こんな男だっただろうかとソフィアは疑問に思う。

			「いや、だから全然違います。今はとっても大事な仲間がいるんです。その仲間と一緒に、南を目指してるんです。エルもガイツさんも、その仲間のことなんですが、２人とも最初から私と同じ夢を持ってて、それで一緒に頑張ってるんです」

			　ローキットは溜め息をつき、首を横に振る。

			「ソフィア、せっかく夢があるのに、仲間のために自分を犠(ぎ)牲(せい)にしては駄目だ。誰かに頼るような狩竜人(かりゆうど)が仲間では、南方遠征団に選ばれることは難しい」

			「全然違います！　仲間に頼ってるのは、むしろ私のほうで……」

			　いつの間にか、周囲の視線が２人に集まっていた。

			「ん？　いかんな。ここは人目が多い。俺がこんなところで立ち話はできんな。俺の家に行ってゆっくり話そうじゃないか」

			　ローキットは、自分の名と顔が売れることに喜びを感じる性格だ。竜がほとんど現れないので、低段位の狩竜人(かりゆうど)しかいないパスラルでは、飛び抜けた有名人だった。

			　いつもと違って普通のお嬢さまといった服装のソフィアは、同性からとげとげしい視線を向けられていた。

			「いや、行きませんから。話を聞いてくださ……」

			「前は俺にも迷いがあったんだ。悪かったと思ってる。しかし、もう大丈夫だ。俺はソフィアを守り続けると心に決め……っておいっ、待てソフィア！」

			　ソフィアは涙目になって走って逃げだした。ローキットは本当に強い狩竜人(かりゆうど)で、頼もしくもあった。尊敬していた頃もあった。しかし今は恐怖しか感じない。竜相手なら、いくらでも前に出る勇気を持つソフィアだが、得体の知れない人の恐怖にはどうにも耐えられなかった。

			　

			「おかえりソフィア。ねえ、これ見て！　おばあさんが作ってくれたんだ。すっごい美味しいよ！」

			　リータフの検査を終えたエルは、ソフィアの祖(そ)母(ぼ)アマルが作った菓子をほおばっていた。泣きたいほどに苛(いら)立(だ)って帰ってきたソフィアは、呑(のん)気(き)そうなエルに八つ当たりでもしようかと一瞬考えてしまう。

			　しかし、エルの満面の笑みを見て、すぐにそんな気持ちは消えてしまう。苛(いら)立(だ)ちをぶつけようなんて、甘えすぎだと反省する。

			「ソフィア、どうかしたの？」

			　横に座ったソフィアの表情が、いつもと違うことにエルは気づく。

			「え、どうかってなによ。別になんにもないわよ。それよりエルの体よ。おじいちゃんはなんて言ってたの？」

			　ローキットのことを話そうかと思ったが、ソフィアはつい隠してしまう。最近はエルに甘えているのが気になっていた。気をつけてないと、際限なく甘えてしまいそうで怖かった。

			　それになんとなくだが、エルに知られるのは嫌だった。軽く口説かれたくらいなら平気で話すが、ローキットの場合は目が怖いくらいに本気だった。この話をしたらエルがどんな顔をするのか知りたい。でも知る勇気がない。もしなんでもないような顔をされたら、落ちこむ自分が簡単に想像できた。

			「うん、やっぱり大丈夫だって。完全に体の内側から両利きになってるだけで、他に理力の流れがおかしいところはないってさ。ありがとうソフィア、リータフ先生に会わせてくれて。師匠のことを悪人だとは思ってなかったけど、善人だとも思えなかったからね。本当は、なにかされたんじゃないかって心配だったんだ」

			「なによ、じゃあ初めから素直に心配だったって言いなさいよ。でも、ほんと良かった……うん、良かった」

			　ソフィアの表情は、いつもの明るいものではない。なにかあったはず、とエルは気づいていた。しかし、ソフィアと違い、エルは素直に聞きたいとせがむような真(ま)似(ね)はできなかった。

			「そうだ、ちょっと僕も出かけてくるよ。買いたい物があるから」

			「あ、じゃあ私も行こっか。エルはこれくらいのお菓子じゃ全然足りないもんね。どうせ食べ物でしょ。王都ほどじゃないけど、いろいろ美味しいものがあるわよ！」

			　少し無理して、明るい声を出している。エルはそう感じた。

			「えっと……ごめん、ちょっと１人で行きたいんだ。せっかく帰ってきたんだし、ソフィアはリータフ先生とおばあさんと、一緒にいなよ。ここに来てからずっと、僕が先生を独占しちゃってたしね」

			　正直なところ、外に出たい気分ではなかったので、それならばとソフィアはうなずく。

			　それにしても、エルが１人で買いたい物なんてあるのかと、不思議に思った。女なら誰にだってあるが、男にも同じような物があるのだろうか。考えてみるが思いつかない。

			「なに買うの？　お店の場所、わかんないでしょ？」

			「あ、大丈夫。おばあさんに教えてもらったから」

			「そう、ならいいけど……」

			　ソフィアは怪(け)訝(げん)な顔で、エルを見送った。エルは正直者だ。なにかを隠している表情なのは、ソフィアには丸わかりだった。

			　

			「おばあちゃん、エルがなにを買いにいったか知ってる？」

			「さあ、なんだろうね」

			　アマルは明らかに知っている顔だった。しかし、答えてはくれず笑ってごまかすので、ソフィアはよけいに不(ふ)審(しん)がる。隠しごとをされるのは、気分が良くない。それがエル相手だと、なおさらだった。時折、ローキットの顔がソフィアの心にちらつき、ソフィアの気分は晴れないままだった。

			　エルは結局、夕食の直前まで帰ってこなかった。ソフィアの家は、店が並ぶ大通りから遠くない。自分と同じく買い物に時間をかけない男が、随(ずい)分(ぶん)時間をかけたものだと、ますます不思議に思う。しかも、帰ってきたときに手にしていたのは、小さな箱が１つだけ。ソフィアが中身を聞いても、エルは頑(かたく)なに教えてはくれなかった。

			　

			　翌日、まだ慣れないと思っていた豪華すぎる客室で、エルは完全に寝過ごした。

			　寝過ごしたといっても、それは狩竜人(かりゆうど)の基準だ。充分に早い時間なのだが、いつもより少しだけ高い陽の位置を見て、エルは慌てて起きあがった。

			　しかし、ふかふかのベッドがエルを誘(ゆう)惑(わく)してくる。高いものは素晴らしいのだと、エルはしみじみ感じてしまう。

			　起きてすぐに、エルは自分の鞄の奥底を漁(あさ)った。そこにはずっと仕舞われていた、白(はく)緋(び)鉱(こう)の首飾りがあった。この日がソフィアにとって特別な日だと、エルは知っていた。

			「おはよう。寝坊したわね」

			「おはよう。ベッドが気持ち良すぎて……あれに慣れたら、他のベッドが嫌になりそうで怖いよ」

			「まあいいじゃない、今は今で休んじゃえば。ガイツさんも、冬は休めって言ってたし」

			　ソフィアも狩竜人(かりゆうど)時間で動いているので、とっくに起きていた。まだ暖炉に火が入って間もなく、部屋の中でも息は白かった。

			　普段着のソフィアは、狩竜人(かりゆうど)の凛(りん)とした姿とは違った柔(やわ)らかい雰(ふん)囲(い)気(き)だ。エルはそれを見るだけで、心が高鳴ってしまう。ソフィアの容姿には、いつまで経っても慣れなかった。それどころか、日に日に落ちつかない気分になってしまい、エルは困っていた。

			「あのさ、ソフィアにこれを……」

			　エルが両手の物を渡そうとしたとき、来客を告げる鐘(かね)が鳴った。まだ早朝、誰の家を訪ねるにしても、少し非常識な時間だ。女中が、ばたばたと家の中を走る。

			「あらら、こんな早くに誰かしら？　あ、もしかしたらコーディが帰ってきたかも！」

			　ソフィアの弟コーディは、王立学院の学生だ。そろそろ冬の休暇に入るので、実家に帰ってくる予定だった。しかし、ソフィアの期待は裏切られた。

			「ソフィアお嬢さま、その……ローキット様がおいでです。なんでも、お嬢様とお会いになる約束をされてたと。お通ししたほうがいいのでしょうか？」

			　ソフィアの顔が青ざめる。

			「うそ、なんで家まで……絶対だめです、入れないで。約束なんかしてない！」

			　玄関が騒がしくなってくる。ソフィアの家には、何人も使用人がいる。その中には、護(ご)衛(えい)に当たる役割の者もいる。さすがにそれを押しのけて勝手に上がりこむような真(ま)似(ね)はしなかったが、ローキットが強い口調でソフィアに会うと言っているのが、エルの耳にも届いた。

			「ソフィア、知り合いなの？」

			「そう……なんだけど。私が前にいた戦団の団長で……その……なんていうか」

			　言い淀(よど)むソフィアを見て、エルは察する。昨日から暗い顔をしていたのは、どうやら玄関で騒いでいる男のせいらしい。

			　状況を理解したわけではない。しかし、自分の出番だと感じた。すっと立ち上がったエルは、ソフィアが止める暇(ひま)もなく騒ぐローキットの下に向かった。

			「だから、ソフィアを出してくれと言っている、約束してるんだ」

			「ですが……」

			　ローキットは有名な狩竜人(かりゆうど)で手荒くすることもできず、使用人たちを困らせていた。そもそも、ローキット相手に力で敵う者は、狩竜人(かりゆうど)でも少ないのだ。強引に追い払おうにも手段がなかった。

			「どうしたのかね、こんな時間から」

			　普段なら、もう少しゆっくりと起きてくるリータフが、騒ぎに気づいて玄関にやってきた。

			「これはこれはリータフ先生、お久しぶりです」

			「おや、ローキット君じゃないか」

			　リータフとローキットは面識があった。ソフィアが事件を起こした際、その処理をするために何度か顔を合わせている。

			「こんな朝早くから申し訳ありません。しかし、ソフィアさんが戻ってきたと知って、いても立ってもいられなくなってしまいました。それで、彼女を迎えにきた次第です」

			「迎えに？　なにを言っておるのかね。今はもうソフィアは他の狩竜人(かりゆうど)と一緒にいるのだよ。とても良い仲間に恵まれてね、君の出番はないので安心してくれたまえ」

			　柔(やわ)らかい口調のままだが、リータフは毅(き)然(ぜん)とした物言いで、はっきりと訪問を望んでいないことを告げた。この男が孫娘に恋(れん)慕(ぼ)していることには、以前から気づいていた。そして、ソフィアがそれを受ける気がないことも。

			　しかし、ソフィアが怯(おび)えるほどに執(しゆう)着(ちやく)していることまでは、知りえなかった。

			「リータフ先生、ご存知だとは思いますがソフィアさんは大きな夢を抱いています。しかし、彼女はまだ若すぎて現実が見えていない。リータフ先生も、さぞご心配でしょう。でも俺と一緒なら、ご家族も安心させられます。ぜひ、リータフ先生からもお伝え願えませんか？　遠(えん)慮(りよ)などしなくていいから、俺と組むようにと」

			　リータフの表情が固まる。多少青臭い正義感にこだわったり我の強いところはあったが、リータフはローキットのことを好感の持てる青年だと思っていた。

			　だが、目の前にいる男は、どうも以前と様子が違って見えた。こんな朝早くから、ソフィアに強引に会おうとする態度もおかしい。

			「ローキット君、ソフィアはまだまだ未熟だがね。以前と比べると、あれでも随(ずい)分(ぶん)成長しているんだ。今の仲間のおかげだろう。私も久しぶりに帰ってきた孫の成長を、とても喜ばしく思っている。だから、君がソフィアのことを気にする必要はないよ」

			「しかし……お言葉ですが、狩竜のことなら俺のほうが詳しいはずです。南に行くというのは生(なま)半(はん)可(か)なことではない。仲間が頼りなければ、ソフィアさんは夢を叶(かな)えるどころか、命すらも危ない。俺にはハイウェスラルでの経験があるから、わかるんです」

			「いやいや。ソフィアの仲間は、とても頼もしい狩竜人(かりゆうど)なんだよ。今うちに来ているエル君という狩竜人(かりゆうど)をね、ソフィアはとても頼りにしている。私も会ったばかりだが、彼のことは大変気に入っておるよ」

			　口にしてから、リータフは失言だと気づいた。この男の前で、エルの名前を出すべきではなかった。ローキットの目に、黒い感情がにじむ。

			「その……エルとやらに会わせてもらえますか？」

			「いや、それも遠(えん)慮(りよ)してくれないかね。話はここまでにしよう。ソフィアは、あの不幸な事件のことを忘れたいと思っているんだ。ローキット君にとってもあれは嫌な事件だったろう。お互いのためにも、関わらないようにしようではないか」

			　ローキットの顔つきが明らかに変わり、リータフは慌てた。そして、エルの顔が見えてさらに慌てた。

			「おはようございます。リータフ先生、どうかしましたか？」

			　間の悪いことだと、リータフは思った。本人が出てきてしまった以上、関わるなというのも無理がある。仕方なく、ローキットは家の中に通された。

			　

			　ソフィアの仲間だという狩竜人(かりゆうど)は、どう見ても20歳前の頼りなさそうな若造。そう感じたローキットは、エルを鼻で笑う。

			　若くして活躍する狩竜人(かりゆうど)は少ない。ソフィアのように、最初から別格という存在はごくわずかだ。狩竜人(かりゆうど)の肉体と精神が極(きわ)まってくるのは、だいたい30歳を過ぎてからと言われている。１年目より２年目、２年目より３年目と経験を積んでいったほうが強くなることは間違いなかった。

			「リータフ先生、こいつと２人で話させてもらえませんか？　俺がしっかり、説得しますので」

			　なにを説得するのかと聞きたかったリータフだが、エルが先に口を開く。

			「あの、僕からもお願いします」

			「いや、しかしだね……」

			「大丈夫です。ちょっと話をするだけですから」

			　エルの強い口調にリータフは驚いた。狩竜人(かりゆうど)らしからぬ、大人しく優しそうな少年だと思っていたが、意外な一面もあるのだとリータフは知った。

			　はっきりと本人たちが口にしたわけではないが、傍から見ればソフィアとエルがどういう関係なのかは一(いち)目(もく)瞭(りよう)然(ぜん)だ。男なら任せてほしいだろうという意図も汲(く)み、リータフは心配しながらも部屋を出た。リータフが出ると、ローキットの顔はさらに歪(ゆが)む。

			　エルは事態が飲み込めているわけではない。以前に聞いた話からして、どうやら目の前の男が、ソフィアに言い寄っていたという戦団の団長だとはわかっている。

			　しかし、それ以上のことは知らない。ただ、ソフィアが怯(おび)えるほどに、この男に会いたがっていないことだけは理解できた。話をする理由は、それだけで充分だった。

			「お前が今のソフィアの仲間か。エルと言ったな、今何段だ？」

			「19段です。えっと……」

			　自分は名乗りもせずに、ローキットは不(ぶ)躾(しつけ)な質問をしてくる。そこでエルは、この男の名前も知らないことに気づいた。来客を告げた際に、女中が名前を言っていたはずだが、そこは気にしていなかった。

			　それよりも、ソフィアの表情が大きく変わったことのほうに気を取られていた。

			　ソフィアのいろんな表情を、エルは知っているつもりだった。しかし、この男の名前が出たときの表情は、エルが初めて見るものだった。あのように怯(おび)えるソフィアなど、エルは見たことがなかった。ソフィアにそんな顔をさせたというだけで、エルは腹を立てていた。

			「19段か……たまにいるな、お前みたいに誰かに寄っかかって、段位だけ上がる狩竜人(かりゆうど)ってのが。どうせソフィアにくっついて利用したんだろ」

			　いったいなにを言いだしたのか。エルにはよくわからなかったが、どうやら自分に敵意を持っているということだけは理解した。

			「白(はく)緋(び)の女神の仲間というのは、お前だけなのか？」

			「いえ、もう１人。ガイツさんという人がいます。フェネラル出身なので、今はそっちで休暇中です」

			「２人だけか。そうだな、お前も若いし、物事を知らないのだろう。同情の余地はある。しかしはっきり言わせてもらうぞ。実力に見合わない仲間というのは、仲間じゃない。ソフィアの夢のことは知っているか？」

			「はい、南行きのことですよね。それがなにか？」

			「それを知っているのに、なぜお前らは一緒にいる。お前は自分が足を引っ張ってると思ったことはないのか」

			　ソフィアの足を引っ張っている。そんなことがあるだろうかとエルは考える。よくよく考えてみると、ソフィアと自分はガイツの足なら引っ張っているかもしれないと思った。

			　光球理力と治(ち)癒(ゆ)理力の使い手という、これ以上ないほどに優秀なガイツ。ルヴィリスイール狩竜で目立ってからは、他の戦団にかなり本気で勧(かん)誘(ゆう)を受けているところもみている。１年目の自分たちには、もったいないくらい頼りになる仲間だ。ガイツが自分たちと一緒にいることは、常に感謝していた。

			　考えがそれてしまったが、ソフィアの足を引っ張っていることはないと、エルは確信できた。いつだって自分と２人、ガイツの指導を受けながら競いあい、高めあっている。そこにエルが、疑いを持つことはない。

			「いえ、ソフィアの足を引っ張るということはないですね。僕もソフィアもまだまだなので、ガイツさんにはちょっと迷惑をかけてる気もしますが」

			「思っていたよりも、ひどい仲間のようだな。お前はソフィアの価値がわかっているのか？」

			　価値。そんなことをエルは考えたこともなかった。強いところだろうか、素直なところだろうか、可愛いところだろうか、優しいところだろうか、自分を理解してくれるところだろうか。良いところも足りないところも、ソフィアのことならいくらでも頭に浮かぶが、どれも価値という言葉には当てはまらない。

			　目の前の男がなにを言いたいのかがわからず、エルの思考は変な方向へ行ってしまう。

			「あの、さっきからなにが言いたいんでしょうか」

			「わからないのか？　そこまで馬鹿な奴だとは驚きだ。見合う腕もないのに、ソフィアと組むのはよせと言ってるんだ。お前はどうも、俺のことを知らないようだな」

			「えっと、前にソフィアがいた戦団の、団長さんですよね？」

			　名乗ってくれるかと期待したエルだが、残念ながらそれはなかった。完全に名前を聞く機会を失ってしまった。

			「そこはどうでもいい。その戦団は、すでに解散している。俺は今25段。それも、お前と違って、自分の力で得た段位だ。誰かに寄りすがって得たものじゃない。ソフィアに見合うだけの腕がある。彼女の夢の邪魔になりたくなければ、さっさと身を引いて自分に合った仲間を探すんだな」

			　エルはますます混乱する。男の若さからして、早い昇段だというのはわかるが、レズレンなら25段というのはそこまで珍しい段位ではなかった。見た目が同じ歳くらいのガイツが、ほとんど変わらない24段だ。

			　そもそも段位は、協会が腕の目安にするためのものでしかない、とエルは教えられている。決して絶対的なものではなく、それは狩竜人(かりゆうど)なら理解できるはずだ。とことん嫌な男だったが、ドルブンですら段位がどうこうで威(い)張(ば)ったりはしなかった。あくまで、実力があっての傲(ごう)慢(まん)さだった。

			　目の前の男は、段位が上だから強さも上だと思っている。それはエルにもわかった。それが、ますますエルを混乱させた。

			「あの、つまり弱いから、僕がソフィアと組むのはふさわしくないってことですか？」

			「そうだ、さっきからそう言っているだろう。どれだけ物わかりが悪いんだ」

			　エルは困った。話が噛(か)み合わない。かといって実力を示すというわけにもいかないので、取りあえず１番の目的を果たすことにする。

			「それはできない相談です。僕はソフィアと一緒に南を目指すと決めてますから。それとですね、ソフィアがあなたのことを怖がっているようなので、２度と彼女に近づかないでください。彼女が怯(おび)えるなんて、よほどのことなんです。もう絶対に、ここには来ないでください」

			　丁(てい)寧(ねい)な口調のままだが、はっきりとしたエルの言葉に、ローキットの怒りが沸騰する。

			「お前は……ふざけるのもたいがいにしろ！　表へ出ろ、腕の差を思い知らせてやる！」

			　エルは目の前の男が、本当に狩竜人(かりゆうど)なのかと疑いたくなった。

			「なにを馬鹿なこと言ってるんですか。鍛(たん)錬(れん)でもないのに、狩竜人(かりゆうど)が人相手に力を向けたら重い罪になる。それでソフィアが苦しんだことを、知らないんですか？　あなたもその原因を作った１人なんですよね？」

			「貴(き)様(さま)……大人しく教えてやろうっていう俺の優しさもわからんのか。いいから表へ出ろ！」

			「力比べをする気はありません。それに、ソフィアはあなたとは組みませんよ。僕の大切な仲間なんだ」

			「それはソフィア本人が決めることだ！」

			「そうです。さっきからそう言ってます、本人が嫌がってるって。組む組まない以前に、会うのすら嫌だそうです」

			「お前……ソフィアに下(げ)衆(す)な考えを抱いてるな。言っておくが、ソフィアはガキになびくような安っぽい女じゃないぞ。お前みたいな奴が、ソフィアの隣にいると想像しただけで虫(むし)唾(ず)が走る。駄目だ、話にならん。ソフィアを呼んでこい！」

			　ソフィアに特別な想いを抱いている。エルはそんなことくらい、とっくに自覚している。目の前の男も、それは同じなのだと感じた。しかし、エルはこの男と自分が、同じだと思いたくなかった。このままでは話が進みそうになかったので、仕方なくエルは立ち上がる。

			「望みどおり表に出てやる。ついてこい」

			　エルの口調が、荒っぽくなっていた。エルは決して育ちの良いほうではない。むしろ、イリシアでは最低と言っていいほど悪い。普段丁(てい)寧(ねい)な喋(しやべ)り方をするのは、幼い頃に娼(しよう)婦(ふ)たちに教わったからだ。商売人相手に仕事をもらえるよう、話し方を仕込んでもらっていたからだ。タシネートからもそれでいいと言われていたので、気をつけて喋(しやべ)っているだけだ。

			「いい度(ど)胸(きよう)だな。俺に勝てるとでも思ってるのか？」

			　まだ馬鹿なことを言うのかとエルは呆れるが、それを無視して部屋を出る。ローキットもそれについてきた。

			　

			　ローキットの顔は見たくなかったが、ソフィアはエルの様子が当然気になっていた。また無駄に鋭い聴覚を活かし、聞き耳を立てようと目(も)論(くろ)んでいた。しかし、それを予想していたリータフに見つかって叱られてしまう。男同士の話を、女が聞くものではないと。

			「お、おじいちゃんっ。なんか外に行っちゃったよ」

			　リータフは、まさか暴力沙(ざ)汰(た)にはならないだろうと高を括(くく)っていた。しかし、２人の狩竜人(かりゆうど)が怒りの表情で出ていき、さすがに焦(あせ)る。

			「う、うむ。大丈夫だとは思うが、一応人をつけておくか」

			「やっぱり私のことだもん、私が行く！」

			「こ、こら。ソフィアはやめんか。他に人をつけるから……」

			　リータフは必死に止めようとするが、老いた学者がいくら頑張ったところで、ソフィアに敵うわけがなかった。ソフィアは見つからないように、エルのあとを追いかける。

			　普段だったらソフィアの下手な尾行など、勘(かん)の鋭いエルはすぐに気づいただろう。しかし、エルも完全に頭に血が昇っていた。

			　

			　エルはローキットについてこいと言い、大通りを歩きだす。

			「おい、どこへ行く気だ」

			　質問には答えず、無言で歩くだけだった。着いたのは、パスラルの狩竜人(かりゆうど)協会。冬ということもあり、協会内はまるで無人かのように静かだった。そもそもパスラルでは、年中混むことなどないのだが、エルはそれを知らない。

			　休暇中であっても狩竜人(かりゆうど)はどこの街にいるかを協会に届ける必要がある。エルもソフィアも、街に到着してすぐに、パスラルの協会に出向いていた。自分の段位と狩竜履(り)歴(れき)を届け、街の戦力を協会に把(は)握(あく)してもらうことは、狩竜人(かりゆうど)の大切な義務だ。

			「なんだ、狩竜履(り)歴(れき)でも見せようってのか？　馬鹿かお前は。戦団単位での記録は、なんの参考にもならんぞ。ソフィアが狩った竜も、お前の記録に残っちまうからな」

			　エルは相変わらずローキットを無視したまま、職員に話しかける。

			「すいません、レズレン出身のエルと言います。生年は４９０年。自分の狩竜履(り)歴(れき)を見たいので、お願いできますか？」

			　協会の認可証を提示して、職員に書類を用意してもらう。エルは雑に扱(あつか)わないようにと注意し、ローキットに書類を渡した。

			「だからこんなもんがなんだってんだ？　全部、戦団での狩竜だろうが」

			「いいから見ろ」

			　そこにはわずか１年足らずで狩った竜種と、その数がずらりと並ぶ。記載された竜は依頼を受けたものだけではない。素材買取をしてもらったものが記録されている。エルが自分で買取ったのはハルドブルの肉くらいなので、ほぼすべての狩竜結果が書いてあることになる。

			　そしてその中には、ソフィアに会う以前の単独狩竜や、ルヴィリスイール戦のあとの深刻な人手不足の時期に、やむを得ず１人で当たった狩竜も多い。

			　明らかに戦団単位ではない狩竜の経験数にローキットは驚く。しかし、それを素直に認めるような男ではなかった。どちらにせよ、エルが弱いか強いかなど関係なかったのだ。

			「だ、だからなんだってんだ。どうせこれも、人に頼って狩ったものだろ？　こんなものに意味などない」

			　エルは大きくため息をつく。ローキットの言葉は予想していた。

			「この方法以外で力を示すことなどできないし、する必要もない。狩竜の腕は人を守るためのものだ。自分の力を、誇(こ)示(じ)するためのものじゃない」

			「なにを言ってるんだ。そんなもの、自分が弱いと認めてるのと変わらんじゃないか」

			「力を誇(こ)示(じ)するつもりはないが、もし力ずくで来るというなら僕もそうするだけだ。お前なんかには絶対に負けない」

			　ローキットは、その言葉を聞いて嘲(あざ)笑(わら)う。

			「俺に負けないだと？　頭が悪いにもほどがある。やはりソフィアは、お前なんかに任せておけん」

			　ここはまだ協会だ。エルの声もローキットの声も、建物中に響(ひび)き渡る。

			　どうやら無(む)謀(ぼう)にも、色男代表のようなローキットと女を争う男がいるらしいと、皆が注目しはじめた。

			「結局お前は、弱い仲間が気に入らないんじゃないだろ。ソフィアを取られたくないだけだ。なんで弱いだの強いだので、僕を遠ざけようとするんだ。そんなのは関係ないじゃないか。ただ、ソフィアが好きだから一緒にいたいだけだろ」

			　エルは感情的になりすぎないようにと、自分に言い聞かせながら抑(よく)揚(よう)のない声で喋(しやべ)っていたが、実のところ冷静さは完全に失っていた。頭に血が昇って周りが見えていなかった。

			　ここが協会内だということも、完全に忘れていた。

			「お前と一緒にするな！　自分の欲望だけで、ソフィアを手に入れようなどと薄汚れた考えはない。俺は彼女のためになることを考えている。俺といることが、彼女にとって１番良いに決まってるんだ。俺の力があれば、ソフィアの夢を叶(かな)えてやれるんだ！」

			　ソフィアを怯(おび)えさせたことが許せない。そして、自分にとってこの男は邪魔者でしかない。それが、エルの正直な気持ちだった。

			　行きすぎた依(い)存(ぞん)かもしれない。ただの独占欲かもしれない。しかし、そんな理屈はどうでもよかった。エルがソフィアを想うときに、理由など考える必要はなかった。ただ、強すぎて抑(おさ)えられない感情があるだけだ。

			「そうか、僕は違うよ。たまたま同じ南行きの夢だったから、僕も一緒に行ければとは思ってる。でも、それはそれだ。一緒にいたいのは、ただ好きだからだ。夢が同じだからじゃない。好きだから、大切にするんだ。仲間の狩竜人(かりゆうど)だからじゃない。好きだから渡したくない。欲望だらけだ。悪いが僕は、ソフィアのためだなんて言えない。僕は僕のためだ。

			　だから僕はソフィアが欲しいんだ。どんな手を使ってでも。邪魔をするならどうぞ、ただ、そのときは容(よう)赦(しや)しない。なにがあっても、絶対に僕が……あ……れ？」

			　熱くなりすぎて、エルは自分でもなにを喋(しやべ)っているのかよくわかっていなかった。その途中で、可(か)憐(れん)な少女が姿を現す。

			「なにがあっても、絶対に僕が、の続きは？」

			　エルの頭が、一瞬にして冷える。

			「え……な……んで」

			　笑っているような泣いているようなその顔は、エルが見たことのない表情だった。

			「ね、続き。早く」

			　そうせがむソフィアは、これまでエルが見たどんな表情よりも、愛らしかった。

			「続きは……その……」

			　答えを聞く前に我慢できなくなり、少女は少年の首に腕を回す。

			　出会った頃よりも、少し開いた距(きよ)離(り)を埋めるため、少女のかかとが浮いた。

			「好き、ありがと。好き……大好き」
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			　ここが協会であるとか、人前であるとか、２人ともそんなことは忘れていた。ローキットがずっと叫んでいるが、もう２人の耳には届いていない。ただ、お互いの顔だけを見つめていた。

			　突然のことに呆(あつ)気(け)に取られていた協会内の人たちだが、微笑(ほほえ)ましい若い２人を見て、誰ともなしに拍手を送りはじめる。それは大方の予想を覆(くつがえ)し、見事に勝利したエルへの賛辞だった。

			「ふ、ふざけるな、ソフィアから離れろ！」

			　みっともなく騒ぐローキットに、２人はようやく目を向ける。ただ、相変わらず体はくっついたまま離れない。

			「あの、こういうことなんで、邪魔です」

			　思いきり逆なでするような言葉を、ソフィアは笑顔で投げつける。その目には、もう怯(おび)えの色はなかった。

			　頭の冷えたエルは、ソフィアの容(よう)赦(しや)ない言葉に慌てるが、協会内であることが幸いした。職員の目がある場所で、狩竜人(かりゆうど)が暴れることはできない。ローキットにも、まだ普通の神経は残っていた。

			　ローキットの顔が情けないものに変わる。色男の完全敗北に、周りの人はつい笑いをこぼしてしまう。

			　これ以上、死人に鞭(むち)打つような真(ま)似(ね)はできないと、エルはソフィアの手を取り協会を抜けだした。

			　大きな右手と小さな左手。指と指が絡みあう。

			「ソフィア、なんでここに……いや、あの、えっと」

			「えへへ」

			　まさか聞かれているとは思っていなかった。混乱と困(こん)惑(わく)と、照れと喜びと。いろんな感情が入り混じり、エルは言葉が出てこない。しかし、もう言葉は必要なかった。強く絡んだ２人の指と指が、言葉の代わりに会話をする。

			　まっすぐ歩くのが難しいほどに寄り添いながら、２人はゆっくりと家路についた。

			　

			　２人が帰ってきても、リータフとアマルはローキットのことを口にしなかった。それがあまりに不自然で、協会であったことが完全に知られているとエルは気づく。

			　冷や汗をかきながら、放置してくれる優しいソフィアの祖父母に感謝するしかなかった。

			　この日の夕食は、これまで以上に豪華なものが並んだ。

			「ソフィア、誕生日おめでとう」

			「ありがとう！　あ、そっか……なんだ」

			　リータフから祝いの言葉を贈られたところで、ソフィアはエルの買い物の正体に思い当たる。自分の誕生日はもちろん覚えていたが、それをエルに教えた記憶はなかった。ただ、アマルにでもエルが聞いた可能性がある。

			　今なら、きっとそうだと確信できた。ソフィアの頬(ほほ)が、自然と緩(ゆる)んでしまう。

			　ソフィアの予想は、完璧に当たっていた。エルは贈り物を選ぶため、珍しくソフィアの同行を断ったのだった。エルは２人きりになったときを見計らい、両手に１つずつもった包みを、ソフィアに差しだす。

			「あ、えっと、誕生日おめでとう」

			「２つ、なの？」

			「う、うん。１つは、ずっと前に買ったものなんだけど……その、渡せなくて」

			　１つは前日に用意したもの。もう１つは、ずっと前に渡せなかった白(はく)緋(び)鉱(こう)の首飾り。18歳の女性に贈るには、２つとも少し子どもっぽい飾りだった。

			「あり……がと」

			　しかし、ソフィアはありがとうの言葉に詰まってしまうほど嬉しかった。

			　ずっと前に渡せなかったというほうも、ずっと前から、大切に思っていてくれた証だと気づき、喜びは倍以上になった。そっと手に取り、大事に大事に身につける。

			　ソフィアはあまりにも嬉しいことが続きすぎて、不安になるほど幸せだった。なにかこの先の幸運を、すべて使ってしまったような気分にさえなる。

			　ただ、それは幸運ではない。２人の重ねてきた日々が、その場所にたどり着いたというだけだった。

			「あのね。エルってもしかして、自分の誕生日知らない？」

			　協会で自分の狩竜履(り)歴(れき)を出してもらうとき、生年のみで身分を確認してもらったのにソフィアは気づいていた。名前と生まれた場所、そして生年月日まで言うのが普通だ。

			「うん、生まれ年は間違いないと思うんだけどね。それ以上は知らないんだ」

			　イリシアの人別帳は、しっかりと管理をされている。人の数が把(は)握(あく)できなければ、竜による被害が正確にわからない場合があるためだ。国はそこを怠(おこた)ったりしない。生まれた場所、親の名前、そして生年月日は、最低でも人別帳に記録されているはずだった。

			　しかし、エルは生年のみしか届けられておらず、日づけは誰にもわからなかった。親が親だっただけに、誕生日など忘れられてしまっていたのだ。

			「そっか、じゃあ私が決めてあげる。今日……でもいいけど、明日にしよう」

			　きっと一緒の誕生日でも嬉しいけど、嬉しい日は２回あったほうがいい。そんな理由だった。

			「いや……誕生日って、あとから決めるものじゃないよね」

			「いいじゃない、もう決めた。この時期なら狩竜に出ることはないから、毎年２日続けてお祝いするのよ！　いや？」

			　エルは笑って首を振る。

			「嫌なわけない、ありがとう。でも、ソフィアのほうが年上なの？」

			「そう！　だから私のほうが、お姉さんね」

			　誕生日という言葉は、今までエルにとって関係のないものだった。少なくとも良いものではなく、むしろ暗く濁(にご)った親との過去を、浮かび上がらせるだけの言葉でしかなかった。

			　それが隣で笑う少女のおかげで、あっという間に大事な言葉へと変えられてしまった。

			　そろそろ、少年と少女という言葉が、２人には似合わなくなってきていた。

		

	
		
			終章　少年と少女は、次なる段階へ昇る

			　

			「じゃあまずは、お母さんに会いにいこう。忙しくて家にいなくても、王都でいる場所は大体決まってるから」

			「う……うん、わかった」

			「もしかして、緊張とかしてる？」

			「し、しないわけないじゃない！」

			　ソフィアの両親はともに忙しく、基本的に王都イリファスの家に住んでいる。２人はパスラルを出て、今度はそちらに向かう予定だった。

			　エルの顔はすでに緊張で強張っており、ソフィアは意地悪そうに笑う。

			「大丈夫よ。エルのことは、ちゃんと手紙で伝えてあるから。お父さんは……どこにいるのか知らないなあ。まあいいや、お母さんに聞いてからだ。じゃあ、私のお父さんとお母さんに会ったら、エルは王立研究所ね」

			　ソフィアとエルは、今後の予定を確認する。

			　エルはチャビレットを訪ね、竜学を学びたいと考えていた。竜学者の第一人者に師事するというのは贅(ぜい)沢(たく)だが、是非来てくれというチャビレットの伝言をリータフから受け取っている。その言葉に甘えようと思っていた。

			　ソフィアはリータフの伝(つ)手(て)を使い、有名な狩竜人(かりゆうど)に会っておこうと考えていた。狩竜人(かりゆうど)には、休暇を王都で過ごす者もいる。その中で、ハイウェスラルを拠点に活躍する狩竜人(かりゆうど)を紹介してもらうつもりだ。

			　普段は戦団単位でいいとしても、いざとなれば大勢での狩竜となる。そのいざというときを経験し、ソフィアは顔をつないでおくことの大切さを実感した。

			　南方遠征団への選抜を視野に入れて行動しても、おかしくない段位まで来ている。もう以前のように、ただの夢として遠い将来を口にすることはなくなっていた。

			　年が明け、雪が溶けはじめる頃に、２人はガイツと合流して南に向かう。それまでに、できるだけの準備はしておきたい。２人ともそう考えていた。漫(まん)然(ぜん)と休んでいられるほど、南の大地は甘くない。

			　そして、遠い将来のことを語らなくなったのには、もう１つ理由があった。２人の関係が、はっきりと変わったからだ。

			　何年後かの話題になってしまうと、その頃の２人の関係にまで話が及んでしまう。それはまだまだ恥ずかしくて、とても口には出せない。

			　広い部屋で、その広さがまったく無意味なほどに近い距(きよ)離(り)で、ソフィアとエルは近い未来を語り合う。夢が手に届く目標に変わり、２人の目は南の大地を見(み)据(す)えていた。

		

	
		
			あとがき

			　

			　幼い頃に夢中になった本というと、私は真っ先に恐竜図鑑を思い浮かべます。その幼児向けの図鑑を買ってもらったのは、まだひらがなを覚えたばかりの頃でした。今思えば、私は恐竜の名前とともにカタカナを覚えたのでしょう。

			　その図鑑の中に、恐竜と象の大きさを比較した挿絵がありました。それを見たときの胸の高鳴りは、今でも覚えています。それは大きな生物に抱く憧れだけではなく、同時に恐怖も感じたからこその高鳴りでした。

			　大型の肉食恐竜とは、どんな恐ろしい生物だったのだろう。恐竜が現在も生き残っていたら、どんな世界だったのだろう。もしも恐竜と人が戦ったら、どうなるのだろう。自分が出会ってしまったら、どうしたらいいのだろう。

			　そんな幼き日にした空想が、きっと本作にも混ざっているのだと思います。

			　ちなみに現在の私は、野生の動物を非常に怖れる人間になってしまいました。具体的には、たまに近所で見かけるイノシシが恐ろしい。

			　つい最近も、突然道路に飛びだしてきたイノシシと、数歩の距離で向かい合ってしまいました。声も出ないくらいビビりました。目を合わせたまま、動けなくなりました。冬だというのに、比喩や誇張ではなく嫌な汗が流れました。私は狩る側の人間にはなれそうもありません。

			　

			　さて、勇敢さだけは充分に持ち合わせているソフィアとエルに、２巻ではガイツという仲間が加わりました。そして、チャビレットという学者との出会い。勇敢ではあっても、いろいろと足りなかった２人にとって、頼もしい仲間との出会いです。

			　幼き日に、偶然にも同じ本を読んで芽生えた２人の夢。その夢を、新たな出会いと仲間が加速させてくれるはずです。

			　また、本作はＷＥＢサイト「小説家になろう」でも連載中ですので、そちらも合わせてお楽しみいただければ幸いです。

			　

			　最後に、担当の荒田様、今回も素晴らしいイラストを描いてくださった雨壱絵穹様、ならびにこの本の製作に関わってくださった方々、読んでいただけた読者の方々、すべての皆様に感謝を。

			　

			平成26年　12月　　　　　井藤きく

		

	
		
			井藤きく（いとう　きく）

			愛知県出身。ドラゴンズファンのため、タイトルとの関連性を周囲に疑われている。小説投稿サイト「小説家になろう」にて「ドラゴン・イェーガー　～狩竜人賛歌～」を連載中。（二〇一五年二月現在）

			　

			イラストレーション

			雨壱絵穹（あまいち　えそら）

			岩手県出身。ファンタジーな世界観が好き。ソーシャルゲームやアプリのキャラクターデザイン、ＣＤジャケットイラスト等を制作しています。（二〇一五年二月現在）

		

	
		
			ドラゴン・イェーガー～狩竜人(かりゆうど)賛(さん)歌(か)～②

			発行日：２０１５年２月27日

			著　者：井(い)藤(とう)きく

			発行人：赤坂了生

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号

			http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）

			(C)Kiku Itou 2015

			　

			本電子書籍は株式会社双葉社刊『ドラゴン・イェーガー～狩竜人賛歌～②』（２０１５年２月２日　第１刷発行）に基づいて制作されました。

			　

			本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。
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